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　茹ゆで上がったパスタに熱々のオリーブオイルをひと匙さじかけて、よく絡からまるように混ぜ合わせる。塩と胡こ椒しようで味付けをして、仕上げに特製パスタソースをかけると、トマトとオリーブの温かな香りが鼻先をくすぐった。

　できあがり、とレレナは顔を綻ほころばせる。

　皿さらに盛りつけ、スプーンとフォーク、飲み物のトマトジュースをお盆ぼんに載のせ、それを手にしてリビングへと向かう。リビングでは、すでに待ちわびていたかのように――がソファに座り、その上空を――がふわふわと漂ただよっていた。

　テーブルの上にお盆を置くと、――は「ありがたくいただきます」と両手を合わせた。日本ならではの食前の風習だ。神に感謝を捧ささげる代わりに、作った人に感謝を捧げる。もう何度も目にしているはずなのに、そうやって感謝してくれる――の姿を見ると、なんとなく胸がこそばゆくなってしまう。

　勧められて、レレナは向かいのソファに腰こしを下ろした。目の前に座る人が自分の作ったパスタをそれはそれは幸せそうに食べる姿を、静かな満足感と共に見入っている。空中で足を組んでいる――も、それを見下ろしながら、「いいなあ、もう、――さんばっかり。あたしも食べたいよ」と不満げに唇くちびるを尖とがらせている。彼女の下、床ゆかの上で、黒猫ねこが「付き合い切れん」とばかりに部屋から出て行くのが見えた。

　レレナは静かに微笑ほほえんだ。

　安息とは、きっとこういうことを言うのだろうと思う。

　これまでもずっとこうしてきて、これからもずっとこうしていく。平へい凡ぼんだけれど幸せな毎日が、ずっと続いていくのだ。

　その先になにがあるかなど、今のレレナにわかるはずもない。しかし、この二人と一緒ならば、決して悪いことにはならないはずだ。

　そこまで考えたところで、不意に――が立ち上がった。見れば彼の目の前の皿はからっぽになっている。

　首を傾かしげ、「おかわりを持ってきましょうか？」と尋たずねたレレナに、――は軽く笑って首を振った。

「いや、いいよ。もう時間だからね」

「……時間、ですか？　なんの？」

「やだな、レレナったら。時間は時間に決まってるじゃない」

　そう言って、二人は声を揃そろえて笑う。その笑い声に、レレナは自分の中に不意に疎そ外がい感が湧わいてくるのを感じた。

　しかし二人は、そんなレレナの気持ちなどには気づきもせずに、そのまま背中を向けて部屋から出て行こうとした。レレナは慌あわてて声をあげる。

「あっ、ま、待ってください！　私も行きます！」

　そこでようやく、レレナは気がついた。

　足が動かない。

　まるで魔ま法ほうの枷かせでも嵌はめられたかのように、両足にまったく力が入らない。歩くことはおろか立ち上がることすらままならない。焦あせりは落下するように加速していき、レレナはソファの上でその焦りを叫びあげる。

「お願いです！　待ってください！　私も――」

　そうやって、二人の名前を呼ぼうとして、レレナはまた気がついた。

　二人の名前がわからないことに。

　あれだけ親しんで、あれだけ長いあいだ一緒に生活してきた二人の名前が――わからない。そのことに気づいた瞬しゆん間かん、足だけでなく舌したまでもがぴくりとも動かなくなってしまった。二人はレレナに背を向けて、部屋の扉とびらの向こうに足を踏み入れ、そこで一度だけ、こちらを振り返った。

　顔は見えない。

　あるいは、顔もわからないのかもしれない。

　闇やみの中で輪りん郭かくもおぼろげに、それでもそのひょろ長いフォルムをした男性は、静かに微笑ほほえんでいるのがわかった。その口元だけがかろうじて見えているからだ。かすかな諦あきらめに似た苦笑が浮かぶ唇くちびるから、二本の牙きばがちらりと覗のぞいていた。

「じゃあね、レレナくん」

　男性の肩かたに留まるように、その少女は浮遊している。長い黒くろ髪かみと白いパジャマを着ている他は、やはり闇に吞のまれてレレナの目には定かではない。ただ男性と同じように口元だけが見えており、そこには悪戯いたずらっぽい微笑が浮かんでいた。

「それじゃね、レレナ」

　レレナは息を止める。行かないで、という言葉は、最後まで喉のどから出ることはなかった。

　多分、レレナにもその言葉が、無意味だということがわかっていたからだろう。

　だから彼女は手を延ばした。引き留めるでもなく、なにかを望むわけでもなく、ただ追いすがるようにして、その腕うでを精せい一いつ杯ぱい、二人の影に向けて延ばして――




　そこで、目が覚めた。

「………………」

　意識が覚かく醒せいしてから、数秒の時間をおいて、ようやくレレナは呼吸を再開する。

　部屋の天てん井じようが視界に映り、そこに向けて延ばされた自分の右腕が見えた。レレナは気まずそうにその腕を降ろして、のろのろと起きあがる。

　それから、また深呼吸。

　確かめるように、唇を開く。

「――さん、――」

　二つの名前がまだ自分の中から消え去っていないことを確認して、彼女はまた安あん堵どの息を吐ついた。起きあがった上半身の、薄うすいレースのパジャマに包まれた胸元にそっと手を当てて、次にレレナは、二人の顔を思い出そうとした。

　耳に痛いほどの静せい寂じやくの中で、鼓こ動どうの音だけが大きくなっていく。

　――うそ。

　他人のような声が口から漏もれた。唾つばを飲み込み、目を閉じて、レレナはもう一度、二人の顔を思い浮かべようとした。




　思い出せなかった。




　呆ぼう然ぜんと。

　レレナは薄暗い部屋の中に目を凝こらした。まるでそうすれば、二人の姿が薄うす闇やみに浮かび上がってくるとでもいうように。

　もちろん、そんなことは起こらなかった。

　白紙の記き憶おくはいつまで経たっても白紙のままで、二人の風ふう貌ぼうのおぼろげな輪りん郭かくは浮かんでくるものの、二人がどんな顔立ちをしていたのかまでは――どうしても、どうしても思い出すことができなかった。

　唇くちびるが、震えていた。

　胸を押さえ、ベッドの上で身体からだを曲げる。腹痛をこらえているようなその姿に似つかわしく、表情は痛みに歪ゆがんでいた。腹でも胸でも頭でもない。そもそも身体が痛いのではない。それ以外のどこかが、きりきりと悲鳴をあげてレレナのことを苛さいなんでいた。

　二年、という言葉が、不意に頭の中に浮かんだ。

　あの日常が終わりを告げてから、二年が経つのだ。それがどれだけの意味を持つ長さなのか、レレナにはまだよくわからない。けれどもそれはやっぱり、十分な時間だったのかもしれない。

　あの日常を忘れ去ってしまうには。

　大切だった人たちの顔が、消え去ってしまうには。

　レレナは唇を嚙かみ、目を閉じた。泣こうと思った。悲しみではなく、感傷の涙なみだを流そうと思った。当たり前だ。別れの悲しみなどはとっくの昔に済ませてしまっている。あの、奇き妙みようだけれど大切だった日常には、二年も前に別れを告げているのだから。

　だから、これは、悲しみではない。感傷だ。日常の喪そう失しつを嘆なげくものではない。かつて確かにあった日常を、弔とむらうためのものなのだ。

　そう自分に言い訳して、レレナはそのまま、静かに泣きつづけた。

　涙は、少ししか流れてはくれなかった。
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　守かみ代しろ、というのがこの町の名前だ。

　関東の中でも緑の多いこの地域の人口が急速に増加しはじめたのはつい最近のことで、十数年前までは田んぼとカカシくらいしか目につくもののなかった平原は、今ではその多くがアスファルトの灰色に埋うめ尽くされている。いわゆる新興住宅街のひとつに数えることができるが、この場所に人が住みはじめた歴史は存外に古い。遡さかのぼれば戦国の昔、北ほう条じよう氏による支配が続いていた頃の戦略的要よう衝しよう地であり、それがそのまま町の名前の由来になっているのだと、図書館の郷土資料などは語っている。

　まあ歴史がどうであれ、人が住むにはなかなか心地のよい場所であるということは、住人の誰もが認めるところだ。都会と呼ぶにはいささかおこがましいが、町の発展度がそのまま地域住人の幸福に繫つながるわけではないということは、東京や大阪などの大都市を見れば誰にでもわかる。

　守代は住み良い町だ。自然は豊かだし、住んでいる人間も優しい。中心部に行けば必要なものは大抵手に入るし、それと望む人がいるのならば宗教施設にだって事こと欠かない。神社仏ぶつ閣かくに加えて、最近――二年ほど前――になって、住宅街の外れに教会もできたらしい。

　その教会はある家族によって運営されている。イタリア人の父親と日本人の母、日にち伊い双そう方ほうの血を引くハーフの子供という構成の三人家族。これがまた絵に描いたような幸せ家族なのだと、近所の人間は証言する。

　快活で面めん倒どう見のいい母親はあっという間に地域社会に溶とけ込んだし、物静かだが聖人のような品格を漂ただよわせる父親は信仰心の有う無むに関係なく人々の悩みを聞いてくれる。高校生のひとり娘むすめは父親に輪をかけて大人おとなしく、人前に姿を見せることさえあまりないが、決して無ぶ愛あい想そうというわけではないらしい。いつも地域の人々に開放されている教会は、近所の子供たちの格好の遊び場となっており――そして、その子供たちが、楽しそうに笑いながら言うからだ。

　レレナお姉ねえちゃんがお菓か子しを焼いてくれた、とか。

　レレナお姉ちゃんが勉強を教えてくれた、とか。

　レレナお姉ちゃんが野の良ら犬を追い払ってくれた、とか――

　ある主婦がレレナという名前のその娘を摑つかまえて礼を言ったところ、彼女は顔を赤らめて、消え入るような声で謙けん遜そんを繰り返して、すぐに家の中に引っ込んでいってしまったのだという。そんな反応を見て、好ましく思わない人間がいるだろうか。少なくとも教会周辺住人の中にはひとりもいなかった。彼らはその教会に住む三人家族を、隣りん人じんとして迎え入れるには最上の人々として、最大限の好意を持って接していた。




　そしてレレナは、時とき折おりその好意を、重苦しく感じることがあった。




　　　　◆




　六月の、朝だった。

　日差しは夏かと思うほどに強い。右手のコンクリート塀べいに沿って歩きながら、レレナは風に揺れてさざめく木々の影を、ぼんやりと見下ろしていた。

　ちらりと目を上げると、踏ふみ切きりがけたたましくサイレンを鳴らしながら、ゆっくりとその庶しや断だん機きを下げるところだった。コンクリート塀はそこで途と切ぎれており、従ってレレナが今歩いている日陰の道も、そこでぷつりと終わっていた。

　かすかなため息。

　歩きながら鞄かばんを開け、中から折りたたみの雨あま傘がさを取り出す。空はどこまでも晴れ晴れとしていて、雲のひとつも見当たらない。日傘ならばいざ知らず、こんな晴天の下で雨傘を差しているものなど、ひとりもいないに違いなかった。

　――普通の人なら、ね。

　そんなことをちらりと思い、しかしすぐにそれを打ち消して、レレナは歩き出した。

　諦あきらめはとうの昔に済ませている。ただ、少し憂ゆう鬱うつなだけだ。

　レレナの目の前を、電車が通過していく。

　轟ごう音おんと強風に、思わず目を細めた。電車が過ぎ去り、庶断機が上がりきるのを確認してから、レレナはようやく傘かさを開き、それを肩かたに立てかけた。黒い雨傘だ。折りたたみには似つかわしくない、瀟しよう洒しやなレースで縁ふち取どられている。そのレースの隙すき間まから、前方に延びる道をぼんやりと見つめながら、レレナは踏切を渡ろうとして、

「おっはよっ、レレナ！」

　ばしん、と背中を叩たたかれた。

　手て加か減げんなどまるで感じられないその力に、レレナの小こ柄がらな身体からだが数歩前に泳いだ。思わず踏切の中央で振り返ると、絵え里り香かが少しも悪びれないにこにこ笑顔で、レレナに向かってひらひらと手を振っていた。

　詰めていた息を吐はき出して、レレナは少し怒ったような口く調ちようで言う。

「絵里香。驚くから叩くのはやめてっていつも言ってるじゃない」

「ん、そだっけ？　まあいいじゃん、挨あい拶さつだよ挨拶」

　にひひ、と奇き妙みような笑い声を漏もらし、絵里香はレレナの手を握って前へと進む。明めい朗ろう快活がこの少女のもっとも大きな特徴であり、高校に入って最初に知り合ってからこっち、いつも彼女に振り回されてばかりだった。

　もっとも、それが不快なわけでは決してないのだが。

「ほらほら、早く行かないと遅刻しちゃうよん。それ以前にこんなとこで立ち止まってたらあれだよ、自殺行為だよ」

「……誰のせいだと思ってるのよ、もう」

　唇くちびるを尖とがらせてそう言って、それでもレレナの顔には、怒りではなく「仕方ないなあ」という苦笑が浮かんでいた。彼女とのこんなやり取りも、もう毎度のことなのだ。

　池いけ之の端はた絵え里り香か。レレナが日本に来てからできた二番目の友人であり、今現在の一番の親友でもある。レレナと比べれば背は高く、話すときは少し視線を上に傾けなければならない。頭の左右の高い位置で束たばねてある長い黒くろ髪かみが彼女のトレードマークで、絵里香のころころと変わる表情に合わせるようにして、今もレレナの目の前で揺れている。子供っぽいから変えてみたいんだけどね――そんなことをいつか言っていたが、その必要はどこにもないとレレナは思う。活発に揺れるこの髪型は、彼女によく似合っているからだ。

　歩きながら、絵里香はレレナが差している黒い雨あま傘がさをちらりと見た。それから口元に、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。からかうように、

「なに、またそんな傘差してんの？　日焼けが嫌いやだったら日傘使えばいいのにさ、なんだってそんな分厚い傘を使うかな」
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　レレナは澄すました顔で傘をくるくると回しながら、

「いいじゃない。日の光を遮さえぎってくれることには変わりないんだから」

「黒いし、レースついてるし、首には十字架かかけてるし。なんていうかな、全体的に――ゴスロリって感じ？　制服とかは違うけど」

「ご……、く、黒いのはそっちのほうが日の光を吸収しやすいからだよ。そのほうが私は楽なの。レースなのはお母かあさんの趣味で、十字架かは――絵え里り香かも知ってるでしょ。私、これでも一応、クリスチャンなんだから」

　最後の一言は、消え入りそうに小さくなってしまった。絵里香は「ふうん？」と首を傾かしげ、それから前を向いて、あっけらかんと言った。

「ま、いいや。別にレレナのそういうとこ、今に始まったことじゃないし」

「……そういうとこって、どういうとこ？」

　絵里香は唇くちびるを微び妙みような形に歪ゆがめた。笑い出す寸前のような、彼女がよくやる『してやったり』の顔つきだ。空いているほうの手をくるくると回してから、びしりとレレナに突きつけて、絵里香は犯人を言い当てる探たん偵ていのような口く調ちようで言う。

「そういう、他の人とは違うところよ。ぶっちゃけさ、レレナってなんか隠かくしてるでしょ？　秘密があるっていうか、まあ普通人間だったら誰でも秘密持ってるもんだけど、レレナのはちょっと違うような気がするのよね」

　ぎくり、と。

　心しん臓ぞうが鳴る音が聞こえた。思いもかけない親友の指し摘てきに、レレナはそれとなく顔を背そむけ、傘かさで表情を隠そうとする。と、絵里香は下から覗のぞき込むようにして身体からだを傾けてきた。にやにや笑いが傘の縁ふちの向こうから覗いている。

「秘密持ってる割には、わかりやすいのがあんたのいいところよね、レレナ。まあ安心しなよ、あんた相手にわざわざ探ろうって気は起きないからさ。――あ、今ほっとしたでしょ？」

　図ず星ぼしだった。レレナは自分の顔が引きつるのを感じたが、それを隠そうともしなかった。そんなことをしても無む駄だだということが、わかっていたからだ。

　彼女と出会ってからの二年というもの、ずっとこんな会話を続けてきたような気がする。明めい朗ろう快活な絵里香は、その性格に似つかわしくなく鋭えい敏びんな洞どう察さつ力を持っていて、レレナの心理を言い当てては彼女を驚かせることを無上の喜びとしているからだ。

　もっとも誰に対してもそういう態度を取るわけではなく、「レレナは特別わかりやすいし、反応が面白いから」だからなのだそうだが――それがある種の好意の表明だということがわかっていても、やはりレレナはそれに馴な染じむことができなかった。

　それは、多分、自分が絵里香の言う通り、『秘密』を持っているからだ。

　家族以外には誰にも話すことができない――重い重い『秘密』を。

　それはあまりにも重すぎるために、親友であるはずの絵里香にさえ打ち明けることができない。隠し事が苦手で嫌きらいなレレナが、必死で隠そうとするほどだ。もしかしたら絵里香はそのことがわかっていて、あえて踏み込んで来ようとしないのかもしれない。もしかしたら絵里香は、レレナが打ち明けるのを待ってくれているのかもしれない。

　しかし、もしもそうだとしても――レレナは、それを誰かに話す気にはなれなかった。

　申し訳なさを感じる。それが表に出てしまったのだろう、すかさず絵え里り香かがレレナの頰ほおをつまんだ。いつもそうするように、ふざけたふうを装って。

「あーもー、そんな顔しないでよ、あたしが悪いみたいじゃんまったくもう。ほんっと、レレナってこの手の話になると途と端たんに暗くなるよね」

　なんと言っていいのかわからず、沈んだ表情で、

「……ごめんなさい」

「…………なんでそこで謝るかなあ……わかった、わかりましたよ、私が悪うございました！　はい！　これでこの話はおしまい！　ほら、早く行こ！」

　叫ぶようにそう言って、絵里香はレレナの手を取って走り出した。黒いレース傘がさをぱたぱたと鳴らしながら、引きずられるようにしてそのあとを追う。目の前を駆かける絵里香の背中を見つめながら、レレナはそっと、自らの口元に手を遣やった。

　自分の口の中にある二本の八や重え歯ばは、二年前と変わらずに、尖とがっていた。




　　　　◆




　よく勘かん違ちがいされるのだが、時とき田た青せい磁じが２Ｂのクラス委員長をやっているのは彼が自ら志願したからではない。どこの学校にも転がっている話で、たまたまクラス委員を決める日にたまたま法事で休んでしまったらたまたま時田青磁にそのお鉢はちが回ってきた、というだけの話である。

　ただ青磁が普通の生徒と違っていたのは、その反応だった。彼は少しも嫌いやがることなく、「任せられたからには責任を持ってやりとげよう」と潔いさぎよく引き受けたのだ。

　以来青磁は、熱心ではないにしろ極めて誠実にクラス委員長としての仕事をこなしてきた。そんな彼を一部の生徒は鬱うつ陶とうしがり、多くの生徒は「まあ俺おれたちが押しつけたんだし」という引け目からか消極的に手助けしてくれた。彼の生き真ま面じ目めな性格は委員長と呼ばれるに相応ふさわしいものだったし、いくらか融ゆう通ずうの利かない面もあるものの、それもまた彼の特徴のひとつとして、大部分で好意的に受け入れられているのだった。

　まあ、そんなこんなで。

　今日も青磁は少し早く登校し、教員室に寄ってクラスに配布するためのプリントを受け取っていた。

　担任の伊い藤とう先生はいつもにこにこしていることで有名だ。「滅めつ多たに怒ることがない」という点で生徒の人気は高いが、「怒ると洒落しやれにならないくらい怖い（らしい）」という評判も同時に持っているため、侮あなどられているわけでもない。青磁としては伊藤先生は、十分に尊敬に値する教師だと考えている。――そうでない教師も、もちろんいるが。

「やあ、いつもすまんなあ、時田」

　やはりにこにこと笑いながら、伊い藤とう先生は片手でプリントの束たばを持ち上げて、青せい磁じへと手渡した。ずしりと重い。悔くやしいが、両手でなければ支えきれないほどの重量だ。

　それでも表面上は涼しく装って、青磁は短く言葉を返す。

「いえ。仕事ですから」

「はっは、仕事か。まあお前はクラス委員長だから、それを仕事と言ってもいいのかもしれんけどなあ。俺おれはやっぱり、学生の本分は勉強だと思うぞ、うん」

「……勉強を疎おろそかにしたつもりはありませんけど」

　言葉に少し険けんが混じってしまったかもしれない。が、伊藤先生は少しも気分を害した様よう子すもなく、やはりにこにこしながら頷うなずいた。

「ああ、そうだったなあ。時とき田たは成績も優秀だ。お前は真ま面じ目めだからなあ。まあ真面目過ぎる気もするが」

「あの、すいません、もう教室に戻っても構いませんか？　早く行って配らないといけないので」

「おお、すまんすまん。それじゃ、よろしくなあ」

　ひらひらと手を振る。青磁は両手でプリントを抱かかえたまま礼をして、踵きびすを返して教員室の扉とびらを開けた。プリントは厚手の数枚綴つづりで、ボリュームも重量もかなりのものがある。さっさと戻ってさっさと配るか、と小さく息をついて足を踏み出した途と端たん、

「うわっ、たっ、とっ！」

　素すっ頓とん狂きような声が響ひびくと同時に、衝しよう撃げきが青磁の身体からだを襲おそった。

　背中を突き飛ばされたかのような衝撃に、青磁はバランスを崩くずして転びそうになってしまった。反射的に両手を廊ろう下かについて、顔面を打ち付けるのはどうにか回かい避ひしたが――そのために、思わずプリントを投げ出してしまった。

「あっ！」

　声を出してももう遅い。両手で抱えていたプリントは、乾いた音を立てて残らず廊ろう下かの上にぶちまけられてしまった。

　呆ぼう然ぜんとしたのは一いつ瞬しゆんのこと、怒りの表情で後ろを振り返ると、クラスメイトの池いけ之の端はた絵え里り香かが、ごまかすように笑いながら頭を搔かいていた。青磁の表情がさらに険けわしいものになる。ごまかしは彼が嫌きらいなもののひとつだ。

「や、あははははは、ご、ごめんね。いやでも、時田だって悪いんだよ？　いきなり出てくるんだもん――」

「……廊下を走って来てぶつかって、挙あげ句くの果てにその言い草か、池之端。ま、なんでもいいけど。プリントを拾うのは、手伝ってくれよ」

　辺りに散らばったプリントのうちの一枚を拾って、青磁は険しい表情でそれを絵里香に突きつけた。と、絵里香の表情が少し変化する。すまなそうな笑い顔から――どこか、狡こう猾かつな色を含んだ微笑に。

　なぜかあとずさりをしながら、絵え里り香かはゆっくりと口を開き、

「いやあ、あのね、時とき田たくん。こんなこと、本当は言いたくないんだけどさ」

「……なんだよ」

「そんな面めん倒どうくさいことやってらんない！　じゃね！」

　元気いっぱい、満まん面めん笑顔でそう言ってのけて、疾しつ風ぷうのような早さで走り去っていってしまった。なにか言おうと思ったときにはすでに彼女の姿は廊ろう下かの向こうへと消え去っていて、青せい磁じは開きかけた唇くちびるを、への字の形に閉じた。

　怒っていいのか呆あきれていいのか、しばらく迷ってから青磁はため息をついた。どちらの反応を示したところで、プリントが元に戻るわけではない。池いけ之の端はたにはあとでたっぷり文句を言うとして、今は自分の仕事を終わらせなくては――そんなことを思って視線を巡めぐらせ、青磁は思わず目を丸くした。

　栗くり色いろの髪かみ。まずそれが目についた。地面に膝ひざをついて、散らばったプリントを一枚一枚、丁てい寧ねいに拾い上げている。その白い顔には感情らしい感情も浮かんでおらず、当たり前のことを当たり前にこなしているような、清らかな無表情だけが映っていた。

　レレナ・パプリカ・ツォルドルフ。

　その少女の名前を思い出して、青磁は彼女に声をかけようとする。が、なんと言えばいいのかわからず、迷っているうちに、レレナのほうが先に青磁に向き直っていた。

「……はい。これ」

　すでに拾った分をこちらに差し出してくる。それを受け取ってから、ようやく青磁は自分も同じようにかがみ込むべきだということに気づいた。

「あ、わ、悪い」

　思わず慌あわてたような声が出てしまう。レレナはそれに対して小さく微笑ほほえんだ。気にしないで、とでも言うかのように。

　二人して、無言でプリントを拾い集める。気まずさを感じているのは自分だけなのだろうか、と青磁はちらりと思い、拾いながら横目でレレナのことを観察した。

　レレナ・パプリカ・ツォルドルフは、青磁のクラスメイトの中でも特異な存在だった。イタリアと日本のハーフであるというその出しゆつ自じもそうだが、なによりも彼女が纏まとう雰ふん囲い気きが、他の少年少女たちとは一線を画しているのだ。

　物静かでいつも落ち着き払っていて、口を開くことは滅めつ多たにないが無ぶ愛あい想そうというわけでもない。友人もそれなりにいるらしいが、レレナが他の少女のように大きく口を開けて笑っている姿を見たことは一度もなかった。彼女が浮かべるのは、先ほど青磁に対して見せたような、不思議と大人おとなびた微笑みだけだ。

　と、そこでレレナが青磁の視線に気づいた。不思議そうに首を傾かしげるレレナに、青磁は言葉を詰まらせて目をそらしてしまった。顔が妙みような形に歪ゆがむ。俺おれ気持ち悪いな、などと思っていると、

「時とき田たくん」

　鈴が鳴るような声が頭上から降ってきた。見上げればそこには、すでにほとんどのプリントを拾い上げたレレナが、束たばを胸に抱かかえながら静かに青せい磁じのことを見下ろしていた。小首を傾かしげて、彼女は言う。

「あのね、絵え里り香かのこと、怒らないであげてね。代わりと言ってはなんだけど、私がこうして拾ったから――だから、お願い」

　青磁は、瞬まばたきをすることしかできない。ゆっくりと立ち上がり、膝ひざの辺りをぱんぱんと払はらってから、ようやく彼は、小さく頷うなずきを返すことができた。

　もともと青磁は女子と話すのが得意ではない。相手がレレナという、他のクラスメイトとは異なる雰ふん囲い気きの持ち主であればなおさらだ。が、それでも手伝ってくれたことに礼も言わずに済ませるなどということは、彼の信条が許さなかった。

　ぎこちなく頭を下げる。唇くちびるから漏もれたのは、ほんの短く小さな一言だけだった。

「わかった。――ありがとう」

　もう少し気の利いたことを言えないのか馬鹿め、と頭の中で自分を罵ののしる。だが、レレナの感想は違ったようだった。彼女は嬉うれしそうな表情を浮かべると、プリントの束を胸に抱だきしめたままで、まるで青磁の真ま似ねをするかのように、頭を下げて「ありがとう」と返礼したのだった。

「これ、教きよう壇だんに置いておくね。それじゃ、またあとで」

　それだけ言って、レレナは廊ろう下かの壁に立てかけておいた鞄かばんを取ると、プリントを持ったままあっという間に階段を駆かけ昇り、そのまま青磁の視界から消え去ってしまった。

　――身体からだが弱そうな割には、力があるよな、あいつ。

　わずかなプリントの束と共に、ひとり取り残されながら、青磁はぼんやりとそんなことを思う。それから自分もまた鞄を取り上げ、静かにため息をついた。
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　四限目の終了を告げるチャイムが鳴り響ひびき、そして絵里香は精も根こんも尽き果てたかのように机の上に突っ伏した。

　窓際後方というなかなか有利な位置を占めている絵里香からは、他の多くの生徒も自分と同じような体勢を取っているのが丸見えだ。なんとはなしの安あん堵ど感かんを嚙かみ締めながら、絵里香はあくびをするような声でつぶやいた。

「っあー……やっと終わったあ……」

「あんたずっと寝てたじゃん。なに疲れたみたいなこと言ってるのよ」

　隣となりの席の望もち月づき弥生やよいが、くすくすと笑いながらそんなことを言う。机の上でごろりと頭を動かして、絵里香は彼女をにらみつけた。が、文句を言う気力までは湧わいてこない。今はまだ、この授業直後の喧けん噪そうを脱力しながら味わっていたかった。

　確かに絵え里り香かのほっぺたには、ノートと机の境さかい目めによって刻まれたミミズ腫ばれのような赤い筋がついてしまっている。しかしこれだって頑がん張ばったほうなのだ。茹ゆだるようなこの暑さの中で、しかも古文という果てしなく退屈な授業の中で、これでも意識を繫つなぎ止める努力はしていたのだ。ちょっと横になるくらいのことは大目に見て欲しい。

「ま、気持ちはわからないでもないけどね。せめてノート取るくらいはしなさいよ」

　やはり笑ってそう言った弥生やよいの言葉に、絵里香は突っ伏したまま、ちらりと目を動かして黒板を見定めた。どうもあの古文の担当教師は几き帳ちよう面めんな性格であるらしく、チャイムが鳴り終わるとほぼ同時に黒板の文字を綺き麗れいさっぱり消し去ってしまっていた。

　親指と人差し指で髪かみ先をいじり回しつつ、絵里香は唇くちびるを尖とがらせて言う。

「ふんだ、いいもんね。レレナに見せてもらうもんね」

「また？　あんたもね、いい加か減げんにしないとレレナさんに呆あきれられるよ」

「レレナはそんなことで呆れたりしないの。あんたと違ってココロが広いんだから」

　澄ました顔でそう返し、絵里香は立ち上がった。教室の反対側、壁際にちょんと座っているレレナの席へと足を向ける。

　レレナは、何事かをノートに書きつけていた。授業で学んだことに対して、ああして自分なりの解かい釈しやくを書き加えているのだ。恐らくはレレナ以外では、ノートを頻ひん繁ぱんに借りる絵里香だけが知っている秘密。それを思うたび、絵里香は鼻が高くなるような気分になる。

　絵里香はレレナに近づいていく。その真後ろに立ち、気軽に声をかけようとして、ふと思いとどまった。開きかけていた唇を閉じ、少しだけ首を傾かしげて、レレナの背中をまじまじと観察する。

　不思議な子だ、と改めて思う。

　レレナ・パプリカ・ツォルドルフ。絵里香のクラスメイトにして親友にして、クラスの中でもトップの成績を誇り、ルックスに至っては絵里香がこれまで見てきたどんな綺麗な女の子でも霞かすんで思えるほどの魅み力りよくを持っている。

　そのくせ彼女は、決して自分から人と関わろうとしない。話しかけられれば答えはするが、自分から誰かに話しかけることなど滅めつ多たにない。この平へい凡ぼんな高校の中で、飛び抜けて特異な性質を持っているくせに、レレナはそれがまるで恥ずかしいことであるかのように振る舞い、極力目立たないように努力しているようなフシさえ見受けられる。彼女のような特質を持っているものが、目立たないことなど不可能なのだけれど。

　総じて、レレナはクラスの中でも浮いている存在だと言えた。

　それは決して悪意を持たれているという意味ではないが、それでもクラスメイトがレレナに話しかけるとき、ある種の遠えん慮りよのようなものを持っているのは紛まぎれもない事実だった。もったいない、と絵里香などは思ってしまう。レレナのような容よう貌ぼうと知性と人格があれば、クラスの中心人物になることだってできるのに――

　と、そこでレレナが絵え里り香かの存在に気づいた。ふと後ろを振り向き、自分を観察する絵里香の姿を認めて、その形のいい眼めをぱちぱちと瞬まばたきさせる。

「絵里香。なにしてるの？」

　その声に、絵里香はようやく自分がなにをしに来たのかを思い出した。人差し指でぽりぽりと頰ほおを搔かきながら、レレナの肩かた越ごしにノートを覗のぞき込む。

「や、まあ、いつも通りのアレなんですけどね。――それにしてもさ、レレナって本当に字が上じよう手ずだよね。中学校まではイタリアで暮らしてたんでしょ？　なのにこの達たつ筆ぴつぶりはどういうことよ？」

　照れ隠かくしにそう言っただけだったが、レレナは思いのほか嬉うれしそうな顔をした。ぱたり、とノートを閉じて、それを絵里香のほうに差し出しながら、静かに微笑ほほえむ。

「お母かあさんが教えてくれたの。これからは日本で生活していくのだから、字もちゃんと丁てい寧ねいに綺き麗れいに書けるようにならなくちゃ、って。それまでは全然ダメだったんだけどね。日本の文字って難しいから」

　お母さん。そういえば、今け朝さもそんなことを言っていた。お母さんが私のために傘かさを選んできてくれた、とかなんとか。

　奥歯を嚙かみ締めている自分に気づき、絵里香は意図的に話題を方向転換する。

「レレナの故郷って、イタリアだっけ？」

「……うん。イタリアの、ローマ。少し前までは、そこに住んでたんだけどね」

　レレナの表情が、少しだけ翳かげった。それを見て絵里香は、この話題を切り上げようと心に決める。もうそれなりに長い付き合いをしてきたのだ。あまり好ましくない話をするときのレレナの顔くらい、とっくに覚えてしまっている。

「まあそれよりも、レレナさん。もうお昼休みですよ。どうします？」

　わざとらしいくらいに無む理り矢や理り話題の方向を変える。そしてもちろん、レレナはそのことに突っ込んだりはしなかった。内心ではそうしているのかもしれないが、少なくともそれが表面に出てきたことは、この二年間で一度もない。

　また例の静かな笑えみを見せながら、レレナはこくりと頷うなずいた。鞄かばんの中から弁当箱を取り出して、立ち上がる。対して絵里香もにこりと笑い、いったん自分の席へと立ち戻った。同じく弁当箱を片手にぶらさげながら、何気なく問う。

「さて、今日はどこで食べる？　教室？　それとも食堂？」

　教室でぱっと食べ終えてしまえば、昼休みの残り時間を有意義に使うことができる。対して学生食堂は、時間も手間もかかるし大勢の生徒たちで溢あふれかえるが、適当なデザートやジュースを買うことができる。どちらにしろ一長一短で、絵里香が決めてしまってもよかったのだが、こういうときは絵里香は極力レレナの意見を聞くようにしていた。――そうでもしなければ、レレナは自分の意見を滅めつ多たに言おうとしないから。

　レレナは少しのあいだ、弁当箱に視線を落として何事かを考えているようだった。が、すぐに顔を上げると、その目を教室の外、窓の向こうに広がる青空へと向けた。そのままぽつりと、独り言のように、

「屋上は、だめ？」

　それを聞いて、絵え里り香かはかなり驚いた。屋上。それも、こんな天気のいい日に。

「や、別にダメってわけじゃないけど――大だい丈じよう夫ぶなの？　あんた身体からだ弱いのに」

「……大丈夫じゃ、ないかもね。でも、なんだか今日は、屋上で食べたい気分なの」

　レレナは相変わらず窓の外を見ている。まるでどこか、遠くを見み据すえるかのように。

　ふむ、と絵里香は息をついた。レレナが自分からどこかへ行きたいと望むのは珍しいことだ。できればそれを叶かなえてあげたかったし、それにいくら屋上とはいっても、日陰のひとつくらいあるだろう。レレナは生まれつき熱射病を起こしやすい体質という話なのだが、直射日光を浴びさえしなければその限りではないらしいのだ。

　絵里香は決心した。うん、と頷うなずき、

「了解。本日の昼食は屋上にて頂くことといたしましょう。さ、しゅっぱーつ！」

　元気よくそう言って、レレナの袖そでを引いて歩き出す。その挙きよ動どうに、レレナはようやく窓の外を見るのをやめて、絵里香へと視線を戻してくれた。その表情は、大げさにおどける絵里香の行動を恥ずかしがっているようでもあり――また、面白がっているようでもあった。




　屋上に向かう途と中ちゆうの階段で、まずい人物に出会った。

「あ」

　思わず声が出てしまい、それで向こうもこちらの存在に気づいたようだった。途と端たんに表情が険けわしくなったように思うのは、絵里香にも多少の罪ざい悪あく感かんがあったからかもしれない。

　時とき田た青せい磁じ。絵里香のクラスである２Ｂの学級委員長だ。すらりと伸びた背せ筋すじや涼しげな顔立ち、はっきりとした物言いや、やや堅いながらも誠実な人格から、男子のあいだでは好意的な評価を、女子のあいだではとっつきにくいという印いん象しようを持たれている。

　絵里香もご多分に漏もれず、彼のことが苦手だった。嫌きらいというわけでは決してないのだが、根ねがいい加か減げんなところのある絵里香と生き真ま面じ目めな青磁とでは、もともと反りが合わないのかも知れない。

　だからこのときも、絵里香は今け朝さのことを思い出して、そそくさとレレナの背中に隠かくれてしまった。比較的背の高い絵里香が、比較的背の低いレレナの後ろに隠れるという構図は、我ながらなかなか情なさけないものがある。が、そういうことはあまり気にしないのが絵里香の性格だった。――それにレレナなら、どんなことがあっても自分をかばってくれるだろうし。

　青磁はそんな絵里香をしばらく冷ややかな視線で眺ながめてから、ふとレレナのほうに目を向けた。軽く頭を下げる。

「今け朝さは助かった。改めて礼を言う」

　おや？

「いいってば。私も、ほら、お願いを聞いてもらったんだし、お礼を言われるようなことじゃないよ」

　そう応じたのは絵え里り香かの前にいるレレナで、青せい磁じのほうはといえば感心したようにその言葉に頷うなずいている。どうも自分の知らないところで、この二人のあいだになんらかのやり取りがあったようだった。

　と、青磁は再び絵里香のほうを見、彼女がなにもわかっていないことをその表情から読み取って、先ほどよりも一段階冷めた顔つきになった。

「……今朝お前が散らかしたプリントを、ツォルドルフが代わりに片付けてくれたんだ。済んだことだから今さらどうこう言うつもりはないが、きちんと礼は言っておけよ」

　初めて聞いた、という表情でレレナを見ると、彼女は少し顔を赤くして話題を変えた。

「ところで時とき田たくんは、これからお昼ご飯？」

「ん？　ああ、そうだ。ちょっとした委員の用事で職員室まで行ってたんだがな、それももう終わったから教室に戻って弁当を食べるところだ」

「……そう」

　それだけ言うと、レレナは静かに青磁のことを見つめはじめた。その凝ぎよう視しに、青磁の表情に動揺の色が混じる。生き真ま面じ目めな性格のためなのか、彼はあまり女子に慣れていない。

　しばらくそうしてから、レレナはぽつりと、

「――それなら、もしよかったら、私たちと一緒に食べない？」

　絵里香は息を吞のみ、目の前にある細いうなじを見つめた。まさかこの娘むすめの口からそんな言葉が出てくるとは、思ってもいなかったのだ。知らず知らずのうちに、口元がにやけてくる。あとで今の言葉の真意を問い質たださなくてはなるまい。

　一方で、誘われた青磁のほうはといえばすっかり狼ろう狽ばいしきっていた。瞬まばたきをしてみたり髪かみに手をやってみたり、「ああ」とか「うう」とか意味をなさない言葉をひとしきり口にしてから、ようやく彼は首を横に振った。

「い、いや、悪いんだが、昼は岐き部べたちと先に約束をしてるんだ。だから、その――遠えん慮りよしておく。すまない」

　くっ、と絵里香の喉のどが鳴る。にやにやしている口元を手で隠かくしたが、少し遅かった。ちらりとこちらを見た青磁の視線に、恨うらめしげな色がありありと浮かんでいたからだ。見られてしまっては仕方ない、と絵里香は口元から手を放し、思うさまにやにやして青磁のことを尊大に見返してやった。

　頭上で起きている視線の応おう酬しゆうにはまったく気づかないまま、レレナはふるふると首を振っていた。青せい磁じのことをすまなそうに見返して、いつもどおりの柔やわらかい声こわ音ねで答える。

「ううん。私のほうこそごめんなさい。いきなりこんなこと言われても、困るよね」

「べ、別に困りはしないけど――約束は約束だからな。それじゃ、失礼する」

　青磁も律りち儀ぎに頭を下げ、その場にいるのが居たたまれないかのようにそそくさと立ち去っていってしまった。侍さむらいかよ、とその背中に無言の突っ込みを入れてから、絵え里り香かは三日月のような笑顔でレレナに向き直る。

「れーれーな？　今のは、どういうことかなあ？」

「……あ、ごめんなさい。先に絵里香の都合を聞いたほうがよかったかな」

「いやいやいや、そういうことじゃなくてさ。なに？　なんだって時とき田た誘うの？　もしかしてそうなの？　時田なの？」

　レレナは瞬まばたきをして、なにを言っているのかさっぱりわからない、とでも言いたげな顔で絵里香のことを見た。ゆっくりと小首を傾かしげ、それから数秒の時間を経て、ふっとレレナの頰ほおに朱しゆの色が差す。

「や、やだ。違うよ別に、そんな意味じゃなくて――」

　小さくつぶやいて、レレナは赤くなった顔を絵里香から背け、足早に階段を昇りはじめた。しかしもちろん、絵里香がこんなチャンスを逃すはずはない。その背中にぴったりとくっつくようにして、レレナの耳元で囁ささやき声をあげる。

「なになになに、別にいいじゃんそんな照れなくってもさー。相談に乗ってあげるからお姉ねえさんに話してみ？　どうせレレナ、そのテの話には疎うといんでしょ？　あんた可愛かわいい割に、今までこれっぽっちもそんな話が出たことないもんねー」

「だ、だから、違うんだってば」

　顔を真まっ赤かにして、蚊かの鳴くような声でそんなことを言われたところで、これっぽっちも説得力というものがない。屋上へと向かう薄うす暗ぐらい階段を一緒になって昇りながら、絵里香が追及の手を休めることはなかった。

「じゃあなんでよ、なんだって時田を誘ったりしたの？　別に普段親しいわけでもないのにさ？　ん？　正直にゆってごらん？」

「…………それは、」

　不意に。

　レレナは立ち止まった。屋上へと通じる階段の、最後の踊おどり場の上で。

　うつむく。栗くり色いろの髪かみが彼女の表情を隠かくし、その身体からだから、ふと力が抜けたのがわかった。

「似てる気がしたから」

　短く、それだけをレレナは言った。

　予想外の答えに、絵里香は目をぱちくりとさせる。

「……似てるって？　誰が誰に」

「時とき田たくんが。私の――知っている人に」

　レレナは顔を上げて、ちらりと絵え里り香かのことを見た。その顔からは、すでに朱しゆの色は消え去ってしまっている。あるのはただ――時とき折おりレレナが見せることのある、寂さびしげな笑みだった。

「昔のね。知っていたはずなんだけど、顔、思い出せなくなっちゃったんだ。だから、時田くんと一緒にいれば、思い出せるかなって思っただけ。本当に、それだけだよ」

「…………」

　沈ちん黙もくする絵里香を見て、レレナはふと笑い、

「まあ、似てるっていっても、顔が少し似てるだけなんだけどね。性格は全然違うの。時田くんはすごくしっかりしてるけど、私が知ってるその人は、とても――その、とてもだらしのない人だったから」

「……そ、そうなんだ」

　楽しそうに自らの思い出を語るレレナに、絵里香はぽりぽりと頭を搔かいた。どうも、これは色いろ恋こい沙ざ汰たの雰ふん囲い気きではない。その、青せい磁じに似ているという知人が誰なのかを尋たずねようとして、やっぱりやめた。

　確信があるわけではないが――なんとなく、レレナはその人に会うことがもうできないのだろう、という気がしたからだ。

　しばらくのあいだ、眉まゆを寄せて考え込んでから、絵里香はぴょこんと頭を下げた。

「ごめんね、レレナ。変な勘かん違ちがいしちゃってさ」

　レレナは軽く笑っただけで、その言葉には応こたえなかった。ただ手に持った弁当箱を掲げて、「行こ？」とだけ促うながす。いくつかの言葉が頭に思い浮かび、そのいずれも口に出すことはなく、絵里香は頷うなずいて、レレナと肩かたを並べてまた階段を昇りはじめた。そうしながら、思う。

　やっぱりレレナは、不思議な子だ。




　　　　◆




　お昼休みも午後の授業もつつがなく終わった。

　いつもと同じようなそうでないような、そんな一日だった気がする。かすかに覚える違和感の原因は――多分、今け朝さ見た夢にあるのだろうと、レレナは考えていた。

　とはいえ、それも今日だけのことだ。今日が終わり、眠ねむりに落ち、また明日あしたが始まり、そして明日が終わり――そんな毎日が、またこれからも続いていく。そうしていくなかで、いずれは今日の夢のことなど、かけらも思い出さなくなっていくのだろう。

「レレナ」

　と、肩かたを叩たたかれてレレナは振り返る。そこにあったのはいつもの通り絵里香の姿で、レレナは鞄かばんを机の上に置いてから、教材をそこに詰め込みはじめた。

「もうちょっと待ってて。すぐに支し度たくするから」

「や、あのね、そのことなんだけど――ごめん！　あたしちょっと今日は用事ができちゃった。だから、今日はひとりで帰んなきゃいけないんだ」

　多少の驚きと失望を感じたが、レレナはそれを表には出さなかった。絵え里り香かは自分とは違う。友人もそれ以外の繫つながりも、多く持っているのだ。そのうちのひとつに急用ができたとしても、仕方のないことなのだろう。

　レレナは小さく笑い、首を振った。

「ううん、気にしないで。それじゃ、またね、絵里香」

「ほんとにごめんね！　それじゃ、また明日あした！」

　軽く片手を上げて挨あい拶さつし、そして絵里香は鞄かばんを抱かかえたまま、小走りに教室から出て行ってしまった。快活に揺れる二ふた房ふさの黒い髪かみが扉とびらの向こうに消え去るのを見届けてから、レレナは静かに息をつき、自らも鞄を取って、ゆっくりと歩きはじめた。

　廊ろう下かに出る。夕焼けのオレンジに染め上げられた廊下は、すでに帰り支度を終えた生徒たちで賑にぎわっていた。廊下の端はしに集まって何事か会話している生徒たちや、一団になって笑い合い小突き合いながら移動している生徒たちの合間を、縫ぬうようにしてレレナは移動していく。

　階段まで来ると、不思議なほどに人影はまばらになっていた。急に静かになった周囲と、まだ後ろから聞こえてくる廊下の喧けん騒そうを聞きながら、レレナは静かに息をつく。

　今日のように、絵里香と一緒に帰らないときは、今までも何度かあった。そのたびに、レレナは自分にいかに友人がいないかを思い知らされているような気分になる。

　もちろん、それは自分が望んでそうしていることだ。人と繫つながりを持てば、それだけ『秘密』が知られやすくなってしまう。レレナのそれは、ふと気を抜けばすぐにでもわかってしまうようなことだから。そんなことになれば――もしかしたら、一家揃そろって引越しなどという憂うき目に遭あってしまうかもしれないのだ。

　父も、母も、レレナのことを理解してくれている。思いやってくれている。レレナを守るためであれば、引っ越すくらいのことは笑ってしてくれるだろう。

　だからこそ――レレナは、両親に決してそんなことをしてほしくなかった。

　今。この守かみ代しろという街でのレレナたちの生活は、極めて平へい穏おんで安定したものになりつつある。母はしょっちゅう近所の人たちと一緒に出かけたりしているし、父も運営している教会に人が通いはじめてくれるようになったと、このあいだの夕食の席で嬉うれしそうに話していた。

　そう。なにも問題はないのだ。――レレナの『秘密』以外には。

　だから、私は、この『秘密』を、ずっと抱かかえていかなくてはいけない。レレナはそう思う。誰に対してでも、それこそ親友の絵里香にでさえも、これを打ち明けるわけにはいかない。

　ふとレレナは立ち止まった。階段を降りた先の廊下から、人の話し声が聞こえてきたからだ。

　教員室の前で、先生と生徒が話をしているようだった。どちらの顔にも見覚えがある。ひとりは担任の伊い藤とう先生で、もうひとりは、時とき田た青せい磁じくん。

「いや、本当にすまんな、時田。朝から言われていたことだったんだが、うっかり忘れちまっていてなあ。この埋うめ合わせはいつかする。必ずするからなあ」

　伊藤先生はしきりにすまながっているようだった。生徒である青磁に対して手を合わせ、ぺこぺこと頭を下げているほどだ。ああいう気さくなところは、いかにも伊藤先生らしかった。

　そして、それに対する青磁の対応も、いかにも彼らしいものだった。

「……お気き遣づかいは無用です。それがクラス委員の仕事であるなら仕方がありません。体育館の地下倉庫の資材を、教材室まで運べばいいんですね」

「ああ、いやまあ、クラス委員の仕事ってわけでもないんだがな……本来なら俺おれの仕事なんだが。会議さえなけりゃ、ぱっぱっと終わらせて帰るところだ」

　どっちにしろ俺がやることに代わりはないんだろ、という表情を青磁は浮かべた。盗ぬすみ見ていたレレナが、思わず苦笑を漏もらしてしまうほどはっきりと。

「じゃ、俺もぱっぱっと終わらせて帰るとします。それでは」

「あ、ああ……すまんな、時田、いつもいつも」

　いつもこんなことをさせられてるのか、とレレナは少し青磁に同情した。伊藤先生は教員室へと戻っていき、青磁は体育館の方向にすたすたと歩きはじめる。

　レレナが思わずその背中を追ってしまったのは、なぜだろう。

　体育館へと続く渡り廊ろう下かの向こうに青磁の姿が消えて、初めてレレナは立ち止まり、自分にその問いかけをしてみた。

　絵え里り香かが言っていたような理由からではない、と思う。友人すら満足に作ることのできない自分が、誰かを好きになることなどありえないことだ。

　時田青磁。レレナのクラスの、クラス委員。いわゆる「真ま面じ目めな」生徒で、品行方正、頭脳明めい晰せき、ルックスは多分クラスで一番良いのだが、その真面目すぎる性格が災わざわいして、女子からの人気はそれほどでもない――というのが、いつだったか絵里香が語っていた青磁の情報だった。レレナが知っているのはその情報のみで、それ以外のことはほとんどと言っていいほど知らない。

　ただひとつ、レレナだけが知っている、青磁の情報といえば――

　あの人に、少し似てる、ということくらいのものだ。

　二ヶ月前、クラス替えのときに初めて彼の顔を見たときからそう思っていた。もちろん瓜うり二つというわけでは決してなく、外見がちょっとだけ似ている、というレベルに過ぎない。絵里香に言ったように、性格などは似ても似つかなかった。あの人は青磁のように真面目ではなかった。あんなに背せ筋すじもぴんと伸びていなかったし、髪かみだってきちんとセットされていなかったはずだ。情なさけなくてだらしなくて、けれどもあの人はとても優しかった。行き場をなくしたレレナに手を差し伸べてくれた。あの、温かい生活を提供してくれた。

　そのはずだったのに。

　自分が記き憶おくの暗部に踏み込みかけていることに気づいて、レレナは頭を振って無む理り矢や理りその考えを追い払った。

　ふう、と息をつき、それから改めて、自分がいる場所を確認する。青せい磁じを追ってやってきた、体育館前だ。別に体育館にも青磁にも用があるわけではないが――しかし、このまま回れ右をして帰路につくのも、なんとなく躊躇ためらわれた。

　そんな曖あい昧まいな気分のまま、レレナは動いていた。体育館に入る。内部ではバスケ部とバレー部が館内を半々に分けて練習しており、それを横目に見ながら、レレナは演えん壇だんへ近づく。舞台袖そでから演壇の裏へと入ることができた。

　薄うす暗ぐらい演壇裏の中を探すと、こんなところに倉庫があったのか、と驚いてしまうような場所に地下へ降りる階段が口を開けていた。下からは人の気配がする。考えるまでもなく、青磁がそこにいるのだろう。

　さて、と思う。

　どうしよう。

　なにも考えずにここまで来てしまった。青磁自身にそれほどの興味があるわけではない。ただあの人に似ているという、それだけの理由で見ていただけだったのに――なぜか、こんなところまで追ってきてしまった。

　薄暗い演壇の裏側で、束つかの間、レレナは途と方ほうに暮れた。資材を引っ搔かき回しているのだろうか、倉庫から物音が聞こえてくる。あの音が終わるまでに、どうするか決めなくてはいけない。やっぱり帰るのか、それとも――

　今け朝さのように、また手伝ってみようか？

　資材を教材室まで運ぶ。それがどれくらいの大きさで、どれくらいの重さなのかはわからないが、ひとりで運ぶのはそれなりに骨が折れるはずだ。自分が手を貸せばかなり楽になるだろう。

　とはいえ、一日に何度も同じ人の手伝いをするということは、それなりに気き恥はずかしくもある。やめようか、このまま帰ってしまおうか、という気も段々と湧わいてきた。

　しばらく考えてから、この場で待って青磁が上がってきてから決めよう、という玉虫色の結論を下すことにした。どこかに隠かくれて待っていよう。陰からこっそりと観察して、資材を持った青磁が辛つらそうだったら、出て行って手伝いを申し出る。ひとりでも十分運べそうだったら、そのままやり過ごして、いなくなるのを見計らって帰る。――なんだってそんな手間を踏まなくてはならないのだ、という気もするが、気恥ずかしいのだから仕方がない。

　これが絵え里り香かだったら、さっさと降りてさっさと手伝ってしまうのだろうな。そんなことを考えながら、レレナは身を隠す場所を探そうと、周囲に視線を巡めぐらせはじめた。

　そのときだった。

「――――ッ、………………！」

　かすかな、しかし聞き逃しようのない音。体育館に響ひびき渡る騒音の中にあっても、レレナの聴覚はそれを確かに拾い上げていた。

　小さな悲鳴と、押し殺したような息いき遣づかい、そして誰かが倒れ伏す音。

　いつか聞いたことのある音。

　レレナは目を見開いて、地下へと続く階段を凝ぎよう視ししていた。聞き間違いかもしれない、とも思う。だって、ここはどこにでもある平へい穏おんな学校の中なのだから。――あのときのようなことなど、起こるはずがないではないか。

　そう願うレレナの心中とは裏うら腹はらに、再び悲鳴が響き渡った。

　聞き間違いでは、ない。

　ごくり、と喉のどが鳴った。逃げ出したいという気持ちがむくむくと胸の中で鎌かま首くびをもたげ、レレナはそれをひと思いに封じ込める。一歩足を踏み出すと、地面が揺れているかのような錯さつ覚かくを受けた。揺れているのは自分の膝ひざだった。ふと、笑い出したくなってしまう。たかがあれだけの音で、これほどまでに怯おびえるなんて。

　きっと私の勘かん違ちがいだ。あのときのような危険があるはずがない。多分時とき田たくんが転ぶかなにかして、その音がたまたまそう聞こえてしまったというだけのことだ。きっと、そうに、決まっている――

　そう自分を励ましながら、レレナは震える足を動かして、ゆっくりと地下へ続く階段を降りはじめた。




　　　　◆




　教材室に持っていくべき資材は、一発で見つけることができた。確かに。伊い藤とう先生の言ったとおり、それはわかりやすい位置にわかりやすい目印で置いてある。

　黒こく檀たんの机の上にある、古ぼけた地球儀ぎ、というのがそれだった。しかもご丁てい寧ねいなことに、表面にメモが貼はり付けてある。近づいて読み取ってみると、伊藤先生の言ったとおり、今日の日付と『教材室へ』という文字が読み取れた。

　――こういう雑用をするのは、クラス委員の仕事じゃないと思うんだけどな。

　ふう、とため息をつく。誰に文句を言うわけでもないが、青せい磁じとて人間だ、面倒を押しつけられればため息のひとつくらい零こぼれる。

「ま、早く運んで帰るか」

　ため息のついでに愚ぐ痴ちも零しながら、地球儀に近づこうとして、青磁は立ち止まった。

　音がしたからだ。

　それも――誰かが、資材のひとつに身体からだをぶつけたような、鈍にぶい音。

　体育館の喧けん噪そうが、やけに遠くから聞こえてくる気がした。まるで別の世界から響ひびいてくる音のようだ。倉庫の中はしんと静まり返っていて、遠くの騒がしさが余よ計けいにこの静けさを引き立てているようだった。

　こほん、と咳せき払ばらいをひとつしてから、青せい磁じは闇やみの奥に呼びかける。

「……誰か、いるのか？」

　答えは、なかった。気のせいなのかもしれない。電気をつけて中を調べてみてもよかったが――なんとなく、薄うす気き味み悪かった。さっさと終わらせてさっさと帰ろう、そう思って地球儀ぎに触ふれようとした、その瞬しゆん間かん。




　闇の中からなにかが伸びてきて、青磁の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。




「えっ、――――うわっ!?」

　思わず叫び声が出てしまったが、それをみっともないと恥じる余よ裕ゆうは青磁には与えられなかった。闇から現れたなにかが、凄すさまじいまでの力で青磁の身体からだを引っ張り上げたからだ。天地が逆さまになる感覚の次に青磁を襲ったのは、背中と腰こしに走った鋭い痛みだった。

「あぐっ――！」

　悲鳴をあげ、痛みに身体をよじろうとして、それができないことに気づく。――なにかが、自分の胸の上にのしかかっている。闇の向こうに見えるそのなにかは、黒く、小さく、そして強きよう靭じんだった。必死でもがく青磁の身体を、急所を押さえているわけでもないのに、完全にねじ伏せてしまっている。

　――なんだ、こいつ!?

　混乱する青磁を嘲あざけるように、闇の向こうで顔の見えないそいつは鼻を鳴らした。

「なんだ。女みたいな顔をしていたから期待したのに、男じゃないか。――ま、選えり好みできるような状況じゃないんだけどさ」

　甲かん高だかいその声を、青磁は子供のものと判断する。しかし、自分を押さえつけるこの力は、子供のものどころか人間のものですらもありえなかった。人型をした建設用重機にでも束そく縛ばくされているかのように、どう暴れてもびくともしてくれない。と、そいつは声を上げて笑った。

「無む駄だだ。いくら今の僕でも、ただの人間にどうこうできるほど落ちぶれちゃいない。ま、諦あきらめなよ。運がなかったってさ」

「なっ、――なんなんだよ、お前!?」

「これから吸い尽くされるお前に言っても仕方ない」

　ようやく闇に慣れてきた青磁の目は、そいつが肩かたをすくめるのを確かに見た。黒い手が伸びて、青磁の喉のど首くびをがしりと押さえつける。その代わりに腕うでと足が自由に動くようになったが――いくら殴なぐっても蹴けっても、そいつの身体はびくともしなかった。かすかな笑い声のあとに、そいつの黒い口が、ゆっくりと青せい磁じの喉のどに近づき――

　電灯がついた。

「ッ!?」

　突然の光に、闇やみに慣れはじめていた目が拒否反応を起こす。それでも青磁は目を凝こらして、自分を押さえつける何者かの姿を確かめようとした。

　子供だった。それも、小学生といっていいような年ねん齢れいだ。ハーフパンツと長袖そでのシャツといった、どこにでもいるような服装をしていて、全体的に色素が薄うすく、線が細い印いん象しようを受ける。ただし、そのか弱げな印象とは裏うら腹はらに、青磁を押さえつける腕わん力りよくは怪物のようだ。

　少年は青磁から見て右手、地下倉庫の入り口の辺りをにらみつけている。眠ねむそうに垂れた目に剣けん吞のんな光を宿して、高い声で警告を発する。

「お前。ここに来るときに気になったが、そうか、お前か。ずいぶん中ちゆう途と半はん端ぱな奴やつがいるものだと思ったが」

　ひうっ、という、喉を鳴らすような音が聞こえてきて、青磁もそちらに目を向けた。そこに立ち尽くす人物を見て、紛まぎれもない驚きを感じる。――レレナ・パプリカ・ツォルドルフが、一体どうしてこんなところにいる？

　レレナは、遠とお目めにもそれとわかるほどに怯おびえていた。小こ刻きざみに肩かたを震わせて、今にも逃げ出しそうなへっぴり腰ごしになっていながら、それでもその目だけは、青磁を束そく縛ばくする少年へと向けられている。

「とっ、――時とき田たくんを、は、放して。――放しなさい！」

　少年はしばらくのあいだ考える素そ振ぶりを見せた。二匹ひき現れた兎うさぎのうち、どちらを先に牙きばにかけようか迷っているような沈ちん黙もく。そして最終的に少年は、手近なほうから先に食おうと思ったらしかった。レレナの呼びかけを完全に無視して、再び青磁の首にかけた手に力を込め、あんぐりと開けた口をそこに近づけ――

　不意に少年の体重が消失した。

　レレナの体当たりが少年を直ちよく撃げきしたのだ、ということにそのときの青磁は気づかなかった。なにかが超高速で飛来してきて少年の身体からだを弾はじき飛ばしたとしか認識できなかった。少年はゴムマリのように跳はね飛んで反対側の壁に激突し、そしてレレナは必死の表情で青磁に向かってこう叫んだ。

「逃げて！　早く！」

　と言われても、青磁はいまだに混乱から立ち直れない。あの少年といいレレナといい、出てくる人物すべてが青磁の今までの常識を裏切りつづけているからだ。

　瞬まばたきをすることしかできない青磁の目の前で、事態はさらに進行していく。普通ならば全ぜん治ち二週間は確実な勢いでコンクリートの壁に激突したにもかかわらず、少年はまるで意に介かいしていないような動きで起き上がり、こちらを見み据すえた。その瞳ひとみには相変わらず、飢うえた狼おおかみのような色が浮かんでいる。

　唇くちびるが歪ゆがみ、笑えみの形を作る。その奥から、二本の尖とがった牙きばが覗のぞいていた。

「……逃げる？　僕から逃げられると思うのか、お前らが？」

「時とき田たくん!!」

　レレナの焦あせりがさらに濃こいものとなるのを認めて、ようやく青せい磁じは立ち上がった。なにがなんだかわからない。がしかし、あの少年が危険なものだということは、紛まぎれもない事実のようだった。青磁は踵きびすを返し、レレナの手を取って倉庫の出口へと駆かけ出しかけて、ぴたりと足を止めた。

　それまで反対側にいたはずの少年が――いつのまにか、倉庫の出口を塞ふさぐように、青磁たちの前に立ちふさがっていたからだ。
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　少年は笑みを消さない。ただその笑みには、少しだけ疲労の色が混じっている。

「悪いんだが、ここで逃げられるわけにはいかない。こっちにも余よ裕ゆうがないんでね――」

　その言葉が終わるよりも先に、レレナが少年に飛び掛かっていた。青磁が今までレレナに対して抱いだいていた印いん象しようをすべて消し飛ばすような勢いで、レレナは少年の胸むな倉ぐらをつかんで、持ち上げた。驚くべきことに――少年の身体からだは、レレナの細ほそ腕うでによって枕まくらかなにかのように易やす々やすと持ち上げられた。レレナはそのまま少年の身体を投げ飛ばそうとして、

「――――あくっ！」

　少年の右肘ひじがレレナの脳天に突き刺さった。ぐらりと揺れたレレナの身体からだを、青せい磁じは反射的に支えようとしたが、そんな彼の腹部に、カウンター気ぎ味みに少年の蹴けりが叩たたき込まれた。

　激痛と不快感。喉のどの奥からこみ上げてきたものを撒まき散らしながら、青磁は先ほどの少年のように地面の上を転げ回り、壁にぶつかって停止した。

　咳せき込み、残りの吐と瀉しや物ぶつを地面にぶちまける。涙なみだが滲にじんだ視界を、それでも少年のほうへと向けると、彼は標的をレレナのほうへと移している最中だった。ぐったりとしたレレナを抱かかえ、その首くび筋すじに牙きばを突き立てようとしている。

　初めて青磁の中に、混乱以外の感情が湧わき上がってきた。

　口の中に残った胃液を、唾つばと共に地面に吐はき捨てて、青磁は手近に転がっていた鉄の棒ぼうきれを握り締めた。恐らくは体育用器材の一部であろうそれは、しかし今この状況においては有力な武器になりうる。右手に力を込めると同時に、腹の奥底にわだかまっていた恐怖を、怒ど鳴なり声と共に発散する。

「……ツォルドルフに、触ふれるな!!」

　自らを鼓こ舞ぶするかのように叫んで、そして青磁は走り出した。こんな棒ぼう切れであの化け物じみた少年をどうにかできると思っていたわけではなく、そもそもそんなまともな思し考こうが残されていたわけではない。ただ青磁は、レレナを助けなくてはいけないという義務感に突き動かされただけだった。本能の命じるがままに、青磁は右手に握り締めた鉄棒を、少年の頭上めがけて振り下ろし――

　そこで、青磁の意識は闇やみに閉ざされた。




　　　　◆




　――死んだかな？

　ぐったりとした様よう子すに少し心配になり、朧おぼろは地面に倒れ伏した男子学生――トキタ、というらしい、覚える必要はないだろうが――を観察する。手て加か減げんしたとはいえ、人間が自分の蹴りを側頭部に受ければ、そのまま命を落としてもおかしくはないのだ。別に行きずりの人間の生命を心配しているわけではない。トキタの様子を観察したのは、死者の血は生者の血よりもまずいからという、それだけの理由でしかなかった。

　幸いなことに、トキタは息をしていた。苦しそうに呻うめいて身じろぎをしている。安心して、朧は少女――ツォルドルフ、というらしい、こちらは覚える必要がありそうだ――のほうに向き直った。

　その瞬しゆん間かん、朧は再び攻こう撃げきを受けていた。

「っと！」

　至し近きん距離から放たれた横殴なぐりの拳こぶしを、顔をそらして回かい避ひする。駄だ々だを捏こねる子供のように、少女は全身を駆く使しして朧おぼろの束そく縛ばくから逃れようとしていた。が、朧の口元には余よ裕ゆうの笑えみすら浮かんでいる。これだけ密着した状態から、朧が人間を逃がすなどということはありえないことだった。

　もっとも、このツォルドルフという少女は、純粋な人間というわけではないようだが。

「こら、暴れる、な！」

　我ながら無む駄だなことを言っているな、と思いつつ、朧はツォルドルフの身体からだを地面に押さえつけた。大人おとなしそうな顔をしている割には、やたらと抵抗する。しかしそれもここまでだ、あとはこの白い肌はだに自分の牙きばを突き立てるだけ。それだけで念願の『補給』は完了し、晴れて奴やつらに逆襲する下地が整う――

　そこまで考えたところで、激痛が右手に弾はじけた。

「!?」

　朧が思わず顔を歪ゆがめるほどの激痛。反射的に手を放してしまうほどの激痛。その一いつ瞬しゆんの怯ひるみを、ツォルドルフは見逃さない。上半身のひねりだけで朧の顎あごに肘ひじを叩たたき込み、のけぞった朧の目の前に、いつのまにか手にしていたそれを突きつけた。

　倉庫の光を鈍く反射する――銀色の、十字架かだ。

　滴したたる血は自分のもの、今の激痛の正体はこれか、と頭の隅すみで考えながら、朧は己おのれの身体が硬直するのを感じていた。まずい、と思う。相手がただの人間であるならば問題はないのだが――こいつは、この娘むすめは、その辺に転がっているような安あん穏のんに慣れきった兎うさぎではないらしい。今、自分は紛まぎれもなく『戦せん闘とう中』なのだ。『戦闘中』にコンマ数秒でも身体が動かなくなってしまえばどうなるか――朧は、すぐに思い知ることになった。

「……う、ああああああああああっ!!」

　気合いとも悲鳴ともつかない声をあげながら、ツォルドルフは十字架の下部を、ちょうどナイフを突き立てるようにして朧の胸に突き立てた。朧に数多くある弱点のひとつ――十字架をかざされて、回かい避ひが遅れてしまったのだ。朧がツォルドルフの手首を摑つかんだときにはもう、十字架は朧の胸の肉を嚙かんでいた。

「ぐっ……！」

　食いしばった歯の隙すき間まから、呼気と共にそんな声が漏もれた。肉が、焼ける。今まで経験したことのない痛みに、朧はいつのまにか、両手でツォルドルフの手首を押しとどめようとしていた。彼女に攻撃を加える余裕などどこにもありはしない、銀の十字架が心しん臓ぞうに到達すれば――それでこの戦いは終わる。自分はひと摑みの灰と化し、これまで積み重ねてきた時間はすべて無と消えてしまう。

　そう。

　僕は今、こいつに、追いつめられているんだ。

　それを理解して、朧は愕がく然ぜんとした。

　こんな小娘こむすめに――この僕が？

　そう自問するが、しかしツォルドルフの握る十字架かは、ゆっくりとではあるが確実に朧おぼろの心臓を脅おびやかしつつあった。両手でもこんな小娘の攻撃を食い止めることができない――いや、そもそも両手に力が入らないのだ。これも銀の効力か、と朧は歯嚙がみし、そして彼は、最後の手段を行使した。

　力を振り絞り、『ヨルガスミ』を行使。朧の身体からだは一いつ瞬しゆんにして気体となり、彼の胸に十字架を突き立てていたツォルドルフが前方にすっ転んだのが歪ゆがんだ視界の向こうに見えた。

　しかしそれを愉ゆ快かいに思う気力は、すでに朧には残されていない。『ヨルガスミ』はただでさえ力を喰うのだ。今の朧の状態でそんなことをするのはある種の賭かけであり、案あんの定じよう、『ヨルガスミ』は数秒もせずに解除され、朧の小さな身体は倉庫の冷たい床ゆかの上に転がることになってしまった。

「…………ッ！」

　胸元の痛みが朧の精神力を削けずる。普段ならこの程度のかすり傷、即座に癒いえてしまうところだったが、悪条件が重なりすぎていた。決して治なおることのない『銀の傷』に加えて、朧の身体にはもう、ほとんど力が残されていないのだ。

　全身を覆おおう虚きよ脱だつ感から、もはや自分は戦うことができないのだということを、朧は理解した。この場所から這はって逃げるのが、やっとというところか。そのあとのことなど、考えたくもない――

　そこまで思った瞬しゆん間かん、朧の四し肢しから力が抜けた。

　どさり、と自分の身体が地面の上に横たわる音を、朧は確かに耳にした。寝ている場合ではないと慌あわてて起きあがろうとするが――しかし、ただそれだけの動作を、することができない。

　身体に、力が入らなかった。

「――、くそ。マジかよ……」

　呆ぼう然ぜんと、それだけをつぶやく。誇張抜きで、腕うでの一本すら動かすこともできなかった。『ヨルガスミ』で使い尽くしてしまったのだろうか、と後こう悔かいしかけるが、しかしあの能力を行使していなければ、今いま頃ごろ自分は灰と化していたことだろう。

　要するに――あの忌いま々いましい十字架を胸に突き立てられたときに、自分の運命は決まっていたのだ。

　ちっ、と舌打ちをする。朧は目だけを動かして、ツォルドルフのほうを見た。口元に、知らず知らずのうちに笑えみが浮かんだ。自じ嘲ちようの笑みだ。

「は。お前みたいな小娘に、この僕が、ね。まったく、世の中なんてわからないものだ」

「…………」

「ツォルドルフ、とか言ったっけ？　なかなか慣れた手て際ぎわだったけど、お前は僕みたいな化け物を殺すのを職業にしてたりするのかい？　ヴァンパイアハンターとかなんとか、そんな仕事の話を漫画で読んだことはあるんだけど、実際にお目にかかるのは初めてだよ。――やられるのもね」

　そんなことを言いながら、減らず口を叩たたく気力はあるのだな、と内心で自分に呆あきれる。舌は動くのだから、命乞ごいをしてもいい。ほとんど望みはないとはいえ、やって損をすることではないのだから。

　それとなく、ツォルドルフを観察する。彼女は――今さらながら、怯おびえているようだった。銀の十字架かを胸に抱かかえて、地面に這はいつくばる朧おぼろのことを、震える眼差まなざしで見つめている。あんなのにやられたのか、と憂ゆう鬱うつになりかけるが、一方で朧の中に、希望の光が見えはじめていた。

　ツォルドルフは、動揺している。混乱もしている。今ならば――口くち八はつ丁ちようで逃げ切ることができるかもしれない。

「いや、まあ、うん。あれだ、ツォルドルフさん。僕たちのあいだには、なにか誤ご解かいがあると思うんだが、どうだろう？」

　ツォルドルフの瞳ひとみに怪訝けげんの色が浮かぶ。油ゆ断だんなくこちらを見み据すえる彼女に、朧はさらに言葉を重ねた。

「もっと早くに提案すべきだったが、今からでも遅くはない。とりあえず、話し合いをするというのはどうだろう？　ほら、僕も驚いて思わず攻撃を仕掛けてしまったが、本当ならこんなことをしたくはなかったんだよ。いやマジで――」

「黙りなさい」

　彼女の中に一いつ瞬しゆんだけ怒りが立ち上り、しかしすぐにそれが消え去ってしまうのが見えた。真ま面じ目めな性格のようだな、と朧は分ぶん析せきし、同時に自分が心のどこかでこの状況を楽しんでいることに気づいた。笑い出したくなる口元を、わずかに残った貴重な力を使って引き締める。

　ツォルドルフは検けん分ぶんするような目でじっと朧のことを見据えてから、不意にその口を開いた。

「あなた、――あなたは、何者、なの？」

　今さらそんなことを聞くのか、と朧は呆れたが、しかし一方で、胸にこみ上げる愉ゆ快かいの念も大きくなってきた。この娘むすめは、別段荒事に慣れているわけでもないらしい。これまでに見せた動揺と、勝利した今もなお続いている怯えがそのなによりの証あかしだ。

　段々と、このツォルドルフという少女に興味が湧わいてきた。命の危機に晒さらされていながら、なお状況を楽しんでしまうというのは、朧が持つ悪あく癖へきのひとつだ。生まれ持った性さが、と言えるかも知れない。化け物にも性はある。

「僕が何者か？　そうだね、良好な関係を築くためにはまずは自己紹しよう介かいから始めなくては」

「……ふざけないで。真面目に答えなさい」

「怒るなよ。僕の名前は、朧。以後よろしく、ツォルドルフさん」

　ことさらにふざけた口く調ちようで軽くそう言っても、ツォルドルフは目立った反応を起こさなかった。ただ、少しだけその怒ど気きが強まっただけだ。倒れ伏し、それでも口元を笑ませながら、朧はおどけたように肩かたを動かして、付け加えた。

「こう見えても、『第一位』の吸きゆう血けつ鬼きだ。丁てい重ちような扱いをお願いするよ」
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　吸きゆう血けつ鬼き。

　世に多く棲すむ人じん外がいのうち、もっとも危険なもののひとつだ。片手で人を縊くびり殺すことのできる身体能力と、些細ささいな傷ならばたちまちのうちに回復してしまう再生力、加えて様々な特殊能力を持っている。

『狼おおかみ』や『蝙蝠こうもり』という名前の、自分の身体からだの一部を獣けものの姿に変化させ、自在に動かす力。『霧』という名前の、自らの身体そのものを霧状の物質へと変化させる力。そして、『感知』という、自分と同じような人外の位置を即そく座ざに捕ほ捉そくする力など、その特殊能力は多た岐きに亘わたる。

　血を吸う鬼おにと書く通り、この人外は人間の生き血を啜すすって糧かてとする。前述の様々な能力は、人の生命を拠より所として発現されるのだ。『血の力』と呼ばれるそのエネルギーは、吸血鬼の存在そのものを支えているといっても過言ではない。それを使い尽くしてしまえば、吸血鬼は指一本動かすことすらできなくなり――やがては、死に至りさえする。

　それゆえに、吸血鬼は人を襲おそい、その生き血を啜るのだ。十分な血液を得た吸血鬼より恐ろしいものはこの世に存在しない。彼らは血を得ることによって強力な力と――そして、凶きよう暴ぼうな性格を得るようになっていくからだ。戦せん闘とうを好み、殺さつ戮りくを愛する性質を。人と同じ姿をし、人と同じ知能を持ちながら、なんの躊躇ためらいもなく人を食らう。――まさしく、化け物以外の何物でもない。

「…………」

　レレナは複雑な表情で、伏している吸血鬼――朧おぼろのことを見下ろした。

　一見すると、どこにでもいるような少年に見える。眠ねむたげに垂れた目や、わずかに茶色がかったその髪かみ、透すけるように白い肌はだを見れば、愛らしいと言っていいような風ふう貌ぼうをしている。しかし、そんな姿をしていても油ゆ断だんはできなかった。吸血鬼は不老だ。外見と年ねん齢れいは決して一致しない。

　そして、吸血鬼は、人食いの化け物なのだ。

　レレナはそのことを、よく知っていた。知りすぎるほどに。

　しばらくの沈ちん黙もく、その後に、レレナはようやく口を開く。

「――『第一位』というのは、なんのこと？」

　どうでもいいことだ、と言ってから思った。しかし朧は、この状況下においては気味の悪いほどの滑すべりのよさでその言葉の意味を解説してくれた。

「僕が勝手につけた名前だ。要するに――「生まれながらの吸血鬼」というくらいの意味だよ。『第一位』に血を吸われて吸血鬼になったものは『第二位』、『第二位』に血を吸われて血を啜るだけの獣けものになったものは『第三位』、という寸法さ」

　そこまで言うと、朧はゆっくりと両腕うでを動かして、自らの身体を起き上がらせようとした。にわかに警戒を示したレレナを見て、朧は薄うすく笑う。

「そんなにビビることはないだろ。寝ながらじゃ話しにくいだけだ。今の僕じゃ、こうするのが精せい一いつ杯ぱいなんでね」

　その言葉に、噓うそはないようだった。少年の姿には似つかわしくない、緩かん慢まんな老人の動きで、朧おぼろはその場に腰こしを落ち着け、背後にある棚たなへと寄りかかった。第一――と、レレナは思う。彼が本当に動けるのならば、自分の命など、とっくに奪われているはずだ。

　気けだるげに背中を預けながら、朧はレレナのことを見み据すえる。眠ねむそうに垂れた目に宿るのは、じっくりと獲え物ものを検けん分ぶんする刃は物もののような輝きだ。

「それで？　お前のほうこそ、一体何者なんだい、ツォルドルフさん？　見たところ、吸きゆう血けつ鬼きに対してそれなりの知識を持っているようじゃないか。その割には、『第二位』の吸血鬼というわけでもなさそうだ。『クモデ』を使って計ってみたが、それにしては力が弱すぎるからね」

『クモデ』――というのは、『感知』のことなのだろうか。同じように、『第一位』というのは、根源たる吸血鬼・『主人』のことを指す名称だろう。かつての、自らが知る吸血鬼の知識が、その言葉でまざまざと蘇よみがえってくる。

　吸血鬼。

　この少年は、本当に、吸血鬼なんだ。

　――あの人と、同じように。

　ふと、視界の端はしに揺れるものが映り、そちらに焦点を合わせる。自分の手だった。十字架かを握り締めた自分の手が、白く筋を浮かばせながら、小こ刻きざみに震えているのだ。

　レレナは強こわ張ばった身体からだから力を抜くために、大きく深呼吸をした。もちろんただそれだけで、身体の震えが止まってくれるはずもない。

　しかし、気持ちには少しだけ余よ裕ゆうができた。

「私は――」

　言いかけた口を、ぴたりと閉じる。自分がなにを言おうとしているのか、口を開いてから気づいたのだ。

　今、私は、『秘密』を口にしようとしている。

　胸の中で、そう確認する。普段ならばちらりと思い浮かべただけで、身体がすくみあがってしまうようなその考えを、しかし今だけはなんの障害もなく思い浮かべることができた。

　二年前のあの日以来、この言葉を口にするのは、初めてかもしれない。そんなことを考えながら、レレナは朧おぼろをまっすぐに見据えて、言った。

「――半はん吸血鬼。半分が人間で、半分が吸血鬼。それが、今の私」

　朧は、目を見開いた。

「半吸血鬼、だって？　割と長く生きてきたが、そんなのは一度も聞いたことがないな」

「そう、でしょうね。私も、自分以外のそういう人に会ったことは、一度もないから」

「ぜひとも詳くわしく聞きたいね。見る限りじゃ、お前はどうも普通の人間として生活を営んでいるようだ。ということは、周囲にはバレていないということかな？　お前が人間じゃない、ということが」

　朧おぼろは少しだけ視線を動かして、相変わらず倉庫の隅すみで突っ伏している、青せい磁じのほうを見み遣やった。レレナも同じほうを見て、わずかに表情を曇らせる。早いところ彼を保健室なり病院なりに運んだほうがいいのだろうが、さりとてこの朧を放置するわけにもいかない。再び朧に視線を戻し、レレナは話を進めようと口を開く。

「私のことはどうでもいいでしょう。問題はそっち。なんでこんなところに、あなたみたいな『主人』がいるの？」

「『主人』？　……ああ、『第一位』のことか？　なるほどね、お前は『第一位』のことをそう呼んでいるわけか。異なる言語体たい系けいを聞いているようでなかなか面白いな――」

「質問に、答えて」

　ことさらに強い口く調ちようを装って、叩たたきつけるように言う。それでも朧は笑えみを消さない。レレナの内心の揺れ動きを、すべて見破っているかのような表情だ。

「僕がなぜここにいるのか？　決まってるだろ、食事のためだ」

　レレナは顔を強こわ張ばらせる。手にした十字架かに、再び力が籠こもった。

「ここに潜ひそんで、時とき田たくんから血を吸おうとしたのね。それも、殺す気で――」

「いやいやいや、その言い方には語ご弊へいがある。第一に、別にそこに転がってる少年から吸おうとしたわけじゃない、ここに入ってくる人間なら誰でもよかったんだ。第二に、単に食事をしようと思っただけであって、殺すつもりがあったわけじゃない。ま、僕が血を吸った人間は、大体死んでしまうってのは事実だけどね」

「…………」

「そんな目で見るなよ。ますますふざけたくなってしまうじゃないか」

　そう言って、朧はひとしきり、無む垢くな子供のように笑った。レレナは眉まゆを寄せる。どうも、この少年の姿をした『主人』は、人の話をはぐらかすのがなによりも好きらしい。

　少し考えてから、レレナは核心を突くことにした。

「なぜ、こんなところに来たの？」

「……耳が遠いのか？　言っただろ、食事をするためだと――」

「人の血を吸うだけなら、なにもこんなところに隠かくれて人がやってくるのを待たなくてもいいはずでしょう？　だってあなたは、『主人』――『第一位』の吸きゆう血けつ鬼きなんだから。その辺りに歩いている人を捕つかまえて血を吸えばいい。そっちのほうがはるかに簡単なはずなのに、どうしてあなたはこんなところにいるの？」

　朧は口を噤つぐんだ。笑みは消えないが、しかしやや薄うすらいだように見える。それを確認して、レレナはさらに言葉を重ねた。

「それに、あなたは今動けないでいる。たったあれだけの戦せん闘とうで動けなくなるなんて、いくら『血の力』を使う『霧』に変化したのだとしても、あまりにも早すぎるはず。これは私の推すい測そくだけれど、もしかしたらあなたは、最初から――」

「――最初から、『血の力』が尽きかけていた。うん、まあ、そうだね。お前の推すい測そくは、正しいよ」

　朧おぼろはあっさりとレレナの指し摘てきを認め、それから口元に浮かぶ笑えみに、暗い色を混じらせた。

「お前たちは『血の力』と呼んでいるのか。はは、少し洒落しやれっ気けに欠けるが、なかなか的確だ。確かに、僕はお前と戦ったときにはもう『血の力』はほとんどゼロに近い状態だった。でなけりゃお前みたいな半はん端ぱ者ものに、僕が負けるはずないだろう？」

　その言葉に、レレナは素直に頷うなずきを返した。こと戦せん闘とうにおいて『主人』がどれだけ優れているかは、身をもって知っている。

「でも、どうして？　吸きゆう血けつ鬼きが普通に生きていて、血が足りなくなるなんてことはまずないはずだけど――」

「決まってるさ。負けたんだ」

　レレナは、ゆっくりと瞬まばたきをした。朧の言っていることが理解できない、というふうに。

　それを読み取ったのか、朧はくつくつと笑い声を立てた。あるいはそれは、自じ虐ぎやくの笑えみのようにも受け取れた。

「なんだってこんなこと、僕が説明しなくちゃならないのかね――ま、いいや。だから、僕はある相手との戦闘に破れ、命からがら逃げ出してきたというわけだよ。そのときにほとんどの『血の力』を使い切ってしまったんだ。それでここに隠かくれて、やってきた人間の血を吸って再起を図ろうとしたら――」

　その先は言わずに、朧は顎あごでレレナを示した。

　しかしレレナは、どういう反応をすることもできない。彼の言うことは、にわかには信じがたい話だったからだ。レレナの知る限り――元からの吸血鬼である『主人』をそこまで追い詰めることのできる相手など、同じく吸血鬼の『主人』以外には存在しないからだ。

『主人』が、二人。それを思うだけで、恐怖とも悪お寒かんともつかない感覚がレレナの背筋を走り抜けた。もしかしたら、事態は思ったよりも深刻なのかもしれない。ひとりの『主人』である朧はこうして戦闘不能状態に陥おちいっているのだが――もうひとりの、朧を追い詰めた『主人』のほうは、自由にこの町を闊かつ歩ぽしているのだ。

　この守かみ代しろを。レレナの家族や友人が暮らす、この町を。

　血の気の引いたレレナの顔をとっくりと観察してから、不意に朧が声を潜ひそめて言った。

「さて、そこで提案だ。僕としてはそいつをどうにか始し末まつしてしまいたいんだが、今の有様じゃこの場所から動くことさえままならない。そこで、だ」

　なんとなく嫌いやな予感がして、レレナは無意識のうちに後退していた。しかし朧はまったく構わずに、よく光る目でレレナを見み据すえながら、さらに続ける。

「ツォルドルフとやら。お前の血を、僕にくれないか？」

　……やっぱり、そういうことか。

「な、なんで私が――」

「なんでって、それしか方法がないだろう。僕はもう自分で動くことはできないし、だからといってここにやってきた奴やつらに『血をください』なんてお願いできると思うか？　事情を知るお前が僕に血を飲ませてくれるのが、一番確実で手っ取り早い方法なんだ。大だい丈じよう夫ぶ、血を得て力を取り戻したところで、お前やお前の友人に危害を加えたりはしないよ」

「……罠わなにかかった狼おおかみが、この罠を外せばお前を食べたりしないと言っている。あなたが狩人かりうどだったら、その言葉を信じて罠を外すと思うの？」

「その狼は悪さをする狐きつねの居場所を知っているし、狩人は狼を味方にしなければ狐一いつ匹ぴき退治できないくらい貧弱だ。付け加えるならばその狩人は臆おく病びようで、その上どうしようもない善人と来ている。狼を殺す勇気も、見殺しにする覚かく悟ごもない。だろ？」

　図ず星ぼしを指されて、レレナは沈ちん黙もくした。朧おぼろの言う通りだった。相手が吸きゆう血けつ鬼きであれ悪あく魔まであれ――今のレレナには、誰かの命を奪う勇気など、ひとかけらさえも持っていなかった。

　かなり長い時間迷ってから――レレナは、一歩足を踏み出した。

　朧の顔に勝利者の笑えみが浮かぶ。レレナは震える唇くちびるを嚙かみ締めて、最後にもう一度だけ、念を押した。

「本当に、誰にも危害は加えないのね？」

　朧は頷うなずいた。そのときだけは、その顔に笑みは浮かんでいなかった。

「約束するよ。それに正直なところ、狐を捕つかまえるためには、ツォルドルフ、お前の協力が不可欠なんだ。半はん吸血鬼――日中動くことができる存在というのは、僕にとってはこの上なく貴重な味方になりうるからね」

　利己的な言葉だ。それだけに信頼できる。そう結論づけて、さらに前へと進んでいく。

　朧を助けるためでもあるし、朧の言う『狐』に対する情報を得るためでもあった。本当を言えば今のこの安全で平へい穏おんな日常を、崩くずしたくないというのがレレナの願いだった。しかし、目を閉じて耳を塞ふさいでいても、日常は崩れるときがくればあっさりと崩れてしまうのだ。

　それならば。

　せめて目を見開き聞き耳を立てて、日常を崩す何者かに抗あらがわなければならない。たとえそれが叶かなわないとしても、震えたままなにもせず、後になって悔くいるよりはずっといい。

　朧の前に立つ。薄うすく笑い、あんぐりと口を開けた彼の牙きばに、自分の手首を近づけながら、レレナは独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「――レレナ」

「ん？」

「レレナ・パプリカ・ツォルドルフというのが、私の名前なの。だから、私のことは、レレナと呼んで。ツォルドルフでは、呼びにくいでしょう」

「……そうか、そうだな。それでは、改めて――これからよろしく、レレナ」

　楽しそうにそう答えて、朧おぼろはレレナの手首に己おのれの牙きばを突きたてた。




　　　　◆




　なにかひどい悪夢を見ていた気がする。跳はね起きた瞬しゆん間かんに何事かを叫んでしまった気もするし、荒く息をつく今もシャツは汗あせに濡ぬれて身体からだに貼はりついていた。顎あごに滴したたる汗を手の甲こうで拭ぬぐってから、青せい磁じはふと、周囲を見渡した。

　保健室だ。ベッドを覆おおうカーテンの隙すき間まから、白で統一された室内が垣間かいま見える。壁にかけられた時計を見上げると、終業のホームルームから優に一時間は経過していた。なぜ自分がこんなところにいるのか、青磁は眉まゆを寄せて思い出そうとした。

　そのとき、カーテンが開き、レレナがひょっこり顔を出した。

「あ……」

　ベッドの上で半身だけ起こしている青磁のことを見て、そんな声を上げる。その手には、濡ぬれたタオルが握り締められている。

　少しのあいだ、沈ちん黙もくがあった。今の状況をよく吞のみ込めていない青磁は、レレナにかける言葉が咄とつ嗟さに浮かばなかったのだ。それは向こうも同じだったらしく、しばらく二人して見つめ合っていると、不意にレレナの後ろから、白衣を着た養護教きよう諭ゆが現れた。

「あら、目を覚さましたのね。いやよかったよかった、これで定時には帰れそうだわ」

「……あの、俺おれ……？」

「あー、なんかよくわかんないんだけどね、この子が連れてきてくれたのよ。地下倉庫で倒れてたんだってさ。って、聞くのが遅れたけど、どこかおかしなとこはない？　気持ち悪いとかどこか痛いとか」

　女性の割には寝ね癖ぐせが目立つ頭を搔かきながら、養護教諭はまるで緊きん張ちよう感かんのない口く調ちようでそう質問してきた。混乱しつつも、青磁は自分の身体に不調がないか確かめようとして、ずきりと走った痛みに顔を歪ゆがめた。

「……なんか、ええと、お腹なかと頭が痛いです」

「ふむ？　頭痛と腹痛。なんだろね、風か邪ぜかしら」

　ずいぶん適当だな、と頭の中で突っ込みつつ、もう少し詳くわしく説明する。

「そういう感じじゃなくて――強くぶつけたみたいに痛むんですけど」

「あのっ」

　突然あがった大声に、青磁は思わず顔を上げた。濡れタオルをぎりぎりと音が鳴るほどに握り締めながら、レレナはなぜか緊張した面おも持もちで、

「こう――あの、あそこって、あれが、あるじゃないですか。あの、――ハードルが！」

「…………？」

　青せい磁じと養護教きよう諭ゆは揃そろってレレナのことを見た。いずれの顔にも、レレナのおつむを心配するかのような表情が浮かんでいる。その視線にさらに焦あせりを搔かき立てられたかのように、レレナはあたふたと手を動かしながらさらに説明しようとした。

「わ、私が見つけたときには、その、時とき田たくんがこう――」水泳で飛び込みをする直前のように腰こしを屈かがめて腕うでを伸ばし、「こういうふうにハードルの上に倒れてたっていうか、引っかかってたんです。お、お腹なかが痛いのは、そのせいなんじゃないでしょうか」

　養護教諭は眉まゆを寄せた。訝いぶかしげな目を青磁のほうに向け、

「……ハードルって。時田くんとやら、あんた一体なにしてたのよ？」

　青磁は頭を搔かいた。なにをしていたのかと言われても、

「いや……それがどうも、なんか頭がぼんやりしてて、そのときのことはよく覚えていないんですよね。地下倉庫に降りたところまでは、かろうじて覚えているんですけど――」

　そこから先は、黒い霧に遮さえぎられているかのように思い出すことができない。青磁はベッドの上に視線を落として、ゆっくりと記き憶おくを辿たどろうとする。地下倉庫に降りて――そうだ、地球儀ぎを発見した。伊い藤とう先生から準備室へと持っていくように言われた資材だ。そうそう、段々と思い出してきた、自分はそれを手に取ろうとして、地球儀に近づいて、それで――

「あのっ！」

　再びの大声をあげたのはやはりレレナで、青磁は思わずびくりと肩かたを震わせて彼女のことを見上げた。必死な形ぎよう相そう、

「こう、ですね――こう、すごく、すっごく濡ぬれてたんですね、あの、床ゆかが！　私も上に乗ったからわかるんですけど、濡れてるせいかつるっつるに滑すべるんです、その床。だから、それで時田くん、足を滑らせてハードルに突っ込んじゃったんじゃないかなって、そう思うんですけど――どうでしょう？」

「……どうでしょうって言われてもね。私もその場にいたわけじゃないから、なんとも言えないなあ」

　養護教諭は呆あきれたようにそう言い、青磁は少し戸と惑まどいながらレレナのことを見る。――ツォルドルフって、こんな性格だったっけか？

　ふと、レレナは思い出したかのように、握にぎっていた濡れタオルを青磁のほうに差し出した。青磁は瞬まばたきを二度ほどしてから、「ありがとう」と礼を言い、それを受け取った。ずきずきと疼うずくこめかみに当てると、少しだけその痛みが和やわらぐのを感じた。

　養護教諭が、ふう、とため息をついた。肩かたをすくめ、彼女は言う。

「まあとにかく、時田くんの身体からだに異常がないんだったらなんでもいいんだけどね。どこか気持ち悪いとか、そういうのはないよね？」

「あ、はい、それは大だい丈じよう夫ぶです。ご迷めい惑わくをおかけしました」

　ベッドから降りて、立ち上がる。腹と頭はやはり痛むが、行動の妨げになるほどではなかった。ふらつくわけでもないし、気分が悪いわけでもない。その様よう子すを確認してから、養護教きよう諭ゆは「ん」と頷うなずいて、

「はい、そんじゃ私の仕事はこれまでってことで、早く出てった出てった。報告書はこっちで書いとくからさ、あんたたちに居い座すわられるといつまでたっても帰れないんだよね」

「……正直ですね。まあいいですけど。それじゃ、失礼します」

「あい、おつかれ。あ、そっちの子にお礼言っておきなよ。あんたのことを引きずってきてくれたんだから。なかなかできることじゃないよ」

　椅い子すに座って背を向けて、背中越しに手を振りながら養護教諭はそんなことを言った。青せい磁じは思わずレレナのことを見、レレナは必死で否定するかのように、ぶんぶんと首を振る。かすかなおかしみがこみ上げてくるが、青磁はそれを表に出すことはしなかった。レレナは恩おん人じんだ。恩人を嗤わらうなど、道どう義ぎに反する。

　二人して保健室を出てから、青磁は改めて、レレナに頭を下げた。

「なんだか――今日は君に助けられてばかりだな。重ね重ね礼を言うよ。ありがとう、ツォルドルフ」

「き、気にしなくていいよ。それよりも、さ、時とき田たくん、その――」

「ん？」

「本当に、倒れたときのこと、覚えてないの？」

　こちらの胸の内を窺うかがうような目。なんとなくその目が気になったが、青磁はそれを深く追及するよりも、足元に視線を落として記き憶おくを呼び覚さまそうとした。独ひとり言ごとのように口を開き、

「どうも記憶がぼんやりしててな、うまく思い出せない。断片的には覚えているような気がするんだが――」

　レレナの身体からだが跳はねた、ように錯さつ覚かくした。ぴょこんと背筋を伸ばすと、彼女は今まで聞いたことがないような裏返った声で、

「あっ、じゃ、じゃあ、無理して思い出さなくてもいいんじゃないかな!?　ほら、そんなに大したことじゃないだろうしさ、怪け我がをしたときのことなんて思い出さないほうが健康にもいいと思うし、うん、そうしなよ！」

「……なにをそんなに焦あせってるんだ？」

「えっ？　あせっ――って、なんか、ないよ？」

　顔を隠かくすようにこめかみに手を当てて、レレナはついと視線をそらした。隠し事が苦手なのだろう、完全にあらぬ方向を泳いでいるその視線が、なによりもそのことを証明している。

　しかし青磁は、それ以上なにも言わなかった。なにを隠しているのか、気にならないといえば噓うそになるが、彼女が自分のことを助けてくれた恩人であることに変わりはないのだ。恩人が困るような真ま似ねはすまい。

　青せい磁じはあえてレレナに背を向けた。そちらのほうが彼女が助かるだろう、と考えたからだ。大きく背せ筋すじを伸ばして、欠伸あくびのようなため息のような言葉を漏もらす。

「さて、と。なんだかよくわからないんだが、妙みように時間を食ってしまったな。今度こそ、さっさと終わらせてさっさと帰るか――」

　話題を変えようとなんの気なしに口にした言葉だったが、それは青磁の思おも惑わくとは正反対に、レレナを追いつめることになってしまった。背後から素すっ頓とん狂きような声が響ひびいてくる。

「えっ？　お、終わらせるって――」

「……いや、だから、倉庫から資材を運ばないと……」

「だめっ」

　しゃっくりのような声がレレナの口から飛び出した。青磁は再びレレナのほうを振り向く。

　レレナの地じ雷らいがどこに埋うまっているか、確信を得られたように思う。

　もちろん青磁はその確信を口にしたりはしなかった。普段あれほど淑しとやかな姿を見せているレレナが、まるで別べつ人格に入れ替わったかのように慌あわてているのだ。たとえ彼女が自分の恩人ではなかったとしても、青磁は見て見ぬふりをしたことだろう。

　問題は、青磁もレレナと同じように、噓うそがあまり得意ではないということだった。自分が気づいたのだということをレレナに気づかれないためにはどうすればいいかを考え、その思し考こうの沈ちん黙もくがレレナの焦あせりをさらに加速させたようだった。なにかに追われているかのような早口で、レレナはまくし立てた。

「あのっ、だからね、ほら――あそこ、濡ぬれてるから！　あ、さっき言ったみたいに、床ゆかがね、こう、すごく濡れてて、つるつる滑すべるの！　それでその、時とき田たくんがまた滑って怪け我がしたりしたらだめだと思うし、えと、そう、一度滑って転んで頭打ってるでしょ？　きょ、今日のところは、家に帰って休んだほうが、いいんじゃないかなっ！」

　……必死だ。

　聞き終わって最初に頭に浮かんだ感想がその二文字だった。青磁は唾つばを飲み込み、それからこくりと頷うなずいた。伊い藤とう先生の命令に反することになってしまうが、それは自分が謝れば済むことだ。これ以上レレナを追いつめることに比べたら、そんなことはなんでもない。

　声が不自然にならないように細心の注意を払いつつ、

「――そ、うだな。うん。もう時間も遅いことだし、今日はもう、帰るとするか」

　氷が溶とけるように、それまで硬こう直ちよくしていたレレナの表情が和やわらいだ。これほどわかりやすい安あん堵どの顔もそうは見られない。こくこくと、何度も何度も頷いてから、レレナは胸の辺りにまで手を上げて、それを小さく左右に振った。

「う、うん、そうだよね！　それじゃ、また明日あしたね、時田くん」

「ああ。またな」

　妙みようなボロが出る前に早々に引き上げたほうがいい、と判断して、青磁はレレナに背を向け、そのまま歩き出した。いったん教室に戻って鞄かばんを取って来なくては――と考えつつも、しかしやはり、青せい磁じの頭はどうしてもそのことを考えてしまう。すなわち――

　――地下倉庫に、一体なにがあるんだ？




　　　　◆




　跳とび箱の上に腰こし掛かけて、くつくつと笑いながら、朧おぼろは帰ってきたレレナを拍手で出迎えた。

　レレナのほうは拍手される覚えなどなかったらしく、怯おびえを交えた怪訝けげんの色で朧のことを見返している。不安げに口を開き、

「な、なに？」

「お前はなかなか演技派だね、レレナ。大根には違いないが、あの少年をここに近づけまいとする努力だけは痛いほど伝わってきた」

　瞬しゆん時じにレレナの顔が赤に染まり、朧の笑い声がさらに高くなる。それと同時に、朧はレレナに対する認識を少しだけ改めた。最初に会話したときはもっと硬質で油ゆ断だんのない性格をしていると思ったのだが、どうもそれは見せかけだけのものだったらしい。先ほどトキタに見せたあの性格こそが、恐らくはレレナ本来のものなのだろう。

　まあ、それも無む理りのない話なのかもしれない。なにしろレレナは、半はん吸きゆう血けつ鬼きという素す性じようを隠かくして人間社会で生きていかなくてはならないのだから。外側の性格だけでもああして鎧よろわなくては、あっという間に彼女の秘密は露ろ見けんしてしまうだろう。

　素のままの表情で、レレナは恨うらめしげに朧のことを見み遣やる。

「……見てたの？　一体、どうやって――」

「『イヌ』を使った。ほら、自分の身体からだを犬に変える力だよ。ほんの子犬程度の大きさなら偵てい察さつにはぴったりだからね。夕方で助かった、日陰が多いから灰にならずに済んだよ」

「ひ、人がせっかく血をあげたのに、そんな使い方しないで……！」

「ああ、使い終わってからそのことに気づいたよ。おかげでまたほとんど動けなくなってしまった」

　跳び箱の上でぷらぷらと足を遊ばせて、朧はいっそ楽しげにそう言った。レレナの表情が、また一段階情なさけないものになるのを見て、けたけたと笑う。――どうも、いけない。ああいう顔を見ると無条件でからかいたくなってしまう。自分の悪い癖くせだ。

　ひとしきり笑ったあとに、朧は咳せき払ばらいをした。

「さて。――なんの話だったかな？」

　レレナの顔が引き締まり、彼女はその眉まゆを寄せた。

「『狐きつね』の話をしてくれるという約束だったでしょう？　教えて。その人は、どんな姿をして、どんな行動を取っているの？」

　その言葉を聞いて、朧おぼろは鷹おう揚ように頷うなずいた。そうだった、『狐きつね』の話だ。そもそも朧がレレナに取引を持ちかけたのは、彼女の血が必要だったからというだけではない。レレナが強力な味方になりうると、判断したためでもあるのだ。

「『狐』の名前は、クロサキという。背の高い男だ。黒い服装を好んで、髪かみの色は白。変な色だろ？　最初に会ったときからそうだったんだ」

「……その人は、『第一位』なのね？」

　口元だけを笑えませて、朧は答える。

「いいや？　『第二位』だ」

　レレナは眉まゆ根ねを寄せた。その表情にいくつもの疑問が浮かび、彼女がそれを口にする前に、朧は答えを重ねる。

「もともとは僕が血を吸って配はい下かにした奴やつなのだけれどね。逆襲を受けた。それで負けて僕は逃げ、こんなところにいると、そういう次第さ」

「ちょっと待って。あなたはその人の血を吸ったのでしょう？　その、自分に危害を加えないように命令しなかったの？」

『第一位』の吸きゆう血けつ鬼きは、人間の血を吸い尽くして死に至らしめることで、その人を『第二位』に仕立て上げることができる。その際にちょっとした手順を踏むことで、その『第二位』となった元人間の吸血鬼に、反抗不可能な命令を下すことができるのだ。

　朧が『スリコミ』と呼んでいるその効力は絶大で、仮に『第一位』が死ねと命ずれば『第二位』は自らの意志にかかわらず死を選ばなくてはならない。当然、『第二位』に仕立て上げて最初に行う『スリコミ』は、「自分に逆らうな」というのが定番なのだが――

「もちろん命令していた。が、ちょっと面倒なことが起きてね。その命令が覆くつがえされてしまったんだ」

「……？」

「少し長い話になるが――いや、もしかしたらお前も知っているかもしれないな。『貪とん』という化け物の話を聞いたことはないか？　人の死体に取り憑つき、他人の欲望を喰って生きる化け物のことを」

　訝いぶかしげな表情のまま、レレナは首を横に振る。朧は軽く肩かたをすくめ、

「――とにかく、そういう化け物がいるんだよ。なんでそんなのが発生したのかはわからない。自分がなぜ生まれたのかわからないのと同じように、ね。まあ、発生理由なんかどうでもいい。問題は――その化け物が、人の願望を叶かなえる力を持っている、ということなんだ」

「願望を、叶える？」

「願望、欲望、なんでもいい。要するに、その人間の望みということだ。正確には、当人に望みを叶えるための力を与える、ということらしいが――詳くわしい原理は僕もよくわからない。なにしろそいつは、敵てきだったものでね」

　レレナの表情に、理解の色が混じった。なかなか察しはいいようだ。

「あなたは、その『貪とん』という名前の敵てきに、自分の従者を差し向けたのね？　その――クロサキさん、という人を？」

「ご明めい察さつ、だ。クロサキはあれはあれでなかなか優秀な『第二位』だったんだが、『貪』には敵かなわずに、敗れて捕とらえられてしまった。それだけならどうということもなかったんだが――問題は、クロサキが向こうに寝返ってしまった、というところにある」

　くく、と喉のどの奥だけで笑う。そんな朧おぼろのことを、レレナは気き味み悪そうに眺ながめていた。

「クロサキは――まあ、大抵の『第二位』がそうであるように、僕のことを憎にくんでいてね。あいつが望んだのは、僕に復ふく讐しゆうするための力だった。もちろん『スリコミ』がある限り、『第二位』が『第一位』に復讐する事なんてできやしないんだが――」

「『貪』は、そこにつけ込んだ」

　引き継ついで言ったレレナに、朧の笑えみが深くなった。レレナはゆっくりとそれを見み据すえながら、慎しん重ちような口振りで先を続ける。

「『貪』は、クロサキさんの願いを叶かなえたのね。多分その人の願いは、『支配』――『スリコミ』による命令を、取り除くこと」

「残念、少し違う。クロサキが望んだのは、『吸きゆう血けつ鬼きとしての制約をすべて取り除くこと』だ」

　レレナの表情に驚きの色が浮かんだ。理解しきれない、という種類の驚きだ。

「吸血鬼としての制約って、つまり――」

「弱点のことだ。知っての通り、僕たちには数多くの弱点がある。さっきお前がやったみたいな十字架かや銀もそうだが、一番大きいのは日光に当たることはできないということだな。特に直射日光は最悪だ。あっという間に灰になってしまう」

「…………」

　レレナはうつむいた。なにか心当たりがあるのかもしれない。たとえば――友人の吸血鬼が、目の前で日光にやられて灰になった、とか。

「しかしクロサキは、『貪』によってその制約を外してもらったらしい。もちろんその中には、僕が与えた『スリコミ』も含まれていた。かくしてクロサキを縛しばるものはなにもなくなり、晴れて僕に戦いを挑いどむことになったと、そういうわけさ」

　レレナは疑うような目で朧のことを見つめている。本当にそんな化け物がいるのか、とでも疑っているのかもしれない。しかしそれを言うのならば吸血鬼だって、おとぎ話の中だけの存在でしかないだろう。

　自分でもそう思ったのか、やがてレレナは小さく息を吐はいて、それからすくい上げるように言った。

「……それで、あなたはクロサキさんと戦って、負けたのね？」

　その鋭さに、思わず朧は言葉を失くしてしまう。見ればレレナは目だけを上げて、射抜くようにこちらのことを見つめている。その視線の意味するものがなんなのかは――朧おぼろには、よくわからなかった。

　数秒間だけ沈ちん黙もくしてから、朧は素直に頷うなずいた。

「ああ。ボッコボコにされたね。いやまったく、制約のない吸きゆう血けつ鬼きがあんなに強いものだとは」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように、レレナは眉まゆ根ねを開いた。間の抜けた彼女の表情に、朧はまたくすりと笑いを漏もらし――そして、腰こし掛かけていた跳とび箱からひょいと飛び降りた。

「お――っと、と」

　かすかにふらつく。『イヌ』の能力を使ってしまったからだろう、『血の力』が再び枯こ渇かつしかけていた。気分の悪さを抱かかえながら、それでも朧はレレナに笑いかけてみせた。

「なにが言いたいのかはわかるよ。それでも『第一位』か、と言いたいんだろ？　『第一位』と『第二位』の吸血鬼じゃ、使用できる能力に大きな開きがある。『ヨルガスミ』やら『イヌ』やら『トビネズミ』やら、確かに『第一位』のほうには大きなアドバンテージがあるが――それでも、制約を外された吸血鬼にはかなわなかったよ」

　そのときのことを思い出し、朧はまた笑い声を立て、

「だってさ、クロサキの奴やつったら昼日ひ中なかに襲おそってくるんだぜ？　しかも拳けん銃じゆうを持って、日光の中から！　そんな相手にどうやったら僕が勝てるんだよ、あんなの反則じゃないか」

　まるで冗じよう談だんでも言うかのような口くち振ぶりでそう言った。足を踏み出し、レレナのほうへと近づいていく。レレナは呆あきれた表情、それからふと独ひとり言ごとのような口く調ちようで、

「あなたは、私の知っている『主人』とはずいぶん違うわ」

「へえ？　お前の知ってる『第一位』は、一体どんな性格だったんだい？」

　レレナはふと、考えるように黙り込んだ。朧のほうは、その沈黙を楽しむかのようににやにやしている。些細ささいな言葉の差異。それが、なぜだかやけに面白く感じられてしまう。

　やがて、レレナは口を開き、

「……優しい人。とても、優しい人だった。情なさけなかったけれど――」

　口を。

　噤つぐんだ。唇くちびるを嚙かみ締める。その表情を見て、朧は目を細め、思う。

　――こいつ、泣くんじゃないだろうな。

「優しくて、強くて、怖くて。人間みたいな人だった」

　レレナは、

　泣きはしなかった。ただ、それをこらえていた。破れるほどに唇を嚙んで、顔を見られまいとうつむかせて。朧もあえて、彼女の表情を覗のぞこうとはしなかった。面白いことの好きな彼にしては珍めずらしい思いやりだったが、どうも、そんなことをしても面白くはならないだろう、という気がしたからだ。

「……、そうかい。ふうん」

　それしか言えない。朧おぼろは唇くちびるを歪ゆがめた。そんな自分を嘲あざけるように。

　レレナはいつまでも感傷に浸ってはいなかった。一呼吸の間を置いて顔を上げたときにはもう、彼女の表情は朧と初めて対たい峙じしたときのものに戻っていた。硬質で油断のない、鎧よろわれた表情へと。

「本題に戻りましょう。確認させて。あなたの敵てきは、そのクロサキという人なのね？」

「ん、ああ、まあそうだな」

「それなら、私があなたに協力しなくてはいけない理由はないんじゃないの？　だって、その人が狙ねらっているのはあなたの命だけなんでしょ？　他の誰かに危害を及ぼすとは考えにくいわ」

「……かわいい顔して、結けつ構こうシビアだな。こんな子供が命を狙ねらわれているというのに、そんな冷たい言い方はないんじゃないか？」

「私の何十倍も長生きしてるでしょうに、甘あまえたことを言わないで」

　朧は口元を歪ゆがませて――その手を延ばした。レレナの、袖そでをつまむ。

「なら、別の言い方をしようか。――『貪とん』、という化け物は、人にそいつの願望を叶かなえるための力を与えることができる。しかし、なぜ『貪』はそんなことをするんだと思う？」

「……？」

「それが『貪』の捕食活動だからさ。ちょうど僕が人の血を啜すすって生きるように――『貪』は、人の欲望を啜って生きる」

　ぴくり、とレレナの身体からだが震えるのが、つまんだ袖ごしに朧の指に伝わってきた。内心で、朧はさらにほくそ笑えむ。硬質で、油断のないように見えるレレナの性格。しかしそれは、見せ掛けだけのものに過ぎないのだ。

　その内側には――彼女は、人を見殺しにすることのできない、甘い性格を持っている。

　先ほど朧に血を分け与えたのが、そのなによりの証拠しようこだ。

「『貪』は人に力を与える。しかしその力はあくまでも『貪』のものであって、その人自身のものではない。いつでも取り立て可能な借金のようなものさ。一度分け与えれば、その力は与えられたものの精神の奥深くにまで食い込み、そいつが持っている願望に寄生する。そうやって、『貪』は人に願望を叶える力を分けているんだ」

「……まるで、おとぎ話の中に出てくる、魔ま法ほう使いみたいね」

　ぽつりと、レレナはそんな感想を漏もらす。朧は得たりと頷うなずき、

「まさしく。おとぎ話というのは的確な喩たとえだね。寓ぐう話わではお決まりのパターンだろ、楽して叶えた望みの行き着く先は――たいていが、悲劇的な結末と相場が決まっている」

「悲劇？」

「先ほども言ったように、それが『貪』の捕食活動なんだ。人に願望を叶える力を与える。人はその力を使って自分の望みを叶えようとする。そして、それが叶おうという瞬しゆん間かんになって――『貪とん』は、寄生させた力ごと、その人の願望を喰らう。まあもっとも、クロサキのような使い出のある相手は、すぐには喰われずに『貪』の『末まつ端たん』として活動することが許されるらしいけどね。それはごく一握り、『貪』に選ばれたものだけだ」

　朧おぼろはにっこりと微笑ほほえむ。

「他の多くの――『貪』によって願望を喰われた人間がどうなるか？　そこまでは、僕も『貪』の一派じゃないからよくはわからないね。ただ、『貪』は奪うときは根こそぎ奪っていくらしい。それこそ人生の意義と言っていいような大きな目標から、毎日のささやかな願いまで、すべてだ。そういうものをすべて奪われた人間は――死にはしないだろうけど、死んだも同然になると思うね」

　朧はレレナの袖そでから手を離した。子供の形をしたその指で、レレナの手を握る。

「レレナ。レレナ・パプリカ・ツォルドルフ。僕とお前が出会ってから、数時間も経たってはいない。しかしね、僕は好こう奇き心しん旺おう盛せいな吸きゆう血けつ鬼きなんだ。これまで面白そうなことにはたくさん首を突っ込んできたし、そのたびに多くの人間を観察してきた。その僕に言わせれば――お前は、絵に描いたような善人だ。そうだろ？」

　君は善人だと指し摘てきされた善人がそうするように、レレナは狼ろう狽ばいした表情を見せた。朧はまた喉のどの奥で笑い、しかしそれを表には出さずに、さらにレレナを追い詰める。

「お前は『貪』を放っておくことはもうできない。なぜならば、『貪』は人を襲おそうからだ。人を食うからだ。人を、殺すからだ。そして、お前はそのことを知ってしまった。知らずにいればそのままでいることもできたのかもしれないが――知ってしまった以上、お前は『貪』を放置しておくことはできない。なぜならお前は善人だからだ。見ず知らずの吸血鬼を見殺しにすることができないような」

　そして朧はレレナの手を取り、その甲こうに唇くちびるをつけた。ふざけるような、ついばむような口付けに、レレナの表情はさらに硬くなる。それを見て朧は、今度こそ声に出して笑った。いい玩具おもちやが見つかったとでも言うように。

「そういうわけで――もう一杯、もらってもいいかな？」

　レレナが再び首を縦たてに振るまでに、そう長い時間はかからなかった。




　　　　◆




「あら、お帰りなさい。今日は遅かったのね」

　居間に入ると、エプロンをつけた母がそんな声をかけてきた。

　鞄かばんをソファの上に放り投げて、レレナは椅い子すにすわると、テーブルに突っ伏した。ぱたぱたとスリッパを鳴らしながら母が近づいてくる。頭上から、レレナの顔を覗のぞき込むようにして、

「どしたの？　なんか疲れた顔してるけど」

「ちょっと、ね」

「なによ。言ってごらんなさいよ？」

　ごろん、と顔を横に転がして、レレナはほっぺたをテーブルにつけたまま、目だけで母のことを見上げた。激流のような今日一日の記き憶おくが頭の中を駆かけ抜けていき、しかしその一いつ滴てきすらも母に伝えるわけにはいかないな、と考えてしまう。

「……今日は体育の時間があったからね。疲れちゃった」

「体育って、大だい丈じよう夫ぶだったの？」

　眉まゆ根ねを寄せて、母はレレナの背中に触ふれる。温かいその手のひらの感かん触しよくに、口元を綻ほころばせながら、レレナは静かに頷うなずいた。

「うん。体育館だったから」

　たちまちに、母はほっとした表情になった。その顔を見て、レレナは一いち抹まつの罪悪感に囚とらわれた。

　両親は、レレナが半はん吸きゆう血けつ鬼きだということを知っている。レレナがそう打ち明けたからだ。最初のうちこそ信じてはもらえなかったが、それもレレナが鏡の前に立つまでのことだった。吸血鬼は、鏡には映らない。半分だけ吸血鬼であるレレナの場合は、それは半透明という形になって現れるからだ。

　それを見たときの両親の表情を――レレナは、一生忘れることができないだろう。驚きであり悲しみであり怒りでありながら、そのいずれでもない感情。なによりも自分たちがそう感じているのだということをレレナに悟さとらせまいと、必死になって取り繕つくろっている、そんな表情だった。

　両親は、信じた。そんなレレナを受け入れてくれた。敬けい虔けんなキリスト教徒である二人にしてみれば、自らの娘むすめが吸血鬼などという邪じや悪あくな存在に堕だしてしまったのだということは、きっとレレナの想像もつかないほどの衝しよう撃げきがあったに違いない。なのに、それをおくびにも出さずに、二人はレレナのことを抱だきしめてくれたのだ。

　今はもう、父も母も、そのことを気にしてはいない。少なくともその振りをしている。母などは「大したことないじゃない、ちょっとお化粧けしようがしにくいだけよ」と笑い話の種たねにしているくらいだ。もちろん内心は違うのだろう。顔では笑っていながら、その胸の内ではレレナのこれからの人生がどんなものになるのか、心を痛めているに違いなかった。

　だからこそ、朧おぼろと――吸血鬼と知り合ったということだけは、決して両親には知られてはならない。

　心配をかけると言うだけではない。レレナと朧とを引き離そうと躍やつ起きになるに違いないからだ。ことによればこの街から引っ越すなどと言い出しかねない。自分の母がそれくらいのことを簡単にやってのける行動力の持ち主であることを、レレナは誰よりもよく理解していた。

「…………」

　かすかな罪ざい悪あく感かんが胸の中に芽め生ばえ、それを悟さとられまいとレレナは母から視線を外す。立ち上がる。小さく伸びをして、母に背中を向けたまま、レレナは言った。

「さて。それじゃ、部屋に行ってるね」

「……レレナ」

　訝いぶかしむような母の声に、鼓こ動どうが一段階速くなるのを感じる。母は、かなり勘かんがいい。そしてレレナは、噓うそと隠かくし事をするのが下へ手ただ。

「な、なに？」

「体育があった、って言ったわよね？」

　唾つばを飲み込む。動どう悸きが高まっていく。実際はそんなもの、ありはしなかった。問われて咄嗟とつさに出た言葉に過ぎなかったが、もしも母が自分の時間割を把は握あくしているのであれば、それを訝いぶかしく思うのは当然のことだった。どうしよう、と思う。もしもそこを突っ込まれたら、どうやって言い訳すればいいんだろう――？

　肩かたを叩たたかれて、レレナは思わず身体からだを跳はねさせた。声が出なかっただけでも大したものだ。じわりと胃袋が冷えるような感覚を、存分に味わっているレレナに、母は一言、

「――それじゃ、ご飯はんの前にお風ふ呂ろ入っちゃいなさいよ。汗あせ搔かいたんだろうからさ、そのままでいるなんて女の子的にアウトよアウト」

　溶とけるような安あん堵どが胸に広がっていく。レレナはため息をつくように、

「ア、アウトって。私は汗なんて――」

　ほとんど搔かない、と反論しようとしたところで、レレナは口を噤つぐんだ。己おのれと普通の人間との差異をレレナが口にすることを、母はあまり好まない。案あんの定じよう、そっと視線を寄よ越こしてみると、母は途と端たんに痛みをこらえるような顔になってしまっていた。

　こほん、と軽く咳せき払ばらいをしてから、レレナは笑みを作って母を振り返った。

「……わかった。お母かあさんの言う通りにするよ」

「よろしい。じゃ、沸かしておくから、できたら呼ぶわ」

「うん。お願いね」

　細い声でそう答えて、レレナは母の手から逃れるように居間から出た。後ろ手でドアを閉め、ふう、と息を吐はく。

　胸に芽生えた罪悪感が、先ほどよりも濃こいものになっていることに気づく。朧おぼろと関わり合いになることが、間違ったことだとは思わない。見も知らない誰かを助けるために、自分の力が役立つのなら――それはきっと、正しいことなのだろう。

　しかし、それが両親を裏切ることになるのも、また事実なのだ。

　彼らに打ち明けることができたなら、きっとそれが一番いいことなのだろう。打ち明けて、説明して、理解を得ることができれば、こんなに悩まなくていいに違いない。だがレレナには、そんなことをする勇気はなかった。

　鏡に映った自分の姿を見たときの両親の顔を、思い出した。

　あんな顔は――二度と、見たくない。

　自分が情なさけない表情をしていることに気づき、両手でごしごしとそれをこすり落とす。そうしてから、レレナは部屋着を取るために、階段を上がっていった。




　湯の中に肩かたまで沈め、レレナは深く息を吐はいた。

　バスタブの縁ふちに背中を預け、全身の力を抜く。巻き上げた髪かみの後ろで両手を組んで、思いきり喉のどを晒さらし、レレナはなにも考えずに、心地よいお湯の温度に浸っていた。
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　モスグリーンの色をしたお湯は、半はん吸きゆう血けつ鬼きであるレレナが入れるようにと、様々な薬やく湯とうや入浴剤を組み合わせた結果だった。吸血鬼は、清らかな水に触ふれると皮ひ膚ふが爛ただれてしまう。レレナもそれは例外ではなく、数分程度の接せつ触しよくならば特に問題はないのだが、長く浸つかっていると、肌はだがアレルギー反応を起こしたかのように痛みを伴って赤らんでしまう。

　だから最初のうちは、レレナは消毒用アルコールを染み込ませた布で身体からだを拭ふいていた。レレナとしてはそれで充分だったのだが、母がそれに異い議ぎを申し立てたのだ。

『まだ若いってのに、そんな入院患かん者じやみたいなことするんじゃないの。アルコールの臭においがする女の子なんて嫌きらわれちゃうわよ？』

　母は大真ま面じ目めな顔でそう主張した。有ゆう言げん実行をモットーとする彼女は、精力的に古こ今こん東西の薬やく湯とうを研究し、やがてレレナが入っても問題のない成分を選び出すことに成功したのだった。

　そのおかげで、レレナは今こうして、温かいお湯の中でゆっくりと今日一日の疲れを取ることができている。感謝しなくてはいけないな、と同時に、また先ほどの罪ざい悪あく感かんがぶり返してきて、レレナは小さく首を振った。

　今はそれを考えるべきときではない。今考えなくてはならないのは、そう――

　朧おぼろのことだ。

　朧と、そして、『貪とん』のこと。

『貪』の性質は――にわかに信じることができるものではなかった。人の願いを叶かなえるなどという、メフィストフェレスの具現のような存在など、誰がそう簡単に信じることができるだろう。とはいえ、そんなことを言い出してしまえば吸きゆう血けつ鬼きだって同じようなものだと思い直し、レレナは鼻の下までお湯に沈めた。そのまま、ぶくぶくと息を吐はく。

　朧曰いわく、彼がレレナに期待しているのは、斥せつ候こうとしての役割らしかった。『貪』と、そしてクロサキの情報を集め、朧に報告すること。昼日ひ中なかに自由に動けるレレナの存在は、朧にとっては耳じ目もくに等しいほど重要な役割を果たすのだろう。『貪』やクロサキにしてみても、半はん吸血鬼などといったイレギュラーの存在は、想定の外にあるに違いなかった。

　朧はレレナに、明日あしたから『噂うわさ話ばなし』を集めてこい、と言った。

　こうすれば願いが叶う、ああすれば想いが通じるといった類たぐいの、噂話や都市伝説、ことによれば怪談でも構わない。もしもそういった話が流行しているのであれば、それを記録して朧の元に持っていく。そうして、その話がいつ頃から流行しだしたのか、他に似たような話がないかどうか、実際にその手順を行うとなにが起こるのか――などを、検証していく。

　願望を喰らう化け物である『貪』は、そうやって叶えたい願望を持つものを呼び寄せる。そして、クロサキのように自分の配はい下かにした人間を使って、そのものを自分の前に立たせるのだ。喰うに値する栄養価が、その願望にあるかどうか、検けん分ぶんするために。

　なければそのまま追い出される。あれば――願望を、叶えてくれる。ただしそれは、そのもののためではない。あくまでも、『貪』の栄養とするためだ。

　家畜は太らせてから殺すもんだよね、と朧は笑いながら言っていた。

　レレナは顔を曇らせ、それから両手にお湯をすくった。そのままそれを、勢いよく顔に叩たたきつける。ぴしゃりと水しぶきが跳はね、レレナはそのまま、ごしごしと顔を拭ぬぐった。

　人を喰うのは、吸血鬼も『貪』も同じだ。それなのに、なぜ自分は朧を助けたのだろう。朧ならば、まだしも話が通じると考えたからだろうか。それとも自分の血を提供すれば、他の人間に危害が及ぶことはないという自己犠ぎ牲せいの精神が働いたためか。

　それとも――朧が、あの人と同じ、吸血鬼の『主人』だから？

　私は、朧に、あの人を重ね合わせているのだろうか。

　奥歯を嚙かみ締めて、レレナは息を止め、それから思い切って、湯の中に全身を沈めた。

「――っぷはあ！」

　息が続かなくなるまで我が慢まんしてから、レレナは勢いよく水面上に顔を出した。荒く息をつくと、不思議と頭の中がすっきりとさえ渡っていくのがわかった。

　考えても仕方のないことは、あまりくよくよと悩まないほうがいい。朧おぼろをどうするかは、また後で決めればいいことだった。今は『貪とん』をなんとかするほうが先決だ。

　うん、と頷うなずいて、レレナは今後の方策を決める。噂うわさ話ばなしを集めるといっても、自分にはそういった類たぐいの話を聞ける人間など、ひとりしかいない。すなわち――

　そう思った瞬しゆん間かん、脱衣場から着信の音が響ひびいてくるのが聞こえた。

　ざばりとお湯から上がる。なにも急いで出る必要はない、そうは思うものの、身体からだのほうは意に反して風ふ呂ろ場から出てしまっていた。本当はシャワーで洗い流さないといけないんだけどな、などと思いつつ、レレナは身体を拭ふきもせずに脱衣場に置いておいた携帯電話を開いて、通話ボタンを押した。

『やっほ、レレナー。今時間大だい丈じよう夫ぶ？』

「えっ？　あ、や、その……」

『んむ？　もしかして、マズかったかな？』

　携帯電話の向こうから聞こえる絵え里り香かの声に、反射的に「そんなことないよ」と言いかけて、レレナはぴたりと口を噤つぐんだ。洗面所の鏡に映る自分の裸ら身しんは、半透明になっている。さすがにこの格好のまま会話をするのは――なんというか、はしたない気がする。

「あの、ごめんね、今お風呂に入ってたとこなんだ。もう出るんだけど」

『ありゃ、そうなの？　ごめんね、後でかけ直すわ』

「ううん、気にしないで。あ、こっちからかけ直すからさ、もう少しだけ待っててね」

『あー、あんま急がなくていいよ』

　それじゃ、と短く告げて、レレナは携帯電話を切った。手早く身体を拭いて下着を着け、用意しておいた部屋着で身を包む。それからレレナは脱衣場から飛び出して、二階にある自分の部屋へと駆かけ上がっていった。後ろ手にドアを閉めて、鍵をかけ、ベッドの上に腰こし掛かけてから、ようやく携帯電話を開いた。

　コール音が三回響いた後に、絵里香の快活な声が聞こえてきた。

『おいーっす。ちゃんとゆっくり温まったかね、レレナくん？』

「ん。平気だよ。ごめんね、変な時間にお風呂なんか入っちゃって」

『まーたすぐそういうところで謝る。なんだっけな、どっかで聞いたんだけどさ、謝りすぎるのは全然謝らないのと同じくらい失礼なことらしいよ？　レレナの悪い癖くせ。直しなさいよ』

「……う、うん、努力する」

　真ま面じ目めだなあ――と呆あきれる笑い声。それから絵里香は、気を取り直したように話しはじめた。普段彼女と交わしているような、特に意味も目的もない会話。しかしそれは、確かに楽しいおしゃべりだった。

　相あい槌づちを打ち、くすくすと笑いを零こぼし、絵え里り香かの話の巧たくみさに驚かされながらも、頭の片かた隅すみでレレナは思う。

　絵里香は――この国で自分が最初に友達になった少女に、よく似ている。

　それもまた、二年前に終わりを告げた、あの日常の中にある事柄だった。携帯電話で絵里香とおしゃべりをしながら、しかし胸の中に重苦しく沈むものがあった。それは『もしかしたら』という言葉。もしかしたら――自分は、二年前のあの日常を、まだ引きずっているのかも知れないという、疑念に近い思いだった。

　絵里香と友達になったのも、朧おぼろを助けたのも。

　自分は単に、二年前のことをなぞりたかっただけなのかもしれない。明めい朗ろう快活な少女と吸きゆう血けつ鬼きの『主人』という、過ぎ去りし日々を構成する二つの輪を集めて、自分の傍かたわらに置いておきたかっただけなのかもしれない。

　そうすれば、またあの日々が取り戻せるとでもいうように。

　馬鹿げた考えだ、と思った。しかし一方で、それを否定しきることのできない自分にも、レレナは気づいていた。あまりにも優ゆう柔じゆう不ふ断だんな自分に嫌けん悪お感かんを覚え、その感覚は話をしている最中だった絵里香にも、伝わってしまったようだった。

『……レレナ？　おーい、もしもーし』

「――え、あ、ご、ごめんっ！　聞いてなかった！」

『なんだそりゃ！　せっかくあたしが何時間もかけて編み出した必殺の笑い話を披ひ露ろうしたってのにー！』

「ご、ごめんなさい！　もう一回話して？　ちゃんと笑うから――」

　が、受話器の向こうから響ひびいてきたのは、弾はじけるような絵里香の笑い声だった。きょとんとするレレナに、絵里香は笑声を混じらせながら言う。

『あっははははは、もー、レレナってばほんっと面白い子だよね。あんたの存在自体が笑い話みたい――って、これはちょっと失礼かな。でもあれだよ、褒ほめ言葉褒め言葉』

　そこまで言い終えると、またもや絵里香は大声で笑い出した。なにがそんなに面白いのか、レレナにはいまいちよくわからなかったが、ともかく自分が笑われているのだということだけはよく伝わってきた。無意識のうちに唇くちびるを尖とがらせ――同時に、今がチャンスだ、と思う。

「ところでさ、絵里香。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

『ん？　なに？　あんたの笑いどころ？』

「もう！　真ま面じ目めに聞いてってば！」

『あは、ごめんごめん。――んっ、おほん。ＯＫ、それでなによ、改まって？』

「あのね、そのう――」なんと言えばいいのか一いつ瞬しゆん迷い、しかし結局口をついて出たのは、ストレートな質問だった。「絵里香さ、願いを叶かなえてくれる人の噂うわさ話ばなしって、聞いたことない？」

『…………願い？』

　訝いぶかしむような絵え里り香かの口く調ちように、レレナは少しだけ焦あせって、早口にまくし立てた。

「いや、ちょっと小耳に挟はさんだことがあるだけなんだけどね。どこかに、自分の願い事を叶かなえてくれる――人か、ものがあるって聞いたことがあるの。他愛たわいもない噂うわさ話ばなしだし、なにをどうすれば叶えてくれるとかも全然わからないんだけど、ちょっと気になってさ。絵里香なら、知ってるんじゃないかと思って――」

　考えるような沈ちん黙もくの後に、絵里香は逆に問うてきた。

『なにそれ、どうしても叶えたい願い事でもあるの、レレナ？』

　冗じよう談だんなのか真ま面じ目めなのか、咄嗟とつさに判断がつかないような声。レレナは少し考えてから、こちらは冗談めかして答える。

「やだ、そんなんじゃないよ。ただちょっとそういう噂を聞いて、なんだろうなって思っただけ。絵里香はそういう話、興味ないの？」

『あたし？　あたしは――あんまり気にしない、かな。欲しいものはもう十分手に入ってるしね。あ、でも、レレナが知りたいっていうなら、友達とかに色々聞いてみてもいいけど。そうする？』

「あっ――う、うん、もし面めん倒どうじゃなければ、お願い」

『おっけー。へへ、レレナにお願いされちった。珍めずらしいね、こんなことって』

　レレナは笑う。絵里香もまた、笑っていた。二人の笑い声が響ひびくのを耳に聞きながら、レレナは先ほど抱いだいた疑念が薄うすらいでいくのを感じていた。

　自分が絵里香と友達になったのは、彼女が池いけ之の端はた絵里香だからだ。二年前もあの子も関係ない。彼女が明るくて優しい女の子だからという、それだけの理由に過ぎないのだということを、確信できたからだった。
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　教員室から出ると、青せい磁じは小さくあくびをした。そのまま歩き出す。

　クラス委員としての毎朝の日課を終わらせて、教室へと戻ろうとする。朝早く起きることにはすでに慣れていたが――今日は、少し事情が違った。昨日きのうの疲れが、まだ尾を引いているのだ。

　昨日は、青磁が普段過ごしている日常とは、ほんの少しだけ違うことがあった。なぜだかわからないが地下倉庫で気絶して、保健室へと運ばれるハメになったのだ。それだけなら大したことはなかったのだが――問題は、そのことが同居人のたまにバレてしまった、ということにある。

　側頭部にできた瘤こぶを見み咎とがめられたのが運の尽き。たまはそれこそ世界が終わるのではないかと思うほどに狼ろう狽ばいし、慌あわてふためき、青磁を布ふ団とんに寝かしつけようとするやら氷ひよう囊のうを用意しようとするやら、思う存分に騒ぎ立ててくれた。

　そんなたまを落ち着かせるために要した時間が三時間。その後も彼女は外傷に効くという触ふれ込みの塗り薬や飲み薬を山のように持ってきて、青磁の精神的体力をがりがりと削けずってくれたのだ。

　おかげで今日は、少しばかり睡すい眠みん不足だった。怪け我がはすでに問題のないレベルに落ち着いている。触さわれば痛みは感じるが、放っておけばそのうちに元通りになるだろう。

　もう一度、あくびをする。と、そんな青磁の背中を叩たたく手があった。振り向くとそこには、サッカー部のユニフォームに身を包んだ少年の姿があった。知った顔だ。

「よ、青磁。眠ねむそうだな」

「ああ、岐き部べ。おはよう」

　答える声もぼんやりしている。青磁は小さく息を吐はいて、目元を軽く揉もんでみた。眠気はやはり覚さめないが、それでも少しだけ意識がはっきりしたような気がする。そんな青磁を見て、岐部は声に出して笑った。

「なんだお前、珍めずらしく寝不足か？　普段のしゃっきりした顔はどしたんだよ？」

「……ああ、ちょっと昨日ごたごたがあってな。まだ疲れが残ってるらしい」

「ふーん。クラス委員も大変だなー」

　言葉とは裏うら腹はらに、気楽にそう言った岐部に、青磁は少し笑って返した。

「サッカー部ほどじゃないさ」

　青磁の友人である岐部誠まことは、サッカー部に所属している。青磁はいわゆる部活に所属したことはないが、クラス委員としての仕事がサッカー部の練習よりも辛つらいものだとは思えない。そう指し摘てきすると、岐部はけらけらと笑って答えた。

「まー俺おれも好きでやってるからな。なんつーの？　辛いけど楽しいっていうかさ。青春してるって感じでなかなか充実してるぜ」

　ぐいっと親指を立てて、冗じよう談だんめかした口く調ちようでそんなことを言う。まあ確かに、自分はやりたくてクラス委員をやっているわけではない。そんな自分と岐き部べでは、対象にかけるモチベーションというものが違うのだろう。そう指し摘てきすると、彼は少し真ま面じ目めな顔になり、

「そうだなあ。俺おれもレギュラーになりてえから頑がん張ばってるんだしな。青せい磁じはそういうのないのか？　いずれは生徒会長とか、そういう目標は」

　青磁は肩かたをすくめ、

「一切ない。俺は平へい穏おん無事に毎日が暮らせればそれでいいよ」

「……お前って変な奴やつだよな。真ま面じ目めな割に、なんつーのかな、欲がないっていうか。あんまりなにかに執しゆう着ちやくするってことをしないよな」

　そう指し摘てきされて、青磁は頰ほおを搔かいた。困ったような彼の表情に、岐部はごまかすような笑い声を立てる。

「や、まあ俺がとやかく言うことじゃないけどさ。――そんじゃ、またあとで」

「ん、ああ。またな」

　軽く手を上げて別れを告げ、青磁は走り去っていく岐部の背中をぼんやりと見送った。そうしながら、ふと、思う。

　いつだったか、たまにも同じようなことを言われたことがあったな。

　坊ぼつちゃまは、もう少し真剣になったほうがようございますよ、と。

　そのとき自分がなんと答えたかは覚えていない。特に反発も覚えなかったような気がする。たまの忠ちゆう告こくは、真しん情じようがこもっているだけに反感を抱いだかせない。だからそのときも、ああそうなのか、くらいにしか思わなかったはずだ。

　しかし今考えてみると、あのときのたまの言葉は、実に的まとを射ていたように思う。

　階段を昇りながら、青磁は考える。確かに――自分は今まで、なにかに真剣になったことはあまりない。青磁は自分のことを真面目な性格だと考えていたが、しかし『真面目』と『真剣』のあいだには大きな隔へだたりがあるとも思っていた。

　真剣な性格というのは、例えば岐部のような人間のことを指すのだろう。岐部はサッカーに対して、真剣に取り組んでいる。練習を欠かしたことはないというし、レギュラーも本気で狙ねらっているようだ。サッカーというものに対して――そう、情熱を持っているのだろう。

　では、自分は？

　青磁は、否定するように首を振った。恐らく自分には、情熱というものが欠けている。たまの言った『真剣』は、きっとそういう意味なのだ。授業は真面目に受けているし、クラス委員としての仕事も真面目に行っている。しかし、それらに情熱を持っているかと言われれば――それに対する答えは、否いなだ。

　教室の前で立ち止まり、青磁はぼんやりと２Ｂの文字を見上げながら、自分が今どんなものを欲しているのかを考えてみた。なにに対してなら、真剣に取り組めるだろう、ということを。

　いくら考えても浮かんでこない。というか、考えて出てくるようなものであれば、とっくにそれに対して真剣になっているはずだ。青せい磁じは少しばかり焦あせりを感じて、頭の中を引っ搔かき回しはじめた。なんでもいい、どんな些細ささいなことでもいい、そう、例えば――

　地下倉庫になにがあるのか、知ってみたい、とか。

「…………」

　立ち尽くしたまま、青磁はひとりで笑った。それくらいしかないのか、と思う。情熱を傾ける対象でもなんでもない、ただ単に昨日きのう不思議に思っただけのことではないか。

　教室に入り、自分の席に向かう途と中ちゆうも、青磁の唇くちびるは少しだけ笑えみの色を残していた。まあ、ふと頭に浮かんだ考えの結論としては、その辺りが妥だ当とうなところなのかもしれない。

　それに、「知ってみたい」と思ったこと自体は、噓うそではないのだ。

　鞄かばんを置き、教室の時計を見上げる。さすがに今から地下倉庫に向かう時間はない。しかし。

　昼休みか、その前の休み時間に空あきができれば――行ってみても、いいかもしれない。




　　　　◆




　薄うす暗ぐらいのはいいとして、このじめじめした空気はどうにかならないものかな、と朧おぼろは地下倉庫の天てん井じようを見上げながら思った。

　吸きゆう血けつ鬼きだからといって居住空間を気にしないと考えるのは大きな間違いだ。吸血鬼が化け物であることに違いはないが、化け物にも精神はあるし、寒暖湿しつ潤じゆんを感じる皮ひ膚ふも持っている。そのいずれを好むのかは当人によるだろうが、少なくとも朧は湿しつ気けを好みはしなかった。

　住むのならば、もっと風通しのいいところがいい。涼しく乾かわいた、草原のような場所。ふ、と笑う。草原にいる吸血鬼を想像して、なんだかおかしくなったからだ。そんなところに住んでいれば、一週間もしないうちに日光に晒さらされて灰になってしまう――

　ふと。

　物音がした。常じよう人じんであれば聞き逃してしまうような些細な音でも、吸血鬼の優れた聴覚は簡単に拾い上げる。あらゆる生物を凌りよう駕がする身しん体たい能力のうちには、感覚器官も含まれている。朧の耳は――その音を、誰かがこの場所に入り込んできた音だと認識した。

　腰こし掛かけていた跳とび箱から降りて、その上部の部品をぱかりと開ける。その中に入り込んでから、また元通りに直す。そうしてから、跳び箱の内部の隙すき間まから外を盗ぬすみ見る。

　レレナは今け朝さ方来たばかりだ。朝食とも言い切れないようなわずかな血と、そして時計を朧に与えていった。こんな暗くて狭せまいところで、時間の経過もわからないのは辛つらいでしょう――そう言ったのだが、別に時間の感覚は朧にとっては問題ではない。それよりも小説か漫画を持ってきてくれ、と朧は要求し、レレナはそれに呆あきれた顔で応こたえた。

　足音が近づいてきて、朧の視界に人影が映った。

　目を見開く。その人間の顔に、見覚えがあったからだ。

　確か――トキタ、とか言ったか。

　自分の最初の犠ぎ牲せい者になるはずだった人間。三人分の血でも吸い尽くせば、朧おぼろは本来の力を取り戻せたはずだった。その目的はレレナによって阻はばまれてしまったが、朧は今の状況を不満に思ってはいなかった。半はん吸きゆう血けつ鬼きという存在は、何十リットルの血液よりも遙はるかに重い価値を持っている。今、自分がこんな穴あな蔵ぐらに身を潜ひそめているのも、その価値を思えばこそだ。

　トキタの足取りは、不確かなものだった。地下倉庫内のあちこちを行ったり来たりして、なにが目的なのかすら判然としない。ときどき首を傾かしげている辺り――恐らくは、昨日きのうの出来事を不思議がっているのだろう。

　レレナは「うまくごまかせた」と言っていたが、怪しいものだ。だいたいあの娘むすめはごまかしや隠かくし事に向く性格をしていない。だからこそトキタはああやって不ふ審しんに思ってこの場所を調べようと思ったのだろう。ごまかしきれていれば、あいつはこんなところには来ていない。

「……別に、なにもないな」

　トキタがそんな言葉をぽつりと漏もらすのが聞こえた。跳とび箱の中で、朧はうんうんと頷うなずく。そうだそうだ、昨日のあれはお前の思い違いだ、さっさと出て行ってくれ。ただでさえ狭せま苦くるしくて息が詰まりそうなのに、その上なんだって僕が跳び箱の中になんて閉じこめられなきゃいけないんだ。

　そんな朧の思いが通じたのか、トキタは首を傾げながら踵きびすを返した。よし、と朧は思わず子供のようにガッツポーズをして、

　その拳こぶしが跳び箱の内側に当たった。

　がつん、という音がした。

「っ…………」

　声をあげるのはどうにか抑おさえたものの、しゃっくりのような吐と息いきが漏れてしまった。こくり、と唾つばを飲み込みながら、大だい丈じよう夫ぶだ、と自分に言い聞かせる。あんな小さな音、人間に聞きつけられるはずが――

　隙すき間まから覗のぞくと、トキタはこちらを向いていた。

　驚いているような表情。跳び箱に、近づいてくる。

　やばい、と思う。もしもあいつに見つかったら、なんと弁明すればいいのだろう。昨日までの朧であれば、さっさと血を吸い尽くしているところだったが、しかし今の朧は、レレナと繫つながりができてしまっている。もしも朧があいつを殺せば、いや、血の一いつ滴てきでさえも口にしてしまえば――もうレレナは、自分に協力してはくれまい。敵てき対たいすらしてしまうかもしれない。

　となれば、あいつに手を出すわけにはいかない。それどころか、自分の存在を知られることすら避けなければならない。

　トキタの訝いぶかしげな表情がはっきりと見て取れるほどに、彼は跳び箱に接近していた。『ヨルガスミ』――自らの身体からだを気体状へと変化させる能力を使えば、この場を逃れることはできる。が、それはそれで気乗りしない。『ヨルガスミ』は『血の力』を多く消費する。レレナからもらったわずかな血液ではあっという間にガス欠を起こしてしまうかもしれず、第一『ヨルガスミ』を行使したところでどこに逃げればいいのかさえわからない。ガス欠した上で見つかる、などという最悪の事態も考えられるのだ。

　と、そこまで思い至ったところで、ある考えが朧おぼろの脳のう裏りに閃ひらめいた。

　それならば――いっそ。

　トキタは相変わらず首を傾かしげている。まるで自分の行動に疑問を持っているかのような手つきで――跳とび箱の上部を摑つかみ、そのまま持ち上げた。

　電でん灯とうの光が、朧の目を刺した。

　細めた視界の中で、トキタは跳び箱の上部を地面の上に置いているところだった。朧がゆっくりと立ち上がっても、気づいた様よう子すはない。地面の上に置いて、それから向き直り――そして、朧と目が合った。

　沈ちん黙もく。

　朧は「や」と手を上げ、

「どうも。また会ったね」

　瞬しゆん間かん、トキタは脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。

「おっ、――と！」

　もちろん朧がそれを逃すはずがない。腐くさっても吸きゆう血けつ鬼き、人間などとは比べものにならない瞬しゆん発ぱつ力りよくを発揮して地面を蹴ける。一いつ瞬しゆんのうちにトキタの背中に追いついた。慣性の力を利用して、そのうなじにラリアット気味に腕うでをかける。小こ柄がらとはいえ、朧の身体からだは三十キロほどの重量を持っている。そんな重さを持つ物体が後ろからぶつかってくれば――大抵の人間は、地面に倒れる。無む論ろんトキタも、例外ではなかった。

「お、お前！　昨日きのうの！　ば、化け物!?」

　倒れ伏したトキタがそんな声を上げる。朧は大げさな口くち振ぶりで、

「おや、覚えてたのか。それなのになんだってここに足を踏み入れたんだい？」

「今まで忘れてたんだ！　か、顔見て思い出した、確かお前、昨日――！」

「なんだ、あんな目に遭あったのに忘れてたのか。意い外がいにお前、間抜けだな。それとも僕の蹴りの当たり所が悪かったのか――ま、いいや。落ち着けよ。もうお前に危害を加える気はないからさ」

　ヘッドロックの要領で、トキタの頭をがしりと押さえつける。痛みを与えないように手て加か減げんはしているが、こうジタバタされるとやりづらくて仕方がない。こほん、と咳せき払ばらいをして、朧はわざとらしくその言葉をつぶやいた。

「ほら、そんなに暴れるなよ。お前を傷つけたくないんだ。そんなことをすると――僕が、レレナに怒られるんだから」

　思った通り――

　トキタは、レレナの名前を聞いた瞬しゆん間かんに、ぴたりと動きを止めた。自分のすぐ下にある彼の顔が、困こん惑わくの色に染まっていく様さまを、朧おぼろはじっくりと観察している。

「……なんで、ツォルドルフの名前が、出てくるんだ？」

「それは、僕と彼女は現在、共通した問題に直面しているからだよ。トキタくん」

　訝いぶかしむようなトキタの視線に、朧は薄うすく笑って言葉を重ねた。

「まあ、こんな体勢じゃ話もしづらいし。放しても逃げないと約束できるか？　できるなら、束そく縛ばくを解いてあげよう。どうかな？」

　トキタの表情にいくつもの感情の色が交こう錯さした。不ふ審しんであり、怒りであり、屈くつ辱じよくでもあるそれは、最終的に不ふ承しよう不ぶ承しようの納なつ得とくへと移っていった。小さく頷うなずいたのを確認してから、朧は腕うでから力を抜き、彼の身体からだを解放する。

　地面に腰こしを落ち着けたトキタのことを見て、朧は感心したように頷いた。

「約束通り逃げないね。律りち儀ぎな少年だ」

「……逃げたって、どうせすぐに捕つかまえるんだろう。だったらやるだけ無む駄だだ」

　違いないと笑って頷いて、朧はトキタと相あい対たいして座りながら、さて、と考えた。

　昨日きのうと同じ。口くち八はつ丁ちようを動かす時間だ。

「こうやってお前を捕まえたのは他ほかでもない、ちょっと協力してほしいことがあるからなんだ。さっきも言ったけど、今僕はちょっとした問題を抱かかえていてね。お前の命の恩おん人じんである、レレナにも力を貸してもらってる。だからお前も――」

「……その前に」

　強い口く調ちようで、トキタは朧の言葉を遮さえぎった。非力な人間にしては力強い目つきで朧のことをにらみつけながら、トキタははっきりとした声で、

「まず、教えろ。――お前は、何者なんだ？　ツォルドルフとはどういう関係だ？」

　その言葉を聞いて、朧は内心でほくそ笑えんだ。

「僕と彼女は、特殊な関係だよ。お前が知りたいというなら教えるのにやぶさかではないが――しかし、ひとつだけ条件がある」

　耳じ目もくは多ければ多いほどいい。今のところこちらにできる手段は情報収集しかないのだから。もちろん選別し、釘くぎを刺す必要はあるが――このトキタは、どうやら使い物になる耳じ目もくになりそうだ。

　レレナの名前を出したときに、感情を揺らめかせたのがその証しよう拠こ。そして今も、トキタは化け物である朧から逃げずに、むしろこちらをにらみつけながら、レレナの情報を得ようとしている。

　朧は口元を笑ませた。ことさらに牙きばを覗のぞかせながら、彼は甘かん言げんを弄ろうするように、昨日レレナに向けたのと同じ言葉をトキタに紡つむいだ。

「僕の名前は、朧。信じる信じないはお前の勝手だが――人間が、吸きゆう血けつ鬼きと呼ぶ存在だ」




　　　　◆




「……にしてもさ、なんだって急にそんなこと知りたかったわけ？　そんな噂うわさ話ばなしなんて、さ」

　半はん地下の食堂にて、絵え里り香かはカレーライスをぱくつきながらそんなことを言った。

　昼休みともなれば、食堂は飢うえた少年少女によって埋うめ尽くされる。早い時間帯に来なければ席も確保できないほどの混雑ぶりで、普段ならば食堂で昼食を摂とるのは避けるところなのだが、今日は絵里香が弁当を持ってこなかったので、仕方なく利用しているのだった。

　色とりどりのおかずが詰められた弁当箱に視線を落とし、レレナはぼそぼそと弁解する。

「そ、そんなに深い理由があったわけじゃないの。ただ、なんとなく、ね」

「なんとなく――ねえ。まあいいけどさ。あたしも色々と聞いてみたけど、誰もそんなの知らないって。もうちょっと詳くわしい話があるならともかく、『願いを叶かなえてくれる人』ってだけじゃねえ。そういうジンクスはあるんだろうけど、そんなのどこにでも転がってる話だし――レレナは、そういうのが欲しいわけじゃないんでしょ？」

　レレナは頷うなずいた。自分が――朧おぼろが必要としているのは、あくまでも『最近流は行やりだした』噂話だ。願いが叶うジンクスは昔からあるだろうが、それでは『貪とん』が願望を持つものを集める役には立たないだろう。

　絵里香は、打つ手なし、とでも言うように肩かたをすくめ、

「残念だけど、そういう話を聞いたことはまるっきりないんだよね。ま、諦あきらめれば？」

　その言い方に、レレナはふとした違い和わ感かんを覚えた。

　絵里香はやや悪戯いたずらっぽい性格をしているものの、根ねは親切で優しい女の子だ。なにか頼み事をすれば断ることはほとんどないし、たとえそれが叶えられないときでもこちらが恐きよう縮しゆくしてしまうほどすまなそうにする。今みたいな、突き放すような言い方をすることは、ほとんどなかったはずなのに。

　怒りや不満を感じたわけではなく、ただ不思議に思っただけだったが、それが表情に出てしまっていたらしい。絵里香はふとレレナの顔を見ると、気まずそうに視線をそらして、カレーライスを搔かき込みはじめた。レレナとしてもそれを追及するわけにもいかず、自分も弁当箱のおかずを摘つまんで、黙って口に運んだ。

　気まずい沈ちん黙もくは、そう長続きしなかった。カレーを食べ終えた絵里香が、なんでもないように微笑ほほえみながら、「さて」とつぶやいたからだ。

「お昼ご飯はんも終わったことだし。今日はどうする？　どっかでおしゃべりでもしよっか。それとも、久しぶりに体育館で遊ぶ？」

　それを聞いて、レレナも微笑みを浮かべた。少し、困ったような笑えみだ。

　レレナは絵里香に伝えるべき言葉を頭の中で組み立てて、それを口にしようとした。しかしその瞬しゆん間かん、カレーの皿さらの脇わきに置いてあった絵え里り香かの携帯電話が、着信メロディを鳴らしていた。

「ん。メールだ」

　ぽつりとつぶやいて、絵里香はそれを手に取る。液えき晶しよう画面を覗のぞき込んで――彼女は、その顔を歪ゆがめた。

「……もう、こんなときに……」

　忌いま々いましげな声。どうしたのだろう、とレレナは絵里香の表情を上うわ目め遣づかいに窺うかがう。彼女はそんなレレナを見返すと、ぱちん、と両手を合わせた。拝おがむような格好だ。

「ごめんっ！　あたしから言っておいてなんなんだけど――ちょっと、用事ができちゃった。行かなくちゃ」

　レレナは目を見開いた。

「行く、って。どこへ？」

「ん？　んー、まあ、……外、かな」

　瞬まばたきをする。それから咎とがめるように絵里香のことを見み据すえ、

「午後の授業はどうするの？　まさか――」

　絵里香の口元が緩ゆるやかな弧こを描いた。言わなくてもわかるでしょう？　とでも言いたげな笑えみ。対照的に、レレナは唇くちびるをへの字に曲げて、そんな絵里香に苦言を呈ていそうとして、やっぱりやめた。その代わりに、ため息をつく。

「まあ、絵里香のサボり癖ぐせは今に始まったことじゃないから、とやかくは言わないけどさ。ほどほどにしておきなよ」

「わかってるってば。あ、あとでノート見せてね」

　まったくもって調子がいい。レレナは小さく苦笑して頷うなずき、絵里香もくすくすと笑いを漏もらす。それから彼女は別れの言葉を告げて、足早に食堂をあとにした。その背中を見送りながら、レレナは思う。

　別に謝る必要はない。絵里香に断られるまでもなく、最初から自分は、今日の昼休みは彼女とは別行動を取ろうと思っていたのだから。

　弁当箱を鞄かばんの中にしまい込み、立ち上がる。それからレレナは、ひとりで「うん」と頷いて、自らも食堂の出口へと向かった。




　そしてレレナは、パソコン室の前にて立ち尽くしていた。

「…………」

　口をへの字に曲げて、じっとパソコン室のドアをにらみつけている。先ほどから幾人もの生徒が出たり入ったりしていて、そのうちの何人かは不ふ審しんそうにレレナのことを眺ながめていたが、今の彼女にはそれを気にする余よ裕ゆうはどこにもありはしなかった。

　この守かみ代しろ周辺のことを調べるには、インターネットを使うのが一番いい、とレレナは判断したのだ。地域の噂うわさや事件などを調べるならば、生徒をひとりひとり当たるよりもローカルなネットワークを覗のぞき見たほうがはるかに効率がいい。――いや、別に知らないクラスメイトに声をかけるのが怖いからとか、そういう理由からでは全然なくて。

　とはいえ、インターネットを使うにも、ある障しよう害がいがあった。

　レレナは、パソコンが苦手なのだ。

　授業で何回かこのパソコン室を利用したことはあるが、そのときは散々な結果に終わってしまった。そのときのことを思い出し、レレナは軽く身震いをする。おかしなことはなにもしていないはずなのに、あれこれと操作をするうちになぜかパソコンが動かなくなってしまうのだ。先生にも見てもらったのだが、原因は一切不明。レレナの目の前のディスプレイが五回目のブルースクリーンを映し出したとき、担当の先生は静かに首を振って、憐あわれむような口く調ちようでレレナにこう指示したのだった。

　もうお前はパソコンに触ふれるな。誰か友達のを後ろから見ていろ。

　その言葉はレレナにとって、軽いトラウマになっている。

　そのときは絵え里り香かに協力してもらって事なきを得た。もともとレクリエーションのような授業だったから成績に影えい響きようすることはなかったし、その後一度もパソコンに触れなくても、なんの問題もなかったのだ。

　しかし、今は違う。朧おぼろの言う人食いの化け物、『貪とん』の情報を得るためには、再びあの忌いまわしい箱に触れなくてはならないのだ。大だい丈じよう夫ぶ。授業のときは、そう、たまたま静電気が溜たまっていたかなにかしたのだ。決して絵里香が茶化したように自分から変な電波が放たれているわけではない。半はん吸きゆう血けつ鬼きであることとも、関係ない、はずだ。多分。

　自らを鼓こ舞ぶするように、大きく深呼吸。それからレレナは、意を決してドアノブに手を伸ばし――

　誰かがレレナの肩かたを叩たたいた。

「ひゃっ!?」

「うわっ！　――と、ごめん、驚いた？」

　思わず飛び跳はね、ドアに背中をつけるようにして振り向いたレレナを、ひとりの少女が目を丸くしながら見つめている。クラスメイトの、望もち月づき弥生やよいさんだった。確か、絵里香と仲のいい少女のひとりだったはずだ。

「……も、望月さん。こ、こんにちは」

　どきどきと心しん臓ぞうが跳はねているせいか、レレナの口から場違いな挨あい拶さつが漏もれた。それを聞いて、望月さんはぽかんと口を開け――それから、くすくすと笑い出した。

　レレナは気まずそうな顔をする。と、望月さんはすぐにそれに気づいて、小さく咳せき払ばらいをして、笑えみの余よ韻いんをその表情から消し去った。

「パソコン使うの？　珍しいね、レレナさんがここに来るなんて」

「え？　あ、う、うん。パソコン、苦手なんだけど――ちょっと、調べなくちゃいけないことがあって」

　望もち月づきさんは不思議そうに首を傾けて、レレナのことを見つめた。レレナはその視線を見返すことができずに、望月さんの猫ねこのような癖くせっ毛を、ぼんやりと眺ながめていた。しばらくしてから、望月さんはおもむろに口を開き、

「やり方。わかる？」

「へ？」

「パソコンの使い方だよ。大きなお世話だったらごめんね。でも、ほら、レレナさんてさ、こないだの授業のときに――パソコンぶっ壊こわしてなかった？」

「ぶっ！」

　レレナの顔が赤く染まり、反論をしようとぱくぱくと口を開閉させる。その様さまに、望月さんの顔が不自然に歪ゆがんだ。笑い出したくなるのを意志の力で我が慢まんするかのように。レレナは唇くちびるを結び、そんな望月さんを不満そうににらみつけながら、ぼそぼそとした声で、

「……べ、別に、壊したわけじゃないよ。ただ途と中ちゆうで動かなくなって、ボタン押しても無反応になっちゃっただけで――」

「で、今回もまたそうなっちゃったらどうしようって思って、ここで立ち止まってたんでしょ？　なんていうか、そんな顔してたもん。自分が入っていいのかどうか迷ってるような顔」

「う…………」

　図ず星ぼしを指されレレナはうつむき、それを見て望月さんは慌あわてたように、

「ああ、だから、つまり。もしよかったらだけど、私が手伝おうか？」

　レレナは顔を上げた。目を丸くして、ぱちくりと瞬まばたきをしながら望月さんを見る。彼女は頰ほおを搔かいて、それとなく顔を背そむけ、

「レレナさん、パソコン苦手みたいだからさ。私はこういうの結けつ構こう慣れてるし、わからないとこあったら教えるよ？」

　その言葉を吞のみ込むまでに、しばらく時間がかかった。

　やがて、それが願ってもない申し出だということをようやく理解して、レレナは何度も何度も頷うなずいた。望月さんはそれを見て少し笑い、それからパソコン室の扉とびらを開けて、レレナに入るよう促うながした。

「それじゃ、まずは席を――お、ちょうどあそこ二つ空あいてるね。座ろ」

　示されるままに、レレナは望月さんの背中を追ってパソコン室へと入っていく。どこか、不思議な感覚だった。普段ならばこうして自分の手を引っ張ってくれるのは絵え里り香かのはずなのに、今はクラスメイトとはいえほとんど会話を交わしたことすらない人間が、絵里香と同じようにレレナのことを導いてくれている。もちろんそれが不快なわけではないが――しかし、どうしても違い和わ感かんを拭ぬぐい去ることができない。

　そんな感情が表おもてに出てしまっていたのか、椅い子すに座ってパソコンに向き直ったレレナに、望もち月づきさんは独ひとり言ごとのような口く調ちようでつぶやいた。

「前からさ、レレナさんと話してみたかったんだよね。でも、なんだかきっかけがなくてさ」

　レレナは望月さんの顔を見る。そこには絵え里り香かのものとはまた違う、さばさばとした笑えみが浮かんでいた。なんと答えればいいのかわからずに口を噤つぐんでいると、望月さんはまた少し笑って、自らもパソコンに向き直った。

「さて、それじゃ始めようか。起き動どうの仕方くらいは――わかるよね？」

　そう振られて、レレナは瞬まばたきをした。かすかに唇くちびるを尖とがらせて、小さく頷うなずく。いくら自分でもそれくらいは知っている。まずはログインＩＤとパスワードを入力して、

「…………」

　隣となりを見る。望月さんは必要な情報をしかもブラインドタッチで打ち込んで、起動するまでのインターバルを椅子の背もたれに寄りかかりながら気楽そうに待っているところだった。宇宙人を見るような目つきで、レレナは望月さんをまじまじと見つめる。ふとこちらに視線を向け、それからレレナの前でボックスを開いたままぴくりとも動かないでいるパソコンを見てから、望月さんはしばらく黙り込み、それからぽつりと、

「……もしかして、自分のＩＤとパスワードがわからない、とか？」

　レレナは、ゆっくりと頷いた。

　望月さんは唇くちびるだけで笑い、無言のまま立ち上がって、自分の席をレレナに勧めた。どうすればいいかわからないでいるレレナの腕うでを取って、「ほら」と半なかば無む理り矢や理りに椅子に座らせる。それから自分はレレナの席に腰こしを落ち着け、レレナに向かって仕方なさそうな口調で、

「私のＩＤ、使っていいからさ。私はレレナさんが終わったあとでいい」

「え、でも――」

「もともと遊ぶために来たんだし、遠えん慮りよしないで。見られてまずいものとかも入ってないし。――あ、それとももしかして、レレナさんのほうが知られるとまずいとこ見ようとしてる？」

　冗じよう談だんだとはわかっていたが、レレナは慌あわてて首を振った。望月さんは、やはり唇を笑えませたまま頷き、

「だよね。じゃ、なにも問題なし。さ、どうぞ」

「……あ、ありがとう」

　なぜ望月さんがそこまでしてくれるのか、レレナにはよくわからなかった。彼女とはほとんど話したこともないのに。とはいえ、今のレレナは好意を取しゆ捨しや選択できるほど器き用ような人間ではない。素直に頭を下げて、パソコンに向き直る。

　マウスで矢や印じるしのカーソルを動かしながら、レレナはふと望月さんに尋たずねてみた。

「あの。――さっき、私と話してみたい、って言ってたのは、どうして？」

「え？　ああ、ほら、レレナさんて絵里香とばっかり話しててさ、他の人とはあんまり喋しやべんないから。どんな人なのかなって前から思ってたのよね」

「そ、そうな、の？」

「うん。女子のあいだでは結けつ構こう話題に出るからね、レレナさんのこと。あ、話題っていっても別に悪口とかじゃないよ。大人おとなびてるとか、かっこいいとか、そんな感じ」

「……か、かっこいいなんて、そんな……」

　恐きよう縮しゆくではなく本ほん音ね。ぼそぼそと口くち籠ごもりながら、それでもレレナは作業を続けていく。インターネットブラウザを開き、メジャーな検けん索さくサイトへと接続したところで、ぴたりと手が止まる。それを覗のぞき込みながら、望もち月づきさんはどこか楽しげに言う。

「ん。私も今までそう思ってたけど、違うってわかった。レレナさんはかわいい人だね。みんなにもそう言っておくよ」

　レレナは恨うらみがましく望月さんのことを見る。望月さんは声を立てて笑ったが、しかしすぐにその笑いを引っ込めて、レレナがなにに困っているのかを気づいてくれた。すなわち、

「もしかして、検けん索さくの仕方とかもわからない？」

「…………パソコン、触さわったことほとんどないから」

　それでよくインターネットを使おうと思ったものだ、という顔を、望月さんはした。「しょうがないな」と小さくつぶやいて、横から乗り出してマウスの操作をレレナから奪った。

「てか、ごめん、今まで聞いてなかったけど、一体なにをしたいの？　レレナさんは」

「あ――あのね、今この街で流行している噂うわさとかの情報が、欲しいんだけど」

　噂？　と望月さんは目だけでレレナのことを見、しかしそれ以上の追及はしてこなかった。いったん席に腰こしを落ち着けて、唇くちびるに指を当てて独ひとり言ごとを言う。

「なにか決まったものを調べたい、とかじゃないのか。だったら――うーん、やっぱＢＢＳを見てみるのが一番かな。あるとは限らないけど……」

　やらないよりはマシか、とひとりで頷うなずいて、望月さんはまた身を乗り出した。開いていた検索サイトのボックスにあっという間に文字を入力し、マウスとキーボードを巧たくみに使って、あるサイトへと辿たどり着いた。無数の文字が刻まれたそのサイトを、レレナは目をしぱしぱさせて見つめる。

「ここは？」

「ん？　ああ、日本で一番大きな――なんていうのかな、掲けい示じ板ばんの集合体みたいなものかな。それこそ子供用の玩具おもちやのことから世界情じよう勢せいまで、たいていのことならここで話し合ってる。ま、ほとんどくだらない世せ間けん話ばなしだけどね」

　望月さんはマウスを動かす。サイトが下のほうにスクロールしていくと、やがて都と道どう府ふ県けんの名前が目に付くようになった。望月さんはその中から東京都にカーソルを合わせて、クリック。さらに多くの文字がレレナの目に飛び込んでくる。

「ここは色んな地ち域いき情報を取り扱ってるとこ。確か守かみ代しろも、この中にあった、は、ず――っと、出た出た」

　開いたサイトの中から、さらに特定の文字列を検けん索さくする。この場合は『守かみ代しろ』で、該がい当とうする文字は色が反転して示される。望もち月づきさんがそれをクリックすると画面が変わり、一ひと際きわ大きな文字がディスプレイに出てきた。――『守代に住んでる人集まれ！』。

「地域情報ならここなんだけど、噂うわさ話ばなしってのはあるのかなー。ごめん、その辺はよくわかんないや。私も何回か覗のぞいたことはあるけど、ラーメン屋が潰つぶれたとか本屋ができたとか、ほんっとーにどうでもいいことしか書いてなかったよ」

　レレナはふるふると首を振り、

「ううん、ありがとう！　多分、ここが私の探していたところ。ここになかったとしても、それは仕方ないことだと思う」

「そう？　まあ、レレナさんが満足してくれたならなによりだけど」

　レレナは望月さんからマウスを返してもらい、画面を下へとスクロールさせていく。多くの人間が書き込んでいると思おぼしき会話は、望月さんの言う通りほとんどがレレナには必要ない情報だった。これは根こん気きがいりそうだな、と思いながら、レレナはふと、望月さんに尋たずねた。

「ね。あの、さっき、私のことが話題に出るって言ったよね？」

「へ？　ああ、うん」

「それってさ――私のことが、変、っていうこと？」

　恐らくそれは、レレナの中の不安が言わせた言葉だった。レレナが半はん吸きゆう血けつ鬼きであるということは、彼女と彼女の家族、それと朧おぼろしか知らないことだ。そのものたちが他の誰かにレレナの秘密を漏らすということは、ありえないことだとレレナは確信している。しかし――それ以外にも、レレナが半吸血鬼であると露ろ見けんしてしまう可能性は、多くあるのだった。

　中でももっとも顕けん著ちよなものが、『吸血鬼は鏡かがみに映らない』という制約だ。レレナの場合は半透明だが、それでも鏡の前に立ったところを誰かに見られてしまったら、一目でバレてしまう。だからこそ、レレナは鏡にだけは近づかないように気をつけているのだが、完全に防ぎきれるものではない。もしかしたら露見しかけているのかもしれないと、レレナはそれを不安に思ったのだが――

　望月さんはあっけらかんとその不安を否定した。

「違う違う、そういうんじゃないってば。ほら、レレナさんって綺き麗れいで物もの静しずかで大人おとなびてて神しん秘ぴ的でしょ？　だからどういう家に住んでるのかなーとかどういう生活してるのかなーってのを、面白おかしく話し合ってるだけだよ。しかもほとんど冗じよう談だんみたいな話だし」

「……そ、そんなこと、ないのに」

「ん、まあそうなのかもしれないけどね。あんまりレレナさんと話できる人いないから。絵え里り香かくらいのものだよ、うちのクラスでは」

　自分の親友の名前を出されて、レレナはマウスを握る手からふと力を抜いた。望月さんのほうを見ると、彼女はその口くち振ぶりよりはいくらか真ま面じ目めな顔をしていた。

「絵え里り香かもね、レレナさんと友達になったくらいから、結けつ構こう変わったからね。私、あの子とは中学以来の付き合いなんだけどさ、昔はもっと――控ひかえ目っていうか、大人おとなしかった気がする」

　レレナはふと息を止めた。控え目で大人しい、池いけ之の端はた絵里香。その姿を頭の中に思い浮かべようとして、すぐに挫ざ折せつした。

「……全然、想そう像ぞうできない」

「あは、まあそうだろうね。昔と今じゃ全然違うからね、絵里香は。ま、あの子もああ見えて、色々あったのよ」

　そこだけはぽつりと歯切れ悪く、望もち月づきさんは視線を外しながら言う。それを聞いて、レレナは絵里香が歩んできた人生にしばし思いを馳はせた。思えば彼女の過去のことは、ほとんどと言っていいほどなにも知らない。自分の秘密を守り通すことに必死だったレレナには、他人の過去に興味を持てるほどの余よ裕ゆうがなかったのだ。そう考えると、なんだか自分が利己的な人間に思えてきて、レレナはわずかに顔をうつむかせた。

「……私、そういう話を聞いたことって、一度もない」

　沈んだレレナの表情を見て、望月さんが慌あわてたように付け加える。

「あー、べ、別に気にする必要はないんじゃないかな？　レレナさんだからってわけじゃなくて、絵里香は昔の話されるのがあんまり好きじゃないのよ。その――あんまり、思い出したくないみたいだから」

　レレナは望月さんのことを見る。望月さんは気まずそうに頰ほおを搔かきながら、

「私がこれ言ったなんて、絵里香には言わないでね。――絵里香さ、中学生の頃にちょっと家庭がトラブったことあるのよ。私も詳くわしくは聞かなかったけど、両親が離り婚こんするしないで色々と揉もめたみたい。絵里香相そう当とう悩んでたみたいで、もともと大人しかったんだけどその頃は全然喋しやべんなくなっちゃってさ。私にもなにも話してくれないし、かなり心配したんだけど――」

「…………」

「でも、高校に入った辺りから、それががらっと変わったんだよね。性格も明るくなったし、自分から進んで友達も作るようになった。一回、家がどうなったか聞いたことあるんだけど、結局話してくれなかった。『そのことは忘れて』って、真ま顔がおで言われたよ」

「私、一度絵里香の家に電話したことがあるけど、普通にお母かあさんが出たよ。お父とうさんも、いるみたいだったけど」

「あ、うん、そうだよね。だから、きっと今はもう解決したんだと思う。だから、その――あれ、私なんでこんな話してるのかな」

　恥じ入るように、望月さんの顔が赤くなる。レレナはそれを見て小さく笑い、彼女の肩かたにそっと触ふれた。

「ううん。ありがとう。絵里香の昔の話が聞けて、嬉うれしかったよ」

「……うう、なんか変な話しちゃったね。ごめん。あー、なんか気まずい」

　レレナは少し笑い、首を振り、ディスプレイへと向き直った。そうしながら、思う。

　自分に隠かくしたい過去があるのと同じように――絵え里り香かにも、触ふれて欲しくない過去がある。だから絵里香は、レレナの秘密に触れようとしないのかもしれない。彼女にはレレナと同じ傷があるから。隠しておきたい秘密を共に持っているから――だから、レレナと絵里香は、親友になることができたのかもしれない。

　いつか、話せる日が来るのだろうか。絵里香が自分の両親のことをレレナに打ち明け、そしてレレナが、自分は人間でないということを絵里香に話せる日が。

　わからない。来るはずがない、とは思う。しかし同時に、そんな日が来ればいい、とも思えた。自分の秘密を絵里香に打ち明けることができて、彼女に理解してもらえたら――それはきっと、素す晴ばらしいことに違いないのだから。

「…………ふう」

　小さく息をついて、レレナは自分の目め元もとを手で揉もんだ。考え事をしながら慣れないディスプレイを見つづけていたせいか、やけに肩かたが凝こったような気がする。と、隣となりの席の望もち月づきさんが、再び身を乗り出して画面を覗のぞき込んできた。

「どう？　なにか手がかりっぽいものは見つかった？」

　先ほどの気まずさを払ふつ拭しよくするかのような、無む闇やみに明るい声。口元で微笑ほほえみながら、しかしレレナは力なく首を振る。

「だめ。町まち中なかで有名人を見かけたとか、あそこのレストランはおいしいとか、本当にそんな世せ間けん話ばなしばっかり。ごめんね、せっかく協力してもらったのに――」

「ああ、いやいや、そんなことは気にしないでいいんだけど。そっかー、ここでもダメか」

　しばし二人で顔を見合わせて、うーん、と唸うなる。ややあってから、望月さんは思い出したように尋たずねてきた。

「……そういやさ、肝かん心じんなこと聞きそびれてたんだけど、レレナさんはどんな噂うわさについて調べてるの？」

　レレナは少しだけ目を見開いた。そういえば、まだ言っていなかった。といっても失しつ念ねんしていたわけではなく、最初からその選択肢しを除外していただけだ。なぜならば望月さんは絵里香の友人であり、レレナは絵里香から「友達に聞いたけど誰も知らないと言っていた」という情報を得ていたから。論ろん理り的てき帰き結けつとして、望月さんが『願いを叶かなえてくれるなにか』の噂を知っているはずがない。

　とはいえ、ここまで協力してもらっておいて「あなたには関係ありません」などと突っぱねることができるほど、レレナは薄はく情じような人間ではなかった。簡かん略りやくに説明する。

「『願いを叶えてくれる人か物』についての噂が知りたかったの。それも、昔からあるおまじないとかジンクスとかじゃなくて、最近流は行やりだした噂。インターネットを調べればわかると思ったんだけど、ね。アテが外れたみたい」

　冗じよう談だんめかしてそう言って、レレナは小さな声で笑った。

　だが、望もち月づきさんのほうは、頰ほおをぴくりとさえ動かしていなかった。

　首を傾かしげる。なにかの齟そ齬ごを確かめるような沈ちん黙もくのあとに、望月さんは慎しん重ちように口を開き、そして、言った。

「それってもしかして――『アガナイさま』のことじゃない？」




　　　　◆




「……で？　あいつはどこだ？」

　ぶっきらぼうな声で、クロサキはそう言った。

　平日の、しかも昼間のファミリーレストランとあって、その声を聞くものは目の前に座る一組の男女以外には存在しない。揃そろったようにアルカイックな笑えみを浮かべている二人のうち、男のほうが静かに首を振って、クロサキの問いに答えた。

「あなたには会いたくないそうです。ですから、私たちが代わりに」

　すると女のほうも、やはり笑みを崩くずさないまま口を開き、

「お話なら私たちがお聞きします。私たちが伝えれば済むことです」

　クロサキは舌した打うちをする。どうもこいつらのことは好きになれない。表情も話し方も、すべてがやたらと癪しやくに障さわる。拳こぶしをテーブルに叩たたきつけたい衝しよう動どうを我が慢まんして、クロサキは歯を軋きしませながら再び問うた。

「ふざけるな。伝言で済むことならばわざわざ呼び出したりするものか。あいつはどこにいる」

「この近くですよ、クロサキさん」

「でも、教えることはできません」

　近くなのはわかっている。でなければ、こいつらがここにいるはずがない。クロサキは砕くだけんばかりに歯を嚙かみ締める。怒りを抑おさえるためだ。

　そんなクロサキの心しん中ちゆうを知ってか知らずか、男女は変わらない微笑ほほえみで言葉を続ける。

「そもそもあなたの服装がいけない。なんですかその全身真っ黒な出で立ちは」

「一緒にいると恥ずかしいのです。その白いツンツンな髪かみも目立ちますし――」

　クロサキは、怒りを抑える努力をあっさりと放ほう棄きした。

　テーブルの上にあった灰皿を素早く掠かすめ取って、それを男の顔面に投げつけた。さほどの力を込めていないにもかかわらず、すさまじい音がして灰皿が男の顔にめり込む。中に入っていた灰が周囲に飛び散り、遠くでこちらの様よう子すを窺うかがっていたウェイトレスが「ひっ!?」と悲鳴をあげるのが、耳の端はしに引っかかった。

　しかし、灰皿を叩きつけられた男のほうは、その微笑を崩してすらいなかった。そよ風でも受けているかのような穏おだやかな表情のままで、妙みような方向にへし曲がった鼻に手を当てて、ごきり、と元に戻す。

「ひどいことをしますね。上じよう司しになんと説明すればいいのやら」

「灰皿が壊こわれなくてよかった。まあ弁べん償しようするのはあなたですが」

　クロサキの三さん白ぱく眼がんがさらに吊つり上がるのを見て、男は咳せき払ばらいをする。鼻からは血がとめどもなく溢あふれているが、それを抑おさえようとすらしない。

「それはともかくとして、用件を教えてはくださいませんか。私たちも、暇ひまではないのですよ」

　怒りはまだ沸ふつ々ふつと煮えている。だが、これ以上無む駄だに長引かせるつもりもなかった。今にも嚙かみつきそうに表情を歪ゆがめたまま、クロサキは口を開く。

「……部下から連絡があった。朧おぼろの居場所についてだ」

「朧――ああ。あなたが探しているという、ご同類の名ですね」

「あのクズと俺おれを一緒にするな」

「失礼、つい。それで、その方が、どうかなさったのですか？」

　どうかなさったか、だと？　再び怒りの臨りん界かい点てんが近づくのを感じながら、クロサキは嚙かんで含めるように説明した。

「昨日きのう、朧の姿を見たことがあるという奴やつが『アガナイ』の網あみに引っかかった。遠とお目めで見ただけらしいが、深夜の三時に茶ちや髪ぱつの子供がいたから記き憶おくに残っていたらしい。その場所は、どこだと思う？」

　笑えみを浮かべたまま、男女は顔を見合わせる。答えを待たずに、クロサキは続けた。

「学校、だ。守かみ代しろ第一高等学校。それがどこにあるかは、無む論ろん知ってるよな」

　二人の顔から笑みが消えた。クロサキの中から怒りが消えることはない。

「ここはお前の受け持ち区域だ。奴はその周辺に潜せん伏ぷくしている可能性が高い」

「……あなたのような吸きゆう血けつ鬼きが？　学校の、周りに？」

　女のほうの表情が曇るのを見て、クロサキの口元に獰どう猛もうな笑みが浮かぶ。自分と朧を同列に見られるのは気に喰わないが、しかし目の前にいるこいつらの胸に不安が巣くうのを見るのは気分がよかった。それを煽あおり立てる。

「そうだ。人の血を吸う鬼おにが、そこにいる。犠ぎ牲せいが出るのは時間の問題だろうな」

「しかし――まだ、そういった傷しよう害がい事件の報告は届いていないのでしょう。私たちも、『アガナイ』の網は確認しているのですよ」

　クロサキは、狂きよう猛もうな嘲あざけりを口元に浮かべた。

「今まで出ていないからこれからも出てこない、か？　笑わせるな」

「そうではなく。その、朧とかいう吸血鬼はあなたが撃げき退たいしたのでしょう？　それも限界まで力を削けずって。その上で被害がどこにも出ていないというならば、私たちがどうこうするまでもなく、勝手に消しよう滅めつしてしまっているのではないですか？」

　呆あきれた。なんという甘あまっちょろい希望的観測だ。クロサキは全身から力を抜き、倒れ伏すように椅い子すの背もたれへと寄りかかった。天を仰あおいで、目元を手で覆おおう。

「朧おぼろは狡こう猾かつな吸きゆう血けつ鬼きだ。その心しん臓ぞうに杭くいをぶち込まない限り、決して消しよう滅めつしたりなどしない。第一、被害者が被害届を出せるような生なま温ぬるいやり方をあいつが許すものか。一いつ滴てき残らず吸い取って、太陽に晒さらすなり心臓を喰うなりして逐ちく一いち処理するくらいのこと、朧ならば朝あさ飯めし前にやってのける」

「…………」

「朧は――俺おれの獲え物ものではあるが、同時に『貪とん』の敵てきでもある。『アガナイ』の網あみを張ったのは奴やつの情報を得るためでもあるんだ。それを蔑ないがしろにすることを、『貪』が許すと思うのか。――仮に奴が許したとしても、俺が許しはしない」

　目元から手を離して、クロサキは目だけで男女をにらみつける。牙きばをぎらりと剝むいて、地の底から唸うなるような声で、

「三日以内に奴を見つけ出せ。でなければ、俺が貴き様さまらの首をもぎ取ってやる」

「……それは、困りますね。会社に行けなくなってしまう」

「『自動操そう縦じゆう』の都つ合ごうなんぞ知るか」

　クロサキは、背もたれから身体からだを離した。固めた拳こぶしをテーブルに叩たたきつけ、その勢いで腰こしを浮かせる。殺意の浮かんだ視線で男の目め玉だまを覗のぞき込み、

「――俺は、お前らに言ってるわけじゃない。お前に言っているんだ。その『意識の糸』は魔ま性しようの力に類たぐいするものだから、使えばすぐ朧に気け取どられるだろう。死にたくなかったら、無ぶ精しようせずに自分で探すんだな」

　答えは待たずに、テーブルの上に置いてあったサングラスを手にとって、それを身に着ける。その隙すき間まから二人を覗き、クロサキはもう一度宣せん告こくした。

「いいな。三日だ」

　そしてクロサキは振り返り、自分を見つめて硬直するレストランの店員には目もくれずに、店から出て行った。




　　　　◆




　放課後になっても、レレナはまだ難しい顔をしていた。

　考えがまとまらない。有用な情報を得られたのだという確信はあるが、そこから推すい測そくや仮定を導き出すことがどうしてもできなかった。頭の中で、混乱が渦うず巻まいている。その混乱をぼんやりと眺ながめながら、レレナは体育館の裏口から、地下倉庫へと続く階段のある舞台袖そでへと入り込んだ。

　朧に情報を吐はき出せば、それを纏まとめる作業は向こうがやってくれるだろう。朧は奇き妙みような吸血鬼だが――永く生きている『主人』であることに違いはないのだ。知恵も知識も自分などよりはるかに多く持っているに違いない。

　それに――レレナは今、別のことで頭がいっぱいで、『貪とん』について考えを巡らせる余よ裕ゆうは、どこにもなかった。

「……朧おぼろ？」

　階段を降りきって、ひんやりと湿しめった地下倉庫の中に大きく呼び声を響ひびかせようとして、レレナはふと思いとどまった。

　なにかが、おかしい。

　違い和わ感かんが胸の中に引っかかっている。レレナは瞬まばたきをして、周囲にゆっくりと視線を巡らせた。違和感の正体には、すぐに気づくことができた。

　電灯が点ついているのだ。

　息を潜ひそめて、レレナは静かに歩き出した。

　吸きゆう血けつ鬼きは、夜に棲すむ化け物である。そこには日光が大たい敵てきであるからという理由の他に、彼らが『夜よ目め』と呼ばれる、暗くら闇やみの中にあっても闇やみ夜よを見通せる視力を持っているからでもあった。吸血鬼にとって、人工の光というものは必要ないのだ。

　それなのに、今ここには電気の光が煌こう々こうと灯ともっている。

　誰か別の人が、この場所を訪れている、ということだ。

　そう思った瞬しゆん間かんに、倉庫の奥から話し声が聞こえてきた。心しん拍ぱくが一段階速そく度どを速め、レレナは唾つばを吞のみ込んで、そっとその話に耳を澄すませた。

「『アガナイさま』だって？　安っぽい都市伝説みたいだね」

「お、お前がそういう話を拾ってこいと言ったんだろ？　すぐに聞き出せたということは、それだけ広まってるということじゃないのか？」

「まあ、それもそうかもしれないな。いや、ご苦労だった。レレナなんかよりずっと役に立つ耳じ目もくだよ、お前は」

「……お前に褒ほめられても、少しも嬉うれしくない」

　片方の子供の声は、朧のもの。そしてレレナは、もう片方の声にも聞き覚えがあった。すなわち――

「――時とき田たくん!?　な、なんでここにいるの!?」

　思わず物もの陰かげから飛び出して、レレナは叫ぶような声をあげた。

　青せい磁じの背中がびくりと跳はねる。彼の目の前で、跳とび箱の上にあぐらを搔かいていた朧が、レレナの姿を見て「おー」と片手を上げ、

「遅かったね、青磁はずいぶん役に立つ話を集めてきてくれたっていうのに。それで？　お前のほうは、なにか収しゆう穫かくはあったの？」

　吞気のんきな呼びかけを完全に無視して、レレナは肩かたを怒らせてずんずんと青磁へと近づいていく。青磁は顔をびきびきに引きつらせ、口を開いて何事かを言おうとしていたが、しかしレレナの剣けん幕まくをその目にして、結局なにも言えずに唇くちびるを閉じてしまった。

　とはいえ、なにも言えないのはレレナのほうも同じだ。頭の中によぎったいくつもの言葉は、そのいずれもが我われ先さきに口の外に出て行こうとして、つっかえて結局なにも言えなくなってしまう。顔を真まっ赤かにして絶ぜつ句くするレレナを見て、朧おぼろは肩をすくめ、

「なんだ？　青せい磁じがここにいるのがそんなに不思議かい？」

「ふっ、――不思議とか、そういう問題じゃないでしょう!?　昨日きのう私があんなに苦労して隠かくし通したのに、それなのに、っ――――!!」

「お前が隠し通せてなかったからこいつがここに来てしまったんじゃないか」

「だからって、なんで早さつ速そくあなたの存在がバレてるの!?　もっとちゃんと気合いを入れて隠れなさいっ！」

「お前が血をケチるから悪い。『ヨルガスミ』を使って逃げるには遙はるかに足りなくてね。だったらいっそ仲間に引き込んだほうが早いだろうと判断したわけだよ」

『血』に『ヨルガスミ』。沸ふつ騰とうした頭に水を差すには、その二つの言葉で十分だった。身体からだが急速に冷え込んでいくような感覚を味わいながら、レレナは錆さびついた鉄てつ扉ぴのような動きで青せい磁じに向き直る。

「……時とき田た、くん」

「な、なんだ？」

「…………あ、のね、その……えっと……」

　頭の中でぐるぐると言葉が巡る。なんと言えばいいのか、それすらも容易に浮かんでは来ない。朧が吸きゆう血けつ鬼きだと知っているか、とストレートに聞くわけにはもちろんいかないし、さりとて質問の趣しゆ旨しをぼかしてしまっては、こいつはなにを言ってるんだと思われかねない。

　唇くちびるを噤つぐみ、じっと自分を見つめながら思し考こうを回転させているレレナを、青磁は憐あわれむように見た。それからおずおずと口を開き、一気に核かく心しんを突いた。

「……こいつが吸血鬼ってことなら、さっき聞いたけど」

　自分でもわかるくらい、レレナの顔から血の気が引いた。

　ぐらり、と地面が傾く。尻しり餅もちを突こうとしたレレナの身体を咄とつ嗟さに支えたのは青磁の腕うでで、間ま近ぢかに見える彼の表情は、これ以上ないほどに焦あせっていた。跳とび箱の上にあぐらを搔かきながら、朧がそんな二人を嘲あざけっている。

「なんだい、大げさな奴やつだな。それくらいで驚くな」

「おどっ、――ろく、わよ、もう……馬鹿じゃないの……っ!?」

　青磁に支えられて、レレナは朧の隣となり、こちらはなぜか二段しかない跳び箱の上に腰こしを下ろした。かくん、と肩かたを落とすと、長い髪かみがばさりと落ちてレレナの表情を包み隠した。ありがたい。今の自分の顔は、誰にも見られたくなかったから。

　レレナの頭上で、朧は吞気に青磁と言葉を交わしている。

「それにしても、考えてみればお前もなかなか肝きもの据すわった人間だね。普通僕みたいな子供の身体からだからイヌの頭が生はえれば、それだけで悲鳴をあげて逃げ出すものだけど」

「……お前が、証明のためにやってみるから逃げるな、って言ったんだろ。逃げても無む駄だだってわかってたし、それに――」

　ふと、つむじの辺りに視線を感じた。顔を上げると、慌あわてて青せい磁じが視線をそらすところだった。奇き異いに思いはしたが、それを追及できるだけの余よ裕ゆうは今のレレナには存在しない。ぐるぐると巡る混乱の渦うずの中から、ようやくひとつだけの言葉を抽ちゆう出しゆつする。すなわち――

「――ときっ、時とき田たくんっ！」

「またっ!?　こ、今度はなんだ？」

「…………私、の、ことは？　朧おぼろから――なにか、聞いた？」

　自分が半はん吸きゆう血けつ鬼きであるということを他人に知られる。それはすなわち、レレナにとって身の破は滅めつを意味していた。朧が自身のことを吸血鬼だと明かしたとしても、自分の事までは言げん及きゆうしてないはずだ、そうに違いない、そうあってほしい――そんな妄もう執しゆうにも似た願いを込めて、レレナは青磁のことを穴が開あくほどに見つめた。

　そして青磁は、軽く頷うなずいてその視線を粉こな々ごなに粉ふん砕さいしてくれた。

「ああ。聞いたよ」

　すとん、と。

　レレナの身体からだから力が抜けた。頭の中の混こん沌とんは綺き麗れいさっぱり消しよう滅めつし、真っ白に燃え尽きた思し考こうからひとつの言葉が産み落とされる。

　終わった。

　ついに露ろ見けんしてしまった。青磁の口から、いずれ自分が人間ではないということが広まっていくのだろう。絵え里り香かや望もち月づきさんは、自分のクラスメイトが化け物だったということを知ってどんな反応を見せるだろうか。近所の人たちは、一体どういう目で自分たち一家を見るようになるだろう。想像できないししたくもないが、決していい方向へと向かわないということにだけはなぜか確信が持てた。この町を引っ越して、またどこか見知らぬ土地へ移り住み、誰にも打ち解けられず人の視線に怯おびえて暮らす生活がまた始まるのだろうか――

　灰のようにうなだれるレレナを見て、青磁は言いにくそうに、

「バチカン法ほう王おう庁ちようから派は遣けんされた退たい魔ま師しで、この世の闇やみに巣くう魑ち魅み魍もう魎りようから人間を守るために日夜奮ふん闘とうしてるんだろ？　朧はそう言ってた」

「……へ？」

　ぽかん、と顔を上げると、朧はにやにやしながら、青磁は眉まゆに皺しわを寄せながらレレナのことを見下ろしていた。腕うでを組み、肝を据えたような声で続ける。

「まあ、そんな話を頭から信じてるわけじゃないけどさ。……こいつが吸血鬼だっていうのはどうも本当みたいだし、それなら退魔師とかいうのももしかしたらあるのかもしれない。それに第一、ツォルドルフが昨日きのう俺おれを助けてくれたというのは紛まぎれもない事実だ」

　瞬まばたきをして、レレナは青せい磁じを見つめる。彼は決まり悪そうに視線をそらし、

「だから――まあ、そのことについては、詮せん索さくしないでおこうと決めたんだ。見ていると、どうも君はそうされるのが嫌いやみたいだから」

「…………」

　レレナが青磁を見る視線は、変わらない。信じられないものを見るかのような表情。そのままで、彼女は吐と息いきのような声で、小さくつぶやいた。

「……ありがとう」

　それは、誰に向けた言葉だったか。自分のことを探らないでくれると言った青磁に対してのものか、それとも自分の正体を言わないでおいてくれた朧おぼろに対するものだろうか。ともかくも、レレナの中には「助かった」という深い安あん堵どが芽め生ばえていた。

　しかし――と、レレナはきっと目を上げて青磁を再び見み据すえる。

「でも、私はやっぱり時とき田たくんがこれに関わるのは反対。これは――危険なことなのよ。遊びじゃないの」

　少し乱暴な言い方になってしまった。青磁はそれを聞いてむっとしたような顔になり、

「それくらいわかってる。昨日だってそいつに襲おそわれかけたんだから」

　レレナはぶんぶんと首を振り、

「わかってない！　襲われかけたどころじゃなくて、殺されかけたのよ？　そういう危険が、これからもあるかもしれないのに、そんなことに時田くんを巻き込むわけにはいかない」

「危険なのはツォルドルフだって一緒だろう。君が命の恩おん人じんというのなら、俺は君に手助けする義務があると思う。少なくともそうしないと、俺の気が晴れない」

　ぐっと唇くちびるをへの字に結んで、レレナは立ち上がる。青磁も真正面からレレナの瞳ひとみを見返した。半はん吸きゆう血けつ鬼きである自分ならばともかく、この手の危険になんの変へん哲てつもない人間である青磁が立ち向かえるとは思えない。しかしそれを口に出して指し摘てきするわけにはいかず、どうすればいいのかと逡しゆん巡じゆんしていたところで、不意に朧が口を挟はさんできた。

「レレナは大だい丈じよう夫ぶだ。なにしろバチカンの退たい魔ま師しなんだから。この程度の荒あら事ごとはお手の物だよ」

　レレナはぎっと朧のことをにらみつけ、

「余よ計けいな茶ちや々ちやを入れないで……！　大体、あなたが余計なことをしなければ――」

「だから事故だったんだって。今さら蒸し返しても仕方ないじゃないか」

　とん、と跳とび箱から降りて、朧は下から交こう互ごに二人の顔を見み遣やった。口元に老ろう獪かいな笑えみを浮かべつつ、ぽん、とレレナの背中を叩たたく。

「僕だって青磁を戦せん闘とうなんかに巻き込むつもりはないさ。足手まといになるだけだからな」

「じゃ、じゃあ、どうして……」

「お前と同じ理由だよ、レレナ。目立たずに行動できる情報収しゆう集しゆう要員としてだ。お前にしたって、別段戦せん闘とう力を期待してたわけじゃない。『貪とん』は人間の中に溶とけ込んで人間の願がん望ぼうを喰らう化け物だから、人間社会に顔を出せる味方がどうしても必要だったんだ。青せい磁じもレレナも、その点で違いはない」

　そう言われても、はいそうですかと納なつ得とくできるものではなかった。そもそも青磁がなんだってこの件に首を突っ込んでくるのか、それすらも明らかではないのだ。レレナはめげずにあくまでも反対の立場を貫つらぬこうとしたが、それよりも先に朧おぼろのほうが話を続けていた。

「ま、そんなわけで。双そう方ほうの持ってきた情報を、ここで照らし合わせてみようじゃないか。レレナもそのために、ちゃんと情報を集めてきてくれたんだろ？」

　憮ぶ然ぜんとした表情で、レレナは頷うなずいた。彼を引きずり込んだ張ちよう本ほん人にんである朧がいては、まともに説得もできやしないことに気づいたからだ。青磁にはあとでゆっくりと言い聞かせるとして、今はもうひとつの問題について考えたほうがいい。レレナはそのことに思い当たり、ふと顔を曇らせた。




　青磁とレレナが集めてきた、『願いを叶かなえるものの噂うわさ』の情報は、ほとんど同じものだった。

　それは『アガナイさま』と呼ばれる存在に関しての噂だ。なんでも『アガナイさま』は、夢を持ちながらそれを叶えられなかった人々の執しゆう念ねんが産んだ存在であるのだという。『アガナイさま』を希こいねがい探し求め、願いを叶えてほしいという必死な思いが通じれば、『アガナイさま』はその人に願いを叶えるための力を授さずけてくれる。ただし、もしも面白半はん分ぶんやからかい目的で『アガナイさま』に会ってしまったものは、貪むさぼり喰われて命を落とすのだという。

　ひと通りそれを聞いてから、朧は鼻で笑った。

「陳ちん腐ぷだけど、それだけに誰かが創つくった噂話ばなしらしい。特にこの、面白半分はお断りという辺りはいかにも『貪』が考えつきそうなことだ。金が欲しいとか物が欲しいとかいうありきたりな願いでは、あいつの食欲を満たすことにはならないからね」

　と、そこで青磁が付け加えて言った。

「でも、あまり成功しているとは言えないみたいだな。岐き部べも言っていたが、この噂を信じてる奴やつはほとんどいないらしい。試した奴がひとりもいないわけじゃないだろうが、そういう話は聞かなかった」

　ふむ、と朧は顎あごに手を当てて、なにかを考える素そ振ぶりを見せる。目だけでちらりと二人を見、ぽつりと、

「それにしてもこの話、どうも学校中に広まっているらしいじゃないか。お前たちは今まで一度もこの話を聞いたことはなかったのか？」

　青磁は首を振り、

「そんな話に興味はないからな」

「……まあ、男はそうかもしれないが。レレナ、お前のほうはどうだ？　友人からこの手の話を聞いたことは？　この手の話、お前くらいの年とし頃ごろの娘むすめなら大好物だろう」

　その言葉に、レレナはそっとうつむいた。朧おぼろはふと、面白がるような口く調ちようになり、

「なんだ。友達いないのか、お前？」

「しっ！　――失礼ね。友達くらい、ちゃんと、いるもん」

「でも少ないんだろ？　何人だ？」

　にやにやと笑いながら自分を覗のぞき込む朧に、レレナはぷいと顔を背そむけた。この少年の姿をした吸きゆう血けつ鬼きは、他人の触ふれて欲しくないところに触れるのが大好きなのだ。その点が、過去にレレナが関わったことのある吸血鬼たちとは大きくかけ離れている。多少の差さ異いがあるとはいえ、彼らはみな人に深く関わろうとしていなかったから。

　と、そこで青せい磁じがフォローを入れるように口を開いた。

「池いけ之の端はたからその手の噂うわさを聞いたことはないのか？　あいつはそういう話が好きそうだけど」

「……いけのはた？　誰だいそいつは」

「ツォルドルフの一番親しい友人だ。顔も広い」

「ふうん。――そいつの名前が一番に出てくるということは、お前にはそいつしか友達がいない、ということかな、レレナ？」

　うるさい、という目で朧をにらみつける。しかし強気な表情とは裏うら腹はらに、レレナの心は重く沈んでいた。原因は、恐らくは親切で口にしたのであろう青磁の言葉だ。

　絵え里り香かは、自分に『アガナイさま』のことを教えてくれなかった。

　昨日きのう電話をして、今日会ったときもその話を持ち出したにもかかわらず、だ。もしかしたら絵里香は知らなかっただけなのかも知れない、そういうふうにも思おうとしたが、無理だった。なぜならば、『アガナイさま』の噂を自分に教えてくれた望もち月づきさんが、こう証言してくれたからだ。

　――この話、絵里香から聞いたんだよ。あの子噂話には詳くわしいからねー。

　なぜだろう、と思う。なぜ、絵里香は自分に教えてくれなかったのだろう。なぜなのかは、わからない。それを深く考えようとすることを、レレナの脳は拒否していた。

　ただ、それをすれば――なにか、とても嫌いやなことに思い当たってしまうという予感があった。

　レレナは朧の目を見み据すえたまま、ぽつりとつぶやく。

「絵里香――池之端絵里香という、私の親友から『アガナイさま』のことを聞いたのよ。『アガナイさま』の遣つかいとかいうのを呼び出す方法も、その子に教えてもらった」

　噓うそだった。それをレレナに教えてくれたのは、望月弥生やよいというそれまであまり縁えんのない女の子だった。その欺あざむきを口にしながら、レレナは自分になぜ朧にそれを言わないのかと問い掛けてみた。親友の絵里香に聞いてみたのだけれど、彼女は教えてくれなかった。知っているはずなのに教えてくれなかったのだと、なぜ正直に言わなかったのだろう。

　朧とは関わりのない、レレナの付き合いの問題だからだろうか。

　それとも――もしかしたら、朧と関係があるからと、どこかで考えているからだろうか。

　首を振って、その考えを頭から追い出す。なにを馬鹿なことを。絵え里り香かは天てん真しん爛らん漫まんで明めい朗ろう快活な、普通の女の子だ。こんな異常な世界の出来事に、関わりがあるはずがない。

「遣つかいを呼び出す方法、か。それは是ぜ非ひ聞いておきたいな。もし『アガナイさま』の噂うわさが『貪とん』と関係のあるものだとしたら、それはきっと『貪』へと続く道だろうから」

　のろのろと、レレナは朧おぼろのほうに目を向けた。その目を少しだけ細めて、意い地じ悪わるに口を開く。

「……あなたが関心を持っているのは、『貪』よりもむしろクロサキという人のほうでしょう？　人を喰う化け物のことなんて、どうとも思っていないくせに」

　思った以上に辛しん辣らつな言葉が口を突いて出た。青せい磁じが息を吞のむ音が聞こえて、レレナはおかしなことを口走ってしまったことを後こう悔かいする。が、朧は別べつ段だん気を悪くしたふうもなく、肩かたをすくめてみせた。

「『貪』とクロサキは僕にとっては等とう価かだよ。どちらも滅ぼすべき相手であることに違いはない。ま、正直今は『貪』のほうはどうでもいいんだけどね。向こうも僕にそれほどの関心も持っていないだろうし。ただ――クロサキを殺すためには、先に『貪』を滅ぼさないといけない、とは思っているよ。あいつの『吸きゆう血けつ鬼きの制約を外す能力』は脅きよう威いだから」

「……なんだか、物ぶつ騒そうな話になってきたな」

　青磁のつぶやきを聞きつけて、レレナは真剣な眼差まなざしを彼に送り、

「最初から、これは物騒な話なの。だから時とき田たくんは関わらないほうが――」

「それで？　遣いを呼び出す方法というのは、具体的にどんなものなんだい？」

　朧が邪じや魔まをした。レレナは眉まゆに皺しわを寄せつつも、素直にそれに答える。

「――守かみ代しろ商店街の終わりのところに、資材置き場があるでしょう？」

　朧は首を傾かしげ、青磁に尋たずねる。

「知らないね。そうなのかい？」

　青磁は「ああ」と頷うなずき、

「もともとどこかの貿易会社のものだったらしいけど、その会社が潰つぶれてからはチンピラの溜たまり場みたいになってるって話だ。学校でもよく注意されるよ、あそこには近寄るなって」

「ふうん――しかしそんな物騒なところを、本当に『貪』が使うかな？　誰も寄りつかなくなったんじゃ元も子もないと思うんだが」

「……そういえば、最近はあの辺で生徒が絡からまれなくなった、って先生が言っていたような気がするな。多分だけど、『貪』があの辺をシメでもしたんじゃないか？　その、クロサキとかいう奴やつだって、ただのチンピラに負けるような相手じゃないんだろうから」

　こほん、と咳せき払ばらいをして、レレナは続けた。

「とにかく。その資材置き場の奥のほうに、祭さい壇だんみたいな場所があって、そこに時計が捧ささげられてるんだって。その時計が午前三時を示したときに、大声で『アガナイさま』の名前を三回叫ぶの。それから自分の願い事を、これまた三回叫ぶ」

　朧おぼろは唇くちびるを歪ゆがめた。その様さまを想そう像ぞうして、楽しんでいるかのように。

「それはまた、なんとも恥ずかしいことだね。いくら夜中とはいえ、自分の願いを叫ぶなんてまともな精神を持ってたらまずできないことだ」

「それだけにハードルが高いということだろ。場所もそうだが、『貪とん』とかいうのがからかい半分をお断りにするというなら、まずその段階で弾はじかれるということじゃないのか？」

「ま、そういうことだろうね。――しかし、そうか、願い事も叫ばなくてはならないのか。なんとも大変だな、レレナ」

　それが自分に向けられた言葉だというのを理解するまでに、数秒かかった。名前を呼ばれて朧のことを見つめ、それから数秒してから、ようやくふと気づく。

「――!?　な、なに？　どういうこと？」

「だから。お前がその資材置き場とやらに行って『アガナイさま』の遣つかいを呼び出すんだろ？　そんな恥ずかしいことをしなくちゃいけないなんて、お前も大変だな、って言ったんだよ」

「な、なんで私がそんなことを!?」

「お前以外に誰がやるっていうんだよ。僕は向こうに顔が割れているから偵てい察さつ役やくなんてできるわけないし、青せい磁じに任せるのも不安がある。そもそもこいつを巻き込まないと言い出したのはお前のほうだろ？　だったら、荒あら事ごとは全部お前がこなすのが道理ってもんだ」

「……う、うう～……」

　反論する材料が見当たらなくて、レレナはそんなふうに唸うなる。と、青磁がおずおずと手を上げて、

「ツォルドルフがイヤだというなら、俺おれが行こうか？　その――確かに危険なのかもしれないが、場所がどこなのかを確かめてくるだけなら、俺でも――」

「そ、それは――！」

　絶対だめ、と言い張ろうとしたところで、相変わらずにやけたツラをした朧が割り込んでくる。

「ああ、それはいい案だ。二人で行けばいい。その分ぶん恥ずかしさも相そう殺さいされるだろうし、危険に晒さらされてもお前がいるなら安全だ。それでいいな、レレナ？」

　レレナは金魚のように口をぱくぱくとさせた。それもだめ、と言おうとするが、しかし深夜、誰もいない資材置き場の前で大声で願い事を呼ばわっている自分の姿を想像すると、舌が凍りついてしまうのだった。そうこうしているうちに、話はとんとん拍子に進んでいく。

「レレナは問題ないらしい。青磁、お前もそれでいいんだろ？」

「ああ。それで役に立てるなら」

「いい答えだ。そうだ、なんだったらお前、僕に血を吸われてみるか？　吸きゆう血けつ鬼きになれば、さらに役に立てること請うけ合いだが」

「……、遠えん慮りよしておく」

　残念だ、と朧は肩かたをすくめ、レレナの背中を再び叩たたく。

「じゃ、そういうことだ。今晩午前三時、よろしく頼んだぞ、レレナ」

　レレナはその言葉に、うなだれるようにうなずくことしかできなかった。




　　　　◆




　池いけ之の端はた絵え里り香かは夕方が嫌きらいだ。

　校門の傍そばに立ち尽くし、学生鞄かばんを担かつぎ直しながら、眼めを細めてグラウンドを見み遣やる。

　夕焼けがグラウンドに満ちている。氾はん濫らんするような落日の朱しゆ色いろ。眼球を貫かん通つうしたその光が、絵里香の脳の奥底をざわざわと揺さぶっている。思い出したくない過去、封ふう印いんした記き憶おくを刺激して、脳のう裏りにあのときの情景を蘇よみがえらせようと怨おん霊りようのように付きまとってくる。

　だから、絵里香は夕方が嫌いだった。きつく目をつぶって、歩き出す。強いて別のことを考えようとする。担任の伊い藤とう先生に会ったらどう言い訳をしようか、とか。自分のサボタージュは頻ひん繁ぱんというわけではないが、クラスで一番多いだろうという自負はある。適当に言い訳を並べるか、ごまかしてさっさと逃げるか、どっちでも――

　どっちがいい？

　立ち止まる。

　目を開けてしまった。地に溢あふれる橙だいだい、天を覆おおう茜あかね。それらが一いつ斉せいに絵里香に襲おそいかかり、彼女の足元を揺らす。ぐらり、とふらついて、しかし絵里香はそのことを意識しないまま、白はく昼ちゆう夢むじみた追つい憶おくが蘇ってくるのを感じた。

　耳元で、二つの声が同時につぶやいた。

　どっちがいい？　と。




　見慣れたリビングが知らない場所のように感じられるのは夕日のせいだ。普段は閉めているブラインドが、なぜだかそのときは全開になっていて、不快に思うほどの強い西日が差し込んで部屋全体を浸しん食しよくしている。

　リビングテーブルを挟はさんで、絵里香と両親は向き合っている。両親は二人がけのソファ、絵里香は四人がけのソファに腰こし掛かけながら。なぜ二人ともそんな狭せまいところに座っているのかと絵里香は不思議に思う。自分の両脇わきに空あいた三人分のスペースが、なんだかうそ寒く感じる。

　そこで絵里香は、リビングテーブルの上に紙があることに気づく。薄うすっぺらい、ふっと吹けば消し飛んでしまいそうな紙きれ。緑のインクに縁ふち取どられた枠わくの中には両親の名前が書き込まれており、紙の最上部にはこんな文字が刻まれていた。

　離り婚こん届とどけ。

　どっちがいい？

　その声に、絵里香は顔を上げる。両親の表情は、見えない。夕日のせいだ。部屋に満ちるオレンジの光が、両親の顔を複雑な陰いん影えいで押し隠かくしている。絵え里り香かは息を詰めて二人を見つめる。再び、どちらかがつぶやいた。

　どっちがいい？　お父とうさんとお母かあさん。

　絵里香は、凍りついている。目の前に起きていることが現実のものだとは思えないでいる。

　両親の仲が最近悪くなっていることは知っていた。理由まではわからないが、それほど深しん刻こくなものではなかったように思う。帰りが遅いからとか勝手に服を買ったとか、そんな些細ささいな行き違いで口論していただけの気がする。

　だから、それほど気に止めていなかった。仕方ないなあ、と笑ってすらいたような気がする。本当は気づきたくなかっただけなのかもしれない。笑っていたのは、自分をごまかすためだったのかもしれない。

　だって、昔はあんなに仲がよかったのに。

　離り婚こんだなんて。そんな、そんなのは――

「――いや」

　初めて、口から声が出た。真っ黒に塗りつぶされた両親の顔が、見合わされる。悩むようなわずかな沈黙のあとに、二人は同時に絵里香に向き直り、同時に言った。

「どっちがいいか、決めなさい」

　その動作は人形めいて。声は作り物のようで。

　絵里香は、唇くちびるを嚙かみ締めた。

　人形みたい。作り物みたい。でも、これが人形ではありえない。人形ならば絵里香の思うように動くはずだ。絵里香の望むことをしてくれるはずだ。家族をばらばらにするなんて、そんな残ざん酷こくなことはしないはずだ。

　いっそのこと。

　二人とも、人形になってしまえばいいのに――

「いやっ！」

　絵里香は叫んだ。そうすれば、なにかが変わるとでもいうように。

　立ち上がり、涙なみだの浮かんだ目で二人をにらみつける。しかし二人は反応を起こさない。そんな機能などついていないのだというように、真っ黒に染め上げられた顔を絵里香に向けているだけだ。

　そして絵里香は喋しやべり出す。自分が二人と離れたくないこと。どちらかについていって、どちらかと別れるなんて考えられないこと。自分も精せい一いつ杯ぱい努力するし、なにか悪いところがあったら変えるから、だから二人とも離婚なんてしないでほしいということ。あらゆるドラマで、小説で、漫画で、映画で使い古された『離婚する夫婦の子供』としての意見を熱心にぶちまけて、そして、

「どっちがいいか、決めなさい」

　結局は、そこに戻ってくるのだった。

　私たちも苦しいとか、あなたも聞き分けてとか、そんなおためごかしを耳にしたような気もする。しかしどう言い繕つくろおうとも、彼らが自分たちの出した結論を変えないのだということは、はっきりしていた。

　だから絵え里り香かは、リビングから飛び出した。

　追ってきてくれるだろうか、と思った。そうあってほしいと願う一方で、それを確かめるのが怖かった。部屋から飛び出し、玄げん関かんから飛び出し、マンションから飛び出した。マンションの前の長い坂道を、息せき切って走りつづけた。坂道から望むことのできる遠くの地平から、夕焼け色に染め上げられた巨大な入道雲が絵里香のことを見下ろしていた。

　どれくらい、そうやって走っただろうか。

　自分が靴も履はいていないということに気づいたのは、体力が尽きてしゃがみ込んでしまってからだった。全身で息をする絵里香のことを、行き交う人々の何割かは憐あわれむような目で眺ながめていた。その視線も気に喰わなかった。お前は可哀想かわいそうな子供なんだと断定されているような気がしたからだ。

　へたり込んだまま、絵里香は空を見上げた。不快なオレンジは次第に空から消え去って、代わりに星の瞬またたきを浮かべた藍あい色いろが天を支配しつつあった。

　絵里香は顔を上げた。周囲には、誰もいなかった。そこが守かみ代しろの商店街だということに気づくまでしばらくかかり――そして、いつか耳にしたことのある噂うわさを思い出すまでには、そう長い時間は、かからなかった。




「……りか？　絵里香、どうしたの？」

　その声に。

　絵里香は追つい憶おくから呼び戻される。足元に落とし込んでいた視線を、今初めて目覚めたかのような表情でふいと上げる。

　そこには、レレナがいた。心配そうな眼差まなざしで、自分の顔をじっと覗のぞき込んでいる。

「…………ああ、レレナ」

　沈んだ声。まるで別人のようだ、と自分で思った。レレナも同じ感想を抱いだいたようで、彼女の瞳ひとみに宿る心配の色がさらに色濃くなっていくのがわかった。

「こんなところでなにしてるの？　もう授業終わっちゃったよ？」

「ん。ああ、いや。その――忘れ物、しちゃってさ。取りにきただけ」

　ぎこちなく、絵里香は笑う。夕日の赤はいまだに周囲を覆おおっていて、絵里香が過去の傷きず跡あとを取り繕おうとするのを意地悪く妨ぼう害がいしていた。レレナにもそれが伝わっているようだった。眉まゆを寄せ、不安そうに自分を見つめてくるレレナの目に、絵里香はふとおかしみを感じる。おっとりとしている割に、この娘むすめは存ぞん外がい鋭いところがある。

「……ねえ。一緒に帰ろうよ。私も教室に行くからさ」

　レレナの言葉に、なんと答えるべきか絵え里り香かは迷う。普段であれば、迷うことなどなにもなく、二つ返事で頷うなずいていたはずなのだが――このときの絵里香は、首を横に振ることしかできなかった。

「あー、っと。ごめんねレレナ、今日はちょっと、学校に用事があるの。や、なんか最近レレナと一緒に帰ってない気がするんだけどね。こう見えて、あたしも色々と忙いそがしい身なのさ」

　あはは、と笑い声を出して、なにをしに戻ってきたかはごまかそうとする。それでもレレナは釣つられて笑ってはくれなかった。なにか思い詰めているような顔で、重々しく口を開き、

「絵里香。私、――私ね。絵里香と話したいことがあるの」

　……おや。

「ええと、なんだ。それって急ぎ？　今すぐじゃないとだめ？」

　少し迷ってから、レレナは小さく頷うなずいた。それを見て、絵里香は予想を巡らせる。緊急を要するレレナの用件。思い当たるのはひとつしかなかった。

　恐らく――昨日きのう彼女が自分に寄よ越こした、電話に関する用件だろう。

　細く細く、絵里香は息をついた。軽く肩かたをすくめて、レレナに笑いかける。

「そっか。じゃ、いいよ。教室に戻って、そこで話そうよ。この時間なら誰もいないだろうしさ」

　レレナは張り詰めた顔で、もう一度頷いた。そんなに緊張しなくてもいいのにな、と口元を綻ほころばせつつ、絵里香は校舎に向かってゆっくりと歩き出した。




　教室の中には、都つ合ごう良く誰もいなかった。すたすたと歩いて教室の中に入り、絵里香は適当な場所にあった椅い子すを引いて、そこに腰こし掛かけた。

　レレナは、絵里香の前で立ち尽くしている。腰の辺りで両手を絡からみ合わせて、その隙すき間まを覗のぞき込もうとするかのようにじっと視線を落としている。絵里香は少し笑って、その手を無む理り矢や理り引っ張った。自分の隣となりの席に、座らせる。

「それで？　話ってなに？」

　極力明るい口く調ちようを作って、絵里香はそう尋たずねかけた。

　レレナは、しばらくのあいだ言いあぐねていた。どう切り出せば角かどが立たないで済むか、悩んでいるのだろう。一方絵里香のほうは、レレナが抱かかえている案件になんとはなしに見当がついているために、それほど緊きん張ちようもしないで済んでいる。机に頰ほお杖づえをつきながら、悩むレレナもかわいいなあ、などという吞気のんきな感想を抱いだいていた。

　やがて、レレナは静かに話しはじめた。

「あの。――あのね、昨日の電話のことなんだけど」

　やっぱりそれか。

「電話？　ああ、あの噂うわさがどうこうっていうの？」

　素そ知しらぬ口くち振ぶりでそう受け答える。レレナの挙きよ動どうから推すい測そくして、彼女は自分のことを不ふ審しんに思っているのだろう、と判断する。――アガナイのことを知っていたはずなのに、教えなかった自分のことを。

　不意に、レレナはじっとうつむかせていた顔を上げた。絵え里り香かのことを真しん摯しに見つめて、吐はき出すように言葉を紡つむぐ。

「望もち月づきさんに、聞いたんだけど。『アガナイさま』って噂のこと、絵里香は知ってるよね？」

　弥生やよいから、と聞いて、絵里香はわずかに目を見開いた。レレナは自分以外の人間とあまり接点がないから、知られることはないだろうとタカをくくっていたのに。まあ、弥生に教えたのは自分なのだから、自じ業ごう自じ得とくなのかもしれないが。

　レレナはまだ自分の瞳ひとみを覗のぞき込んでいる。まるで絵里香の思おも惑わくを探ろうとするように。無意識にそこから目をそらすが、レレナは追及の手を休めてはくれなかった。

「だって望月さんが言ってたんだもん。『アガナイさま』のことは、絵里香から聞いたんだって」

「…………」

「知ってたんでしょう？　『願いを叶かなえるもの』の噂のことを。なのに――どうして、教えてくれなかったの？」

　耳でそれを聞きながら、絵里香の目は誰もいない教室に向けられている。夕日は飽あきもせずに二人のいる空間を橙だいだい色いろに染め上げていて、絵里香の過去にあるものをちくちくと刺し激げきしていた。続けられるだろうか、と自問して、それには答えを与えず、絵里香は目を閉じる。

「――まず、噓うそをついてたことは謝っておくわ。ごめん。確かに、私は『アガナイさま』のことは知っていた。知っていて、わざとレレナに教えなかったの」

　レレナの顔が、傷つけられたかのように歪ゆがんだ。それを見て、絵里香の胸も痛む。

「……ど、どうして？」

　んー、と唸うなり、頭を搔かく。どう説明すればいいのかしばらく悩んだ挙あげ句く、ある程度正直に話すことにする。

「弥生から詳くわしい話を聞いたなら、レレナも知ってると思うけど――『アガナイさま』はね、面白半分で会うと危ないからだよ。あのとき、電話を聞いた限りでは、レレナは真剣に『アガナイさま』に会いたいと思ってるわけじゃないみたいだったから。だから、教えなかったの」

　淡たん々たんとそう語ると、レレナは口をぐっと噤つぐんでしまった。なにかを探るような眼差まなざし。絵里香は右手で自分の顔を軽く拭ぬぐった。その眼差しから隠かくれようとするかのように。

　やがて、レレナは意を決したように口を開いた。

「――絵里香は、――『アガナイさま』に、会ったことが、あるの？」

　途と切ぎれ途切れのその質問から、絵里香はレレナの怯おびえを感じる。自分に対して怯えているのではない。絵里香の後ろにあるものと、絵里香が繫つながっているのではないかということを、恐怖しているのだ。

　つまり――レレナは『アガナイ』のことを、ある程度知っているのだ。それも巷ちまたに広めた噂うわさではなく、より真実に近い形で。

　しかし絵え里り香かは、とりあえずレレナの質問に答えることを優先させた。少しだけ考えてから、明るく笑って首を振る。

「やだな、そんなわけないじゃん。つか、『アガナイさま』なんて本当にいるわけないでしょ？　ただ、ほら――その噂を利用して、よからぬことを企たくらむ馬鹿は、実際にいたりするわけよ」

「…………」

「レレナは大人おとなしい子なんだからさ、そういうのに巻き込まれちゃったらまずいでしょ？　家族とかにも心配かけるんだから、『アガナイさま』なんて噂に頼るのはやめなよ。なにか願い事があるなら、あたしが相談に乗ってあげるから――」

「噓うそ」

　鋭く突き刺すようなレレナの声に、思わず絵里香は口を噤つぐんだ。

　レレナは、じっと絵里香のことを見つめている。真しん摯しな目だ。責めているわけでも糾きゆう弾だんしているわけでもない、ただ追いすがるかのようなひたむきな眼差まなざし。まるで別人のようだ。人と衝しよう突とつすることをなによりも嫌きらい、なにか言いたいことがあってもすぐに口を噤んでしまう――レレナはそんな性格だと、絵里香はずっと思い込んでいたのに。

　しかし、それほどの違和感は覚えなかった。彼女がどこかで本当の自分を隠かくしているということは絵里香にもわかっていたし、その片へん鱗りんは彼女の言動の端はし々ばしに表れていたからだ。不ぶ器き用ようなくらい生き真ま面じ目めだったり、変なところで頑がん固こだったり。レレナがただ大人しいだけの女の子ではないということは、絵里香が一番よくわかっていた。

　だから絵里香は、自分が責められているという状況にもかかわらず、そのことにかすかな喜びを覚えていた。

　レレナが、ようやく素顔をさらけ出してくれたんだ、という喜びを。

　そんな絵里香の内心には気づきもせずに、レレナはさらに強い口く調ちようで言い募つのった。

「だって、もしそうなら、絵里香は昨日きのうの電話のときに、私にそう説明してくれたはずでしょ？　『アガナイさま』のことは知っているけど、根も葉もない噂だし近づくと危ないからやめておきなって、絵里香ならそう言うはずだもの」

　レレナに気づかれないように、絵里香はそっと唇を笑えませた。こちらが向こうをよく見ているように――向こうも、こちらをよく見ている。さすがに親友同士なだけはある。

　そう。

　自分とレレナは――

「ねえ、絵里香。あなた、なにか私に隠し事をしてるでしょ？　一体、なにを隠してるの？　正直に話してよ」

　似ているのだ。

　だから二人は友人になった。親友になった。性格も価値観かんも異なる二人が、これだけ仲良くなったのには理由があると絵え里り香かは思う。

　二人には、とてもよく似た共通点があるからという、理由が。

　絵里香は居い住ずまいを正した。机から肘ひじを離して、揃そろえた膝ひざの上に両手を置く。レレナがそうしているように、絵里香もまっすぐな視線でレレナのことを見み据すえた。そうしながら、自分も正直にならなくてはいけないな、と思う。

　レレナは自分に、素顔を見せてくれた。

　それならば、自分もレレナに素顔を見せるべきだ。

　目を細めて、唇くちびるだけで笑う。今まで他人に見せていたものとは違う。人に好かれるための笑えみではなく、自分の中にあるねじくれた諧かい謔ぎやく心しんを覗のぞかせるための笑み。その顔にかすかな戸と惑まどいを映したレレナに向かって、絵里香はぽつりとつぶやいた。




「――それなら、レレナ。あんたはあたしに隠し事をしていないの？」




　その指し摘てきに。

　レレナは、文字通り凍りついた。びきりと表情が引きつって、その両手両足に至るまで、緊張が彼女の筋肉を強こわ張ばらせる。その様よう子すを見ても、絵里香は悪いことをしたとは思わない。絵里香とレレナは友達同士だが、なあなあで全すべてを済ませる関係を友達とは呼ばない。

「……あたしさ。こう見えて、結けつ構こう鋭いほうなんだよね。レレナは知ってると思うけど、その人の顔を見れば大体その人がなにを考えてるのかわかる――ってのは、まあ言い過ぎだけど、あんまりその予測が外れたことはないよ。なんでだかは、自分でもわかんないけど」

　そのあたしが、と絵里香は続ける。

「レレナが隠し事をしているってことに、気づいてないとでも思ったの？　――そんなことないよね。レレナは頭がいいんだもん。あたしが薄うす々うす気づいてるってことくらいは、わかってたんでしょ？」

「…………、ぁ…………」

「ああ、勘かん違ちがいしないでね。あたしがわかってるのは、レレナがなにかを隠しているってことだけ。なにを隠しているかまでは、さすがにわかんないよ。超能力者じゃないんだからさ。でもね、あたし思うんだけど――」

　不意に、絵里香は手を延ばした。固まっているレレナの手首を、がしりと摑つかむ。首くび筋すじに冷たいものでも当てられたかのようにレレナの肩かたがびくりと震え、それを見て絵里香は微笑ほほえむ。にやりと、意い地じ悪わるに。いつもレレナを困らせるときのように。
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「自分も隠し事をしているくせに、友達に隠し事をするなって言うのは、ちょっとばかし虫がよすぎるんじゃないの？」

「…………！」

　レレナの顔が、泣きそうに歪ゆがんだ。

　それを見て、初めて絵え里り香かの胸に罪ざい悪あく感かんが芽め生ばえる。間違ったことを言ったとは思わないが、しかし彼女のこういう顔を見るのは嫌いやだった。

　そう。絵里香は、レレナのことが好きなのだ。この、大人おとなしいけれど意地っ張りで、どんなときでも一生懸けん命めいな顔を見せる娘むすめのことを、心の底から気に入ってるのだ。

　だから。

　レレナがそうするのであれば、自分もそうしようと思う。

　手を握りしめたまま、絵里香はレレナに顔を近づけた。呼吸の音が聞き取れるほどの近くにまでその顔を近づけて、すぐ鼻先にいるレレナに向かって、慈じ愛あいすら滲にじむ声で語りかける。

「あたしは別に、レレナのことを責めてるわけじゃないよ。レレナがあたしの秘密を知りたいと言うのなら、教えてあげる。――でも、それなら、レレナもあたしに教えて。あなたの秘密、あなたがなにを隠かくしているのかを。それをあたしに教えてくれると約束するのなら――まずはあたしのほうから、秘密を明かすわ」

　レレナは――

　答えなかった。ただ自分の手を握りしめる絵里香の手を、見開いた目でじっと見つめているだけだ。様々な恐怖が、逡しゆん巡じゆんが、困こん惑わくが彼女の中に渦うず巻まいているのを、絵え里り香かの目は正確に見て取っていた。しかし、そこになにか手を加えようとはもう思わなかった。自分は言うだけのことは言った。どうするか決めるのは――レレナの意志だ。

　教室には静せい寂じやくだけが漂ただよっている。世界が死に絶えたかのような沈ちん黙もく。時とき折おり遠くから聞こえてくるカラスの鳴き声さえなければ、自分とレレナ以外のすべての生き物は消しよう滅めつしてしまったのではないかと錯さつ覚かくしてしまいそうになる。

　しんと静まり返った、その教室の中に。

　レレナの声が響ひびくことは、なかった。

　それが答えだと判断してから、絵里香はゆっくりと、大きく頷うなずいた。

「言えないよね」

　手のひらの中にある、レレナの手が震える。それをぎゅっと強く握り締めながら、絵里香は慰なぐさめるような優しい声で言う。

「わかるよ。――だって、あたしはレレナと同じだもん。レレナと同じ、人には言えない秘密を持ってるから。だから、レレナのこと、責めたりしないよ」

　それだけを言い終えると、絵里香は、席から立ち上がった。

　レレナは絵里香のことを見上げる。まるで追いすがるかのように。その瞳ひとみをまっすぐに見下ろして、絵里香は小さな声で付け加える。

「……レレナがどうして『アガナイさま』のこと知りたがってるのかは知らないけど、関わらないほうがいいよ。『アガナイさま』が危ないものだってことだけは、本当だから」

　レレナはやはり答えなかった。別に構わなかった。言うだけのことは言った。それでもなお、レレナが『アガナイさま』を求めることがあるのなら――そのときは、そのときだ。

　そして絵里香は笑う。いつもレレナに向けるのと同じような笑顔。もしかしたら明日あしたからは、二人の関係は違うものになってしまうのかもしれない。そんな予感に、一いち抹まつの寂さびしさを感じながら、しかしそれを押し殺すような明るい動作で、絵里香は軽く片手を上げた。

「それじゃね、レレナ！　また明日！」

　そして絵里香は鞄かばんを手に取り、逃げるようにして教室から駆かけ去っていった。
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　ぶりの照り焼き、里さと芋いもとにんじんの煮付け、ほうれん草のおひたしに豆とう腐ふとわかめのみそ汁。お椀わんに盛ってあったのは無農薬農法の玄げん米まいで、前述のおかずを武器にそれを二杯たいらげると、青せい磁じは箸はしを置いて、両手を合わせた。

「ごちそうさまでした」

「はい。おそまつさまでした」

　にこにこと、芯しんから嬉うれしそうな笑えみを零こぼしながら、たまはそう返した。

　たまは割かつ烹ぽう着ぎがよく似に合あう外見をしていた。年の頃はいくつだったか、詳くわしく覚えてはいないが、青磁とそれほど離れてはいないはずだ。その割に物もの腰ごしは落ち着いていて、表情にも母親のような穏おだやかさが滲にじみ出ている。

　彼女が手に持っているのは、外見に相応ふさわしくしゃもじである。実際のところ青磁は一杯で十分だったのだが、そんなんじゃ足りないでしょう育ち盛りなんだから食べないと大きくなれませんよ、と半なかば無む理り矢や理りにたまにご飯をよそわれてしまったのだ。

　ちゃぶ台の上に並ぶ空からになった食器を、たまはにこにことしながら片付けていく。なにかが楽しいわけではなく、これが彼女の地顔なのだ。もう十年来の付き合いになる青磁にとっては、すでに見慣れたものだった。

　ぱたぱたとスリッパを鳴らしながら台所へと入り、それからまた戻ってくる。両手に持っているのはお盆ぼんで、その上にはたまの夕食が載のっていた。里芋の煮物、それとみそ汁に玄米という、一いち汁じゆう一いつ菜さいを絵に描いたような品目で、しかも米もみそ汁もすっかり冷めている。

　断っておくが、別に青磁がそう強いているわけではない。たまが好きでやっているのである。以前、なぜ自分と一緒に夕ゆう飯はんを食べないのか、なんだってそんな冷たいご飯を好んで食べるのか、尋たずねてみたことがある。そのとき、たまはころころと笑いながらこう答えた。

『嫌いやですね、坊ぼつちゃま。使用人というのはそういうものなのでございますよ』

　……ズレてるんだよな、要するに。

　それが、青磁がたまに抱いだいている印いん象しようだ。多分彼女の持っている価値基準は、現代日本人のそれからは百年ほど過去にスリップしたものなのだ。明めい治じとか大たい正しようとか、そんな年号のほうがたまには相応ふさわしいような気がする。

　たまがぱちんと両手を合わせた。ただでさえ細い眼めを閉じて、真しん摯しにつぶやく。

「それでは。いただきます」

「……召めし上がれ」

　別に自分が用意したわけではないのだが、とりあえず青磁はそう答えを返した。たまは嬉しそうに頷うなずくと、箸を手に取り、流りゆう麗れいな動作で食べはじめた。

　たまの食べ方は、極めてゆっくりしている。米を口に含むときなど、八十八回嚙かむのだそうだ。青磁はそれを、なにをするでもなくぼんやりと眺ながめていた。この八畳じよう間まには他に見るべきものなどなにもなかった。テレビすらない。買う財力がないのではない。青磁もたまも、テレビを日常的に見るという習慣を持っていないのだ。

　たっぷり三十分以上もかけて、たまは夕食を食べ終えた。再び手を合わせて「ごちそうさま」、普段ならばそのあとは、すぐさま食器を片付けるところだったが――しかし、今日は違っていた。

　たまはふと座り直して、青せい磁じのほうに向き直った。

「坊ぼつちゃま。坊ちゃまは、たまになにか仰おつしやりたいことがおありなのではございませんか？」

　青磁は驚かなかった。たまのことだ、それくらい察しているだろうな、と考えていたからだ。彼は軽く咳せき払ばらいをしてから、ちゃぶ台の向こうのたまに語りかける。

「うん。あのな、たま。ちょっと聞きたいんだけど」

「はいはい。なんでございましょう」

「――人は、恩を受けたらそれに報いるべきだよな？」

　今ここに岐き部べや池いけ之の端はたがいれば、腹はらを抱かかえて大爆ばく笑しようしたに違いない。それくらい妙みようなことを口走っているという自覚は、青磁にもあった。が、しかし――目の前の割かつ烹ぽう着ぎ姿は、大真ま面じ目めな顔で頷うなずいていた。

「もちろん！　恩には義ぎで報いる、それは男児として――いいえ、人として当然のことです！」

　青磁は、うん、と頷く。たまがそう答えることはわかっていたし、自分もそう思う。余よ人じんに爆笑される考えであろうとも、そう思うのだから仕方ない。自分が悩んでいるのは、その先のことだ。

「それなら、もしもその恩おん人じんが恩を返されることを望んでいなかった場合は、どうすればいいと思う？　望んでいないどころか、自分に関わって欲しくないとすら考えていた場合は？　恩を受けた人間は、一体どうするべきなんだろうな」

　たまは瞬まばたきをした。手ぬぐいを巻いた頭を、かくん、と傾けて、

「恩返しを、望んでいない？　そんな人がいるのでしょうか？」

「まあ、いると仮定して。その人の望み通り関わらないでおくべきなのか、それとも無理にでも関わって恩を返すべきなのか。たまだったら、どっちを選ぶ？」

　不思議な形に首を傾かしげたまま、たまはしばらく黙り込んでいた。かちこちと、秒針が時を刻む音だけが部屋の中に響ひびいている。

　ややあって、たまはひとつ大きく頷くと、

「……それでも、たまは恩は返すべきものだと思います。たとえその人が望んでいなくても、これは人としての在り方に関わることなのですよ。それに――助けをまったく必要としない人なんて、いるはずがありません。その人もいつかは誰かの助けを必要とするはずです。そのときに、手を差し伸べればいいのですよ」

「……そういう、もんかな」

「そういうものですとも」

　大だい得とく意い顔で頷うなずいて、ふとたまは真ま面じ目めな表情を浮かべた。計るように青せい磁じの顔を見つめ、

「坊ぼつちゃま。――誰かに、恩返しをなさるのですか？」

「えっ？　あ、いや――そ、そんなことはない。ただちょっと聞いてみただけだよ」

　たまの柔にゆう和わな細い眼めに見み据すえられていると、隠かくし事をしている身としてはどうにも居心地いごこちが悪い。正直者ものの視線は噓うそつきには毒なのだ。青磁はそそくさと立ち上がると、なにも言わずに部屋から出て、後ろ手に襖ふすまを閉めた。後頭部に、たまの視線を感じる。

　古びた木もく目めの廊ろう下かを軋きしませて歩きながら、青磁はぼんやりと思う。

　たまは確かにズレている。しかし、ズレてはいるものの、彼女の倫りん理り観かんに青磁は一定の信頼を置いていた。当然のことだ。青磁はその倫理観を基準にして育てられたのだから。たまよりは現代社会に触ふれる機会が多くあり、頭の回転も悪くない彼から見れば、それは現代では笑われてしまう価値観だということはわかっていたが――

　それでも、青磁はそれを間違っているとは思わない。

　自室に入り、襖を閉める。居間によく似た六畳じよう間まの構成。ちゃぶ台と座ざ布ぶ団とんがやはりあり、その上には昨さく夜や読んでいた漫画が開かれて載のっていた。ふう、と息を吐はいて、青磁は座布団に腰こしを下ろし、壁に背中を預けて、天てん井じように向けてため息をつく。

　頭によぎるのは――朧おぼろと、レレナのことだった。

「吸きゆう血けつ鬼き、か」

　ぽつりと、青磁はひとりでつぶやいた。軽く頭を搔かいて、今日起きたことを整理しようとする。

　まさか、吸血鬼などというものが実在するなど、夢にも思ったことがなかった。それをまざまざと見せつけられたのだから、もう少し驚くべきなのかもしれない。まあ確かに、それを知らされたときは驚きもし、動揺もしたのだが、それから何時間も経たった今となっては、「ああそうなのか」という奇き妙みような納なつ得とくが青磁の中にあるだけだった。

　朧が吸血鬼であるということは、大した問題ではない。大した問題なのかも知れないが、少なくとも青磁に直接関係のあることではなかった。

　問題なのは、昨日きのう朧に襲おそわれて命を落としかけた青磁を、レレナが助けてくれた、ということにある。

　そのことを朧に聞いてからというもの、青磁の中に、漠ばく然ぜんとした義務感が芽め生ばえたのだ。

　レレナを助けなくてはならない、という義務感が。

　彼女は青磁の命の恩おん人じんだった。襲った張本人である朧が言うのだから間違いない。そうであるからには、自分はその救われた命をもってレレナの恩に報いる義務が生じる。そう考えたからこそ、青磁は朧に手助けをしろと言われて承しよう諾だくしたのだ。

『貪とん』だか他の吸血鬼だか、朧が敵てき対たいしているのはやはり彼と同じ化け物らしい。レレナは青磁をそこに巻き込みたくないと考えているのだろう。青せい磁じとしても、巻き込まれないで済むのならばそれが一番なのだ。昨日きのうのことはぼんやりとしか覚えていないが、朧おぼろにはずいぶんと酷ひどい目に遭あわされたような気がする。あんな化け物を相手にして、自分がどれほどの役に立つとも思えない。

　それでも――できるだけのことは、しようと思う。

　それがたまの教えであり、なによりも、自分の性しよう分ぶんであるのだから。

「……と言っても、俺おれになにができるのかね」

　ぼんやりとそうひとりごちてから、ふと青磁は欠伸あくびを漏もらした。時計を見る。午後八時を少し回ったところだった。

　レレナと一緒に『アガナイさま』の探たん索さくをしに行くのは、午前二時になってからだ。その時刻にあらかじめ決めておいたファミレスで待ち合わせをし、そこで細かい打ち合わせを行ってから資材置き場へと向かう。時間が時間なだけに、たまに見つからないように注意して家を出なければならないだろう。

　それまでは、別段することもない。そう思うと、もう一度欠伸が喉のどを突いて出た。ごろん、と横になり、座ざ布ぶ団とんで枕まくらを作って、そこに頭を載のせる。

　時間はまだ少しある。ひと眠ねむりしよう。資材置き場に向かえば、そこでなにが待っているのかはわからないのだ。今のうちに英気を養っておこう、そう考えながら、青磁は静かに目を閉じた。




　ふと目が覚さめて、青磁は一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのかわからなくなってしまった。数秒の時間をおいてから、なにをすべきだったかを思い出して、慌あわてて時計を見る。

　午前一時三十分。ファミレスまでは十五分ほどの道のりだから――身み支じ度たくの時間を考えれば、割とギリギリである。

　青磁は立ち上がった。手ぶらで行くべきなのかどうか、少し迷ったが、もとより青磁の部屋には護身用具など存在しない。そもそも自分の役目はあくまでも偵てい察さつなのだから、下へ手たにそういうものを持っていかないほうがいい気がする。とりあえず、顔だけでも洗って家を出るか――そう思いつつ、青磁は目をこすりながら襖ふすまを開け、

「――っ、うわっ!?」

　ひっくり返った声が、喉から迸ほとばしった。あとずさった勢いでなにかに躓つまずき、青磁は無ぶ様ざまに尻しり餅もちを突いてしまう。が、そのことに恥ずかしさを感じる余よ裕ゆうは一ミリもない。目の前に展開されている光景に、恐怖にも似た驚きを感じている。

　たまがいた。

　正座をしていた。

　白しろ装しよう束ぞくだった。

　午前一時三十分という深夜に、白しろ装しよう束ぞくの女性が物も言わずに自分の部屋の前に座り込んでいる。そんな光景を目にして肝きもを潰つぶさない者がいるとしたら青せい磁じはその人を尊敬する。たとえそれが知った顔であっても、いや、知った顔であるだけに、それはいっそう不ぶ気き味みに青磁の目に映っていた。

　たまはなにも言わない。揃そろえた膝ひざの上に拳こぶしを置いて、それでなにか棒ぼうのようなものを握り締めているようだ。うつむいた顔からは表情は見えず、彼女が一体どういう考えを持ってこんなことをしているのか、窺うかがい知ることはできなかった。

　こくり、と唾つばを飲み込んで、青磁はようやく口を開いた。

「…………た、たま？　な、なにしてるんだ？」

「――はっ！」

　小こ柄がらな身体からだを震わせて、たまは弾はじかれたように顔を上げた。慌あわてたように口元をごしごしと拭ぬぐう。ぱちぱちと瞬しばたたく瞳ひとみは眠ねむたげに霞んでおり、たまはそれも拭い取ってから、きりりと顔を引き締めて青磁に向き直った。それら一連の動作を見て、青磁はふと身体から力が抜けるのを感じる。――こいつ、こんな体勢で寝てたのか？

「坊ぼつちゃま。坊ちゃまがなにも仰おつしやらずとも、たまにはようくわかっておりますよ。――誰かのところに行かれるおつもりなのでしょう？　受けた恩に報いるために」

　青磁の顔が妙みような形に引きつった。たまがそれを気け取どったのはいいとして、

「そ、それとお前のその格好に、どういう関係があるんだ？」

「水くさいことを仰らないでくださりませ。僭せん越えつながら、たまは坊ちゃまの家族も同然と自認しております。そのたまが、義ぎに報ずるために死地へ赴おもむこうとする坊ちゃまのことを、ただの姿で送り出すことができましょうや」

　そしてたまは青磁に向かって片手をぐいと突き出した。情なさけないことに、それだけで青磁の身体がびくりと震える。彼女の手に握られている棒切れは、長さ三十センチほど、細長い楕だ円えん形けいの筒つつ状じようをした白しら木きの棒だった。非常に嫌いやな予感。こういう形の物体を、テレビや漫画の中のヤクザが使っていたような気がする。

「これを、お持ちください」

　真剣そのものの声で、たまはそう言った。しかし青磁は受け取らず、慎しん重ちように確かめる。

「……なんだ、それ？」

「たまの懐ふところ刀がたなでございます」

[image: ]

　やっぱりか。

「…………なんで、そんなものを持って行かなくてはならないんだ？」

「これは異いな仰おおせ！」段々喋しやべり方が時代劇っぽくなってきた。「恩返しに行こうとするのに、これくらいの備えがなくてどうなさりますか！　どうか、坊ちゃま。これをたまだと思ってお持ちくださいまし。さあ。さあ！」

　ぐいぐいと突き出してくるたまに押し負けて、青せい磁じは思わずそれを受け取ってしまった。両手で押し頂くようにして持つと、確かな鋼はがねの重量がずしりと腕うでに伝わってきた。柄つかを握って、軽く引いてみる。滑すべるような感かん触しよくと共に、白しら木きの清せい廉れんな白のあいだから、鋼の鈍にび色いろが現出する。短刀など見たことはないが、恐らく間違いない。本物だ。

　こんな深夜に、こんな銃じゆう刀とう法ほう違反を持ち歩いて、補導などされた日には停学どころの騒ぎではないだろう。しばらく迷ったが――たまの真剣な眼差まなざしに、抗あらがうことはできなかった。小さく息をつくと、青磁は微笑ほほえんで立ち上がる。

「ああ。わかったよ、たま。ありがとう」

　たまの口元が、ほっとしたように綻ほころんだ。穏おだやかで迷いのないその瞳ひとみに、かすかな照れを感じ、青磁は軽く手を上げた。

「それじゃ、行ってくるな。――まあ、そんなに長い時間はかからないと思うけど、念のために言っておく。俺おれの帰りを待たなくてもいいから」

「ご安心くださいまし、坊ぼつちゃま。たまは仏ぶつ間まで、坊ちゃまの必勝を祈き願がんしておりますから！」

　なんだ必勝って。というか話を聞け。

　ぞんざいに手を振って、歩き出そうとしたところでぴたりと止まった。たまが青磁の袖そでを摑つかんだからだ。訝いぶかしげに向けられた青磁の視線に、たまは頰ほおをかすかに赤らめながら、小さな声でつぶやいた。

「あの、坊ぼつちゃま」

「……なんだ？」

「お手を、お貸し願えませんでしょうか？　長いこと正座をしていたものですから、あ、足が痺しびれて、立てないのです」




　　　　◆




　和風おろしステーキ７９０円をナイフとフォークで切り刻んで、あんぐりと開けた口に運ぼうとしていたところで青せい磁じが来た。

「…………」

「……………………」

「……気にしないでいいから。どうぞ。続けて」

　顔に血が昇る。一度上げたフォークを元に戻すことはできず、レレナはぱくりとステーキにかぶりついた。もぐもぐと嚙かみ砕くだくあいだに、青磁が目の前に座って、鞄かばんを脇わきの椅い子すへと置いた。咀そ嚼しやくするレレナのことをじっと見つめはじめる。レレナはうつむき、コーヒーで口の中のものを喉のどに押し流してから、ナプキンで口元を拭ふきつつ言った。

「……なに？」

「いや。別になんでも」

「だったら、どうして私のことをそんな目で見るの」

　声が刺とげ々とげしいものになってしまったのは、照れ隠かくしの裏うら返がえしだ。確かに青磁の目には、珍めずらしい動物でも見るかのような色が宿っている。それから逃れるようにふいと視線をそらしたレレナの頰ほおに、青磁の声が突き刺さる。

「見かけによらず大たい食しよく漢かんなんだな、って思っただけだよ」

「たっ――、ち、違うよ！　これはただ、そう、これから体力を使うかもしれないから、そのときのために備えようと思っただけ。別にお腹なかが空すいたから食べてるわけじゃない」

「……ふうん」

　全然信じていない声で青磁はそう言って、その視線を横にスライドさせた。そこにはすでに食べ終えた大量の皿がまだ下げられずに残っている。心の底でウェイトレスの怠たい慢まんを叱しつ責せきしながら、レレナは慌あわてて弁明する。

「こ、これはサラダのお皿さらだよ。お肉ばっかり食べてるわけじゃなくて――」

「いや、まあ、そんなことはどうでもいいんだけど。――ああ、別に急がなくていい。ゆっくり食べてていいから。ほんとに」

　ウェイトレスが注文を取りに来た。こんな深夜にこんな子供たちが、という目で一いつ瞬しゆん二人を見てから、青磁のホットコーヒーという注文を承しよう知ちして、そのまま奥へ戻っていく。そのあいだにもレレナは、せっせとステーキを消費していた。

　仕方がないのである。レレナは半はん吸きゆう血けつ鬼きなのだから、本来なら普通の食べ物と人間の血液をバランスよく摂せつ取しゆしたほうがいいに決まっている。しかし、レレナは半吸血鬼になって以来、人じん血けつをほとんど口にしていなかった。二年前からはただの一いつ滴てきすらも飲んではいない。吸血鬼であれば飢うえて死んでしまっていただろうが、不幸中の幸いと言っていいのかどうか、レレナの半分は人間でできていた。よって、人間の食物を常じよう人じんの倍食べれば、血を吸わなくてもたいていの活動は問題なくこなせる――ということに、レレナはしている。

　ただし、これから自分たちが向かおうとしている先にあるのは、恐らく「たいていの活動」では追っつかない事態だ。もちろんそうならない可能性もあるのだが、最悪の事態は常に想定しておく必要がある。そう思ったからこそ、レレナは無む理りに胃袋に食物を詰め込んでいるのだが――

　ウェイトレスがやってきた。お盆ぼんの上にはホットコーヒーと、エビピラフ。ホットコーヒーのお客様、という呼びかけには青せい磁じが手を上げ、エビピラフのお客様、という呼びかけに、レレナは胸の前で、ちょこんと手を立てていた。

「…………」

　無言のまま、食べ終えたステーキ皿ざらをウェイトレスのほうに差し出す。ウェイトレスは空からの食器をあらかたお盆の上に載のせて、ちらりとレレナに一いち瞥べつをくれてから、再びキッチンへと戻っていった。

　気まずい沈ちん黙もくを破ったのは、青磁のほうだった。コーヒーを啜すすりながら、ぽつりと、

「……よく、入るな」

　確かに。血を飲まない代だい償しようとして大量の栄養分を必要としているのか、この身体からだになってからお腹なかいっぱいでもう入らない、という状態になったことはあまりない。しかしレレナは、半吸血鬼であると同時に年頃の女の子でもある。「よく食べるなあ」と感心されて、無む邪じや気きに喜ぶほど素直でなかった。

　口の中のエビピラフを飲み込んで、レレナは不ふ機き嫌げんに話題を変える。

「そんなことよりも。これからのこと、話し合いましょう」

　青磁は頷うなずいた。それこそが本題だ、と言わんばかりに。

「流れを整理しよう。これから俺おれたちは資材置き場に行って、そこで『アガナイさま』の遣つかいとやらを呼び出すわけだな。願い事を叫んで」

　レレナの表情が曇るのを見て、青磁は付け加えるように、

「まあ、それは俺がやるよ。ツォルドルフには無理そうだし」

「……ありがと」

「どういたしまして。で、問題はそのあとのことだ。実際に『アガナイさま』の遣いが現れたなら、どうすればいい？」

　ことり、とスプーンを置いて、レレナはあらぬ方向に視線を遣やった。頭の中でシミュレートした結果を、そのまま口にする。

「私たちの目的は、『貪とん』の居場所を把は握あくすること。当然、遣つかいという人たちが現れたなら、その人についていかなくちゃだめでしょうね。できれば――実際に、その『貪』に会ったほうがいいと思う。そっちのほうが確実だから」

「でも、『貪』に会ったら願い事を言わなくちゃいけないんだろ？　資材置き場の前で叫ぶのはいいとして、さすがにそいつの目の前で噓うその願い事を言うのはまずいんじゃないか。その、俺おれはそういうのに疎うといんだが、そいつはわかるんだろう？　本当か噓うそかくらいは」

　むう、とレレナは黙り込んだ。噂うわさの内容を思い出す。

『アガナイさま』に会ったものが、本当に自分の願いを叶かなえたいのだという必死な思いを持っていたとしたら、それは叶えられる。しかし、面白半分やからかい目的で行ったのならば、『アガナイさま』はそのものをたちどころに喰ってしまうのだという。

　慎しん重ちように言葉を選びながら、レレナはつぶやく。

「……『貪』にしてみれば、面白半分の人を除外して、本当に強い願いを持った人だけを選び抜くためにそういう噂を流したんだと思う。それはあくまでも脅おどしなの。仮に面白半分の人が来たとしても、命に関わるような危害を加えたりはしないんじゃない、かな。痛めつけられたりはするかもしれないけど」

「……つまり、俺たちは痛めつけられるの前提で行くってわけか」

　さすがに青せい磁じは顔をしかめた。こういうことに慣れていないのだから仕方がない。レレナとて慣れてはいないし慣れたくもなかったが――自分には、経験がある。青磁のような普通の人間が、恐らくは七なな生しよう通じても味わうことのないような経験が。

　スプーンでピラフをかき混ぜながら、レレナはぽそりと、

「時とき田たくん、本当に一緒に来る気なの？」

　なにを今さら、という顔を青磁はする。ちらりと上目にそれを見てから、再びピラフへと視線を落とし、続ける。

「相手は……怪物なんだよ。朧おぼろと同じ吸きゆう血けつ鬼きもいるというし、『貪』の正体もよくわかっていない。今私は痛めつけられるかもしれないと言ったけど、それだって楽観的な考えなんだから。腕うでとか足とか折られるかもしれないし、ひどければ、――殺されちゃうかもしれない。それくらい、危ないところなの」

　顔を上げ、青磁をまっすぐに見つめて、レレナは言う。

「時田くんは、今から私たちが行くところがそういうとこだって、ちゃんとわかっているの？　もしかしたら、死んじゃうかもしれないのよ？　そんな日常からかけ離れた場所に、どうしてあなたは自分から行こうとするの？」

　物ぶつ騒そうなことを口走ってしまったが、撤てつ回かいしようとは思わない。なぜなら、それは紛まぎれもない事実なのだ。命まで取られることはない、と言ったのはあくまでも予想に過ぎず、自分たちが向かおうとしている場所が化け物の住処すみかである以上、そこでなにが起きても不思議ではない。

　自分はいい。自分は、純粋な人間ではないし、そういったものと戦う覚かく悟ごも能力も持ち合わせているのだから。そして、そこにどうしても行かなくてはならない理由も――今日、できた。

　しかし、青せい磁じは――

「それで」

　ぽつり、と置くようにして、不意に青磁がつぶやいた。ぴんと背せ筋すじを伸ばして、理知的な光を湛たたえた瞳ひとみでレレナのことを見み据すえて、しかしその整った顔立ちには、かすかな怒りが上っているように見受けられた。

「今から行くところが危険なところだからと言って、はいそうですかと逃げ出して。それで次の日お前が学校に包ほう帯たい巻いてやってきたり、あるいは二度と学校に来なくなったりしたら、俺おれは自分のことが一生嫌きらいになるよ」

「…………」

「それに、前にも言っただろ。ツォルドルフは俺の命の恩人なんだって。君は俺の命を救ってくれたんだから、次は俺が君を助ける番だ。――まあ、俺なんかになにができるとも思えないけど、できるだけのことはするよ」

「……そんなこと、気にしないでいいのに」

　青磁はカップを唇くちびるにつけて、傾けた。諧かい謔ぎやくを含んだ声、

「難なん儀ぎなことに、俺はそういうのを気にしてしまうタチなんだよ。俺を育てたのはずいぶんと義理人情にうるさい人でね。文句ならその人に言ってくれ」

　冗じよう談だんめいた青磁の口くち振ぶりに、レレナも少しだけ微笑ほほえんだ。止めていた手を動かして、再びピラフを口に運びはじめる。あっという間にそれを食べ終えて、それからレレナは、補足するように言った。

「私たちは、別に誰かをやっつけに行くんじゃない。居場所を知ることができればそれで構わないの。だから、『貪とん』の姿を確認するか、あるいは危険を少しでも感じたのなら、その場で逃げてもいいと思う。途と中ちゆうで怖おじ気づいた振りをして、『やっぱりいいです』って言って一いち目もく散さんに逃げちゃえば、向こうも無理に追ってきたりはしない――と、思う。手荒なことをしたら、それこそ誰も『アガナイ様』のところに来なくなっちゃうだろうし」

　ふむ、と青磁は軽く息をつき、

「ま、どっちにしろ向こうに着いてみないとなんとも言えないな」

　レレナは気まずそうな顔をして、こくりと頷うなずいた。楽観的な観測をすればいくらでもできるが、それは悲観的な観測にしても同様。いざとなったら逃げ出そうとあらかじめ決めておくことくらいしか、今のレレナたちにできることはなかった。

　青せい磁じが右手首に視線を走らせた。鞄かばんに手を廷ばしながら、彼は言う。

「さて。それじゃ、そろそろ行こうか？」

「……うん。行こう」

　小さく頷うなずいて、レレナは伝票に手を延ばす。そこに書いてある数字を眺ながめて、眺めて、眺めて、それから青くなった顔で慌あわてて自分の財さい布ふを取り出した。中身を確かめる。

　沈ちん黙もく。

　すでに立ち上がっている青磁が、怪訝けげんそうな目でレレナのことを見ていた。レレナはゆっくりと、死人のような速度で顔を上げて、彼のことを見み据すえる。その表情を見るうちに、青磁の顔に一定の理解の色が広まっていった。

　青磁は口元を、笑いを我が慢まんするかのように引きつらせた。ジーンズのポケットから財布を取り出して、優しい声でこう尋たずねる。

「……いくら、足りないんだ？」




「ごめんね。本当に、ごめんなさい。あとで必ず返すから。きっとだから――」

「いや、別にいいって。５００円くらいでそんな謝らなくても」

　点々と続く街がい灯とうの下を、レレナは青磁とそんな会話を繰り広げながら歩いていた。その肩かたはしょんぼりと落ちて、ただでさえ小さな身体からだがさらにひと回り縮こまっている。顔をうつむかせているのは、赤くなった頰ほおを見られたくないためだ。あれだけぱくぱく食べて、それでお金がなくてクラスメイトに借りるなんて――情なさけないにも、程ほどがある。

　そんなレレナを慮おもんばかったのか、青磁は努めて明るい声で話題を変えた。

「ところでさ。ツォルドルフは、どうして朧おぼろに協力しようと思ったんだ？」

「え？」

「いや、俺おれがツォルドルフに協力するのは命を助けられたからなんだけどさ。君が朧に手を貸す理由は一体なんなのかなって。だってあいつは――その、吸きゆう血けつ鬼き、なんだろ？　なんだってそんな奴やつの手助けをする気になったんだ？　――やっぱり、バチカンの退たい魔ま師しだから？」

　最後の一言はふざけるように、レレナはそれを聞いて憮ぶ然ぜんと答える。

「違うよ。そんなの朧のデタラメ。信じちゃだめなんだから」

「それじゃ、どうしてだ？」

　青磁の視線から逃れるように、レレナは前を向いた。

　なんでだろう、と思う。

　朧があのままだったら死ぬとわかっていて、見殺しにはできなかったから？　人食いの化け物である『貪とん』を放っておくことはできないと思ったから？　それとも半はん吸血鬼である自分の力が、誰かの助けになるのが嬉うれしかったからだろうか。

　それらは確かに、レレナを動かす理由のひとつひとつなのだろう。しかし、主しゆ目的がどれにあるかと言われれば、どうも首を傾かしげてしまう。いずれもがそうであり、しかしそのどれでもないような気がする。

　ふと、ある考えが頭に浮かんで、レレナの表情に影が差した。

　あるいは、自分はただ単に――吸きゆう血けつ鬼きの『主人』と、再び日常を送りたいと願っただけなのかも知れない。

　馬鹿な考えだ。朧おぼろはあの人ではないというのに。影ですらなく、ただ単に同類だというに等しい。

　それでも――ならば自分が、朧にあの人を重ね合わせていないかと尋たずねられれば、レレナは自信を持って否定することができないだろう。朧に血を与えるときに、彼と同じ吸血鬼の『主人』を、見捨てておくことができないという意識が働いたのは、紛まぎれもない事実だったから。

　どれが本当の理由なのかなんて、今のレレナにはわからなかった。だから彼女は、少し迷ってから、当たり障さわりのない答えを口にした。

「……だって、『貪とん』を放っておくわけにはいかないでしょう。人の願いを利用して、人を喰うなんて。そんなの――だめじゃない」

　そう口にしてから、そうだ、と頭の中でつぶやく。『貪』は人を喰う。それを放っておくわけにはいかない。それは確かに、真理ではある。

　しかし、今のレレナの頭に浮かんでいたのは、誰か知らない人を助けようという殊しゆ勝しような答えではなかった。誰か知らない、ではない。自分がもっともよく知っている友人が――それに関わっていると知ったから。だからこそ、自分が行かなくてはならないと、強く感じたのだった。

「……ふうん、そうか。ツォルドルフは、いい奴やつなんだな」

　なんとはなしに青せい磁じはそう答え、レレナは再び顔を赤らめる。朧といい青磁といい、気軽に人にそんなことを言わないでほしい。恥ずかしいではないか。

　ファミリーレストランから四車線の大通りを通る。守かみ代しろ駅の高架線路をくぐり抜けて、さらにしばらく歩いたところに、守代商店街はある。

　レレナは普段、あまりここには立ち寄らない。家の買い物をするにしても、駅を挟はさんだ反対側にあるためにこの場所を利用することはほとんどなかった。近所のスーパーマーケットで済ませてしまうのが常なのだが――そのためか、無人の見慣れない商店街の光景は、これから自分たちが行おうとしていることともあいまって、やけに不ぶ気き味みにレレナの目に映った。

　こつこつと、大きく響ひびく自分たちの足音に耳をそばだてながら、レレナは青磁に尋たずねる。

「……ここって、あんまり繁はん盛じようしてない、のかな」

　レレナの隣となりを歩く青磁は、少し考えてから頷うなずいた。

「まあ、そうだな。今どきは商店街でいちいち買いそろえるよりも、大型のスーパーマーケットでまとめて買い込むほうが簡単で経済的だから。この商店街は俺おれの通学路なんだけど、帰りに寄ってみても三分の一くらいはシャッターが閉まってるな」

　そう言われて、レレナは左右に連なるシャッターの群れにそれとなく目を向ける。青せい磁じの言う通り、いくつかのシャッターは完全に錆さびついてしまっていて、中から人の気け配はいを感じることもできなかった。

　確かに、とレレナは思う。人食いの化け物が根ね城じろにするなら、ちょうどこんなところを選ぶだろう。

　やがて、二人は資材置き場に辿たどり着いた。

　噂うわさに違たがわず、人ひと気けはまったくといっていいほど存在しなかった。錆びた鉄の臭においに顔をしかめながら、二人は鉄てつ屑くずの山のあいだを縫ぬうようにして歩いていく。闇やみ夜よの中に見る鉄屑は不ぶ気き味みなほどに輪りん郭かくが曖あい昧まいで、元がなんだったのかさえも判然としなかった。

　しばらく進んだところで、青磁は足を止めた。鞄かばんに手を突っ込み、そこから懐かい中ちゆう電灯を取り出して、点てん灯とうさせる。

「念のため、持ってきてよかったな。街がい灯とうもここまではほとんど入ってこない」

「……まあ、あれは道を照らすものだからね。こんな場所に入り込む人の役に立つようには、できてないんじゃないかな」

　そんな会話を交わしたのは、この場所が持つ不気味さに押し潰つぶされないようにするためだろうか。少なくとも懐中電灯の光の筋は、レレナの心を勇気づけてはくれなかった。寄り添うようにして、二人は進んでいき――やがて、噂うわさにある『祭さい壇だん』と思おぼしき場所を発見した。

『祭壇』とはよく言ったものだ。元はなにかの手術台か診察台か、人が横たわることができるほどの大きさの台には、深しん紅くのベルベットがかけられていて、その上に二つのランタンが載のせられている。だれが火を灯ともしたものか、そのランタンは煌こう々こうとした光を放っていて、あいだにある時計を照らし出していた。

　まるで怪談の光景だ、とレレナは背せ筋すじが冷たくなるのを感じた。

　それとなく近づいて、詳くわしく観察する。アンティークな置き時計は、骨こつ董とう屋やに持っていけばそれなりの値段がつくのではないかと思えるほどしっかりとしたものだった。虫の音さえ響ひびかない、静まり返った資材置き場で、ただその秒針だけが、こち、こち、と時を刻む音を響かせている。――はっきり言って、こんな状況でなければ、即そく座ざに回れ右をして逃げ去っているところだ。

　ごほん、と青磁が咳せき払ばらいをした。レレナと同様に、背筋に這はい寄った恐怖を追い出したのだろうか。彼は懐中電灯の光を『祭壇』に向けながら、確認するように言った。

「『アガナイさま』の名前を三回叫さけんで、それから願い事を同じように三回、だっけ？」

「うん。――ところで、時とき田たくん。お願い事はなににするの？」

「え？」

　青磁とレレナは顔を見合わせた。

　え？

　二人は同時に瞬まばたきをして、同時に口を開き、

「考えてないのか？」「考えてないの？」

　……。

「え。ちょ、ちょっと待ってよ。だって、時とき田たくんが言うんでしょ？　お願い事」

「それはそうだけど、願い事自体はツォルドルフが考えるんじゃないのか？　――俺おれ、なにも考えてないぞそんなの」

　それからまた、数秒間二人は見つめ合った。同時に置き時計を見る。午前二時五十七分。やばい。時間がない。

「なんでもいいからさ、考えなよ！　適当に！」

「て、適当って言われても――そんなの別にないな。欲しいものも特にないし――ああ、あれだ、お金が欲しいとかでいいのかな？」

「どうだろう。そういう俗っぽいのはダメな気がする……」

「じゃあどういうのならいいんだよ!?」

「わ、私に聞かれても困るよそんなこと！」

　そうこうしているうちにも時間は無情にも過ぎていき、長針は今にも12の文字に重なろうとしていた。レレナは口を噤つぐみ、固唾かたずを吞のんで青磁の顔を見た。自分が言うべきだと感じているからだろうか、彼の表情は緊きん張ちように強こわ張ばっているようだった。

　やがて、永遠とも思える一分間が過ぎていき――

　そして、置き時計の長針と短針が、直角を描いた。

「あ、アガナイさま！　アガナイさま！　アガナイさま！」

　人がいれば振り返ったであろうほどの大声で、青せい磁じはそう呼ばわる。そこまではいい。問題は次、願い事を三回言う段だ。レレナは一歩退しりぞいて、叫ぶ青磁を見守っている。時田くんはなにをお願いするんだろう、という半なかば傍ぼう観かん者しやめいた興味が湧わいてきた。

　青磁はかなり長い時間、凍りついたかのようにその場で停止していた。ぎゅるぎゅると思し考こうを回転させる音が聞こえてきそうだった。やがて青磁はおもむろに口を開き、半ばヤケクソ気味の口く調ちようで、

「――喧けん嘩かが強くなりたい！　喧嘩が強くなりたい！　喧嘩が強くなりたい!!」

　そう叫んだ。

　静せい寂じやく。

　どこか遠くで、車が通りすぎていく音が聞こえた。聞くとはなしにそれを聞きながら、レレナは青磁の背中にぽそりと呼びかけた。

「…………そうなの？」

　青磁の肩かたがびくっと震える。振り返った彼の顔は、懐かい中ちゆう電灯の弱々しい光の中でもそれとわかるほどに赤くなっていた。

「……昔から、喧けん嘩かが弱いんだ、俺おれ。今までの人生で勝てた例ためしがない」

「ちょっと意外かも。時とき田たくん、喧嘩なんてするように見えないから」

「…………自分から吹っかけたりはしないけど。町まち中なかで絡からまれてる人とか見ると、その、見過ごすことができなくて、それで」

「そ、そうなんだ」

「ああ」

「…………」

「…………」

　なにも、起きない。

　時計は三時を過ぎても相変わらず時間を刻んでいる。夜風が青せい磁じが必死になって考え出した願い事を無情にも吹き散らしていった。二人のあいだに降りた沈ちん黙もくがどんどん濃こいものになっていき、それと同時に息苦しくなるほどの気まずさが漂ただよいはじめる。なんでもいいからそれを払ふつ拭しよくしようと、レレナは口を開きかけて――

「おい」

　不意に、後ろから響ひびいた声に、二人は揃そろって身体からだを震わせた。

　振り返ると、そこにはひとりの男性が立っていた。

　二十代半なかばほどの、背の高い青年だ。こんな深夜だというのにサングラスをしていて、そのおかげで表情は見えない。ただ、むっつりと結ばれた唇くちびると――なによりも、雪のように真白く、氷のように尖とがったその髪かみが、彼がまともな社会に生きる人間ではないことを示していた。

　身に纏まとうスーツは夜に溶とけるように黒く、両手をポケットに差し込みながら、サングラスの向こうからでもよくわかるほどの不ふ機き嫌げんな視線をこちらに向けている。その姿を見て、レレナは無意識のうちに身体を硬くしていた。朧おぼろの声が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

　――背の高い男だ。黒い服装を好んで、髪の色は白。変な色だろ？　最初に会ったときからそうだったんだ。

　間違いない。間違えるはずがない。外見もそうだが、なによりも彼が纏う雰ふん囲い気きが、レレナにそのことを教えていた。呼吸をするのと同じ感覚で戦いを行う者に特有の雰囲気。――吸きゆう血けつ鬼きに、特有の雰囲気。

　この人が。

「『アガナイ』に、用があるのか、お前ら？」

　吸血鬼の『主人』、朧を追いつめた吸血鬼。

　クロサキだ。




　　　　◆




『手動操そう縦じゆう』を朧おぼろの捜そう索さくにあてがった以上、『アガナイ』の網あみを見張るのは君の役目だろう、と『貪とん』に言われた。最初は部下に任せようと思ったのだが、『貪』はそれすらも読んでいたようで、その不ふ愉ゆ快かいな顔を歪ゆがませながら、「ちゃんと自分でやらなくてはだめだよ」と釘くぎを刺されてしまったのだ。

　だから、クロサキが『アガナイ』のエサが来るかどうかを見張るハメになった。正直言ってどうでもいい。クロサキにとって『アガナイ』の網が有用になるのは、朧の情報を集めるときだけなだ。『貪』の食しよく餌じの面めん倒どうまで、なんだって自分が見なくてはならないのだ――というのが、クロサキの本ほん音ねだった。

　そしてクロサキは今、『アガナイ』の網に引っかかったエサと相あい対たいしている。

　少年と、少女の組み合わせだ。どちらも高校生と言った年頃だろう。網に引っかかる――すなわち、噂うわさを信じてこんな深夜にこんな場所までやってくるのは、ほとんどが高校生や中学生だった。『貪』の食欲に見み境さかいはない。子供でも大人おとなでも、欲望の量は変わらないのだそうだ。

　自分を見つめたまま、少年も少女も沈ちん黙もくしたままなにも言わない。かすかに苛いらついて、クロサキはもう一度確認した。

「『アガナイ』に会いたいんじゃないのか？」

　少年と少女は、ちらりと目を見交わした。戸と惑まどうような間のあとに、少女が一歩前に出て、胸に手を当てて言う。

「あなたが――『アガナイさま』の、遣つかいなのですか？」

　クロサキはぞんざいに頷うなずいた。エサと必要以上の会話を交わそうとは思わない。

　再びの沈黙が三人を支配する。少年と少女は、まだ迷っているようだった。段々面倒くさくなってくる。彼女たちに背を向けて、歩き出しながらクロサキは言う。

「『アガナイ』に会いたいならついてこい。そうでないならさっさと帰れ」

　数メートルも行かないうちに、少女のほうがクロサキの隣となりに並んだ。クロサキは、彼女のことを見る。自分の隣に進んでやってくる人間など、クロサキの周りでは皆かい無むだったからだ。

　栗くり色いろの髪かみがまず目についた。その面おも立だちは日本人にしては彫りが深く、どこか異国の血が混じっているようだ。エサに対してそれほどの興味も持たないクロサキが、思わずまじまじと少女の顔を観察してしまったのはなぜだろう。自分に対して、物もの怖おじせずに振る舞う女など、滅めつ多たに見かけたことがなかったからだろうか。

　クロサキの隣を歩きながら、少女は意を決したように口を開いた。

「あの。――お尋たずねしたいことが、あるんですけど」

　クロサキは視線を外す。短く、

「『アガナイ』のところについたら答えてやる。それまで黙っていろ」

　エサと世間話をするつもりはない。少女は口を噤つぐんで黙り込み、今度はその隣となりに少年が、小走りに駆かけ寄ってきた。肩かたを並べ、小さな声で呼びかける。

「――ツォルドルフ？　どうしたんだ、いきなり」

「あ――ご、ごめんなさい。その――ちょっと、確認したいことがあって」

　それから二人は、小声で何事かを密談しはじめた。吸きゆう血けつ鬼きであるクロサキならば、意識を凝こらせばその会話を拾うことも可能だったが――はっきり言って、興味がない。ただ、今どきの娘むすめにしてはかなり肝きもが据すわっているらしい、という印いん象しようを抱いだいただけだ。

　クロサキたちがねぐらとしている廃はいビルは、資材置き場と隣りん接せつした場所に建てられている。資材置き場がそうであるように、周囲に人ひと気けはほとんどない――というよりも、誰も進んで近寄ろうとしない、と表現したほうが的確だろう。もちろん、そういうロケーションを選んでねぐらとしたのだから、その意味では絶好の場所かもしれなかった。

　廃ビルの裏口には、見張りの部下が二人立っていた。彼らはクロサキを見て、慌あわてて姿勢を正して軽く頭を下げた。クロサキはそれに答えもせず、少年と少女を顎あごで示し、

「『アガナイ』のところに連れて行け」

「あ、は、はい。わかりました」

　ニット帽ぼうを被かぶったほうの部下が、怯おびえたようにこくこくと頷うなずいた。彼らはクロサキのような、『貪とん』から能力を授さずかったものたちではない。その辺りにたむろしていたチンピラを、金と暴力で部下に仕立て上げたのだ。主に『暴力』の面を担当したクロサキに対しては、部下の多くが恐怖を抱いて接してくる。そちらのほうがクロサキとしても心地よかった。

　エサをここまで連れてくれば、自分の役割は終わりだろう。『貪』の近くにいる気にもなれず、クロサキはあらぬ方向へと歩き出した。と、そのとき――後ろから、予期せぬ呼びかけが発せられた。

「ま、待ってください！」

　ぴたり、とクロサキの足が止まった。

　振り返る。そこには少女――ツォルドルフ、とか言ったか――がいた。思い詰めたような視線で、自分のことをじっと見つめている。

　クロサキは目を細めて、ツォルドルフの表情を観察した。そこにあるのは、紛まぎれもない怯おびえと――そして、ともすればそれに押し隠かくされてしまいそうな、覚かく悟ごの色だ。

「……なんだ？」

「あ、『アガナイさま』のところまで来たら、質問に答えてくれると――さっき、言いましたよね？　答えてください。私の質問に」

「他の奴やつに聞け。たいていのことは答えてくれる」

「でも、あなたがここで一番偉えらい人なのでしょう？　他の人よりも、多くのことを知っているはずです」

　クロサキは、ゆっくりと身体からだを動かして、ツォルドルフに向き直った。サングラスを外し、胸元のポケットへと差し込む。そうしてから、彼は自分の顔をぐいとツォルドルフに近づけた。

「なぜ、そう思った？」

　ツォルドルフの唇くちびるが震えているのが、至し近きん距離にいるクロサキにはよくわかった。それでも彼女は気き丈じようにクロサキの目を見返して、口を開く。

「あの人たちがあなたに対して敬意を払っていたからです。お願いです。どうしても、知りたいことがあるんです」

『アガナイ』に聞け、と返して歩き去るのは容易だった。だが、クロサキは自分の中に、目の前の小こ娘むすめに対する興味が湧わいてくるのを感じていた。エサとなった者たちには何人も会ったことがあるが、その中にある種の覚かく悟ごを浮かべていたものなど、ほとんどいなかったからだ。

　少しの沈ちん黙もくのあとに、クロサキはこう答えた。

「言ってみろ」

　ツォルドルフは、クロサキにだけ聞こえるほどの小さな声で、こう言った。

「絵え里り香か――池いけ之の端はた絵里香という女の子のことを、知りませんか？」

「…………」

　クロサキは、黙ってツォルドルフの瞳ひとみを覗のぞき込む。構わずに、彼女は先を続ける。

「私の、友達なんです。でも――その、その子が『アガナイさま』に関わっているらしくて、それで――ちょっと、知りたいと思ったんですけど」

　言葉を選ぶような口くち振ぶりだ。クロサキはツォルドルフから顔を離し、ふと廃はいビルのほうに目を向けた。少年と部下が、怪け訝げんそうにこちらを眺ながめているのが見える。

　そちらのほうに視線を留めたままで、クロサキは素そっ気けなく答える。

「知らんな」

「……そう、ですか……」

　沈んだ声で、ツォルドルフはそう言った。クロサキがちらりと彼女の顔を観察すると――そこにあったのは、落らく胆たんではなく疑ぎ念ねんだった。彼の言葉を頭から信じていない、という表情だ。

　ふと、クロサキの口元に薄うすい笑えみが浮かんだ。それを見て、ツォルドルフは気き味み悪そうに眉まゆをひそめる。構わずに、クロサキは歩き出した。――廃ビルの方向に。

「……え？」

「あ、あの、クロサキさん？」

　不安そうにそんな声をかけてくる部下を一いち瞥べつし、クロサキは短く、

「気が変わった。こいつらは俺おれが案内してやる。お前らは、そこで門番をしてろ」

「は、はあ……」

　部下たちは顔を見合わせたが、無む論ろんクロサキの決定に異を唱えようとはしなかった。道を譲ゆずるように左右に退どいた部下たちを尻しり目めに、クロサキは少年と――そして、ツォルドルフを振り返った。

「どうした？　ついてこい。『アガナイ』に会いに来たのだろう？」

　少年とツォルドルフは、再び視線を見交わせた。それから、またクロサキの後を追って歩きはじめる。滲にじんだ電でん灯とうの光が支配するビルの中へと足を踏み入れながら、クロサキの口元に、酷こく薄はくな笑えみが浮かんでいた。

　こいつらはエサではないのかもしれない、と思う。新たな牙きばになるのかもしれないし――あるいは、こそこそと這はい回る鼠ねずみなのかもしれない。いずれにしろ、変化のないここ最近の日常を、打ち破るくらいの情報は持っているだろう。思わぬ収しゆう穫かくが向こうから飛び込んできたものだ、と静かに笑いながら、クロサキはビルの階段を、一段一段踏みしめながら上がっていった。
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　殺さつ伐ばつとしたところだな、というのが、青せい磁じが抱いだいた印いん象しようだった。

　廃はいビルの内部は意外にもきちんと区画分けされていた。かつては数多くのテナントを収用していたであろうそれらの部屋は、しかし今はもぬけの空からのがらんどうとなって、脇わきを通る青磁たちを恨うらめしげに眺ながめている。あちこちに瓦が礫れきともガラクタともつかないような資材が散さん乱らんして、場所によっては通路を丸々塞ふさいでいるところすらあった。

　しかし、なによりも薄うす気き味み悪いのは、ここには人が生活している痕こん跡せきがある、ということだった。電気がついているのもそうだし、時とき折おりどこからか話し声すら聞こえてくる。あれはなんなのか、と目の前を行く白はく髪はつ黒服の男に尋たずねてみようとしたが、やっぱりやめた。答えが返ってくるとは思えないし――それに、朧おぼろの話によればこいつは吸きゆう血けつ鬼きなのだ。進んで会話を交わしたい相手ではない。

　階段を二回ほど昇り、迷めい路ろのようなビルの内部を数分歩きつづけてから、ようやくクロサキはその足を止めた。

　目の前には両開きの扉とびらがある。他の区画と同じように壁で区切られていたが、分厚く重々しい扉は打ち捨てられた資材の一部には見えなかった。どこかのお屋や敷しきから盗ぬすんできた玄げん関かん扉のような威い圧あつ感かんを有している。

　そのすぐ脇の壁に、クロサキは自らの背中を預けた。とん、と軽く手の甲こうで扉の表面を叩たたき、レレナと青磁のことを決して好意的ではない笑みを含んだ目で見み遣やる。

「ここだ。入れ」

　少しの間のあとに、レレナは小さく頷うなずいた。青磁の袖そでを軽く引く。驚いて彼女の顔を見ると――そこには、不安の色がありありと浮かんでいた。

　ツォルドルフも怖いのか、とやや意外に思う。これまで自分を先導してきたこの少女には、いつの間にか怖いものなどなにもないのだと無意識のうちに思い込んでいたのかもしれない。

　しかし、もちろんそんなことはないのだ。レレナには自分の知らないなにかがあるのかもしれないが、それは彼女が恐怖を感じない理由にはならない。こんな場所に、こんな女の子がいて――不安に感じないはずがないのだ。

　レレナを先導するようにして、青せい磁じは扉とびらを押した。扉のすぐ脇わきに立ち尽くしているクロサキは、ついてくる気はないようだった。そのことに一いち抹まつの安あん堵どを覚えながら、二人は足を揃そろえて部屋の中へと入っていった。

　室内は、これまでの廃はいビル内の景色とは一変していた。どこかの社長室のような趣おもむきだ。床ゆかには薄うす灰はい色いろの絨じゆう毯たんが敷しき詰められ、一いつ対ついの革かわ張ばりのソファとガラステーブルの向こうに、黒こく壇たんの重々しい机が置かれている。そして、その向こうに――

　そいつが座っていた。

　そいつは、老人の姿をしていた。髑髏どくろを思わせる骨張った顔が、虚うつろな表情を映してこちらに向けられている。目は眠ねむっているかのような半開きで、青磁たちを人間として認識しているのかどうかも怪しいくらい、生せい気きというものが感じられなかった。

　その中でなによりも青磁が異様に感じたのは、どす黒く染まった唇くちびるだ。普通の人間のものではありえない、嫌けん悪お感かんを催もよおす色。その唇が呼吸を求めるようにゆったりと開閉していなければ、青磁はそいつのことを死体だと思ったかもしれない。

　間違いない、と思考ではなく直感で思う。こいつが――『貪とん』だ。

　ばたん、と後ろから音が聞こえた。振り向けばそれは扉の閉じた音で、青磁は不安を表情に出さないように注意しながら、さらに部屋の中へと足を進めていった。

　と、そこで青磁は、老人の隣となりに女性が佇たたずんでいることに気づいた。中年と言っていい年ねん齢れいの、地じ味みな色のスーツに身を包んだ、どこにでもいるような平へい凡ぼんな女性だ。その人は緊きん張ちようしている二人を安心させるように、にこりと微笑ほほえんだ。

「どうぞ。お座りになってください」

　そう言われても、すぐに動けるものではない。固まっている二人を見て、女性はその微笑を深くした。そんな反応には慣れているとでも言わんばかりに。ゆっくりと足を動かして、部屋の隅すみにあるキャビネットへと向かう。

「なにかお飲みになりますか？　と言ってもここにはお茶しかありませんけど」

　乾いた舌したを動かして、青磁はようやく声を出す。

「……あの、あなたは？」

　キャビネットから急きゆう須すを取り出して、備え付けのポットからお湯を注そそぎながら、女性はなんでもないことのように、

「『アガナイ』の、秘ひ書しよのようなことをしております」

「……ひ、秘書、ですか？」

『アガナイさま』――『貪とん』の正体が人喰いの化け物だと知っているだけに、その言葉はなおさら奇き異いに青せい磁じの耳に響ひびいた。化け物に人間の秘ひ書しよがついている、という事実を容易に理解することができず、青磁はしばし立ち尽くす。そうしているうちに、女性は二つの湯飲みにお茶を注そそぎ終え、それをお盆ぼんに載のせてガラステーブルの上まで持ってきた。

「意い外がいですか？　そうですね、秘書という言い方が悪ければ、取り次ぎと言っても構わないかもしれません。『アガナイ』は、あの通り――」ちらりと老人に視線を向け、「人との会話に不自由がありますからね。どうしても、あいだに立って取り次ぐ人間が必要なのです」

　どうぞ、と重ねて促うながされて、青磁は渋しぶ々しぶソファに腰こしを下ろした。レレナも同様に、青磁の隣となりに座りながら、探るようにして女性の顔を見つめている。

　と、女性の瞳ひとみが動き、レレナの姿を捉とらえた。そのままなにも言わずに二人は見つめ合い、先に根こん負まけしたのは当然の如ごとくレレナのほうだった。恐れるように下を向いたレレナに、それでもその女性はじっとりと見入っていたが、やがてふと思い出したように口を開いた。

「――願いを持っているのは、どちらかお一ひと方かたですか？　それとも、お二人とも？」

　自分に聞かれていると思ったのか、レレナの肩かたがぴくんと跳はね、

「あっ、それは、その――」

「俺おれだけです。この子は、ええと――付き添いみたいなもので」

「付き添い、ですか」

　女性の表情は変わらない。彼女が自分たちをどう思っているのか、そこから窺うかがい知ることはできなかった。こくり、と唾つばを飲み込んでから、青磁は思い切って、

「もしも不ふ都つ合ごうがあるようでしたら、彼女は帰らせてもいいのですが――」

「……時とき田たくん!?」

　レレナが小さく叫んだ。その瞳に非ひ難なんの色が浮かぶ。それを一いつ瞬しゆんだけ見返して、青磁は小さく首を振った。あそこに座る老人が『貪』であると確認できた以上、もう自分たちの役割は終わったのだ。あとはここを無事に退去するだけだ。レレナの安全を先に確保しておいて、悪いということはない。

　と、女性がくすりと笑いを漏もらした。口元に手を当てて、笑いを押し殺した声で、

「構いませんよ。ただし、ここに『アガナイ』がいるということは他た言ごん無む用ように願います。下へ手たに話が広まってしまうと、色々といざこざが舞い込んできますからね」

　青磁は曖あい昧まいに頷うなずいた。失敗か、と胸の中で舌した打うちをする。無理にレレナを帰らせてもよかったが、ここでそんな不自然な挙きよ動どうをすることは躊躇ためらわれた。構造もよくわからない廃はいビルの中から、レレナを連れて強行に逃げおおせる自信はないのだ。ここは慎しん重ちように話を進めたほうがいい。

　青磁はもう一度、机の向こうに座る老人のことを見た。胡乱うろんに開かれたその眼めを見て、不安そうにつぶやく。

「――あの、そこにいる人が、『アガナイさま』、なんですか？」

「ええ、そうですよ」

「本当に、願いを叶かなえるなんていうことができるんでしょうか？」

「不思議なことを言うのですね。それを信じたからこそ、あなたはここにいるんでしょう？」

　女性にそう返されて、青せい磁じは言葉に詰まった。しかし女性はそれを追及することなく、相変わらずの穏おだやかな笑えみを浮かべたまま、ちらりと老人を振り返る。

「まあ、無む理りもないかもしれませんね。そんなことを信じろと言われても。――試してみれば済むことです。あなたの願いが、叶うかどうか」

　女性が立ち上がった。促うながされて、青磁も立ち上がる。じわり、と背中に汗が滲にじむのがわかった。歩き出そうとしたところで、なにかに引っかかるようにして青磁は止まる。――レレナだった。青磁の右袖そでを摘つまんで、不安そうに見上げている。

　青磁は、強いて笑ってみせた。大だい丈じよう夫ぶ、と口の中でつぶやいて、小さく頷うなずく。それからレレナの手を外して、女性について老人の傍そばに近づいていく。

「机の前に立ってください。『アガナイ』が、あなたの願いが叶えるに相応ふさわしいかどうか判断いたします」

　聞いても仕方のないことだとわかっていても、どうしても尋たずねざるを得なかった。

「もしも相応しくなかったら、どうなるんですか？」

　女性は、笑っただけでなにも言わなかった。すぐにわかりますよ、とでも言いたげな笑えみ。青磁は答えを得ることを諦あきらめて、言われた通りに机の前に立ち、老人と相あい対たいする。

　老人の目が、動いた。

　青磁を見る。不ぶ気き味みな目だ。とてもではないが生き物のものとは思えない。監かん視しカメラのように無機的で、ガラス玉のように虚うつろなその視線に、青磁は無意識のうちに後退しようとしていた。しかし、その背中を秘ひ書しよの女性が静かに押さえつけた。

「終わるまで、動かないでください」

　その声が、終わるか終わらないかのうちに――

　息が止まるほどにゆっくりとした動作で、老人が立ち上がった。

　青磁よりもひと回り小さな身体からだをしているのに、死しに神がみのような威い圧あつ感かんがあった。無言のままで、その老人は枯こ死しした色の両腕うでを伸ばし、青磁の顔をがしりと摑つかんだ。

「…………、あの」

　思わず声が出る。が、老人はやはりなにも答えずに、さらに顔を近づけてきた。その手のひらは死体の温度を有していて、青白く荒れた肌はだの質感に、青磁は本能的な嫌けん悪お感かんを覚える。しかし動くなと釘くぎを刺された手前逃れるわけにもいかず、青磁はじっと息を詰めて目の前の老人の顔を観察していた。

　やがて――青磁は、あることに気づいた。

　老人の目が、黒く染まっていることに。

　どろんと濁にごっていた瞳どう孔こうの黒が、次第に大きくなりはじめている。最初は気のせいかと思ったが、やがて紛まぎれもないほどに黒く広がっていき――

　そして、その黒が老人の眼がん球きゆう全体を包み込んだ。

「――――ッ！」

　ぞわり、と寒さむ気けに似た恐怖が背せ筋すじに走る。青せい磁じだけを視し界かいに収めた老人の目め玉だまは、夜を映しているかのように黒く染まりきっていた。すんでのところで悲鳴をあげるのを押さえ、青磁はその影さえ映らない漆しつ黒こくの眼球を覗のぞき込む。不ぶ気き味みなその色から、理り性せいは目を離したいと思っている。

　しかし、なぜかそうすることができない。

　なにか、引っ張られるような感覚がした。自分の目を通じて、老人の目玉に向かって。身体からだの、胸の、心の奥底から、なにかが引きずり出されようとしている。それを確かめようと、青磁は自分から釣つられるようにして老人に顔を近づけ、

　不意に老人の目玉が元に戻った。

　同時に、引かれるような感覚も消失する。老人の手が青磁の顔から離れ、そのちっぽけな身体が倒れ込むように椅い子すの上に崩くずれ落ちた。同様に青磁の身体も、反射的に老人から距離を取っていた。まるで、見てはいけないなにかを見てしまったかのように。

　血の気を失った青磁のことを見て、女性が冷静な声でつぶやく。

「どうやら、あなたは相応ふさわしくないようですね」

　弾はじかれたように振り返る。女性の口くち振ぶりから、自分になんらかの危き害がいが加えられるのかと思ったからだ。

　しかし、女性は穏おだやかな微笑を崩してはいなかった。静かに首を振り、

「お引き取りください。『アガナイ』はあなたの望みを叶かなえてはくれないようです」

　青磁は瞬まばたきをして女性を見つめ、それからちらりとレレナのことを見る。レレナの表情の上にあるのも、自分と同じ戸と惑まどいだった。唾つばを飲み込み、次いで、深呼吸をする。状況を整理しようと頭を働かせる。

　つまり――これで、お役御ご免めんということだろうか。

　お引き取りを、と言われたのだから、もう帰っていいはずだ。自分たちに危害を加える様よう子すもないし、あとは戻って明日あしたにでも朧おぼろに報告すればいいだけ。自分たちの仕事は、これで終わりということになる。

「……そうですか。それは――ええと、残念です」

　言葉が上うわ滑すべりをする。もう少し食い下がったほうがいいだろうか、という思いが生まれるが、青磁はもう一秒でもこの場にいたくなかった。適当に言い繕つくろって早いところここを出よう、そう思ってレレナを振り返る。

　しかし――レレナの意見は、違ったようだった。

「あの」

　いつの間にか、彼女は立ち上がっていた。懸けん命めいな色をその目に映し、じっと女性のことを見つめている。怪け訝げんそうに首を傾かしげる女性に、レレナは静かに口を開く。

「お尋たずねしたいことがあるんです。構わないでしょうか」

　ゆったりとした動作で、女性は青せい磁じを見、それからもう一度レレナを見返した。彼女が頷うなずくのを確認してから、レレナはさらに言葉を紡つむいだ。

「……池いけ之の端はた、絵え里り香か、という名前の女の子のことを、ご存ぞん知じではありませんか？」

　それを聞いて、青磁は息を吞のんだ。

　どういうことだ、という言葉が頭の中に生まれる。なぜ池之端の名前がここで出てくる？

　女性は相変わらず首を傾げている。あらぬ方向へと視線を向けて、数秒間だけなにかを考えてから、ゆっくりと答える。

「なぜ私がそんな質問に答えなくてはいけないのですか？」

　レレナはきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。その顔が、泣きそうに歪ゆがむ。

「そう答えるっていうことは、――知っている、ということですね」

　疑問ではなく確認の声。それを聞いて、女性の口元に、深い笑えみが浮かんだ。とびきり面白いジョークを聞いたときのような、諧かい謔ぎやくを解する笑み。

「あなたはどういう答えを望んでいるの？　その子のことを知っていると答えたほうがいいのかしら？　それとも知らないと答えれば、あなたの心は楽になるの？」

　不意に、女性が別人のような口く調ちようになって喋しやべり出した。今まで話していたものとはまったく違う、情じよう感かんに満ちた喋り方。――そのくせ、彼女の顔からは表情が消えていた。まるで魂たましいそのものをなくしてしまったかのように、虚うつろな色を映したまま、女性は喋りつづける。

「あなたの中ではもう答えは出ているのでしょう？　その子が『アガナイ』に関わっているのかどうか。それなのに、どうしてそんなことを聞くのかしら。確かく証しようがほしいの？」

　レレナは動かない。まるでなにかの呪のろいでもかけられたかのように、じっと女性の顔に見入っていた。

「それとも否定してほしいの？　池之端絵里香さんなんて女の子は知りません、早くお引き取りください、って。どちらにしても、あたしの口からその答えが出ることはないわ。わかっているんでしょう？　だって――」

　表情はまるで人形のよう、それなのにその喋り方を、どこかで聞いたことがあるような気がしてきた。ごく身近に――そう、自分のクラスメイトのひとりが、ちょうどこんな話し方をしていたはずだ。そのクラスメイトの、名前は――

「――だって、あたしはあなたにそう言ったものね、レレナ？　あなたが正直になればあたしも正直になるって。果たしてこれは、正直と言えるのかしら？」
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　揺れる。

　地面が揺れる。倒れそうになる。しかし、そうしてはいけないのだという直感めいたものが、辛かろうじてレレナの足を支えていた。

　女性は腕うでを組んで立っている。こちらを見つめるその顔には、どんな表情さえも浮かんでいない。ただその目だけが、嘲あざけるようにレレナのことを見み据すえていた。

　と、女性が組んでいた腕うでを解き、軽く肩かたをすくめた。それから老人の前にある机に腰こし掛かけて、レレナに向かって話しかける。

「しっかし、あんたって結けつ構こう度ど胸きようがあるのね、レレナ。あれだけ脅おどしたのに、まさかその日のうちに乗り込んでくるなんて思わなかったよ。しかもあたしと『アガナイ』の関わりを聞くためだけに。ま、それだけあたしのことを心配してくれたってことなのかしらね？」

　どうしてそう思ったのかはわからない。ただレレナは、確信していた。その喋しやべり方も、その仕草も、彼女のもの以外ではありえない。高校に入学してから、ずっと一緒にいたのだ、それくらいはレレナにもわかる。

　泣きそうな顔で、凍りついた舌を動かして、レレナは彼女の名前を呼ぼうとした。胸に手を当てて、かすれる声で、その名前を口にしようとしたとき――

　背後の扉とびらが、弾はじけるように開いた。

「!?」

　思わず振り返り、レレナは先ほどとは別の意味で凍りつく。戸と惑まどいや不安でではなく、純粋な恐怖のために。

　突然の闖ちん入にゆう者を見て、女性は不快そうに顔を歪ゆがめた。つかつかと歩み寄り、腰に手を当ててその男を牽けん制せいする。

「クロサキ。なんの用なの？　今大事な話をしているところなの、あとにしてくれない？」

　ごとり、と重々しい音を立てて、クロサキは部屋の中に入ってくる。目の前に立ち塞ふさがる女性のことを、サングラス越しににらみつけて、低い声で言う。

「お前こそなんのつもりだ。『手動操そう縦じゆう』がここにいるということは、お前自身も近くにいるということだろう。お前には、奴やつの捜そう索さくを任せたはずだ」

「……あたしに指さし図ずしないでくれる？　あんたはあたしの同どう僚りようであって、あたしに命令することができるのは『貪とん』だけなんだから。それがない以上、あたしは自分の判断で動く」

　クロサキの口元が裂さけるように開いた。笑ったのかもしれない。鋭角的なサングラスをレレナのほうに向けて、クロサキは喉のどを鳴らすようにして笑った。

「ただの鼠ねずみではないと思っていたが、お前のご友人かね？」

　女性は言葉に迷うような素そ振ぶりを見せた。答えを待たず、クロサキはレレナを見たまま続ける。

「ま、どっちでもいいことか。そいつらは『貪とん』のお眼鏡めがねには適かなわなかった。あとは帰らせるだけだが、その前に少し話を聞きたい」

　いけない、とレレナは直感的に思う。嗅かぎつけられた。こうなる前に逃げ出す予定だったのに――この部屋の唯ゆい一いつの出口である扉とびらは、クロサキと、そしてその背後にいる彼の部下によって固められてしまっていた。あそこを突破することは、不可能ではないだろうが至し難なんだろう。

　レレナは拳こぶしを固め、怯おびえと不安を映した目でクロサキを見返している。頭の中に響ひびくのは、どうする、という言葉。どうやってここから逃げ出せばいいのか、そのことに必死になって考えを巡らせていると――不意に、自分の目の前に女性の背中が現れた。レレナのことを守るようにして立ち尽くしながら、彼女は剣けん吞のんな声を響かせる。

「悪いけど、そんなことを許すわけにはいかないわ。この子たちはもう帰るところなの。邪じや魔ましないでくれる？」

「お前の意見は聞いてない」クロサキはつまらなそうにそう答える。「これは『貪』とは関係のない、俺おれの個人的な理由による行動だ。よって、お前が俺の妨ぼう害がいをすることはできない」

「個人的な理由なら――」女性の目が、なにかを覚かく悟ごするかのように細められる。「こちらにもあるわ。個人的に、あなたの妨害をする理由が」

　クロサキは、ふん、と鼻を鳴らした。数秒のあいだ黙り込み、そして次の瞬しゆん間かん、彼は女性に向かって腕うでを突き出していた。

　ぽす、という、間まの抜けた音が響ひびいた。

　レレナの目の前にいた女性が電気ショックでも受けたかのように痙けい攣れんし、数歩たたらを踏んで後退する。湿しつ気けを伴った呼吸音が彼女の口から漏もれ、ソファにつまずいてその上に倒れ込む。彼女の右手がぬるりと動いて、自らの腹部に当てられた。

　あっという間に、その手が鮮せん血けつに濡ぬれる。

「――――、――かっ、あっ――？」

「これでお前はなにもできない」

　独ひとり言ごとのようにそうつぶやいたクロサキの手には、いつ引き抜いたものか、魔ま法ほうのように拳けん銃じゆうが出現していた。レレナは――いや、その場にいるすべての人間が、なにをしているのかまったく理解できない、という目で、硝しよう煙えんを上げる銃じゆう口こうを見つめていた。

　クロサキはちょっと挨あい拶さつをするように拳銃を跳はね上げた。その銃口に、細長い筒つつのようなものが嵌はめ込まれていることに、レレナは気づいた。それからゆったりとした動作でそれを懐ふところにしまう。改めて、レレナのほうを見て、口を開く。

「……『朧おぼろ』のことを知っているだろう？」

　視し界かいの端はしで青せい磁じの肩かたが震えるのが見えた。それはほんの微び細さいな動き、ただの人間ならば見逃してしまうほどの動どう揺ようの表れに過ぎなかった。そして極めて不幸なことに、この場には人間でないものが二人いた。――レレナと、そしてクロサキだ。

　数日ぶりの餌えさを見つけた虎とらのような俊しゆん敏びんさで、クロサキは青せい磁じに視線を跳はねさせる。驚きよう嘆たんすべきことに、青磁は目をそらさずにクロサキをにらみ返した。クロサキは薄うすく笑い、再び口を開いて、そこからなにか言葉が出るよりも先に、レレナが叫んでいた。

「朧おぼろなんて人知りません！　そんなことより、早く救急車を呼んでください!!」

　ハ、と呼こ気きのような笑い声がクロサキの口から漏もれた。重く沈んだ室内の空気を、自分だけは感じていないような足取りでレレナに向かって進んでいく。

「朧が人じん名めいということは知っているんだな。これでますますお前たちを逃がすわけにはいかなくなった」

　レレナは奥歯を嚙かみ締めた。そんなことはもうどうでもよかった。それよりも、今は目の前で血を流しているこの女の人を、なんとかして助けなくてはならない。レレナは息を吸い込み、声を張って言った。

「……聞きたいことがあるなら、話してあげます。だから、この人に手当を――」

　不意に。

　女性の手が動いて、レレナの肩かたを摑つかんだ。驚いて彼女のことを見ると、そこには異い様ようなほどに冷静な瞳ひとみがあった。その唇くちびるが、ひとつの言葉を紡つむぐ。

　大だい丈じよう夫ぶ、と。

　そして、女性は静かに立ち上がった。

　誰もが息を詰めてその様さまを見守っている。腹部から、足元に溜たまりになるほどの血液を流しながら、それでも女性は背せ筋すじを伸ばしたまま、クロサキのことをきっとにらみつけた。その顔には痛みも苦しみも映ってはいない。ただクロサキに対する敵てき意いだけが刻みつけられている。

　クロサキは、また笑う。今が冬だったら、白く棚たな引びく息を見て取ることができたかもしれない。小さく肩をすくめ、

「次は頭を吹き飛ばされたいか？　どけ」

「いいえ。どかないわ。――レレナ、逃げなさい。ここはあたしがなんとかする」

「なんとかする？　腰こし骨ぼねを砕くだかれたお前になにができる？　震えるだけしかできないその小こ娘むすめと小こ僧ぞうに、なにができる？」

　嘲あざけるようなクロサキの口くち振ぶりに、レレナは唇を嚙んだ。ゆっくりと、間合いを取るようにして移動して、青磁の隣となりまでやってくる。クロサキの視線は、そのレレナの動きをじっと追っていた。彼が軽く顎あごを振ると、背後に控ひかえていた彼の部下たちが、部屋の中に浸しん透とうするように入ってきた。

「中は四人でいい。あとは外を固めていろ。捕とらえるのは俺おれがやる」

　部下たちは答えずに、ただ命令に従った。致ち命めい傷しようを負いながら、なんでもないことのように立ち上がっている女性のことを、恐怖に満ちた視線で眺ながめている。しかしそんな異い様ような光景を前にしても、逃げだそうとするものは誰ひとりいはしなかった。教育は行き届いているようだ。

　その状況にあっても――女性は、笑っていた。レレナのほうをちらりと見て、重ねて言う。

「逃げなさい。あたしのことは構わないでいいから」

　それをどう理解すればいいか、考える余よ裕ゆうはレレナには与えられていなかった。一いつ瞬しゆんクロサキの身体からだが沈んだかと思うと、疾しつ風ぷうのような速度で自分に向かって飛びかかってきたからだ。レレナの頭が真っ白になり、反応はさらに遅れた。クロサキの手が、彼女の胸元にかかり――

　その手首を、素早く動いた女性が摑つかんでいた。

「…………」

　じろり、とクロサキは女性のことを見る。よく動けたな、とでも言いたげな目つき。しかし女性はそれには応じず、一ひと際きわ大きな声を響ひびかせた。

「レレナ！」

　名を呼ばれて、ようやく彼女は我に返った。隣となりにいる青せい磁じの腕うでを摑んで、自分のほうに引き寄せる。目の前にはクロサキの手、その後ろには出口を固める彼の部下。前方に逃げ道は、どこにもない。

　それならば。

「――時とき田たくん、摑まって！」

　叫んでレレナは身を翻ひるがえした。青せい磁じの身体を抱かかえ上げるようにして、レレナは机を踏み台にする。ぴくりとも動かない老人の背後にある窓――その向こうの夜よる闇やみへと身を投げ出した。

　衝しよう撃げき。それから、ガラスが弾はじける音と、そして、かすかな痛みを頰ほおに感じる。破は片へんがレレナの皮ひ膚ふを裂さいたのだろうが、そんなことに構ってはいられなかった。三階の高さに放り出された二人の身体を、重力の手が容よう赦しやなく引っ張りはじめたからだ。

「ツ、ツォルドルフ!?」

　空気を切る音に混じって、悲鳴の寸すん前ぜんのような青磁の声が聞こえた。もちろんそれに答えを返す余裕はレレナにはない。彼女は空中で器き用ように身体を動かして、青磁を抱だきかかえたままアスファルトの上に着地した。同時に、青磁の身体が地面に落ちる。

　両足に走った衝撃と苦痛に、レレナはぎっと奥歯を嚙かみ締めた。骨の一本は折れたかもしれないが、そんなものはすぐに治る。それよりも、ここから早く逃げなくてはならない。

「……時田、くん。逃げて！　早く！」

　うずくまったまま、レレナはそう叫ぶ。立ち上がろうとしたが、すぐにふらついて尻しり餅もちを突いてしまった。あれだけの高さから、人ひとりを抱えて飛び降りたのだから当たり前だ。半はん吸きゆう血けつ鬼きであるレレナでも、怪け我がから逃れられないという点では常じよう人じんと変わりない。もちろん彼女の怪我は、すぐに治ってしまうのだが――目の前にいる少年は、無む論ろんそんなことは与あずかり知らなかった。

　青せい磁じは迷わずに、レレナに肩かたを貸して立ち上がらせようとした。

「――と、時とき田たくん？」

　戸と惑まどいの声をあげる。無む理りもない。脇わきの下に差し込まれた青磁の手が、レレナの胸に当たっている。そんな場合ではないとわかっていながら、羞しゆう恥ちに顔が赤くなるが、青磁はそれには気づかなかった。自分の肩をレレナに貸すようにして、歩きはじめる。

「大通りまで出ればタクシーを拾えるはずだ。いくらあいつらでも、そこまで追っては――」

　二に人にん三さん脚きやくをするようにして逃げながら、青磁はふと、レレナの顔を見た。

　その目に、一いつ瞬しゆんだけ驚きが浮かぶ。

　すぐに青磁は目をそらしてしまう。なんだろう、とレレナは不思議に思った。私の顔に、なにかついているのだろうか。そう問いかけるために、レレナは口を開きかけた。

　その瞬しゆん間かん、背後から沈んだ銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた

　レレナたちのすぐ隣となりにある電でん信しん柱ばしらが、甲かん高だかい音を立てて震えた。コンクリートの破は片へんが弾はじけ飛び、レレナの頰ほおに当たってかすかな痛みを与える。

　青磁は、立ち止まらなかった。すぐ目の前に迫っていた道路の角に、倒れ込むようにして隠かくれる。背中をコンクリート塀べいにつけながら、青磁は息を切らして尋たずねた。

「ツォルドルフ、走れるか？」

　レレナは何回か地面を蹴けりつけて、足首に走る痛みを確認した。半はん吸きゆう血けつ鬼きであるレレナに備わった『再生』の力が、先ほどよりはその痛みを軽けい減げんしている。全力で走ることはまだできないだろうが、青磁と一緒に逃げるくらいなら可能そうだった。

　レレナが頷うなずいたのを確認して、青磁は「行くぞ」と走り出す。その後ろについて、レレナも走り出して――

　そして、目の前にクロサキが降ってきた。

　なにか反応を起こすよりも先に、クロサキの銃じゆう口こうがレレナたちに向けられた。その先にある彼の白い顔には、ある種の興味が浮かんでいる。

「……お前、本当に何者だ？」

　小さくつぶやいたクロサキの言葉に、レレナは口を噤つぐんで答えない。痛む足を引きずって、青磁を背中に隠すようにして一歩前に出た。息を吞のみ、言う。

「朧おぼろのことが知りたいというのなら、教えてあげます。ですから、連れて行くのは私だけにしてください。時田くんは、見逃してください」

　後ろから、慌あわてたような青磁の声、

「おい、ツォルドルフ、なにを――!?」

「黙れ」

　鬱うつ陶とうしそうに首を振って、クロサキはこちらに近づいてきた。銃口は油ゆ断だんなく自分たちに据すえられたまま。彼の意識の隙すきを突くことはできそうにない。すでにクロサキは、レレナのことを常じよう人じんとしては捉とらえていないようだった。警けい戒かいを全身に張り詰めながら、低くつぶやく。

「そういう感動劇は俺おれのいないところでやれ。情報源は多いほうがいいからな、お前らのいずれも逃がすわけにはいかない」

　レレナは唇くちびるを嚙かんだ。拳こぶしを、握り締める。どうにか一いつ矢し報むくいることはできないだろうか、そんなレレナの思いを読むようにして、クロサキは注意深く撃げき鉄てつを起こす。

「少しでも動けばそっちの小こ僧ぞうを撃うつ。死なないように足から順に」

「…………」

　背後で青せい磁じが身じろぎする気け配はい。レレナはゆっくりと首だけを振り向かせて、彼のことを見た。剣けん吞のんな瞳ひとみの色。暴ぼう発はつする寸すん前ぜんの火か薬やくのような、怒りに満ちた表情だった。

　細い声で、レレナは制止する。

「と、時とき田たくん、落ち着いて！　今は大人おとなしくしていたほうが――」

「……俺がなんとかして隙すきを作る。そのあいだに、ツォルドルフ、お前だけでも逃げろ」

　小こ声ごえの耳打ちを、しかしクロサキは鼻で笑い飛ばした。

「聞こえているよ。わざわざここに偵てい察さつに来るくらいだ、俺の正体はもう知っているのだろう。お前ごとき小僧が敵かなう相手かどうか、よく考えてみるんだな」

　青磁は目を細め、真まっ向こうから答えを返した。

「そんなことなら、もうとっくに考えて結論を出したさ。――お前なんかに、屈してたまるか！」

　クロサキの顔から、笑えみが消えた。

　直感的にレレナは危機を覚える。ああいう種類の表情は、これまでに何回か見たことがある。――誰だれかが誰かを殺そうとするときの表情。そこまではいかなくとも、死んでも構わないと思って攻撃を加えるときの表情だ。

　銃じゆう口こうが緩ゆるやかに動き、青磁の足に照しよう準じゆんを合わせた。レレナは両腕うでを広げ、その射しや線せんをどうにかして遮さえぎろうとする。クロサキは目を細め、数秒考えてから――ゆっくりと、引き金にかけた指に力を込めはじめた。レレナごと撃っても構わない、そう判断したのだろう。

　そして、そう判断するまでの時間で、青磁の準備は終わっていたようだった。

「――伏ふせろ！」

　小さく叫んでレレナの身体からだを引き倒し、同時に自分も低い姿勢になりながら、青磁はなにか細長いものをクロサキに向かって投げつけた。不意を突かれたクロサキは、そのなにかを拳けん銃じゆうを持ったほうの手で撃ち落とし――そして、苦痛にその顔を歪ゆがめた。

「ぐっ……！」

　銃を取り落とす。彼の足元に滴したたるのは、クロサキの手の甲こうから流れる血液だ。見ればそこには、刃は渡わたり三十センチほどの短たん刀とうが、その刀身の半なかばまでを埋うめていた。それを確認した次の瞬しゆん間かん――レレナは、青磁と一緒になって走り出していた。

　無む駄だなあがきかもしれなかった。あんなもの、一時の怯ひるみにはなっても追つい撃げきを諦あきらめる理由などになりはしない。恐らくレレナだけではなく、青せい磁じにもそのことがきちんとわかっているのだろう。

　それでもレレナは、胸のうちに密ひそかな感かん嘆たんを覚えていた。

　この少年は、自分などよりもよほど勇気がある、そう思った。なぜならば、彼は普通の人間であるからだ。普通の人間で、普通の生活をしてきたはずなのに、半はん吸きゆう血けつ鬼きであるレレナが諦めてしまった状況の中で、なおあがきを見せようとした。――かつての、ただ震えることしかできなかった自分とは、大違いだ。

　青磁の手を、ぎゅっと握りしめる。彼の視線が、さっと頰ほおの上を過ぎ去っていくのがわかった。しかし、それを確認することはできなかった。

　背後から一いつ瞬しゆんで追いついたクロサキが、その青磁の首根っこを引き摑つかみ、力任まかせに彼の身体からだを投げ飛ばしたからだ。

　青磁は地面の上をバウンドし、街がい灯とうの根ね元もとに激げき突とつして止まった。レレナは息を吞のんで、自分の至し近きんにいるクロサキのことを見上げる。

　クロサキの顔は、怒りに満ちていた。青磁に対する怒りか、それとも普通の人間に不ふ覚かくを取ってしまった自分に対する怒りか。レレナにわかるのは、その怒りの矛ほこ先さきだけだった。

　青磁が投げつけた短刀は、まだクロサキの手に突き刺さっていた。クロサキはそれを、初めて気がついたかのような目で見つめてから、あっさりと抜き取った。見る間に傷口が塞ふさがっていき、そしてクロサキは、短たん刀とうを捨てぬまま青磁に近づいていく。

　レレナは、彼がなにをするつもりなのかを理解した。

「――――だめっ!!」

　気がつけば、そう叫んでクロサキに飛びかかっていた。短刀を持ったほうの彼の手に、死に物もの狂ぐるいでしがみつく。しかし、吸血鬼と半吸血鬼のあいだには、大人おとなと子供ほどの力の差があった。クロサキが無む造ぞう作さに腕うでを振っただけで、レレナの小こ柄がらな体たい軀くはあっさりと弾はじき飛ばされて、アスファルトの上に無ぶ様ざまに転がった。

「……ガキが」

　忌いま々いましげな声が、ぼんやりと滲にじんだ視し界かいの中に響ひびいた。その中で、クロサキは青磁へと近づいていく。レレナは奥歯を嚙かみ締めた。胸の中に、なにか熱く滾たぎるものを感じていた。あの刃やいばを、青磁に近づけてはならない。そんなことになれば――恐らく、自分は、一生を尽くしても償つぐないきれないほどの後こう悔かいを抱かかえるに違いなかった。

　だからレレナは立ち上がった。普段の大人しさからはかけ離れた、獣けもののように獰どう猛もうな表情で。自分から遠ざかっていくクロサキの、その首くび筋すじにせめて嚙みついてやろうと、身を沈めて跳ちよう躍やくしようとして――

　肩かたを叩たたかれた。

　楽しそうな声が、すぐ耳元で響ひびいた。

「へえ。そういう顔もできるんだね。結けつ構こう僕の好みだよ」




　　　　◆




　頭がずきずきする。かすかな吐はき気すら感じるほどだから、よほど強く打ったに違いない。その割に思考ははっきりとしていた。その思考の中で青せい磁じは、ここ最近やたらと頭を打ち付けるなあ、とぼやいていた。

　今度こそたまに見つからないといいのだけれど。恩返しのために負った傷だと説明すれば泣いて喜んでくれるかもしれないが、喜びでも悲しみでも怒りでもたまの涙なみだなんか見たくない。思いやりではなく、その涙に自分が長時間拘こう束そくされるから見たくない。

「……つっ」

　一ひと際きわ大きな痛みが側そく頭とう部ぶに走った。その痛みが意識を少しだけ呼び戻してくれた。自分の状況を思い出して、即そく座ざに焦あせりが蘇よみがえる。はっきりとしていながらも、取り留めがなくなりつつあった思考が、ようやく目的を持って回転しはじめた。そうだ、こんなことをしている場合じゃない、早くクロサキから逃げなければ――

　クロサキは目の前にいた。

　息を吞のむ。どうすればここから逃げられるか、考えに考え抜いて、そして青磁は、クロサキが自分など見ていないことに気がついた。彼の視線の先を辿たどると、そこには見み慣なれた子供の姿があった。

　ぽつりと、つぶやく。

「朧おぼろ……？」

　クロサキの後ろ、レレナのすぐ近くで、朧は薄うすく笑っていた。面白い遊びを思いついた子供のように。彼は軽く片手を上げると、首をねじ曲げて自分を見つめるクロサキに向けて、朗ほがらかに挨あい拶さつをして見せた。

「や、クロサキ。久しぶりだねえ」

　いっそ親愛さえ浮かんだその声が、クロサキのことをからかっているのだと気づくまでしばらくかかった。クロサキは朧に向き直る。だらりと下げた手に、たまの懐ふところ刀がたなが握り締められている。

　それを見ても、朧は眉まゆひとつ動かさなかった。それどころかいっそう笑えみを深めて、肩かたをすくめるような素そ振ぶりを見せる。

「しばらく見ないうちに趣しゆ味みが変わったのかい？　以前のお前は銃を愛あい好こうしていたはずだが、それを放り出してそんな刃は物ものにご執しゆう心しんとは。僕の脳のう天てんを撃うち抜くよりも、僕の首を切り離して飾ったほうが胸がすくと考えたのかな？」
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　そう言う朧おぼろの片手には、クロサキが取り落としたと思おぼしき拳けん銃じゆうが握られていた。グリップはいまだにクロサキの血に濡ぬれている。朧はふとそれに気づいたような顔つきになり、銃を自分の顔に近づけると、それに付着したクロサキの血を舌したを伸ばしてぺろりと舐なめ取った。

　瞬しゆん間かん、クロサキは懐ふところ刀がたなを片手に朧に躍おどりかかっていた。

「アハハッ！」

　甲かん高だかい笑い声を残して、朧は踵きびすを返して走り出した。コンクリート塀べいを、跳ちよう躍やくして手も使わずに乗り越える。家々の屋根が続くその向こうへと朧の身体からだが消え、次いでそれを追って、クロサキも姿を消してしまった。

　あいつは人を怒らせる天才だな、とぼんやり思った。

「……と、時とき田たくん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　レレナが駆かけ寄ってくる。その足音以外には、周囲にはどんな音も聞こえない。ということは、自分たちは危機を脱したということだろうか――そんな甘あまい思いを抱いだいた自分を叱しつ責せきするまでに、そう時間はかからなかった。

　廃はいビルの門を守っていたチンピラたちが、遠巻きに自分たちを囲んでいた。

　舌した打うちをして、立ち上がる。青せい磁じは喧けん嘩かは弱いが、喧嘩をすることを臆おくしたことは一度もない。ましてこんな奴やつらは、クロサキに比べれば赤あか子ごのようなものだ。倒すことはできなくても、突破して逃げることは可能なはず。青磁がそう考え、レレナに合図を与えようとした矢先に、不意に囲みが解けた。

　その向こうから、一組の男女が近づいてくる。

　女性のほうが、先ほどクロサキに腹を撃うたれた人だということはすぐにわかった。腹部の出血はもう治まっているようだったが、そのブラウスは血で重く濡ぬれている。男性のほうに見覚えはないが、鼻に大きなガーゼを当てているのが印いん象しよう的だった。

　二人とも、特にこれといった表情は浮かべていない。ぼんやりとした笑えみを浮かべたまま、なにも言わずにこちらに近づいてくる。と、レレナがその前に立ちはだかった。そういえば女性のほうは、レレナを知っているような口くち振ぶりをしていた。知り合いなのだろうか、と推測する青磁の目の前で、二人はゆっくりと向きを変えた。距離を取って互いが互いを見つめるように。誰だれかを自分たちのあいだに誘い入れるように。

　案あんの定じよう、彼らのあいだに、ひとりの少女が現れた。

　青磁は、目を見張った。その少女の顔に、見覚えがあったからだ。

　しかし自分の驚きなど、レレナのそれには比べものにならないだろう。そんな考えが頭の隅すみにちらりと生まれ、青磁は失礼だとは思ったが無意識のうちにレレナの顔に視線を走らせていた。

　そこには青磁が予想していたような感情の揺れ動きは存在しなかった。あるのはただ、哀かなしみ。あるいは諦あきらめだろうか。

　青磁の視線に気づきもせず、レレナの薄うす淡あわい色の唇くちびるが言葉を紡つむいだ。

「……やっぱり、あなただったのね。絵え里り香か」

　少女は――青磁のクラスメイトであり、レレナの親友でもある少女、池いけ之の端はた絵里香は、その言葉に恥ずかしそうに笑った。

「えへへ。バレちゃったね。レレナはともかく、時とき田たにまでバレるのは計算外だったけど」

　まったくついていけない青磁は、その思いを正直に面おもてに出した。

「……どういう、こと、だ？」

　絵里香は片かた頰ほおだけで笑う。それから、仕方なさそうに肩かたをすくめ、

「どうもこうも、見ての通りよ。あたしは、『アガナイ』の――ううん、『貪とん』の仲間。あいつに願いを叶かなえてもらった人間なの」

　喉のどの奥に重い塊かたまりが出現した。かろうじてそれを吞のみ込んでから、青磁はさらに問う。

「願いを――叶えてもらった、って？」

「結けつ構こう前だけどね。もう二年くらい前。レレナと会うよりも前のことだよ。だから、うん、レレナがそっち側に回っちゃったのは――残念、かな。あたしはレレナの友達だし、友達を敵てきに回すなんて気分のいいものじゃないから」

　絵里香の口く調ちようは気軽だった。戦いの気け配はいなど微み塵じんも感じられないほどに。だから青磁は、いまだに彼女の言うことを信じ切ることができないでいた。状況は確かに絵里香の言う通りなのだが、それにしてはあまりにも――彼女の態度が軽すぎるからだ。

　混乱する青せい磁じの隣となりから、レレナが一歩、足を踏み出した。小さく息を吸い込んで、それからぽつりと問い掛ける。

「……どうして？　絵え里り香か、あなたは一体、なにを望んだの？」

「それに答えるには」絵里香はそれまで一度も見せたことのない種類の笑顔を浮かべ、「ちょっとここは相応ふさわしくないと思うね。邪じや魔まな人がたくさんいる」

　その中には自分も含まれているのだろう、と青磁はぼんやり思う。「だから」と絵里香は続けた。

「また明日あした、学校でね、レレナ。話は――そのときに、しよ」

　そして絵里香は踵きびすを返した。一組の男女が彼女のあとに続き、自分たちを囲っていたチンピラは不安そうにそれに続く。そのうちのひとり、門番をやっていたニット帽ぼうが、彼女にこんなことを言ってるのが聞こえた。

「あの――いいんスか、絵里香さん？　クロサキさんは――」

「あの子たちを追いかけたのは、クロサキの勝かつ手て」絵里香は振り返りもせずに、放り投げるような口く調ちようで、「そのクロサキは朧おぼろとかいうのを追ってっちゃったんだから、あたしたちがここにいても仕方ないでしょ。ほら、きりきり帰るの」

「はあ……」

　納なつ得とくのいかないような声を出して、それでもニット帽をはじめとした『貪とん』の部下たちは、ぞろぞろと行列を作って絵里香の後ろについて廃はいビルの中へと消えていった。なによりもその光景が、青磁にとっては実感を伴うものになっていた。

　クラスメイトの池いけ之の端はた絵里香が、本当に『貪』に与くみする存在なのだということを。

　砂を嚙かむような思いを、彼女のことを少ししか知らない青磁でさえ味わったのだ。その親友であるレレナの胸きよう中ちゆうは、青磁などには想像もつかないほど複雑であるに違いなかった。

　だから青磁は、レレナが「帰ろう」と言い出すまで、その背中を見つめることしかできなかった。涙なみだも流さず嗚咽おえつも漏もらさず泣いているレレナに対して、なにか気の利いたことが言えるほど、彼は器き用ようでも無神経でもなかった。
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　騒がしかった夜が明けて、レレナと青せい磁じは普ふ段だん通りに登校していた。

　顔を合わせた瞬しゆん間かんにそれとわかるほど、二人は寝不足の顔をしていた。青磁が家に帰り着いたのはもう四時を大きく回っていて、実質三時間も寝られなかった。

　それでも昼休みともなれば、眠ねむ気けも覚さめはじめていた。昼食を摂とるのもそこそこに、二人は連れ立って朧おぼろの住処すみかへと足を運んだのだが――

　地下倉庫に、朧の姿はすでになかった。

　ためしに名前を呼んではみたが、応こたえが返ってくることはなかった。どこにいったんだ、と不ふ審しんそうにつぶやいた青磁に、レレナは首を振ってみせた。

「昨日きのうの一件で、自分の居場所は知られたも同然になってしまったから。――どこか、別の隠かくれ場所を見つけたのでしょう。いくら朧でも、昼間襲おそわれてはひとたまりもないから」

　青磁は腕うでを組んだ。その表情は、まだ不服そうだ。

「……くそ、昨日のことを問いつめてやろうと思ったのに。まさかとは思うけど、クロサキに殺されたんじゃないだろうな」

　レレナは青磁の顔をちらりと見て、それから自分の考えを答えた。

「多分、朧は最初からああするつもりだったんでしょうね」

「ああする、って？」

「私たちに探らせておいて、自分は私たちを尾び行こうする。それだけで、『貪とん』の居場所は簡単に確認できるから。私たちが無事に帰ってくる保証なんてどこにもなかったんだから、私たちの報告を待つよりも、そっちのほうがよほど確実だもの」

　青磁の表情が微び妙みように変化した。怒りにもなりきらないような、不快の念がそこに浮かぶ。

「打算的な奴やつだな。――ま、別にあいつに思いやりを期待していたわけじゃないが――」

　そこまで言って、青磁は口を噤つぐんだ。恐らく彼の頭に浮かんだのは、自分と同じ考えのはずだ。朧についての考え。朧がどんな性格をしているのか、レレナや青磁がはっきり把は握あくしているとは言い難い。しかし、ひとつだけ確かなことがあった。それは――

　指し摘てきしようと口を開いたレレナの言葉を塞ふさいだのは、背後から響ひびいてきた声だった。

「へええ、こんなところにいたのか。いやはや、灯とう台だいもと暗しとはこのことね」

　雰ふん囲い気きに似つかわしくない明るい声を聞いても、もうレレナは表情を動かさなかった。ゆっくりと振り返り、そして、そこにいる二人の姿を見て、思わず息を吞のんだ。

　絵え里り香かは、まだいい。問題なのはその隣となりにいる男。

　青磁が忌いま々いましげにつぶやく。

「……クロサキが、どうしてここにいる？」

　クロサキはサングラス越しに、青磁に視線を据すえた。まるで初めて存在に気づいた、とでもいうような口く調ちようで、

「お前に呼び捨てにされる謂いわれはないな。朧はどこだ」

　知るものか、と青せい磁じがつぶやくのが聞こえた。レレナも同意見で、決して好意的ではない目でクロサキのことを見つめている。――彼を見ると、記き憶おくの底からなにかが蘇よみがえりそうだった。二年前の日常でも、特におぞましい思いをした日々のことを。彼はその日々に登場してもおかしくないほどの凶きよう暴ぼう性を有していた。

　肺はい腑ふの奥に冷たさを感じつつ、それでもレレナはそれを声に滲にじませないように注意しながら、言った。

「彼はもう、ここにはいません。あなたに所しよ在ざいが知られてしまった以上、ここにいては危険なだけだと思ったのでしょう。今となっては、彼の行方ゆくえについて一番詳くわしいのはあなただと思いますけど」

　昨日きのうの夜。クロサキは朧おぼろを追って街の中に消えた。彼らの戦せん闘とうがどういう結果を迎えたのか、レレナには知る由よしもないが――クロサキが生きて朧を探しているということは、朧はまんまと逃げおおせたのだろう。そしてクロサキは、朧がどこへ逃げ込んだかという大体の見けん当とうさえつけられないでいる。でなければ、彼がこんなところにいるはずがない。

　クロサキはサングラス越しに二人のことを見つめている。機械のように静せい謐ひつに、昆こん虫ちゆうのように無む慈じ悲ひに。その視線の持つ意味に最初に気づいたのは絵え里り香かで、彼女は自分の同どう僚りように向かって刺とげ々とげしい声を発した。

「約束。忘れてないでしょうね。この二人に危き害がいを加えないという条件で、あたしはあんたをここに案内したんだからね」

　クロサキはサングラスを傾けて絵里香のことを見た。囁ささやくように、

「忘れてはいない」

「でも反ほ故ごにする気はある？　言っておくけど、約束破ったらあたしあんたのこと許さないよ。――あたしも、あたしの『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』も黙ってない。『貪とん』にだってチクってやる。あんたが護ご衛えいを疎おろそかにして朧を追いかけたって」

　クロサキは少しのあいだ沈ちん黙もくした。なにを考えているのかよくわからない沈黙。それは彼のことをほとんど知らないレレナや青磁だけではなく、一応の彼の仲間である絵里香にとっても同様であるらしかった。薄うす気き味み悪そうに自分を見つめる絵里香を、クロサキはつまらなそうに一いち瞥べつすると、一言も漏もらさないまま踵きびすを返し、地下倉庫から出て行った。

　彼の姿が消えるのとほぼ同時に、三人の口から安あん堵どの吐と息いきが漏もれた。

　その滑こつ稽けいさに気づいたのか、絵里香が声を立てて笑った。青磁も笑いを我が慢まんしているような表情になっている。しかし、レレナだけは、どうしても笑う気分になれなかった。昨さく夜やの情じよう景けいが、まだ頭の中にこびりついているからだ。

　廃はいビルへと入っていく絵里香と、それを守るように取り囲む『貪』の部下たち。

　無意識のうちに、暗あん澹たんとした表情になってしまう。それに気づいて、絵里香の顔からも笑えみが消えた。青磁が咳せき払ばらいをし、取って付けたように言う。

「あ――あのさ、俺おれ、ちょっと外に行ってくるよ。そういえばまだ昼飯も終わってなかったし、」

「いいよ。時とき田た。あたしたちが出てくから」

　柔らかい声こわ音ねでそう言って、絵え里り香かはレレナの手を握った。その顔には――今までレレナが見てきたような、明るくて脳のう天気で、少しだけ無責任な女の子の表情は、どこにも見て取ることができなかった。

　それが、レレナには少しだけ悲しかった。もう二度とあの明るい絵里香の笑顔を見ることができないのかもしれない、そんな考えさえ浮かぶ。レレナはそれを無む理り矢や理り振り払って、絵里香の手を握り返した。

「……行こ」

　絵里香が促うながした。レレナは頷うなずいた。ついと視線をそらして、地下倉庫から出る階段を昇りながら、レレナは絵里香の表情の端はしに一いち抹まつの悲しみを見て取っていた。恐らく自分が抱かかえているのと同じ種類の悲ひ哀あい。多分、とレレナは思う。

　多分私も、絵里香と同じような顔をしているのだろう、と。




　人がいない場所のほうがいいに決まっていたが、この校内で人がひとりもいないところなどあるはずもなかった。二人はあちこちさ迷った挙あげ句くに、屋上へと続く階段を昇っていた。

　屋上にはそれなりに多くの生徒がいた。ボール遊びに興きようじているものたちもいるし、日の当たる場所でだべっているものたちもいる。レレナと絵里香はできるだけそれらのグループから離れた場所を確保して、肩かたを並べた。二人とも、眼下に見下ろすことのできる校庭を眺ながめている。

　目を合わせることは、なぜかできなかった。昨日きのうまでは呼吸をするように自然にできていたはずなのに。

　勇気を出して、ちらり、と横目で絵里香を盗ぬすみ見る。向こうもちょうどそうしているところだった。絵里香はくすぐったそうに笑い、レレナは眉まゆを情なさけなく下げる。

　やがて、絵里香はゆっくりと口を開き、

「どこから、話そうかな。まず――」

「待って」

　それを遮さえぎる。レレナの瞳ひとみには、泣きそうな色が浮かんでいる。それでも、もう逃げようとは思わない。昨日の放課後、夕焼けの教室の中で絵里香に迫られたときのような、情けない態度を示そうとは思わなかった。

　小さく息を吸い込む。それを口にするには、二年という時間に埋うもれてすっかり錆さびついてしまった心の錠じよう前まえを破壊する必要があった。朧おぼろのような人じん外がいではない、池いけ之の端はた絵里香という一番の親友に打ち明けるのだ。それなりの、勇気と覚かく悟ごというものがいる。

　それでも、言うのだ。言わなければならない。自分から先に。

　そうでなければ――自分は、絵え里り香かの友人でいる資格がない。

「……絵里香。吸きゆう血けつ鬼きって、知ってるよね」

　屋上に舞う風に吹き飛ばされてしまいそうなほどの、小さな声。それでも風は絵里香にその声を届けてくれたようだった。彼女が曖あい昧まいに頷うなずくのを確認してから、レレナは唇くちびるを嚙かみ、

　そして、

「私、――私も、そうなの。吸血鬼。半分だけだけど、それ、なんだ」

　そう言った。

　風が吹いた。一ひと際きわ強い風。ほつれて流れ、自分のうなじを弄もてあそぶ髪かみを、レレナは片手でそっと押さえる。そうやって顔を隠かくしながら、彼女は絵里香に気づかれないように唇を嚙んでいた。そうしないと、今にも震えだしてしまいそうだったからだ。

　絵里香は、特にこれといった反応は起こさなかった。ただ、その顔をうつむかせた。なんと答えるべきか、迷っているような表情。レレナは唾つばを飲み込んで、胸の中のものを吐はき出すように喋しやべりつづける。

「二年以上前、絵里香に会うよりももっと前にね。吸血鬼の『主人』――生まれながらの吸血鬼に会ったの。その人は、優しくて――私はその人のことが好きだったけど、色々あってね。事故で、こうなっちゃった」

　口にすると、封じていた情じよう動どうが記き憶おくと共に蘇よみがえりそうになる。レレナは血が滲にじむほどに唇を嚙み締めてそれを押し殺した。この告白だけでいっぱいいっぱいなのだ。あの日常に思いを馳はせている余よ裕ゆうはない。

　絵里香は、黙っていた。怒っているのかもしれない。なんでそんな大事なことを今まで黙っていたのと、胸のうちでレレナを非ひ難なんしているのかもしれない。それならばまだいい。レレナが真に恐れているのは――自分が半はん吸血鬼であるということを知って、絵里香が自分のことを嫌ぎらいになってしまうことだった。化け物と呼び恐れて、二度と自分には近づいてくれなくなるかもしれない――

　そんな妄もう想そうを弄んでいたレレナに、絵里香はふと笑いかけた。

「太陽に当たっても大丈夫なの？　今日はめちゃくちゃ晴れてるみたいだけど」

　レレナは目を見開いて、絵里香を見つめた。頭の中に空白が生まれ、思考能力を一時的に失ったレレナは、半なかば反射的にその質問に答えていた。

「うん。半分だけだから、少しは耐えられるの。あんまり長い時間直射日光を浴びていると、だめだけど」

「あは、そっか、だから雨でもないのに傘かさを差してたんだ。なるほどなあ。不思議に思ってたけど、今日ひとつ謎なぞが解けたよ」

　明るいその声に、レレナはちょっと顔をうつむかせて、上うわ目め遣づかいに絵里香のことを観察した。彼女がなにを考えているのか、いまいちよくわからなかった。しばらく逡しゆん巡じゆんしてから、ぽつりとレレナは尋たずねる。

「……驚かないの？」

「ん？　驚いてるよ、これでも。ただ、まあ――」そこで絵え里り香かは会かい心しんの笑えみを浮かべ、「あたしたちの友情にヒビが入るほどじゃないね。でしょ？」

　その言葉に。

　レレナは、泣きそうになった。

　同時に、泣いてはいけないという思いが強く湧わき上がってくる。まだ絵里香の話は終わっていない。ここで泣けば注目を集めるのは間違いないし、彼女の話は誰か他の人間に聞き耳を立てられていては、口にすることができないだろうから。

　だから、レレナはただ短く、絵里香に礼を述べた。

「……ありがとう」

　絵里香はくすりと笑い、

「お礼を言う必要なんてどこにもないよ。レレナは知らないかもしれないけど、あたしその手の話に結けつ構こう耐たい性せいがあるんだよね。『貪とん』もそうだし、クロサキもそう。それに――」

　そこで、彼女はふと笑えみを消した。

「――あたしも、似たようなもんだしさ」

　レレナはなにも言わず、絵里香の顔を見つめる。絵里香の手が伸びて、フェンスの金かな網あみを摑つかんだ。そこにきゅっと力を込めながら、絵里香は遠くの空を見上げていた。

「ねえ。レレナはさ、お父とうさんとお母かあさんのこと、好き？」

　不意に、絵里香はそんなことを口走った。脈みやく絡らくのない話題の転換に、それでもレレナは小さく頷うなずいて肯こう定ていする。絵里香はそれを見て破は顔がんし、

「だと思った。レレナってあんまり家族の話はしないけど、いかにも幸せな家庭で育ちましたって顔してるもんね」

「…………」

「あたしもね。――あたしも、そう。お父さんもお母さんも大好きだったんだ。お父さんは厳きびしいけど公正だったし、お母さんは優しくていつも楽しそうにあたしの話を聞いてくれた。友達の中には両親と仲が悪いって人もいるけど、あたしには信じられなかった。だって家族なんだからさ、少しくらい喧けん嘩かしたってわかりあえるはずでしょ？」

　どう答えればいいのかわからずに、レレナは沈ちん黙もくする。絵里香も答えを求めているわけではないようだった。独ひとり言ごとのような口く調ちようで、続けていく。

「離り婚こんとか家庭崩ほう壊かいとか、そんなのはテレビの中の話でしかなかった。ご飯はん食べながらそういうドキュメンタリーとかを見て、世の中には大変な人がいるんだな、くらいにしか思わなかった。地球の裏側で餓が死しする人たちの写真を見て、かわいそうだって思うみたいにね。まさか、ね。まさか――」

　息を吸い込み、自じ虐ぎやく的に、

「――まさか、自分の家族が崩ほう壊かいするなんてさ。全然、想像もしていなかったわけよ」

　昨日きのう聞いた、望もち月づきさんの話が耳に蘇よみがえった。――絵え里り香かさ、中学生の頃にちょっと家庭がトラブったことあるのよ。私も詳くわしくは聞かなかったけど、両親が離り婚こんするしないで色々と揉もめたみたい。

「だって、そんなの想像できるわけないでしょう？　昔はあんなに仲が良かったのにさ、急に別れるとか言い出すんだもん。家族旅行とか、遠足とか、たくさん行ったのに、これからも行くつもりだったのに。もう三人ではいられないなんて言い出すんだもん」

　ひゅ、と絵里香の喉のどが鳴った。ふとなにかに気づきでもしたかのように、あらぬ方向に視線をねじ曲げる。顔を見られたくないのだろうな、とレレナは思い、遠くを見み遣やった。よくわかる。先ほどの自分が、まさにそうだったから。

　鼻を啜すする音。静かに息を整えて、絵里香は続けた。

「どっちかについてこいって、言われた。お父とうさんか、お母かあさん、どっちかを選びなさいって。――選べなかった。だって、選べるはずないじゃない。あたしは二人とも大好きだったんだもん。どちらかと別れるなんて絶対に嫌いやだった。だから、必死になってお願いしたんだ。別れないで、二人ともずっとあたしと一緒にいて、って」

　そこで絵里香は、レレナに向き直った。目元は赤らんで、瞳ひとみは潤うるんでいたが、口元には笑えみが浮かんでいた。自分を嘲あざける笑み。

「……もちろん、そんなのを聞き入れてくれるくらいだったら、最初から別れるわけなかったんだけどさ」

　レレナは、なにも言うことができない。

「要するに――それが、あたしの願い。あたしが『貪とん』に望んだことだよ。いつまでも、三人一緒にいられますように。二人が別れずに、ずっとあたしと一緒にいてくれますように。……『貪』は、その願いを叶かなえてくれたよ。あたしくらい強い願望の持ち主はそうはいないんだってさ。ま、あのときは必死だったからね」

　レレナは自分の胃い袋ぶくろが重たくなるのを感じていた。昨さく晩ばん起きたことに思いを巡めぐらせ、そしてそこで目にしたことを口にする。

「――昨日の、女の人は」

「あれがあたしのお母さん。そのあとに、レレナたちと顔を合わせたときに、一緒にいたのがお父さん。あの人たちはね、レレナ。あたしの人形なの。もう、自分の意志も持っていない。『意識の糸』に反応して動くだけの人形。でも、あたしがそう望む限り、ずっと一緒にいてくれる。あの二人を操作する、それが『貪』があたしにくれた力。『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』

　腹部を撃うたれて、それでもなお平然と振る舞っていた女性の姿を思い出して、レレナは身み震ぶるいをしそうになった。かろうじて、それを押しとどめる。自分が怯おびえているのだということを知れば、きっと絵え里り香かは傷ついてしまうだろうから。

　両親を操あやつり人形にする。それは、考えるまでもなくおぞましいことだった。そう望んだ絵里香の願いが純粋なものだったとしても――それは、間違っている。そんなことをすべきではない、レレナはそう思う。

　痛みを嚙かみ殺すように奥歯を嚙み締めてから、レレナは絵里香に向き直った。

「……絵里香。絵里香は、『貪とん』から離れるつもりは、ないの？」

　彼女は少し驚いたように目を見開いて、それから暗い顔になり、言う。

「レレナには悪いけど、ない。あいつがいるからあたしはお父とうさんやお母かあさんと一緒にいられるの。あいつが死ねば、あたしたちはもう一緒にはいられなくなってしまう。そんなのは、絶対に嫌」

「で、でも――！」

　なおも言い募つのろうとしたレレナを、絵里香は暗い顔のまま遮さえぎった。

「でも？　でも『貪』は人を喰うから、そんな奴やつに味方するのは間違ってる？　でも『貪』は願いを叶かなえた人間を利用することしか頭になくて、利用価値がなくなれば丸ごとあたしのことを喰ってしまう？　――レレナ、あんたがどれくらい『貪』のことを知っているのかはわからないけど、少なくともあたしより多くの知識を持っているってことはないはずだよ。なにしろあたしは、二年も前からあいつと付き合いがあるんだから」

　その口くち振ぶりから、レレナは彼女が望んで『貪』に仕えているわけではないということを知った。しかし、それ以上のことはなにも言えなくなってしまう。ジレンマだ。このまま朧おぼろに味方をして『貪』を倒せば、彼女からは両親が失われる。しかしこのまま『貪』を放置しておけば――いずれは、絵里香自身が喪うしなわれる。

　昨日きのうから、何度も何度も考えていたことだ。絵里香を諦あきらめさせることができれば一番いい、という結論を出してはいたものの――彼女の願いが、両親を繫つなぎ止めることだと聞いてしまった今では、レレナにはそれを捨てさせることなどできはしなかった。彼女はそこまで強い人間ではない。

　黙り込んだレレナを見て、絵里香はふっと笑う。金かな網あみに絡からみつかせていた指を解きほぐして、ぽん、とレレナの肩かたを叩たたいた。

「だからさ、レレナ。あたしや『貪』のことは放っておきなよ。大だい丈じよう夫ぶだよ、あたしこれでも強いんだから、『貪』の役に立つ限りあいつに喰われるなんていうことはないんだからさ。ね？」

　レレナはうつむいた。その言葉を、肯こう定ていも否定もしない。ただ胸の中で、こう答えていた。

　それでも――いつかは、喰われてしまうのだ。『貪』が人の願望を喰う化け物である限りは。

　レレナの沈ちん黙もくを、絵里香はどう受け取ったのだろう。少なくとも彼女には、それ以上話を続ける意志はないようだった。踵きびすを返す前に、絵里香は一言だけ付け加えた。

「敵てきには、回らないでね。あたし、あんたとは、まだ友達でいられると思ってるからさ」

　真しん情じように満ちた声。それでもレレナは顔を上げない――上げることができない。絵え里り香かのことを見てしまえば、彼女の言葉に頷うなずいてしまうかもしれないと思ったからだ。

　去っていく絵里香の後ろ姿を、レレナはようやく顔を上げて見送った。そうしながら、胸の中で小さくつぶやく。

　――それでも。私は、あなたを放っておくことはできないよ、絵里香――




　　　　◆




　二人が出て行ったのを見届けてから、青せい磁じは小さく息を吐はいた。どうしたものか、と思うのだが、まさか彼女たちを追いかけるわけにもいかない。教室に戻って弁当でも食うか、と足を踏み出したところで、不意に声が響ひびいた。

「……よし。行ったな」

　びくり、と身体からだが跳はねた。思わず声のしたほうを振り向くと、そこには跳とび箱の上部を担かつぎ上げて、注意深く周囲に視線を送っている朧おぼろの姿があった。

　驚きのあまり、全身から力が抜けた。

　それからすぐに正気を取り戻し、青磁は朧に詰め寄った。

「おっ――おま、こんなところでなにやってるんだよ!?　隠かくれ場所を変えたんじゃなかったのか？」

　朧は心しん外がいそうな顔をして、

「誰だれがそんなこと言ったんだ？　お前らの勝手な推すい測そくに過ぎないだろうが」

　ごとん、と担いでいた跳び箱を脇わきに放り捨てて、朧は飛び出てきた。

「クロサキが来たときはさすがに肝きもを冷やしたけどね。ろくな捜そう索さくもせずに帰ってしまうとは、あいつもまだまだ甘あまっちょろい」

　そう言って、脳のう天気に息をつく彼のことを不満げに見つめていると、朧は思い出したように「ああ」と頷き、

「そうそう、これは確かお前のだったな。返しておくよ。礼を言う、役に立った」

　昨日きのう青磁がクロサキに投げつけた懐ふところ刀がたなを差し出してきた。青磁の顔が引きつる。刃やいばの部分には未だに返り血がこびりついていて、一ひと目め見ただけで通報されること間違いなしだったからだ。

「……いらない。ていうか、鞘さやもないのにそんなものを持ち歩けるか」

「そうか？　なら、これはしばらく僕が預かっておこう。まだ利用できるからね」

　ぽつりとつぶやいたその言葉に、青磁は不ふ穏おんなものを感じ取った。少し考えてから、尋たずねる。

「まだ、『貪とん』を狙ねらっているのか？」

「ん？　当然じゃないか。あいつとクロサキを殺さない限り、僕は枕まくらを高くして寝ることもできないんだから」

「そうじゃなくて。別に無む理りに倒さなくても、お前がどこか遠くに逃げれば、それで済むことなんじゃないのか？　向こうにはお前を見つけ出す手段なんてないんだろう」

　それを聞いて、朧おぼろは笑った。青せい磁じの背せ筋すじを冷たくするような笑えみ。この少年の姿をしたものが吸きゆう血けつ鬼きなのだと、見るものに実感させるような笑み。

「見み損そこなわないでくれよ、青磁。僕は自分に牙きばを剝むいた飼かい犬を放置しておくほど無責任じゃない」

　つまり――なにはなくともクロサキの息の根だけは止める、ということか。その言葉に、青磁は薄うすら寒いものを感じる。朧という存在が、今まで自分が過ごしてきた世界からはずいぶんかけ離れた場所にいることを改めて理解したからだった。

　その一方で、青磁は疑問を抱いだいていた。朧の横顔を見つめながら、ぽつりと問う。

「……なあ。なぜ、昨日きのうお前は俺おれたちのことを助けてくれたんだ？」

　朧は心しん外がいそうに青磁のことを見た。

「なんだ。助けてほしくなかったのかい？」

「いや、そういうわけじゃないけどさ。――昨日、お前はやろうと思えば『貪とん』のことを倒せたはずだろう？　なにしろ俺たちがクロサキを引きつけていたんだ。廃はいビルの中には、ろくな護ご衛えいもいなかったはずなのに」

　朧の本当の目的は『貪』を殺すことだ。そして昨日は、それをするには絶好の条件が揃そろっていたのだ。朧がそうしようと思えば、自分たちを見捨てて『貪』を仕し留とめることが、容易にできたはずだ。

　それなのに、なぜその機会を逃して、自分たちを助けようとしたのか。それが、青磁にはどうしてもわからなかった。

「別に俺たちに情じようが湧わいたわけでもないだろう。なぜだ？」

「なぜ、と言われてもね」朧は前まえ髪がみをいじりながら答える。「そういえば、なぜだろうな。悪いけど自分にもよくわからない」

　なんだそれは、と青磁は呆あきれる。と、朧はふと気づいたように、

「確かにお前たちに同情したわけではないが、そうだな。お前たちを死なせてしまっては、面白くないと思ったのは事実だよ」

　面白くない。その言い草に青磁は眉まゆをひそめ、朧はことさらに楽しそうな声を立てる。

「そもそも僕の行動基準なんてそんなようなものだ。ま、お前は若いからまだわからないだろうけどね」

「……わからないし、納なつ得とくもいかないな。お前みたいな――その、吸血鬼が、面白いかどうかなんて理由で行動するのか？」

　朧は肩かたをすくめ、

「他の吸血鬼はどうか知らないが、少なくとも僕にとってそれは重要なことだ。永遠を生きるとなればなおさら、その長い長い時間をどうやって潰つぶせばいいかに頭を悩ませることになるのさ。特に人との関わりは、僕みたいな化け物にとっては得え難がたいものだ。お前みたいな物もの怖おじをしない子供にも会うことができたし、レレナのような――」

　そこまで言ったところで、不意に朧おぼろは口を噤つぐんだ。青せい磁じはちょっとだけ首を傾かしげ、朧の顔をまじまじと覗のぞき込んだ。珍めずらしいことに、朧はその凝ぎよう視しを茶ちや化かすでもなく、ただ視線を外すことによってそれ以上の会話を拒否した。

　仕方なしに青磁は追及の手を休め、それを読み取って、こほん、と朧は咳せき払ばらいをした。跳とび箱の上に顎あごを載のせながら、ぼんやりとした口く調ちようで言う。

「……いずれにしろ、昨日きのうは決着をつけることができなかったからね。僕があいつらを狙ねらっているということも知られてしまった。早急に始し末まつをつけてしまわなくてはならない。クロサキも、奴やつが守る『貪とん』もだ」

　そこで朧は目だけで青磁のことを見上げた。そこにはからかうような色が表れている。

「時とき田た青磁。お前は手伝ってくれるかい？　今度こそ、本当に命を落とすかもしれないけどな。なにしろ今こん晩ばん僕がやるのは、偵てい察さつなんて生なま易やさしい役ではなく、攻撃と暗あん殺さつというテロリスト紛まがいの暴ぼう挙きよなんだから」

　青磁は唇くちびるを不ふ機き嫌げんな形に歪ゆがめた。朧の挑ちよう発はつにも似た言葉に、後頭部がずきりと痛むのを感じる。昨日、クロサキに投げ飛ばされたときのものだ。決して軽いとはいえない自分の身体からだを、猫ねこの子かなにかを投げるように片手で放り投げた。あんな奴に本気を出して殴なぐられたらどうなるのか、想像もしたくなかった。

　ぞわぞわと這はい上がってくる恐怖を、しかし青磁は唾つばと一緒に身体の奥に飲み込んだ。短く息を吸って、鋭く言う。

「ツォルドルフ次第だな。俺おれがお前に関わってるのは、あの子がお前に協力しようとしているからだ。彼女が協力すると言ったのなら協力する。やめると言ったのならやめる。それだけだ」

　朧は一いつ瞬しゆんだけ意い外がいそうな顔を浮かべて、それからくすくすと笑い出した。青磁は不快げに目を細める。自分がレレナに責任を転てん嫁かしたと、朧が嘲あざけっているのがありありとわかったからだった。

　しかし青磁は、反論らしい反論も口にしない。それがまったくの噓うそではないと、なによりも自分がわかっていたからだ。自分から進んでこの性しよう悪わるな化け物に奉仕しようという気には、どうしてもなれなかった。

　ひとしきり笑ってから、朧は大きく深呼吸をした。

「……ああ、そうそう、忘れていた。というか、言えなかったんだな。レレナはさっさといなくなってしまうし、その前にはクロサキがいたし。で、この際お前でいいんだが、ちょっと頼まれてくれないか」

「……？」

　不ふ審しんそうに眉まゆを寄せた青せい磁じの手首を、朧おぼろはがしりと摑つかんだ。青磁は驚き、反射的に身を引こうとしたが、万まん力りきめいた力で青磁の手を握り締める朧の指は、容易に解けそうになかった。

　兄に甘あまえる子供のような、気き味みの悪い表情で朧は言う。

「昨日きのうのクロサキとのドタバタで、少し血の力を使いすぎてしまってね。くれ」

　くれ、と来た。青磁は目め一いつ杯ぱい苦にがい顔をしてみせたが、その要望を断ることができないということは、なによりも青磁自身がよく知っていた。他の誰だれを襲おそわせるわけにはいかないし、恩人であるレレナに引き受けてもらうのも青磁の責任感が許さなかった。そして、もっとも大きな要因は――この少年の姿をした吸きゆう血けつ鬼きは、自分が首を縦たてに振るまで決して手首を離さないだろう、ということだった。

「……吸血鬼になったり、しないだろうな？」

　青磁にできることといえば、せめてもそれくらいの抵抗を示すことだけだった。朧は「大だい丈じよう夫ぶ」と笑い、

「吸血鬼になるには、吸血によって死ぬ必要があるからね。ちょっといただいたくらいじゃ感かん染せんしたりはしないよ。――さて、それじゃ、いただきます」

　あんぐり、と朧は口を開ける。青磁は顔をしかめ、目をそらした。吸血鬼になろうがなるまいが、手首に牙きばを埋うめ込まれる痛みに変わりはないのだった。




「……ただいま」

　玄げん関かんをくぐり、家の中に疲れた声を響ひびかせると、たまがぱたぱたとスリッパを鳴らしながら出迎えに来た。

「お帰りなさいませ、坊ぼつちゃま」

　なにが楽しいのかはわからないが、にこにこと笑いながらその手を差し出してくる。鞄かばんを持たせろ、ということらしい。青磁は口元を微び妙みような形に歪ゆがめながら、いつも通りそれとなくその手を無視した。

「…………」

　たまが不満そうに唇くちびるを尖とがらせるのが、視し界かいの端はしに見えた。見慣れたはずのそのさまが、今はなぜだかやけにおかしく思えた。笑いそうになる口元を手で押さえて、青磁は廊ろう下かを進んでいく。

　青磁の家は木造平ひら屋や、最近ではめっきり少なくなってしまった造りをしている。その分敷しき地ち面積は広く、『お屋や敷しき』と表現して差し支えのない規模を有している。縁えん側がわから外を見れば、それなりの広さを持った庭を見渡すことさえできた。

　青磁は物もの心ごころついた頃からこの家にいる。たまと一緒に、この家で育ってきたのだ。両親の姿を見たことはなく、どこかにいると話には聞いていたのだが、それがどこなのかを教えられたこともない。

　どうも自分の身の上には、複雑な家庭の事情、というものがあるらしかった。しかし青せい磁じはその詳しよう細さいを知らないし、知ろうとも思わなかった。なぜだろう、と今さらながらに思い、それからふと、後ろを振り返った。

　そこには当然のようにたまがついてきていた。にこにこと、いつも変わらない笑えみを湛たたえながら、振り返った青磁を見て不思議そうに首を傾かしげている。

　青磁は前を向いた。小さく息をついて、思う。

　多分――それは、たまがいたからだろう。

　この家に住んでいるのと同じくらい自然に、青磁の傍そばにはずっとたまがいた。それこそ物もの心ごころついた頃から、たまは自分の面めん倒どうを見てくれていたのだ。彼女の正確な年ねん齢れいは、青磁にもよくわかっていなかった。ただ幼い頃から、青磁の目にはたまが大人おとなの女性として映っていたことだけは確かだった。その尊敬は、無む論ろん今も続いている。

　一度、尋たずねてみたことがある。なぜそこまでして俺おれの面倒を見てくれるのか、たまは一体俺のなんなのか、俺の家族は他にはいないのか、といったことを、まとめて。

　そのとき、たまは辛つらそうな顔をしてこう答えた。

　――坊ぼつちゃまが大人おとなになったら、お教えいたします。

　そのときの顔は今でも覚えている。なにかにつけて気き丈じようなたまの、そんな顔を見るのは初めてだったからだ。二度と見たくないと思ったことも覚えている。だから青磁は、それきり自分の身の上に関する質問をたまにぶつけることはしなくなった。

　自分が大人になったら教えてくれる。たまはそう言った。

　大人になるということがどういうことなのか、青磁にはよくわからない。

　立ち止まる。自分の部屋の襖ふすまを開けて、そこに入る。さすがにたまも、部屋の中まではついてこなかった。廊ろう下かで立ち止まりながら、彼女はにこにこと尋ねてきた。

「お着替えをお持ちいたしましょうか、坊ちゃま？」

　青磁は首を振った。頭の中に、学校でのレレナとのやり取りが思い浮かぶ。

　レレナは、やはり今夜も廃はいビルに向かうと言っていた。自分もついていくと主張すると、絶対にだめだ、とむきになって拒否をしたのだが、そこはなにがなんでも行くと押し通して、そのまま帰ってきてしまった。死んでも知らないから、というレレナの怒ったような大声が、今もまだ青磁の背中に突き刺さっているようだった。

　たまは青磁の答えを受けて、ちょっとだけ考えてから、深々と腰こしを折り、

「そうですか。それでは、失礼します――」

「あ。たま」

　ふと思い立って、踵きびすを返しかけたたまを呼び止める。彼女は茫ぼう洋ようとした動作で足を止め、青磁のことを振り返った。青磁は頰ほおを搔かきながら、

「昨日きのう借りたお前の懐ふところ刀がたなのことだけど――まだ、もうちょっと借りてていいかな？　今晩には返せると思うんだけど」

　たまは、滲にじむような微笑ほほえみを見せた。

「もちろん、よろしゅうございますよ。なんならお返しいただかなくても構いませんとも」

「……返せたら返すよ。でも、それもできなくなるかもしれない。そのときはすまない」

　微笑みながら頷うなずいたたまに、青せい磁じは視線を落とし、言う。

「なあ、たま。いつだったか、お前は言ったよな。――俺おれはもう少し、真剣になったほうがいい、と」

　たまは首を傾かしげた。記き憶おくを探るように、その視線が左右に泳ぐ。それから彼女は、得とく心しんがいったように目を見開くと、再び微笑みを復活させて、もう一度頷うなずいた。

「ええ。確かに、そう申し上げました。最近の坊ぼつちゃまは、あの頃と比べれば、大だい分ぶ真剣になられておりますね」

　そうだろうか、と自問する。確かに心当たりがあるにはあるが、しかしその詳しよう細さいを口に出すことは憚はばかられた。上うわ目め遣づかいにたまの顔を見つめながら、青磁はぼそぼそとした声で、

「……俺は、お前の言葉の意味がよくわかっていないんだ。真剣になるとは、一体どういうことだろう。今まではほとんど気にも留めてなかったが――お前の言う通り、最さい近きん真剣にならなくちゃいけない事態に迫られてな。それで一度、確認してみたかったんだ」

　たまは瞬まばたきをして、青磁のことを見つめ返した。まるで、青磁の心の中にある弱気を見み透すかしているかのようだ。

　弱気。そうだ。確かに、自分は恐れているのかもしれない。

　昨日きのうの夜のことを思い出す。レレナと二人で廃はいビルに赴おもむき、そしてクロサキに追いつめられたときのこと。銃じゆう口こうを自らに据すえられて、よくもまああんな強気な態度を取ることができたものだ。今さらながらに、恐怖が足元から這はい上がってくるような気分だった。

　そして、今日の夜は、昨日よりもより危険なことが起きるに違いなかった。朧おぼろの言っていた通り、なにしろ今度は偵てい察さつでも潜せん入にゆうでもなく――『戦せん闘とう』を前ぜん提ていとしているのだから。

　そのことに怯おびえてしまったとしても、仕方がないことかもしれない。青磁は、普通の人間より多少は度ど胸きようがあるのかもしれないが、それでも普通の人間の範はん疇ちゆうから出てはいないのだから。

　たまはしばらくなにも言わなかった。穏おだやかな目を何度も瞬しばたかせて、静かに青磁のことを見み据すえたまま、やがておもむろに口を開いた。

「たまは、あまり頭がようございません。ですから、自分のことをお話しさせていただきます」

　ゆっくりと、彼女は部屋の中に入ってきた。たまの身長は、青磁の背せ丈たけよりも幾いく分ぶんか低い。追い越したのはいつだっただろう、という思いが、不意に青磁の頭の中に湧わいた。

　そのくせ、たまが青磁を見る目は、いつでも母親が子供を見守るときのそれなのだ。

「たまは今まで、ずっと坊ちゃまのお世話をさせていただいておりました。なぜなら、自分でそう決めたからでございます。坊ぼつちゃまが大人おとなになるまで、きちんと面めん倒どうを見て、正しいことと悪いことをお教えしていくのだと。たまは、そう決めたのです」

「…………」

「他のことはわかりません。先ほども言いました通り、たまは頭が悪うございますからね。でも――そんなたまにも、ひとつだけ、誇れることがあるのですよ」

　そしてたまは華はなのように顔を綻ほころばせる。小さなその手をゆっくりと上げて、青せい磁じの頰ほおに這はわせた。まるでそれが、自らが持つ唯ゆい一いつの宝物なのだとでも言わんばかりの手つきで、静かに青磁の顔を撫なでている。

「僭せん越えつながら、たまは坊ちゃまを育てさせていただきました。そして坊ちゃまは、立りつ派ぱな殿との御ごになられたと、たまは誇っております。それはもちろん、坊ちゃま自身のおかげでもあるのでしょうけれど――たまが真剣に、坊ちゃまに取り組んできたからでもあるのだと、自負させていただいております」

　ですから、と、たまは言う。

「真剣になるということは、一度こうと決めたことは、なにがなんでもやり抜くことなのだと、たまは思います。たまが坊ちゃまに対してそうだったように、もしも坊ちゃまがなにかに対して真剣になりたいというのなら――自分で決めたことを、最後までやり遂とげてくださいまし。たまは、坊ちゃまなら立派にそれができると、存じておりますから」

　こそばゆい思いに駆かられて、青磁はたまの視線から目を背そむけた。ごまかすような口く調ちようで、

「……立派だなんて、俺おれはそんな人間じゃないよ」

　笑いながら、たまは首を振り、

「ご自分のことは、ご自分ではわからないものなのですよ。たまが保証いたします。坊ちゃまは、ご立派なお方ですとも。旦だん那な様と同じ――」

　そこまで言って、不意にたまは口を噤つぐむ。青磁は思わず彼女の顔を見たが、そこからなにかしらの情報を得ることはできなかった。

　大人おとなになったら、か。そう口の中でつぶやく。たまが言うように、自分が立派な人間になり、あらゆる物事に真剣に取り組むことができるようになったら――そのときは、たまも青磁の身の上を、きちんと話してくれるのだろうか。

　それは、わからない。しかし、身のうちにわだかまっていた漠ばく然ぜんとした恐れは、たまの話を聞くうちにいつの間にか薄うすらいでいた。それが消え去ることは、青磁が人間であるかぎりないのだろう。しかし、それに耐えることはできるはずだった。

　青磁はたまを信頼している。

　そのたまが、自分を立派な人間だというのならば――その言葉を、なによりも自分自身で証明しなくてはならないだろう。

　青磁は静かに笑い、たまの肩かたを叩たたいた。

「ありがとう。気が楽になったよ、たま」

　再びにこにこと笑いながら、たまは腰こしを折って、部屋から出て行こうとした。襖ふすまを閉める寸すん前ぜん、たまはふと振り返り、その口元に今までとは別種の笑えみを浮かべて、こんなことを尋たずねてきた。

「そういえば、坊ぼつちゃま。坊ちゃまの恩おん人じんという方は――女性ですか？」

　突然の質問に、青せい磁じは思わず狼ろう狽ばいする。目を丸くして自分を見つめる青磁に、たまはくすくすと笑い声を漏もらし、

「想いを寄せる女性のために、命を賭かける。素す敵てきですね。たまもいつかは、そんな殿との方がたに巡めぐり逢あいとうございますよ」

　珍しく冗じよう談だんめいたその言い方に、青磁はなにを言うこともできず、ぱくぱくと口を開閉させた。彼が反論の言葉を思いついたときにはもう、たまは控ひかえ目な笑い声だけを残して、廊ろう下かの向こうに消え去っていってしまった。

　――変なことを言うなよ、まったく。

　ひとりで部屋の中に立ち尽くしながら、青磁は胸の中だけでそうつぶやく。自分の顔が赤くなっていることに、彼は気がつかなかった。




　　　　◆




　夜の帳とばりが落ちるのと同時に、朧おぼろは行動を開始した。

　地下倉庫から這はいだして、すっかり照明の落ちている体育館へと出る。異い様ようにだだっ広いその空間を面白そうに見回してから、出口へと向かう。昨日きのうと同じように内側から鍵かぎを外して、開けようとして――なにか引っかかった。

「……？」

　扉とびらの隙すき間まから向こうを見る。鎖くさりが見えた。南なん京きん錠じようでもかけたのか、舌した打うちをして、朧は少し考えてから、力任まかせに扉を蹴け飛とばした。

　鎖が弾はじけ飛び、重々しい扉があり得ない速度で開いた。

　わずかにへこんだ鉄の扉を満足げに見み遣やってから、朧は歩き出して――ぴたりと止まった。

　レレナに怒られるかもしれない。

　そんな考えが浮かんでしまった自分が面白くて、朧は唇くちびるの端はしだけを吊つり上げて笑う。今日の昼間に青磁と交わした会話を思い出す。

　なぜ俺おれたちを助けたんだ、と青磁は言った。

　確かに。昨日彼らを助けたのは、自分でも予想外だった。まさかクロサキを引きつけて『貪とん』の住処すみかから誘おびき出してくれるとは思ってもいなかった。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスと言えたのだが――なぜか、朧おぼろは彼らを助けるほうを選んでしまったのだ。

　なぜだろう、と歩きながら自問する。

　青せい磁じに向けた答えは、朧の動機の大部分ではあったがすべてではない。朧は好こう奇き心しんの強い吸きゆう血けつ鬼きだった。今まで色んな物事に首を突っ込んできたし、その上で自分に生じる不利益は甘あまんじて受け入れてきた。半はん吸血鬼という面白い素材を、こんなところで失うのはもったいない――そういう意識が働いたのは、事実だ。

　しかし、恐らくそれだけが理由ではない。

　僕は、多分――

　レレナのことが気に入っているのだ。

　校庭から道路へと出て、朧は街がい灯とうの下で立ち止まり、不意に湧わき出たその言葉をしばらく弄もてあそんでいた。その表情は、悪戯いたずらを楽しむ子供のそれだ。

　そうだ。きっとそれが本当の理由。僕はあいつのことを気に入っているのだ。半吸血鬼としてではなく、便利な手て駒ごまとしてではなく。レレナ・パプリカ・ツォルドルフという、大人おとなしい風ふう貌ぼうには似に合あわない頑がん固こさと強きよう靱じんさを持つあの小こ娘むすめが、怒り、泣き、笑うところを、もっと見ていたいと思ったから、だから二人を助けたのだ。

　まるで人間だな、と口の中でつぶやいた。そのつぶやきも面白がるようだった。朧はそういう性質を有した吸血鬼なのだ。なにもかもを他人事ひとごととして楽しんでしまう悪あく癖へきを持っている。恐らく、と朧は思う。自分は自分が死ぬときにあっても、そのことを楽しんで笑っているのだろうな、と。




　朧は廃はいビルの近くにある家屋の屋上へと昇り、そこで意識を研とぎ澄すませた。

　吸血鬼の『第一位』に備わっている能力のうち、もっとも強力なものを発動する。朧は『クモデ』、レレナが『感知』と呼んでいるその能力は、範はん囲い内の魔ま性しようのものの位置を朧に知覚させるという極めて有用なものだった。直接的な戦せん闘とうにはあまり役立たないが、戦闘を回かい避ひするにはこれ以上役に立つ力は存在しない。

　付近に感じる魔性の力は、四つだ。ひとつは忘れもしない、クロサキのもの。もうひとつは恐らく『貪とん』のもの。そして残りの二つは――ひとつには見み覚おぼえがあり、もうひとつにはなかった。見覚えがあるほうは、まず間違いなくレレナだ。朧は口元に笑えみを浮かべながら、そちらへと足を向けた。

　すぐに見つかった。路ろ地じ裏うらから、息を潜ひそめるようにして廃ビルを窺うかがっている。近くには青磁が立ち尽くしており、昼間彼が口にした言葉が噓うそではないことを証明していた。

　ビルの上から彼らを見下ろしていた朧は、迷わずにそこから飛び降りた。十メートルほどの高さから落下し、アスファルトに両足から激げき突とつする。重々しい音が響ひびいた。両足の骨が砕くだけた音だ。まあそんなことはどうでもいい。それよりも見るべきなのは、

「ひっ――!?」

　その音に反応して、喉のどを鳴らしながらこちらを振り向いたレレナの表情だった。

　レレナはしばらくのあいだ、硬こう直ちよくしたまま朧おぼろの顔を眺ながめていた。やがてその顔を理解の色が浸しん食しよくしていき、彼女はため息をつきながら、ぶちぶちと零こぼす。

「……お、朧。もう、びっくりさせないでよ」

　あまり面白くない反応だ。朧は肩かたをすくめ、

「……それにしても、お前が自分から動くとはね、レレナ。どういう風の吹き回しだ？　僕はてっきり、お前はいやいや僕に協力しているのだと思ったが」

　レレナはむっとして、

「別にあなたに協力しにきたわけじゃない。……ただ、私にも、『貪とん』を倒さなくちゃならない理由ができただけよ」

　朧は片かた眉まゆを上げた。レレナが、『貪』を倒さなくてはならない理由。興味があるが、彼女の顔はその質問を明確に拒きよ絶ぜつしていた。硬く引き結ばれた唇くちびるの辺りに視線を留めつつ、朧は言う。

「それは同じことじゃないのかな？　動機がなんであれ、僕たちの目的は同じのはずだ。力を合わせたほうがいいと思うね」

「……まあ、それはそうだろうな」と口を挟はさんだのは、青せい磁じだった。「他はともかく、あの男――クロサキは、はっきり言って俺おれたちの手に余りすぎる。あいつだけは、朧になんとかしてもらうほかない」

　そこで朧は、目を細めて青磁のことを見た。少し考えてから、自分の腰こし元もとに手を遣やって、ハーフパンツに挟んでいた短たん刀とうを取り出す。その柄つかを青磁のほうに差し出しながら、彼は気楽な口く調ちようで言った。

「ということは、僕がクロサキ、お前らは『貪』とその護ご衛えいを仕し留とめるんだな。分業もいいが――ちゃんと『貪』を仕留める覚かく悟ごはあるんだろうね？　あいつは、首を切り離しでもしないと死にはしないよ」

　レレナの顔から血の気が引くのがわかった。青磁も顔をしかめつつ、それでも短刀をしっかりと受け止めた。血で汚れた鋼はがねの色を厳きびしい視線で眺ながめながら、静かに頷うなずく。

「それは、俺がやる」

　レレナは青磁のことを見た。迷っているような表情。自分の義務に青磁を付き合わせることを恥じているのだろうか。いずれにしても朧には、関わりのないことだ。それは彼らのあいだで解決しなくてはならない問題に過ぎない。

「いい覚かく悟ごだ。――さて、それじゃあそろそろ始めようか。僕が最初に突っ込んで搔かき回すから――そのあいだに、お前たちで『貪』を仕留めてくれよ。いいね」

　二人が頷くのを確認もせずに、朧は歩き出していた。大きく息を吸って吐はくと、胸の中が冴さえ渡っていくような感覚を覚えた。

　廃はいビルに向かって歩く途と中ちゆうに、彼はふと夜空を見上げた。そこには満月が浮かんでいる。口元をかすかに笑えませて、朧おぼろは前を向く。廃ビルの入り口を守る門番が、自分の存在に気づいて怪け訝げんそう眉まゆを寄せているのが見えた。

　今日はいい夜だ、とぼんやりと思う。そうしながら、朧は笑う。――唇くちびるを裂さくように大きく、牙きばを見せつけるように凶きよう暴ぼうに。

　朧は好こう奇き心しんが旺おう盛せいな吸きゆう血けつ鬼きだった。面白いことや楽しいことに目がない。そして彼にとっては――『戦せん闘とう』という行為も、紛まぎれもなく面白いことの範はん疇ちゆうにあるのだった。




　　　　◆




　部屋の中には重苦しい沈ちん黙もくが満ちている。しかし五つある人ひと影かげの中で、それを気にしているのはひとりきりだった。もちろんクロサキではない。彼の対たい面めんに座り、不ふ機き嫌げんな目で自分をにらみつけている小こ娘むすめがそれだ。

「……だから。レレナには手を出さないでって言ってるの」

　クロサキの同どう僚りよう――不ふ愉ゆ快かいなことだが、事実だ――である池いけ之の端はた絵え里り香かは、先ほどから馬鹿のひとつ覚えのように繰り返している主張をまた口にした。クロサキはソファに背中を預け、傲ごう岸がんに足を組んだまま答えない。答える必要を見出していなかった。

「レレナはあたしの友達なの。あの子が来たら、あたしが――、その、説得して帰すから。あんたは絶対手を出さないでよ。いい？」

　クロサキは目を動かして、絵里香の後ろに出来の悪い阿あ吽うんの像のように立ち尽くしている二つの人形を見た。

　絵里香が能力を使い、自分の両親を乗っ取って創つくり出した人形たち。その身しん体たい能力は常じよう人じんを多た少しよう上回る程度だが、耐たい久きゆう力は人間の比ではない。四し肢しをもぎとるくらいしないければ、行動不能に追い込むことはできないのだ。まともに戦えばクロサキの敵てきではないが、鬱うつ陶とうしい。絵里香の『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』を敵に回すのは得とく策さくではなかったが――

　クロサキは、鼻で笑う。

「誰であろうと、俺おれは俺の邪じや魔まをするものは排はい除じよする。それだけだ」

「なにハードボイルド気取ってんのよ、この黒ずくめ」絵里香は苛いら立だちを隠かくそうともせず、「あんたの狙ねらいは、その朧とかいう吸血鬼だけなんでしょ。レレナはあたしに任せてって言ってるだけなんだから、それでいいじゃない」

　絵里香の言葉には一いち理りあった。確かにクロサキは朧を殺すことができれば、あとはなにがどうなっても構わない。あのレレナとかいう小娘も、『貪とん』も――ことによれば自分の命でさえ、捨ててしまって構わなかった。

　彼女の提案を受け入れるのはやぶさかではない。余よ計けいな邪じや魔まが入るのは好まなかった。少しだけ考えてから、クロサキは答える。

「いいだろう。ただし、あの娘むすめが俺おれの邪魔をした場合はその限りではないぞ」

　絵え里り香かはさらに強い重圧を感じたかのような顔をした。彼女がレレナとどういう関係にあるのかはクロサキの知ったことではなかったが、言葉で説得できなかったからこそこうしてクロサキに釘くぎを刺しているのだろう。

　もしもあの娘が現れて、明確な敵てき対たい行動を取ったとき――こいつが一体どういう反応をするのか見み物ものだな、とクロサキは純粋な悪意から思った。

　そのとき、『貪とん』の机に置かれた内線電話が、コール音を鳴らした。

　絵里香がそちらに目を向ける。ほとんど同時に、彼女の母親人形が電話に近づき、受話器に手を伸ばしていた。『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』の『自動操そう縦じゆう』だ。

　現在の彼女は、生せい前ぜん（と言っていいのかどうか、戸こ籍せき上は彼女の母親は『生きて』いることになっているが）の母親の知識・人格・仕草を受け継ぎ、それをトレースして自律的に動いている。その姿は、感情に乏しいという以外は普通の人間とほとんど変わらない。父親の人形のほうなどは普通に会社に勤めているらしい。

　一方で、絵里香は『手動操縦』と呼ばれる、自ら人形を操作する術すべも持っていた。『意識の糸』を人形に繫つなげなくてはならないために、彼女自身が人形の近くにいなくてはならないのだが、それを行って戦せん闘とうに参加することも可能なのだ。

　クロサキはふと、あることを思いついて口元にかすかな笑えみを浮かべた。絵里香に向かって、嘲あざけりに満ちた声をかける。

「そんなに大事な友人だというのなら――そいつも、人形にしてしまったらどうだ？　お前の能力ならば可能だろう。二人も三人も、大した違いはあるまい」

　絵里香は、無言でクロサキのことを見た。彼女の人形、特に後ろに立ち尽くす父親人形の表情が、痙けい攣れんするように震えるのが見えた。普段の彼にはあるまじきことに、クロサキはくつくつと声に出して笑った。

　と、受話器を耳に当てていた母親人形が、クロサキをちらりと見た。短く、

「クロサキさん。朧おぼろが現れたそうです」

　クロサキは、笑えみを消した。




　彼が一階に降りたとき、すでに部下のほとんどは壊かい滅めつ状態だった。床ゆかに転がりうめくものの中には、首くび筋すじに嚙かまれた痕あとがあるものすらいる。朧を見たら逃げろとあれほど言っていただろうが、とクロサキは顔を歪ゆがめ、倒れているものの腹を蹴け飛とばした。床の上を滑すべり、壁に当たって止まる。かすかに漏もれた呻うめき声が、そいつがまだ生きていることを示していた。

　不意に、背後から咎とがめるような声が響ひびいた。

「かわいそうなことを。仲間だろう、もう少し優しく扱ってやれよ」

　クロサキは首をねじ曲げて、そちらのほうを見た。

　朧おぼろがいた。薄うすく笑っているその口元が、血で汚れているのが見えた。クロサキは顔を歪ゆがめる。腹はら一杯に飲み尽くした、というところか。

　その考えを肯こう定ていするように、朧は一歩一歩、踏みしめるようにしてこちらに近づいてきた。

「こんな烏う合ごう、何十人いても僕にしてみたらエサでしかないよ。それがわからないお前じゃないだろうに、なんだってこんなザコを集めたりしたんだ？」

「……お前の足を止める枷かせくらいにはなると判断したんだ。エサになるなどということは考えなかった。どうせお前は、こいつらがいなくても他の人間の血で腹を満たしてくるだろうしな」

　朧はにっこりと笑った。

「それはなんとも、惜しい考え違いをしたものだね。今の僕は人間に優しくする気分になっているんだ。関係ない人間の血は吸わないことにしている。今だって、人ひとり殺しちゃいない」

　クロサキはその言葉を信用しなかった。朧の言葉ほど、この世で信用してはいけないものはそうそう存在しない。それに、第一――自分の配はい下かが殺されていようがいまいが、クロサキには関係がないのだ。

　クロサキが望んでいるのは、朧の死だけ。いかなる他者のいかなる生死も、彼の気にかけるところではない。

　ゆっくりと、懐ふところから拳けん銃じゆうを抜き放つ。それを見て朧は紛まぎれもない嘲あざけりを浮かべる。

「いくら吸きゆう血けつ鬼きの制約が消えたからといって、僕に勝つことができると思うのか？　今は夜だ。あのときのように、お前を守る太陽はどこにもないというのに」

「……あのときお前を逃がしたのは失しつ態たいだった。頭に銀の銃じゆう弾だんを撃うち込むべきだったんだ。そうすれば、こんなところであんなゴミのお守もりをせずとも済んだ」

「お前をして僕に逆らえるほどの力をくれた相手を、ゴミ呼ばわりかい？　礼れい儀ぎ知らずは相変わらずだね」

　クロサキは朧の顔面に照しよう準じゆんした。話を打ち切るように。

　それでも朧は、その舌したを止めようとはしなかった。いっそう深まった笑えみを顔に貼はりつけながら、大きく両腕うでを広げ、

「まあいいか。それじゃ、始めようか？　僕はお前のことは嫌きらいだが――お前と戦うのは、結けつ構こう好きなんだ」

　それを合図としたように――

　クロサキは引き金を引いた。消音器に沈んだ銃じゆう声せいと共に銃じゆう身しんがはね上がり、同時にクロサキの視し界かいから朧の姿が搔かき消える。戦闘の緊きん張ちようを身体からだ中に張り詰めながら、いつしかクロサキの口元にも、禍まが々まがしい笑みが浮かびはじめていた。




　　　　◆




　途と中ちゆうの階でしばらく息を潜ひそめてから、青せい磁じとレレナは慎しん重ちように歩き出した。

　最初に来たときは階のあちこちに『貪とん』の配はい下かであるらしき者たちを見かけることができたのだが、今はその人影はどこにもいなかった。恐らく朧おぼろの襲しゆう撃げきを防ごうと、ほとんどの人員がそちらに割り振られたに違いない。今の廃はいビルの内部は、瓦が礫れきと資材が延々と続く、その名前に相応ふさわしい光景が広がっていた。

　足早に移動しながら、レレナは隣となりにいる青磁のことを、ちらりと見た。

　その手には、乾かわいた血のこびりついた短たん刀とうが握り締められていた。レレナにも見み覚おぼえがある、昨日きのう青磁がクロサキに投げつけた刃は物ものだった。あれから紆う余よ曲きよく折せつを経て再び青磁の手に戻ってきたのだが――これを彼に渡したときの朧の言葉を思い出して、レレナは暗あん澹たんとした表情を浮かべる。

『貪』を殺す。自分は、そう決意した。そうしなくては、絵え里り香かはいずれ『貪』に食われてしまうだろうから。そのために必要なことは、なんでもするつもりだった。たとえそれが、老人の首を切り離すなどというおぞましい行為であっても。

　しかし――それに青磁が付き合う必要はない。

　目の前には階段がある。昨日の道順の通りであれば、この上に『貪』の棲すむ部屋があるはずだった。決断するならば、今しかない。

　レレナは唾つばを飲み込み、そして立ち止まった。釣つられたように青磁も足を止め、不思議そうにレレナのことを見た。

「……時とき田たくん」

　乾いた舌したを動かして、青磁の名を呼ぶ。瞳ひとみに強い決意を込めて、レレナは言った。

「あなたは、ここで待っていて。ううん、なんなら帰っても構わない。今なら――クロサキにも気づかれずに戻れるはずよ」

　青磁は眉まゆを寄せた。反論の口を開こうとするが、レレナはそれをさせなかった。

「ここから先は、私だけじゃなくちゃいけないの。時田くんに、これ以上なにか重荷を負わせるわけには、いかないと思う」

「……今さら、だな。そういうことは前もって言っておいてもらわないと」

「だ、だって――時田くん、私がなにを言ってもどうせついてくると思ったから。だから、今まで言えなかったの」

　肩かたをすくめ、青磁はいっそ気軽な口く調ちようで、

「それなら今言っても同じことだ。君にもわかっているんじゃないか、俺は君がなにを言おうとも着いていくよ。この件が終わるまでは協力すると、自分自身に誓ちかったんだから」

　地じ団だん駄だを踏みたくなる。違う、と言いたかった。青せい磁じがそんなふうに脳のう天気でいられるのは、戦せん闘とうというものがどんなものなのかを、実感として知らないからなのだ。

　昨日きのう自分についてきたのは、まだ許容できた。あれはあくまでも『偵てい察さつ』であって、『戦闘』ではなかったのだから。しかし今は違う。この目の前にある階段を昇れば、その先にあるのは紛まぎれもない『戦闘』なのだ。そこに普通の人間である青磁が巻き込まれて、無事でいられる保証はどこにもない。

　もしも――もしも青磁が、その戦いで死んでしまったら。

　冷たい恐怖がレレナの中に生まれる。二年前の日常が、まざまざと脳のう裏りに蘇よみがえる。

　多くの人を亡なくした。自分に優しくしてくれた人も、自分を友人だと言ってくれた子も、自分を踏みにじった人も、自分を守ろうとしてくれた人も――みんな、みんな死んでしまった。

　青磁がその中のひとりに加わることを想像しただけで、耐えきれない気持ちになった。だからレレナは、歯を食いしばり、青磁が持っている短たん刀とうに素早く手を伸ばした。意い表ひようを突いたためか、ろくな抵抗もされずに短刀を奪い取ることに成功する。一歩、二歩と後退しながら、レレナはその切きっ先さきを青磁に突きつけて、怒ど鳴なるような声で言った。

「足あし手でまといなの！　あ、あなたみたいな――普通の、喧けん嘩かも弱いような人なんて、いるだけで邪じや魔まなんだから！　だから――これ以上、私に着いてこないで!!」

　青磁が息を吞のむ音が聞こえた。

　傷ついたような表情が浮かぶ。それを見ていることができなくて、レレナはくるりと振り向き、足早に階段を昇りはじめた。もう少し他に言いようがなかったのか――という自じ責せきの念が湧わいてくるが、そんなものに構ってはいられなかった。レレナはその思いを振り払うようにして駆かけつづけ、そして、廃はいビルの三階へと到達する。背後から、青磁の足音が聞こえてくることはなかった。

　荒れ果てたビルの内部を、記き憶おくを頼りに走っていく。『貪とん』がいた部屋を見つけるのに、そう多くの労ろう力りよくは要さなかった。

　その部屋の前に、絵え里り香かと――そして、彼女の両親が立ち尽くしていたからだ。

　息せき切って駆けてきて、ぴたりと立ち止まったレレナを見て、絵里香はため息をついた。部屋の扉とびらに背中を預けたまま、絵里香は彼女がいつもそうするように、レレナに対してちょっと手を上げ、

「……や。レレナ」

　そう、挨あい拶さつをした。

　レレナの瞳ひとみが揺れる。全身を強こわ張ばらせたままで、彼女は小さくつぶやいた。

「……絵里香。そこ、どいて」

「んー……悪いんだけど、それはできない、かな」

　そう言うと思っていた。レレナは彼女の両親を油ゆ断だんなく見み据すえたまま、短刀の切っ先を自らの親友に向けて突き出した。もう一度、今度は先ほどよりもはっきりした声で、言う。

「そこを、どいて。お願いだから――私に、これを使わせないで」

　絵え里り香かは横を向いて、小さな笑い声を立てた。

「そういう声も出せるんだね、レレナ。なんか初めて聞いたような気がするよ」

「茶ちや化かさないで！　そこを、通しなさい！」

　レレナの叫びに、絵里香はもう一度ため息をつく。嫌いやで嫌で仕方のない仕事をするときのように、ゆっくりとした動きで絵里香は扉とびらから背を離した。

　そして絵里香は、静かな足取りでこちらに近づいてきた。

　レレナは思わず後ずさる。それを見て絵里香は笑い、首を傾かしげつつ問うた。

「どしたの？　あなたの言う通り、せっかくどいてあげたっていうのに」

「……来ないで」

「わ、冷たいこと言うんだねえ、レレナ。あたしたち友達でしょ？　友達に、そういう態度は良くないと思うな」

　絵里香の歩みは、速くはなかったが遅くもなかった。レレナの判断を鈍らせるにはちょうどいい速度だ。レレナが距離を取ろうと思ったときには、すでに絵里香はそっとレレナの手首を摑つかんでいた。力を込め、レレナが握る短たん刀とう、その切きっ先さきを自分のほうへと寄せる。

「いいこと教えてあげる。あたしの力は、別にあたし自身を強くするものじゃないんだ。あくまでも、これは人間を操あやつるための力に過ぎないのね。だから――半はん吸きゆう血けつ鬼き、だっけ。そのレレナには、あたしは全然敵かなわないの」

「………………」

「だから、あなたがその気なら――この物ぶつ騒そうなものを、ちょっとこっちに突き出すだけで、すぐに目的を達成することができるよ。邪じや魔ま者のあたしを排はい除じよして、『貪とん』を殺すことができるよ」

　レレナは喘あえいだ。呼吸困こん難なんに陥おちいった人間のように、半分しか人間のものではない心しん臓ぞうがどんどん速度を速めていく。すぐ目の前にある絵里香の表情は、そんなレレナを面白がっているようでもあり、また憐あわれんでいるようでもあった。

「そうしなよ、レレナ。あたしをどかしたいんでしょ？　なら――あたしを、殺していきなさい」

　絵里香の直ちよく視しに耐えきれずに、レレナは視線を下に落とした。ようやく答えるべき言葉が見つかった。自分の爪つま先さきを見つめながら、レレナは吐はき出すように言う。

「そ、っ、――そんなこと、できるわけないでしょ!?　わた、私は――ただ、絵里香を助けたいだけで――」

「悪いけど、レレナ。大きなお世話だわ。あなたに助けられようとは思わない。その助けが、あたしたち三人を離れ離れにすることなら――あたしは、あなたと戦わなくちゃならない」

　絵里香はその手にさらに力を込めた。レレナの握る短刀の切っ先が、彼女の首に沈んでいき――そして、レレナは短刀を放して、絵里香の身体からだを突き飛ばした。

　二人の距離が一気に開き、レレナは反動で尻しり餅もちを突いてしまう。それは絵え里り香かも同様だったが、彼女はすぐに立ち上がった。そうしてから、絵里香はいっそ、優しい声で言う。

「……やっぱり、レレナ。帰ったほうがいいと思うよ。こういうのに向いてなさそうだもん」

　うつむきながら、レレナは唇くちびるを嚙かみ締めた。

　そんなことはわかっている。誰が望んで、こんな辛つらいことをしようと思うものか。

　それでも、レレナは引くわけにはいかなかった。立ち上がり、弱々しく、それでも真正面から絵里香のことをにらみつける。その視線に、絵里香は小さく息を吐はいて、踵きびすを返して歩きはじめた。それと入れ違いになるようにして――彼女の両親が、前へと出てくる。

「……本当は、こんなことしたくないんだけどね。仕方がない。諦あきらめないなら――あたしが諦めさせてあげる！」

　絵里香がそう叫ぶのと同時に、彼女の両親は人形めいた動きでレレナに突進してきた。レレナは泣きそうに顔を歪ゆがめたまま、それでもその突進を回かい避ひするために、身構えることしかできなかった。
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　時とき田た青せい磁じは途と方ほうに暮れていた。

　どうしたものか、と思う。下ではまだ戦せん闘とうを行っているようだし、上からは叫び声が聞こえてきた。合流するならば上のほうだとは思うが――しかし、自分が行っていいものかどうか、という思いが、今さらながら青磁の中に湧わき上がりはじめていた。

　足あし手でまといという言葉が効いた。なによりもそれは事実だったからだ。青磁は運動も得意なほうではないし、喧けん嘩かだって弱い。こういう状況においても物もの怖おじしないのは、我ながらなかなか肝きもが据すわっているとは思うのだが――しかしまあ、勇気だけではどうにもならない状況というものはいくらでも存在する。確かに、レレナにとって自分は、なんの役にも立たない足手まといでしかないのかも――

　いや。

　思い当たった。自分でも役に立つことが、ひとつだけある。

　しかし、それを口に出してレレナに言い立てることはできなかった。難なん儀ぎなものだ、と頰ほおを搔かきながら、それでも青磁は階段を昇りはじめた。ここでいつまでも立ち止まっていても、仕方がないと思ったからだ。

　廃はいビル三階を慎しん重ちように進んでいく。その足取りに迷いはない。『貪とん』がいる部屋は覚えていたし――なによりも、『戦闘』をする音がそちらの方向からひっきりなしに聞こえていたからだ。

　角を曲がったところで、青磁は立ち止まった。目を見張る。――レレナが、人間離れした運動能力を見せていたからだ。

　絵え里り香かもレレナも、青せい磁じのことには気づいていないようだった。絵里香は扉とびらを背にして腕うでを組み、しかめ面つらを作ってレレナの動きを見守っている。そしてレレナはといえば――

　二人の人間を相手に、超ちよう人じん的な動きで攪かく乱らんしていた。

　青磁はその二人が、昨日きのう絵里香の両隣どなりに立っていた人間だということに気づいた。彼らの動きもまた、常じよう人じんよりもはるかに素早かった。なにかの訓練を受けているか、あるいはなんらかの超ちよう常じよう的な力を与えられでもしているのだろうか。

　レレナも同じように、超人的な身しん体たい能力で二人と戦っていたが、彼らに比べれば明らかに精せい彩さいを欠いていた。それでも自分を捕とらえようとする二人の手をかいくぐり、その腹はらに痛つう烈れつなカウンターを入れる。ひとりが怯ひるんだ隙すきに、もうひとりの腕を取って力任まかせに投げ飛ばし、そしてレレナは床ゆかを蹴けり、『貪とん』の部屋へと駆かけ込もうとして――

　ぴたりと、その足が止まった。

　そこには絵里香がいた。険しい顔でレレナのことをにらんでいる。その視線に晒さらされて、レレナの動きが停止していた。まるで――次になにをすればいいのかを、忘れてしまったかのように。

　その隙を、二人は見逃さなかった。背後から忍しのび寄った男性が、固めた両拳こぶしをレレナの頭へと叩たたきつける。ぐらりと揺れたレレナの身体からだを、今度は女性のほうが蹴り飛ばした。レレナの小さな身体があっさりと跳はね飛んで、したたかに壁に背中を打ち付けた。

　激しく咳せき込むレレナに、絵里香は苦にが々にがしい口く調ちようで言う。

「……もう、やめなよ。レレナには無む理りだ。他の人ならどうか知らないけど、少なくともあたしを殴なぐりつける勇気なんて、レレナにはないんでしょう？　だったら――無理しないで、早く、諦あきらめなさい」

　レレナの肩かたが震えるのが見えた。うつむく。その姿は、いつもの彼女よりも、遙はるかに小さく、弱々しく見えた。

　それでも、レレナは諦めなかった。それだけは拒きよ絶ぜつするとでも言うように、震える足を叱しつ咤たして立ち上がる。絵里香は息を吐はき――そして、再び男性と女性がレレナに襲おそいかかる。

　青磁はなにをすることもできず、それを眺ながめていた。レレナはすでに戦う気力をなくしたように、防戦一方となってしまっている。と、ふと青磁は、少し離れた場所にたまの懐ふところ刀がたなが落ちているのに気づいた。慎しん重ちように近づき、それを拾い上げる。

　その次の瞬しゆん間かん、レレナの身体が自分のほうに跳ね飛ばされてきた。

「うわ――っと！」

　慌あわててレレナの背中を抱だき留める。が、勢いに負けて、二人揃そろって倒れ伏すハメになってしまった。追つい撃げきを行おうとしていた男女一組が、青磁の存在に気づいてぴたりとその動きを止めた。その向こうから、意い外がいそうな声が聞こえてくる。

「――時とき田た？　あんたなにやってんのよ、こんなとこで」

　床にしたたかに打ちつけた頭をさすりながら、青磁は不ふ機き嫌げんな目で絵里香を見返し、

「……ツォルドルフの付き添いだよ。帰れと言われたけど、どうも決心がつかなくてな。こうやって様よう子すを見に来たというわけなんだが」

　ふうん、とつまらなそうに鼻を鳴らし、それから絵え里り香かは、いいアイデアを思いついたかのように表情を明るくした。

「そっか、付き添いか。それならさ、時とき田た。その子、あんたが責任持って連れて帰ってよね。――あたし、なんだかそろそろ嫌いやになってきてさ。もう友達痛めつけるなんてこと、したくないんだよね」

　尻しり餅もちを突いたままで、青せい磁じは迷めい惑わくそうに絵里香のことを見る。それから、図らずも自分の腕うでの中に飛び込んできた形になったレレナを、そっと見下ろした。

　レレナの肩かたは――震えていた。

　まるで泣いているかのようだ。

　どんな言葉をかければいいのかわからなかった。彼女の心しん中ちゆうにある葛かつ藤とうは、自分などには想像もつかないほど深いものであるに違いない。

　レレナは青磁を拒きよ絶ぜつするかのように、彼の身体からだを突き放した。その反動のように立ち上がり、しかし膝ひざはがくがくと震えていた。もう立っていたくない、とでも言うように。

　青磁は小さく息を吐はき、そして――レレナの袖そでを摑つかんで引っ張った。

「きゃっ!?」

　悲鳴をあげて、バランスを崩くずしたレレナのことをまた受け止める。自分の腕の中で目を白しろ黒くろさせているレレナに、青磁は軽く頭を下げ、

「……その、ごめん」

　口を開いてから、自分がなにを言おうとしているのか決めていなかったことに気づいた。レレナの表情を不ふ審しんが彩いろどり、青磁は取り留めもないまま、それでも喋しやべりつづける。

「詮せん索さくはしないと言ったけど、昨日きのうわかっちゃったんだ。ほら――君が、窓から飛び降りたときに」

　レレナの顔に、かけらほどの理解の色が表れた。ただしその理解は、恐怖と同意義だ。彼女の状況や心情を分ぶん析せきするのなら、それは妥だ当とうな感情だと思えた。だから青磁は、レレナに余よ計けいなことを考える暇ひまを与えないよう、早口にまくし立てた。

「着地してから走り出したときも、ずいぶん頑がん丈じようだとは思ったけど、本当に気づいたのは君の頰ほおを見たときだ。君は気づかなかったかもしれないけど、あのときガラスの破は片へんが君の頰を切っていたんだよ。血が出るくらいには、深かったように思う」

　急速にレレナの表情が塗り替えられていく。理解という名の恐怖の色に。青磁は罪ざい悪あく感かんを覚えた。それは間違いなく、レレナという人間が抱かかえる重大な秘密に自分が気づいてしまったからなのだ。それでも、ここまで口にして最後まで言わないわけにはいかない。

「……俺おれの目の前で、その傷きず口ぐちはみるみるうちに塞ふさがっていったんだ。普通じゃありえないくらいの速さで。それを見たときに、確信した。――ツォルドルフは人間じゃない。吸きゆう血けつ鬼きか、あるいはそれに近いなにかなんだって」

　レレナは、青せい磁じから距離を取ろうとした。まるで青磁こそが化け物なのだと言わんばかりに、立ち上がって後ずさろうとして、失敗して尻しり餅もちを突く。その体勢のままでさえ、彼女はずりずりと尻を動かして、青磁から離れようとしていた。

　青磁は立ち上がった。右手に刃は物ものを握り締めたまま、静かにレレナに近づいていく。絵え里り香かはそんな二人を怪け訝げんそうに見守るだけで、邪じや魔まをしようとはしなかった。ありがたい、と口の中でつぶやいて、青磁は刃物を、自分の左の手のひらに当てた。

　レレナが目を見開くのが見えた。

　刃やいばの鋼はがね色いろを見下ろしながら、青磁は言う。

「だから、思ったんだ。確かに俺おれは、君の言う通り足あし手でまといだ。吸血鬼や他の化け物との戦いになんて、役に立てるはずがない。でも――」

　奥歯を嚙かみ締めた。痛みに耐えるために。

　そして、青磁は左手に当てた刃を、勢いよく引いた。

　これまでの人生で一度も経験したことのないような痛みが弾はじけた。左手が痙けい攣れんするように震え、溢あふれ出た血液を飛沫しぶきとして弾はじき飛ばす。血けつ痕こんが青磁の服に付着したが、彼はそんなことに頓とん着ちやくはしなかった。膝ひざを突いて、どくどくと血が溢あふれる左手を、レレナに向かって差し出す。

　言う。

「俺が役に立てるのはこれくらいだ。もしも必要なら、飲んでくれ」

　レレナは――

　大きく、口を開いた。その顔を彩いろどるのは相変わらずの恐怖だが、しかしその恐怖の中には、まったく別の種類の感情も混じっているように見受けられた。ぱくぱくと口を開閉させていたレレナは、やがてそこからひとつの言葉を紡つむぎ出した。

「…………どう、して？」

　質問の意図がわからず、青磁は目をぱちくりとさせる。レレナは泣きそうな目をしたまま、いまだに血液を溢れさせている青磁の左手を、優しく摑つかんだ。あっという間に、彼女の白い手が紅あかく汚れる。

「どうして？　どうして、そんな――そこまでするのよ。私、そんな、時とき田たくんにそこまでさせるつもりなんて、なかったのに。私、私は、もう――！」

　取り留めのない言葉。それでもレレナがなにを言いたいのか、青磁にはわかるような気がした。自分の手を握りしめ、泣くように震えるレレナを見下ろしながら、青磁は短く言った。これまでに、何回も口にした言葉を。

「君は俺の命を助けてくれた。俺はそれを知ったとき、君に借りを返すと決めた。その決定はまだ続いている」

　レレナが顔を上げた。青せい磁じと目が会う。

「もし君が別に血を必要としていなかったり、あるいはもう戦うつもりがないというのなら、これは必要のないことだ。手を引っ込めて、家に帰って救急セットを探すことにするよ」

　でも、と青磁は続ける。

「君が血を必要としているのなら――まだ戦うつもりでいるのなら、俺おれにできることは君にそのエネルギーを与えることだけだ。それしかできないなら、できることをする。――多分、それが自分の決定に従うということだと、思う」

　レレナは、しばらくのあいだ黙っていた。

　その顔は相変わらず泣きそうに歪ゆがんでいる。しかし、そこにはすでに恐怖の色は浮かんでいなかった。動揺はまだ彼女の心しん中ちゆうに存在しているようだったが、次第にそれも収まっていった。もう彼女の肩かたは震えていなかった。レレナは小さく息を吸い込むと、呼こ気きと共に青磁にしか聞こえないくらいの声を発した。

「……ありが、とう」

　そしてレレナは、青磁の血塗ちまみれの手を握りしめた。再び痛みが弾はじけるが、青磁は精神力の限りを尽くしてそれを自分の内側に封じ込めた。どくどくと溢あふれる傷きず口ぐちに、レレナの唇くちびるが近づいていく。薄うすい桃もも色いろをした唇くちびるの隙すき間まから、ちらりと牙きばが覗のぞくのを見て、青磁は場違いな気き恥はずかしさを感じていた。
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　ごくごくと。

　喉のどが、上下する。

　血の味が口の中に広がる。すでに忘れかけていた味。決して美お味いしいとは言えない味。

　ただ、それは、レレナにとって必要な味だった。

　吐はき気さえこみ上げてくる。だからどうした、とそれを抑おさえ込む。たとえ吐いたとしても、その吐と瀉しや物ぶつごと飲み込めばいいだけの話。自分の左手を切り刻むのに比べれば、どれほど容易なことだろうと思う。

　飲みつづけるうちに、心しん臓ぞうがどくどくと早はや鐘がねを打ちはじめた。ガソリンを供給されたエンジンのように、自分の中でなにかが激しく回転している。その回転は熱を生み出し、熱はレレナの身体からだに力を与えた。

　その力を使って、レレナは立ち上がった。

　青磁が自分を見上げている。レレナは青磁に微笑ほほえんでみせた。血で濡ぬれた唇を、ぺろりと舌したで拭ぬぐうと、青磁は慌あわてて視線を外した。怖がられたのかもしれない、と不安になったが、その不安さえも、胸のうちの熱があっという間にかき消してしまった。

　そしてレレナは、絵え里り香かに向き直る。先ほどまでの迷いが噓うそだったかのように、すっきりとした決意を浮かべた顔で。

　青せい磁じは言った。自分で決めたことに従う、と。

　私はなにを決めたのだろう、とレレナは自問した。

　絵里香が『貪とん』に能力を与えられたものだと知った。『貪』の力は、それを与えられた当人さえも食い尽くしてしまう力だと知っていた。絵里香はその力を失うことを拒否した。家族を犠ぎ牲せいにするようにして得た力だ、当然のことだとレレナでさえも思った。

　しかし、それを看かん過かすれば――いずれ、絵里香は喪うしなわれる。

　二年前のことを思い出した。二年前の、あの日常が終わりを告げたときのこと。

　自分に優しくしてくれた人がいた。自分を友達だと呼んでくれた娘むすめがいた。レレナとその二人は、何ヶ月ものあいだ家族のように一緒に過ごしてきた。いつまでも続くと思っていたその日常は、二人の死によって終わりを告げた。

　レレナは、二人の死を直接確認したわけではなかった。自分の知らないところですべてが進み、それと気づいたときには、あらゆる物事は取り返しのつかない場所に遠ざかってしまっていた。あの子はこの世から消滅し、そしてあの人は、短い別れの言葉だけを告げてレレナの前から消え去ってしまった。――恐らくは、永遠に。

　あのときのような思いを味わうのは、絶対に、絶対に嫌いやだった。

　要するに、それが自分の決めたことだ。絵え里り香かを喪うしなうのは嫌だ。たとえ彼女に恨うらまれても、友人ではなくなってしまったとしても。自分の知らないところで、池いけ之の端はた絵里香という明るく優しい女の子が喪われてしまうなど、絶対に許きよ容ようすることはできない。

　レレナは迷いのない足取りで絵里香に近づいていく。その手には、いつの間にか青せい磁じから託たくされた短たん刀とうが握り締められていた。

　絵里香は動揺しているようだった。それでも近づいてくるレレナのことを、そのまま無視するつもりにはなれなかったらしい。彼女は自らの両親を、再度レレナへと襲おそいかからせて――

　そして、レレナは短刀を閃ひらめかせた。

　それだけのことで、男性の右腕うでと、女性の左足が斬きり飛ばされて、かなり離れた場所にまで飛んでいった。

　倒れ伏した二人のことを見下ろして、この人たちは絵里香の両親なのだ、とちらりと思った。錐きりで刺されたような痛みが胸に走ったが、レレナはそれを嚙かみ殺した。再び前を向き、歩きはじめる。

　絵里香の、すぐ目の前にまで来た。

　絵里香は、どういう顔をすればいいのかわからない、という顔をしていた。ただ戸と惑まどいの中に、かすかな怒りだけを映して、まっすぐにレレナのことを見つめている。

「……絵里香」

　静かな声で、レレナは彼女の名前を呼んだ。絵里香は、答えない。ただレレナのことを見つめているだけだ。構わずに、レレナは言う。

「どいて」

　先ほどと、寸すん分ぶん違たがわぬ言葉。しかしそれを口にするレレナは、先ほどに比べれば別人のような落ち着きを持っていた。血に塗まみれた右手の短刀にちらりと目を遣やって、挑ちよう発はつ的に言う。

「言ったでしょ。あたしをどかしたいなら、そのナイフであたしを殺してからにしなさいって」

「絵里香――」

　不意に、絵里香は叫んだ。

「あんたがどう言おうとも、あたしは絶対に認めないわ！　お父とうさんやお母かあさんと別れるなんて――死んでも嫌！」

　背後に気け配はいを感じる。レレナは振り向かなかった。そこに右腕をなくした絵里香の父親と、左足を落とされた女性がいるとわかっていても、レレナはじっと絵里香のことを見つめつづけていた。

　からん、と音がした。レレナが短刀を取り落とした音だ。拳こぶしを握り締めて、そしてレレナは、それを絵里香の腹に叩たたきつけた。

「あぐっ――！」

　苦く悶もんの呻うめきをあげて、絵え里り香かは床ゆかに倒れ伏す。それと同時に、背後に感じていた気け配はいも、その実体をなくした。振り返ると絵里香の両親が二人、糸の切れた操あやつり人形のように、重なるようにして倒れていた。

　ごめん、と口の中でつぶやく。ごめんね、絵里香。

　それでも――私は嫌いや。あなたがいなくなるなんて。たとえあなたに嫌きらわれたとしても、一生恨うらまれたとしても、怒って私の前からいなくなってしまったとしても。あなたが永遠に消えてしまうよりは、そっちのほうがずっといいから。

　レレナは取り落とした刃は物ものを拾い上げた。扉とびらを押すと、それはあっさりと開いてレレナのことを迎え入れてくれた。室内へと、足を踏み入れる。

　内部は昨日きのうと変わっていなかった。一組のソファ、ひとつのガラステーブル、ひとつの机。そしてその向こうに座する、死体のような肌はだ色いろをした老人。

　レレナは彼に近づいていく。老人は、さしたる反応も起こさなかった。レレナが目の前に立っても、右手に握る短たん刀とうを振り上げても――ぴくりとも動かない。まるで本物の死体のように。

　レレナは唇くちびるを嚙かみ、息を止めた。これは人ではないのだ、と自分に言い聞かせる。人の形をした化け物に過ぎない――そう思ったところで、不意に自じ虐ぎやく的な思いが湧わく。

　要するに、化け物が化け物を殺すという、それだけのことに過ぎない。

　場ば違ちがいな笑いが出てきそうになった。緊きん張ちようの裏返しかもしれなかったが、そんなものが出てきそうになる自分自身を、レレナは恐怖する。すべてを終わらせるために、レレナは固く目を閉じて、頭上に掲げた短刀を――

　振り下ろした。




　　　　◆




「……まあ、そんなもんだよ。落ち込むことはない」

　自分でもそれとわかるほどの嫌いや味みな笑えみを口元に貼はりつけて、朧おぼろはそんな声を張り上げる。それを向けられた相手はどこにもいない。――少なくとも、朧の視し界かいの中には。

　ただし、そいつがいたという証あかしは、朧の足元に転がっていた。

　人間の足だ。膝ひざから下。先ほどまでは太ももから下だった。やや短くなっているのは別に溶とけたわけではなく、『イヌ』――文字通り、巨大な狗いぬの形をした朧の一部が、うまそうにそれを喰っているからだった。

　クロサキは、どこかへ逃げてしまっていた。昨日は追われる一方だった自分が、今は追う身となっている。これが戦せん闘とうの醍だい醐ご味みだな、と頭のどこかで考えながら、朧は追い討うちをかけることを忘れない。

「どこにいるんだい、クロサキ？　僕はここだぞ。お前が探し求めていた朧おぼろは、ここにいる！　殺さなくていいのか？　そろそろ許してくれる気になったのかな？」

　得意げにそう叫ぶ朧も、無む傷きずというわけではもちろんなかった。全身蜂はちの巣す、とは言わないまでも、身体からだのあちこちに銀の銃じゆう弾だんを受けてしまっていた。ことに左肩かたに食い込んだ銃弾は、神経の働きを阻そ害がいでもしているのか、左腕うで全体の感覚を失わせてしまっている。――とはいえ、クロサキは全身を切り刻んでやったのだから、五分五分と言っていいのかもしれない。いや、多くの血を失わせたことを思えば、十分に朧の勝ちだと言えるだろう。

　しかし、朧はあえて追つい撃げきをしようとはしなかった。それよりも先に、すべきことがある。

『貪とん』の始し末まつをつけなくてはならない。あいつさえいなくなれば、その時点でクロサキの吸きゆう血けつ鬼きとしての制約が復活する。そうなればあとはもうこっちのものだ。復活した制約には、自分がクロサキに与えた『第一位』としての命令も含まれているはずだから――朧がそう命じれば、クロサキは指一本動かすことができなくなるはずだった。

　ひょこひょこと、足を引きずりながら上階へと進んでいく。そうしながら、左肩の銃弾を、力任まかせにえぐり出して放り捨てる。銀によって『祝福』された傷きず口ぐちは、吸血鬼が持つ再生能力を封じてしまうが、それはあくまでも接せつ触しよくした箇か所しよに限った話だ。周りの傷口ごとえぐり出してしまえば、再生能力は復活する。

　三階へと辿たどり着いた。『クモデ』を使って、力のある方向を確認すると――ひとつだけ、頭の中に引っかかった。見み覚おぼえのある力。朧は老ろう獪かいに微笑ほほえむ。どうやら、レレナは生き延びたらしい。

　角を曲がると、レレナと――そして、青せい磁じがいた。二人とも血に塗まみれていたが、命に別べつ条じようはないようだ。先に朧に気づいたのは青磁のほうで、彼は疲れた表情をこちらに向け、ため息をつくようにして言った。

「……朧、か。無事だったんだな」

「まあね。制約が外れたクロサキがその力を十二分に発はつ揮きできるのは、太陽の下だけだ。今この場所なら、五分五分以上の戦いができたよ。仕し留とめるのは失敗したが、なに、『貪』をやってしまえば同じことだ」

　そう言って、朧は二人に近づいていく。十分に近づくと、レレナのほうが眠ねむりに落ちていることに気づいた。青磁の肩に抱だかれるようにして、かすかな寝息を立てている。朧は喉のどの奥だけで笑い、青磁は弁べん解かいをするように口を開く。

「ツォルドルフはやるべきことをやったぞ。今はちょっと疲れて眠っているだけだ。なんなら確認してみるといい、そこの部屋に――『貪』の死体があるはずだから」

「……ああ。そうさせてもらおう」

　答えて朧は再び歩きはじめた。室内へと足を踏み入れ、絨じゆう毯たんが敷き詰められた床ゆかの上に――頭をなくした死体がひとつ、転がっているのを見つけた。

　朧おぼろの笑えみが消えた。

　その死体はスーツを着込んでいる。品のいいフォーマルなスーツだ。袖そで口ぐちから覗のぞいている肌はだは、完全に枯かれ果てた老人のものだった。

　朧は足早に死体に近づき、一切躊ちゆう躇ちよすることなくその死体を裏返して、スーツの胸元を力任まかせに引きちぎった。その胸元が露あらわになり、そして朧は盛せい大だいに舌した打うちをする。

　骨と皮。あばら骨が浮き上がった、貧ひん相そうを通り越して死し相そうさえ感じさせるほどの、老いさらばえた肉体だ。

　朧は立ち上がる。部屋の中を見渡して、それがないことに気づく。眉まゆを寄せつつ部屋中を捜そう索さくしたが、やはり見つけ出すことはできなかった。

　部屋から出て、青せい磁じとレレナに足早に近づいていく。その気け配はいに気づいて、自分を見上げた青磁に、朧は半なかば諦あきらめの浮かんだ声で、こう問うた。

「……青磁。『貪とん』の頭は、どこへやった？」
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　今でもそのときのことを覚えている。絵え里り香かは確かにそう願った。両親がいつまでも自分と一緒にいてくれるように。両親がいつまでも自分を愛してくれるように。そう彼らを変えてくれ、と。

『貪とん』は、嗤わらった。

　それはできないね、と。

『貪』は人の願いを叶かなえる。しかしそれは人のためではない。『貪』自身のためだ。自らの一部を人に分け与え、そのものの願いを叶えるための能力を与える。やがて貪の一部はそのものの中で肥ひ大だい化かし、精神を内側からじわじわと浸しん食しよくしはじめて、ついにはあらゆる欲求・願望を食い尽くしてしまう。そうなったらもう終わりだ。肥大化した『貪』の一部を再び自分のところに戻し、あとにはすべての希望を失った人間の抜ぬけ殻がらだけがそこに残る。程度が軽ければ大きな喪そう失しつ感かんを抱かかえたまま残りの人生を歩んでいくこともできるだろうけれど、まあ大たい抵ていの人間は、すべての希望をなくして――自ら死を選ぶ。

　それがあたしの、食事の仕方。

　本来ならばこんなこと、エサ相手にわざわざ説明したりしない。怖がられて逃げられてしまっては元も子もないから。黙したまま自分の一部を分け与えて、そいつが肥え太っていくのを、ゆっくりと見守るだけ。

　でも、あなたは違う。

『貪』の緩ゆるやかな笑えみ。忘れることはできない。口元では笑んでいながら、その目玉にはどこまでも虚うつろな色が広がっている。人の形をした、人ではないものの笑みだった。

　――あなたは、強い願いを持っている。他のものとは一線を画すような、それが叶わなければ生きていけないほどの強い望みを。その願望は、あたしにとって役に立つ。その力をあたしのために役立てると誓ちかうなら、絵里香、あなたのことは食べないでいてあげる――

　ただし、と、『貪』は付け加えた。

　その願いは少し形を変えることになる。娘むすめを愛する両親なんて、自分の役には立たないから。『貪』にも絵里香にも役に立つように変える必要がある。

　どちらでも好きなほうを選ぶといい。諦あきらめてこのまま帰るか、さもなくば――




　両親を人形に変えて、ずっと自分と一緒にいられるよう作り替えてしまうか。

　どちらでも、あなたの好きなほうを。




「……あの。あれ、クロサキさんじゃないスかね？」

　その声に、絵里香はゆっくりと顔を上げた。

　スモークの入った窓ガラスの向こうに、蠢うごめく黒服が見えた。全身が血に塗まみれ、足も一本失っているようだ。その様さまを見て、絵里香は暗い笑みを口元に浮かべる。横目で運転手のニット帽ぼうをちらりと見て、短く言う。

「回収するわ。本部に届けといてね」

　ニット帽ぼうの返事を待たずに、絵え里り香かは膝ひざの上に抱かかえていたビニール袋を脇わきに置いた。半透明の袋の向こうには、血でべとついた白はく髪はつが透すけて見えている。嫌けん悪お感かんも露あらわにそれを一いち瞥べつしてから、彼女はドアを開けて車から降りた。後部座席に座っていた両親も、それに追つい従じゆうする。

　路ろ地じ裏うらを這はうようにして移動していたクロサキは、その顔を上げて絵里香のことを見た。どんな表情も浮かんではいない。吸きゆう血けつ鬼きになると感情まで失ってしまうのか、と思いかけ、しかしすぐに絵里香はそれを否定した。

　半はん吸血鬼である自分の友人は、こちらが困るほどに激しい感情を持っていたからだ。

　脳のう裏りに愉ゆ快かいな思いが生まれる。半吸血鬼というものがどんなものなのか、もう少し詳くわしく聞いておいてもよかったかもしれない。

　それから、絵里香は小さく息を吸い、眼下に転がる吸血鬼に、嘲あざけるような声を出した。

「……あれだけ大きな口を叩たたいておいて、いいザマね、クロサキ」

「…………喧けん嘩かを売りにきたのか」

「まさか。助けに来てあげたのよ。感謝しなさい」

『手動操そう縦じゆう』で両親を動かして、絵里香はクロサキの身体からだを車の中へと運んだ。すでに彼は立ち上がることすらままならないようで、後部座席のシートに倒れ込んだまま、礼も言わずに絵里香のことを見つめつづけていた。絵里香は唇くちびるを曲げてその視線を一いち瞥べつし、それから車内に首を突っ込んで、運転手に指示を与える。

「それじゃ、よろしくね。死んだらそれで構わないけど、一応急いで。そいつは『貪とん』のお気に入りだからね。血を欲しがったらあげておいて」

「……え、絵里香さんは、一緒に来ないんスか？」

　心なしか、ニット帽は青ざめた顔をしていた。クロサキと二人きりになることを想像したのかもしれない。無む理りもない、と絵里香は同情する。クロサキの中にあるのは、朧おぼろとかいう吸血鬼に対する憎ぞう悪おと、あまりに巨大すぎてよく他人に向かう怒りだけだ。

　とはいえ、こんな奴やつと一緒に車に乗るなど冗じよう談だんではなかった。絵里香は微笑ほほえんで小さく手を上げ、それからばたんと車のドアを閉めた。

　迷うような数秒の後に、車はゆっくりと発進していく。それを見送ってから、絵里香はぼんやりとした声で、

「……さて。これから、どうしよっか？」

　両親は答えない。構わずに、絵里香は喋しやべりつづける。

「そういやさ、夕ご飯はん食べてなかったね。ファミレスかどっかで食べてこっか？　……あー、その服じゃ無理かな。血塗ちまみれだもんね、入店拒きよ否ひされそう」

　レレナに斬きり飛ばされた両親の手足は、すでに絵里香の『糸』によって繫つなぎ合わされていた。彼らの身体からだも、すでに人形と同然。刻まれれば血は出るが、それによって死ぬことはない。ただ壊こわれるだけだ。

「先に服を買ったほうがいいかな。あたしが買ってくるからさ、お父とうさんたちはここで待っててよ。ね？」

　絵え里り香かは歩き出した。両親もその後を追いながら、穏おだやかな笑えみと共にこう答えた。

「いつもすまないね。ありがとう、絵里香」

「本当に、あなたは優しい子だわ、絵里香」

　それを聞いて――

　絵里香は泣きそうになった。立ち止まり、空を見上げる。後ろで二人が足を止める気け配はいを感じながら、絵里香は静かに思う。

　あのとき、自分は『貪とん』から与えられた能力で二人を人形とした。ただ穏おだやかに笑い、自分の傍そばにいてくれるだけの存在へと変えてしまった。かつてはそれでよかった。いや、いいと思おうとした。以前の二人の人格を忠実に再現した『自動操そう縦じゆう』によって動く二人は、実際操あやつる前の両親と寸すん分ぶん変わらないように思えた。

　けれど――やはり、違うのだ。

　彼らはある程度、自分で考え、自分で動くことができる。それが『自動操縦』だからだ。それでも、それは彼らの意志から来る動きではない。そうプログラムされたコンピューターが計算結果を弾はじき出すように、与えられた動きをただこなすだけに過ぎない。

　二人は絵里香の傍にいてくれる。絵里香を愛していてくれる。

　それは結局のところ――絵里香が、そういうふうに彼らを操っているからなのだ。

　そのことに気づいてしまったのは、いつからだったろう。もしかしたら最初からわかっていたのかもしれない。少なくともある種の虚むなしさを、絵里香はずっと胸の内に抱かかえていた。たったひとりきりで人形遊びをしているような、どうしようもない寂さびしさを。

　夜の空には雲がかかり、星のひとつも見出すことはできなかった。絵里香は『意識の糸』を使い、自分を挟はさむようにして両親を両脇わきに立たせる。そうして、二人の手をそっと摑つかんだ。なにかを、確かめるように。

　仲なか睦むつまじい親子のように、三人手を繫つないで歩きながら、絵里香はぼんやりと思う。

　もしも。もしも二年前に、レレナと知り合うことができていたら。あの優しくて気弱で生き真ま面じ目めで、そのくせ己おのれが正しいと考えることを絶対に譲ゆずろうとしない娘むすめと出会っていたら――自分は、どうしただろう。彼女に相談しただろうか。両親が離り婚こんしてしまう、自分は二人と離れるのは絶対に嫌いやだと、泣いて訴えかけただろうか。

　二人の手を、強く握りしめる。そんなことは考えても仕方のないことだと、思いながらも考えずにはいられなかった。

　きっと、レレナは真剣に、自分の話を聞いてくれただろう。あのときの友人たちのように、話半分に聞いて逃げ出すような真ま似ねだけは、絶対にしなかったに違いない。我が事のように考え、悩み、両親と掛け合うくらいのことは、してくれたに違いなかった。

　もしも。

　もしもレレナが、そうしてくれていたのならば――

　自分は、『貪とん』に縋すがっていただろうか？

　絵え里り香かは下を向いた。ふっと笑う。

「……馬鹿だね」

　それが誰だれに向けた言葉なのか、自分でもよくわからなかった。顔を上げ、両親のことを見る。彼らは相変わらず、曖あい昧まいな笑えみで自分を見下ろしているだけだった。

　それでいい。そう思う。この笑顔が、自分があらゆるものを犠ぎ牲せいにして得た、たったひとつのものなのだから。多くは望むまい。後こう悔かいもすまい。過去がどうであれ、現在がどうであれ、もう自分には、目の前に延びる道を歩いていくしかないのだから。

　絵里香は歩き出した。路ろ地じ裏うらを、前に向かって。両親の手を強く握りしめて、しかし両親が絵里香の手を自ら握り返してくれることは、最後までなかった。




　　　　◆




　目を覚ますと、見知らぬ天てん井じようがそこにあった。

　木もく目めが自分のことを見下ろしている。思わずレレナは跳はね起きて、それから慌あわてて辺りを見回した。八畳じようほどの和室の中央、丁てい寧ねいに敷しかれた布ふ団とんの上に寝かしつけられていたらしい。もちろん見み覚おぼえはなかった。そもそもレレナの現在の家は教会であって、こんな和室など存在しないはずなのに――

　そこまで考えが及んだところで、レレナは気づいた。

　自分の服装が替わっている。

「…………あれ？」

　目をぱちくりとさせて、胸元を見下ろす。浴衣ゆかたに似た和風の着物が、レレナの身体からだを包んでいた。六月の蒸し暑い夜の中にあっても、これに袖そでを通しているとなかなか涼しくて心地がいい。が、もちろん問題なのはそんなことではなく――

　レレナには、こんなものを着た覚えは、これっぽっちもないということだ。

　ということは。

　誰かが自分の服を脱がせてから、この和服を自分に着せた、ということになる。

　そう思い当たった瞬しゆん間かん、襖ふすまがするすると開く音がした。レレナは反射的にそちらに顔を向け、そしてそこに、自分とよく似た和服を着込んでいる青せい磁じの姿を発見した。彼は上半身を起き上がらせているレレナのことを見て、ほっとしたように眉まゆの端はしを下げ、そして、

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」

　声にならない叫びと共に投げつけられた枕まくらを、もろに顔面に受けて、青磁はそのままバランスを崩くずして廊ろう下かの上に倒れ込んだ。




「……ええ、ええ、左さ様ようでございますよ。お嬢じよう様のお召めし物が汚れていたものでございますから、失礼かとは存じましたがたまが脱がせまして。ええ。ちゃんとお身体からだも拭ふいた上で、たまの寝ね間ま着きを代用させていただきました。大だい丈じよう夫ぶです、坊ぼつちゃまには一目たりとも見せてはいませんから」

　見られてたまるか、と胸の中ではつぶやいたが、しかし同時に罪ざい悪あく感かんも湧わいてきた。彼女の言うことが本当ならば、勘かん違ちがいで青磁に枕をぶつけてしまったことになるからだ。

　たまと名乗ったその女性は、一見すれば青磁の姉のようにしか見えなかった。温おん厚こうを絵に描いたような穏おだやかな風ふう貌ぼうをしていて、その物もの腰ごしはまるで明めい治じや大たい正しようといった時代から抜け出してきたかのようだ。

　彼女のレレナに対する態度は好意に満ち溢あふれていて、その説明は寝起きの混乱をひとつひとつ解きほぐしてくれた。

　あのあと――自分の手で『貪とん』にトドメを刺したあと、どうやらレレナは極度の精神的な疲労から失しつ神しんに陥おちいってしまったらしかった。いくら起こそうとしても返答がないために、青磁はレレナを負ぶさって、自分の家まで運び込んだのだという。すごい重かった、と正直に述じゆつ懐かいした青磁のことを、レレナはじっとりとした目でにらみつけた。

　それから、青磁は同居人――たまは『使用人』と訂てい正せいしたが――にレレナの面めん倒どうを任せ、自分は連絡網もうからレレナの家に電話をしたのだという。――自分はレレナのクラスメイトなのだが、一緒に遊んでいる途と中ちゆう、レレナが誤って足を滑すべらせて溝みぞ川がわに転てん落らくしてしまった。別に怪け我がはなかったようだが失神してしまって、人ひと目めや風か邪ぜを引いてしまっては悪いから、自分の家に連れてきた、連絡が遅くなって申し訳ない――

「――と説明したんだけどな。どうも疑ってるみたいだった。別に不ふ機き嫌げんではなかったけど、笑ってるみたいな声で『娘むすめとはいつから？』とか聞かれたよ」

　淡たん々たんとそう説明した青磁に、レレナは束つかの間ま、頭痛を覚えた。これから先、一ヶ月は母に追及されつづけるであろうことは間違いなかった。

　それから、レレナはふと背せ筋すじを伸ばした。

　青磁とたまに向き直る。彼らのことをしばらくのあいだ、物も言わずに見つめてから、レレナはおもむろに深々と頭を下げた。

「……ありがとう、ございました。時とき田たくんも、たまさんも。ご面めん倒どうをおかけしました」

　たまはころころと笑いながら、それに応じる。

「いいえぇ、お気になさらずともよろしいのですよ。なにしろ坊ぼつちゃまが初めてこの家に連れてきたガールフレンドですもの。きちんとお世話しなければ、たまが旦だん那なさまに叱しかられてしまいますからね」

「がっ――」

　絶ぜつ句くしたレレナとは対照的に、青せい磁じは落ち着き払った口く調ちようで、

「……たま。ちょっと悪いんだけど、あの子を呼んできてくれないかな」

　たまは青磁の顔を見つめた。それからレレナの顔に目を向けて、もう一度青磁の顔に視線を移し、数秒ほど考えてから、「あら」と頰ほおに手を当てる。

「そうです。そうでした。あらあら、ごめんなさい坊ちゃま、たまとしたことが気を利かせないで――それでは、ちょっと失礼しますね。どうぞごゆっくり」

　それだけ言って、たまはそそくさと部屋から出て行ってしまった。ぴしゃりと閉められた襖ふすまを複雑な面おも持もちで見つめながら、レレナはぽつりと、

「……なんていうか、ユニークな人、だね」

「まあな。俺おれはもう慣れたけど」

　そこでレレナは、ふと青磁のことを見る。和わ装そうの青磁は、普段の学生服の彼とはまた違った雰ふん囲い気きを有していた。それを指し摘てきすると、青磁は少し恥ずかしそうに頭を搔かいて、「これは部屋着なんだ」と言い訳をした。その様よう子すがおかしくて、レレナは口元に手を当てて、くすくすと笑いつづけた。

　その笑い声が止やむと、部屋の中に沈ちん黙もくが満ちた。

　青磁もレレナも、なにも言わなかった。純和風のこの家には、他に雑音を発するものもないらしい。しんと静まり返った部屋の中に、二人きりでいながら、それでもなぜか気まずくはならなかった。と、レレナは視線を走らせて、青磁の左手を見た。

　そこには、痛々しく包ほう帯たいが巻かれている。

　きゅっと唇くちびるを嚙かんだ。膝ひざにかけられた布ふ団とんの上で、もじもじと両手を絡からみ合わせる。そうしながら、レレナは消え入りそうな声で、

「……時とき田たくん。あの、本当に、ありがとうね」

　青磁は意い外がいそうな顔をした。口を開きかけ、しかしそれを制するように、レレナは言葉を重ねる。

「時田くんがいなかったら、私はなにもできなかった。絵え里り香かを目の前にして、逃げ出すことしかできなくて、それできっと、そのことを一生後こう悔かいしたと思う。――今までにも、たくさん後悔することはあったけど――今日ばかりは正しいことができたって、そう思うよ。時田くんのおかげで」

「……買いかぶりだよ。俺おれはそんな大したことはしていない」

　照れ隠かくしにそっぽを向いて、青せい磁じは小さな声でそう言った。優しく微笑ほほえみながら、レレナは手を延ばして、青磁の左手に触ふれる。青磁の身体からだが震えるのがわかった。それには構わず、レレナはもう一度、言葉を重ねた。

「ありがとう。時とき田たくん」

「…………」

　それから、レレナはふと思い返した。首を傾かしげて、青磁に尋たずねる。

「ねえ。そういえば――あれから、絵え里り香かはどうしてた？」

　青磁は目だけでレレナのことを見、その問いに答えてくれた。

「ああ。しばらく気を失ってたけど、君より先に目を覚まして、部屋の中に入っていったよ。それからすぐに出てきて、なにも言わずにいなくなってしまった」

「……そう」

　目を伏せて、レレナはそれだけを言った。

　絵里香は――自分のことを恨うらんでいるだろうか、と思った。彼女にしてみれば、今やレレナは親の仇かたきも同然のように映っているだろう。自分は正しいことをした、悔くいのないことをしたという気持ちはある。しかし、かつての――レレナにしてみれば今もなお――親友である絵里香に憎にくまれているという事実は、レレナの心に裂さくような痛みを与えていた。

　もう一度話をしたかったが、恐らくそれは叶かなわないだろう。彼女にしてみれば、自分の顔など、見るだけで苦痛なはずだから。

　これから先、絵里香とどうやって接していけばいいのか。それを青磁に相談してみようと、レレナは青磁に向き直り、

　すぱんっ、と襖ふすまが開いた。

　レレナは目を丸くする。青磁も驚いたように後ろを振り返った。そこにいるのは、すでに見み慣なれた子供の姿。――朧おぼろが、垂れた目をぱちくりとさせながら、青磁とレレナのことをじっくりと観察していた。なぜかその手には、お茶とお茶菓が子しが載のったお盆ぼんがある。

「ん」

　そんな声を出して、朧は首を傾かしげ、ぽつりと、

「なんだ。子作りの最さい中ちゆうだったか？」

　レレナは枕まくらを投げた。

　もちろん朧はそれを顔面に喰らうなどという間ま抜ぬけな轍てつは踏まなかった。半歩身体からだをずらしてあっさりとそれを避けると、彼はお盆を手にしたまま部屋の中に入ってきて、がたりとそれをレレナの枕まくら元もとに置いた。珍しく不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせながら、青磁に向かって文句を言う。

「……なんなんだ、あの女は？　僕を使いぱしりにするとはいい度ど胸きようだ」

「しょうがないだろう。お前は迷子まいごの子供だということになっているんだから。――頼むから、たまの血を吸ったりはしないでくれよ？」

　ふん、と朧おぼろは不満げに鼻を鳴らす。その姿にかすかなおかしみがこみ上げてきたが――しかし、レレナは強いて表情を引き締めた。朧の白い横顔に、はっきりとした声で問う。

「朧。あなたは、これから、どうするの？」

『貪とん』が死んだ以上、自分と朧を繫つなぐ線は消しよう滅めつしてしまったとレレナは考えていた。となれば、彼は単なる人食いの化け物になってしまったということになる。吸きゆう血けつ鬼きに血を吸うなと言えるわけがないが、さりとて彼が人を傷つけるのをそのまま見過ごす気にもなれなかった。言葉を尽くして説得し、どこかで妥だ協きよう点を見つけるしかない――そう決心したレレナに、朧はつまらなそうに答えた。

「決まってるさ。『貪』を殺すんだ」

　レレナは、瞬まばたきをした。

「…………なんですって？」

「聞こえなかったか？　『貪』を殺す。あいつを生かしたままだと、僕は安心できないからね。クロサキとの遊びも、まだ終わってない。それまでは、しばらくこの街にいることにするよ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。『貪』はもう、私が――」

　朧は憐あわれれむようにレレナのことを見て、すっぱりとした口く調ちようで、

「あれはな。偽にせ物ものだよ、レレナ」

　…………。

「に、せ――？」

「偽物。フェイク。影かげ武む者しや。なんでもいいが、少なくともあいつは『貪』の本体じゃない。僕も一度しか会ったことはないが、間違えるはずがないよ。本物はあんな老人ではなくて、お前と同じくらいの黒くろ髪かみの小こ娘むすめだったはずだ」

　レレナはどういう反応を起こすこともできない。いつ朧が冗じよう談だんだと言うのか期待しているような表情を、じっと浮かべていた。と、レレナは青せい磁じが気まずそうに頰ほおを搔かいているのを見た。じわりと実感が湧わいてくる。――もしかして、時とき田たくんは最初から知っていたのかしら。

　そんなレレナの心しん中ちゆうなどにはまったく構わず、朧は忌いま々いましげにつぶやいていた。

「最初からおかしいとは思ってたんだ。『貪』の本体にしてはいくらなんでも護ご衛えいが少なすぎる。クロサキともうひとりだけなんて、考えてみればバレバレの囮おとりじゃないか」

「囮、って――」

「恐らくあの老人は、『貪』の分ぶん体たいだったんだ。死体に自分の分ぶん身しんを宿らせて、そいつに人間の願望を喰わせ、丸々と肥こえ太ったところで自分に吸収する――という方法を取ったんだろう。その証しよう拠こに――あの部屋には、老人の首がどこにもなかった。お前がむしゃくしゃして窓から頭を投げ飛ばしたとかいうのでもない限り、『貪』の分身は回収されたと考えるのが妥だ当とうだ。恐らくはクロサキの同どう僚りように、ね」

　レレナの脳のう裏りに絵え里り香かの顔が浮かんだ。重苦しく押し黙るレレナに、朧おぼろはふと、口元に笑えみを浮かべてみせた。

「まあ、そんなわけだ。向こうはまた僕を殺そうとするだろう。仕方がない、本体がどこにいるのかわからない以上、僕はそれを迎え撃うつしかないからね。まあ、そんなわけで――」

　そして朧は、のうのうとレレナに向かって手を差し出した。

「これからも、よろしく頼むよ。レレナ」

　レレナは朧をじっとりとにらみつけた。

　そんな大事なことはもっと先に言え、という文句がまず浮かび、しかしそれを口にしたところで、朧を喜ばせることにしかならないだろうと思った。この性しよう悪わるな吸きゆう血けつ鬼きは、人が怒ったり嫌いやがったりするのを見るのがなにより好きらしいから。

　自分に差し出された小さな手のひらを見つめて、レレナは考える。

『貪とん』の本体はまだ死んでいない。もしもそれが事実なら、今日の自分の戦いは、まるっきり無む駄だなものだったということになる。絵え里り香かが『貪』を――その分ぶん身しんを守っていたのは、恐らく本体のほうにそう命じられていたからだろう。道理で、とレレナは思う。絵里香が自分を攻撃するときに、手て加か減げんしていたはずだ。あの老人を殺しても、自分の両親は失われないと、絵里香は知っていたのだ。

　レレナは、深く息をついた。それでも、と思う。

　自分の戦いは不ふ毛もうだった。それでもそこで得たものは、決して偽いつわりではなかったはずだ。

『貪』はまだ生きている。絵里香の両親も、いまだに存在している。そして、絵里香が『貪』に喰われてしまう可能性も。

　それならば――自分は、この手を握るしかないではないか。

　なぜならばそれがレレナの決めたことだからだった。自分の知らないところですべてが過ぎ去り、自分の知らないところですべてが終わってしまうなどということは、絶対に許きよ容ようすることができないと。

　二年前のあのとき、レレナはほとんどなにもできなかった。すべてを傍ぼう観かんすることしか、できなかった。

　だから、今度は。

　レレナは手を延ばす。そうして朧の小さな手を握りしめる。満まん面めんの笑えみを浮かべた朧の顔を、不ふ機き嫌げんに唇くちびるを引き結んでにらみつけながら、それでも彼女は、はっきりとその言葉を口にした。

「……よろしく。朧」





終わり









あとがき







　お久しぶりです、あるいは初めまして、鈴すず木き鈴すずです。

　さて、『吸きゆう血けつ鬼きのひめごと』、楽しんでいただけましたでしょうか。

　一応このお話は、僕のデビューシリーズである『吸血鬼のおしごと』の続編ということになっております。というか『吸血鬼のおしごと』最終巻のあとがきで「これでこの人たちのお話は終わりです」みたいなことを堂々と書いていた記き憶おくがあるのですが、すいません、続きました。ぬけぬけと続きました。ちょっと恥ずかしいです。

　ただこうして続いた以上は、作者としては面白い物を読者に提供する義務があると思います。それを果たせるかどうかはわかりませんが、まあ笑って読んでやってくださいな。




　ところで作者本人がこんなことを言うのもキモいのですが、数年ぶりにレレナを書いていて自分が結けつ構こうこのキャラを気に入っていることを発見しました。

　彼女の行動や台詞せりふだけ、書いていてやけに楽しいのです。レレナ視点のパートだと筆が進むのも若じやつ干かん早いようです。今まで書いてきた他のキャラではあまり見られなかった現げん象しようですよ。生かしておいてよかった。

　とりあえず『吸血鬼のひめごと』の二巻は出してもいいよとの神しん託たくが下っておりますので、次巻でもどんどんレレナを苦し、もとい、活かつ躍やくさせていきたいと思っています。がんばります。




　そんなこんなで、恒こう例れいのお礼タイムを執とり行いたいと思います。

　まずは担当編集者様×お二ふた方かた。いつもいつも遅れてしまって申し訳ありません。消え入りそうな声で「すいませんまだできません」と電話を入れても、怒るどころか逆に励ましていただいたりして、今後七なな生しよう頭が上がらないのではないかと思うほど感謝しております。これからも何なに卒とぞよろしくお願いします。

　イラストレーターの片かた瀬せさん。以前にも増して素す敵てきなイラスト、どうもありがとうございます。というか実はまだラフしか手元にはないのですが、たまの笑顔を見られただけで僕は満足です。この話を書いてよかったと思いました。

　そしてなにより、この本を手に取っていただいた読者の皆様方に、最大級の感謝を捧ささげたいと思います。

　どうもありがとうございました。できるうならば、また近いうちにお会いしましょう。

　それでは。





鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

永遠に同じ場所をぐるぐる巡り続けるだけのエスカレーターがちょっと好きです。まるで僕の人生みたいですよね。

[image: ]




片かた瀬せ 優ゆう

三重県出身で東京都在住の絵描き。乙女座でＯ型。忙しいのを言い訳に、買うだけで読んでない本がどんどんたまっていきます。そのうち天井に届きそう。
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